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富士見ドラゴンブック









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：猫猫 猫、安達洋介、いろは楓、佐々木あかね、四季童子
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まえがき――冒険への誘い






　みなさんこんにちは、田中信二です。

　既き刊かんをお読みの方、いつもありがとうございます。

　初めての方は初めまして。私は本書の著ちよ者しやであり、ＴＲＰＧというゲームを題だい材ざいにした冒険物語の語り手でもあります。

　ここでは本格的に本書の内容を楽しむ前に、このゲームや物語についての基き礎そ知ち識しきを解説させていただきます。




　本書はテーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、『アリアンロッド・サガ』のリプレイとしては四番目のシリーズ『デスマーチ』の第四巻かんです。

　ＴＲＰＧとは〝テーブルトークＲＰＧ〟の略りやく称しようで、ゲームマスター（以下、ＧＭ）と呼よばれる進行役ひとりと、複ふく数すう人のプレイヤーで行なう遊びです。プレイヤーは各自ひとりのキャラクターを担たん当とうし、ＧＭの管理のもとに冒ぼう険けんへと旅立ちます。コンピューターゲームのＲＰＧを、人間同士が会話しつつルールブックを参照しながら進めるようなゲーム、というとイメージできますでしょうか？

　リプレイとは、ＴＲＰＧを遊んでいる様子を読み物として書き起こしたものです。




　本書で使用しているのは『アリアンロッドＲＰＧ』というゲームのルールです。

　いわゆる剣けんと魔ま法ほうの世界を舞ぶ台たいにした、ファンタジーと呼ばれるジャンルのゲームなのですが、この本で舞台になっている〝アルディオン大陸〟という土地では、現げん在ざい大陸全土におよぶ戦せん乱らんが巻まき起おこっています。

　その激げき動どうの時代を生き抜ぬく人々が、このリプレイの主人公たちです。




　前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ』は『デスマーチ』以外にもいくつものシリーズが展てん開かいされています。それらのサガシリーズについて興きよう味みのある方は富ふ士じ見み書しよ房ぼうのウェブサイトなどでご確かく認にんください。

　次じ項こうの「前ぜん巻かんのあらすじ」は『デスマーチ』三巻かんから四巻にかけて、変動したアルディオン大陸の世界情じよう勢せいを解かい説せつする記事です。また第七話冒ぼう頭とうの「早わかり『アリアンロッド・サガ』」は今回の物語と関連の深い、『アリアンロッド・サガ・リプレイ⑥』および『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク④』で起こった事じ件けんについて解説しています。その二冊を未読の方はネタバレのご注意ください。

　そのあたりの知ち識しきは大だい丈じよう夫ぶ、という方はそのまま本ほん編ぺんに進んでください。











前巻のあらすじ






　帝てい紀き八一二年一一月。誕たん生じようしたばかりの新しん興こう国こくフェリタニアに、四人の男女が集った。

　フェリタニア第一の騎き士しアル・イーズデイルの妹で、騎士を目指す少女アキナ・ブルックスを始め、〝裏うら目め軍ぐん師し〟マルセル、〝隻せき眼がんの盗とう賊ぞく〟ギィ、〝謎なぞのエクスマキナ〟ドランら四名はギルド〝エンジェルファイヤー〟を結成、フェリタニア軍に参加したのだ。

　八一三年六月、〝エンジェルファイヤー〟はグラスウェルズ王国へ使し節せつとして赴おもむく。その任務の帰り道、なぜか一行は、グラスウェルズ領内で指名手配を受ける。その原因は、ドランの中にいつのまにか埋うめ込めまれていた秘宝、竜りゆう輝き石せきだった。この竜輝石目当てに襲いくるバルムンクの幹かん部ぶを撃げき退たいした一同だったが、多くの謎が残された戦いであった。

　続く八一三年九月。グラスウェルズ王国の内乱に端たんを発した〝竜輝石戦争〟が勃発する。

　この戦争での、エンジェルファイヤーの当初の任にん務むは東とう方ほう国こつ境きようの守備だった。しかし南方の国ゴルフォードの不ふ穏おんな動きを察さつ知ちしたエンジェルファイヤーは、急きゆう遽きよナドレスの街に向かう。そこで出会ったゴルフォードの錬れん金きん騎き士し団だん団だん長ちようゲオルグから、ゴルフォードはドランの中の王おう威いの竜輝石を狙ねらっていることを知る。アキナたちは彼と取引をし、ゴルフォードに巣す喰くうバルムンクを打ち倒した。そしてゴルフォードの参さん戦せんの回避に成功したのである。




















早わかり『アリアンロッド・サガ』






●竜りゆう輝き石せき戦せん争そう勃ぼつ発ぱつ

　帝てい紀き八一三年九月。グラスウェルズ王国の王族エダム公こうアンリは軍を率ひきい、現げん王おうフィリップに対し、突とつ如じよ叛はん旗きを翻ひるがえした。大国を二分するこの大たい乱らんはアンリ軍有利に見えた。アンリ軍はフィリップ軍に兵数で優ゆう越えつしているうえに、大陸最強のベルフト将しよう軍ぐんの来らい援えんの約やく定じようをレイウォールからとりつけていたのだ。

　この事じ態たいに、新たにグラスウェルズの軍ぐん師しとなったアンソン伯はくは、フェリタニア・メルトランド連合王国に救きゆう援えん要よう請せいを行なった。

　連合王国女王ピアニィはこれを受じゆ諾だく。しかし、その救援は意外な形で実じつ現げんされる。

　現げん在ざい戦火が迫せまるグラスウェルズに援えん軍ぐんを送るのではなく、アンリ軍に援軍を提てい供きようするレイウォール本国をつき、最強のベルフト軍を撤てつ退たいに追おい込こむ作戦をとったのである。
















▼キーワード

フィリップ：グラスウェルズの少年王。正せい統とうな王位継けい承しよう者しや。

アンソン：フィリップを支ささえるグラスウェルズの新軍師。元軍師ゴーダ伯が推すい薦せんした。

アンリ：エダム公。グラスウェルズ王位継けい承しよう権けん第一位。野心旺おう盛せいだが、軍事的には無む能のう。

ベルフト：レイウォール第二王子。大陸最強の武ぶ人じんと呼よばれる。

ピアニィ：レイウォール第二王女だったが、濡ぬれ衣ぎぬを着せられ逃とう亡ぼう。現在はフェリタニア・メルトランド連合王国女王となる。




●ノルドグラムの陥かん落らく

　戦火が拡かく大だいする中、さらなる火種が生まれていた。ゴルフォード王国が錬れん金きん騎き士し団だんを動員。南方から連合王国に侵しん攻こうする構かまえを見せる。急きゆう派はされた騎き士しアキナ・ブルックスらが、錬金騎士団団だん長ちようゲオルグの説得に成功。連合王国は三方に敵てきを抱かかえるという危き機きを脱だつする。

　一方ピアニィの作戦は着々と進む。キャメルウォータ会戦で、連合王国軍はレイウォール軍を打うち破やぶる。そして、その地にステラ将軍率ひきいる主力軍を滞たい在ざいさせたまま、ピアニィ自身は少数の奇き襲しゆう部隊を編へん制せい、秘ひ密みつ裏りに海路からノルドグラムへ攻こう撃げきをかける。

　時に帝紀八一三年一〇月。一いつ気き呵か成せいに急所をついた攻撃に、実じつ権けんを握にぎっていた第一王子ヒューバードは城しろから逃亡。体調を崩くずし幽ゆう閉へいされていた父王オーギュストは救い出され、ピアニィをレイウォール王国を継けい承しようする存そん在ざいと宣せん言げんする。




▼キーワード

ゴルフォード王国：南方の錬金術が盛さかんな国。王はドワーディン。

ゲオルグ：錬金騎士団団長。切れ者のエクスマキナ（機械人）。

アキナ：連合王国の少女騎士。第一の騎士アルの義ぎ妹まいである。

ステラ：レイウォール第一王女。現在は連合王国に所しよ属ぞく。

オーギュスト：レイウォールの王にして大陸の統とう一いつ帝てい。ピアニィの父。

ヒューバード：レイウォール第一王子。優ゆう秀しゆうな政せい治じ家か。ピアニィを敵てき視しする。




●グラスウェルズの内ない乱らん鎮ちん定てい

　グラスウェルズでは、アンリがベルフトと合流すべくエグベルト要よう塞さいで護まもりをかためていた。ベルフトはノルドグラム陥落の報ほうを聞き、独どく自じ行動を決けつ断だん、アンリとの合流を目指して移い動どうを開始したというのだ。

　フィリップ軍としては、アンリとベルフトに合流されると勝ち目がない。アンソンはアンリ軍に短期決けつ戦せんを強しいるべく策さくを巡めぐらす。

　アンリの心理を読み、フィリップ王自らをおとりにするなどの策で、アンソンは見事にアンリ軍を要塞からおびき出すことに成功。アンリ軍を野戦で撃げき破はする。そしてアンリの切きり札ふだである浮ふ遊ゆう要塞を破は壊かいしたことにより、グラスウェルズの内乱は沈ちん静せい化かしたのであった。




●レイウォール王家、兄と妹の激げき突とつ

　ところが。アンリ軍と合流すると見られたベルフト軍は、少数の陽よう動どう部隊を残し、忽こつ然ぜんとグラスウェルズ国内から姿すがたを消していた。

　配下の武ぶ将しようオシミヤの別働隊をノルドグラムに回し、ピアニィ軍を足止めさせている間に、自身は電でん撃げき的てきにメルトランドの旧きゆう都とレスノール、連合王国の首都ノルウィッチを相次いで陥落させてしまう。

　そして、元メルトランド女王スリス、ノルウィッチ伯イザベラ、アヴェルシア王の遺い児じウィルフレッドらを人ひと質じちにとり、ピアニィに自分との決戦を迫せまるベルフト。

　対するピアニィはノルドグラムを包囲するオシミヤ軍を撃げき破は。ベルフト軍との決戦に向けて、連合王国とレイウォールの国こつ境きよう地帯で連合王国軍の主力を率ひきいていたステラと合流した。

　そして、自ら陣じん頭とうに立ち、人質を奪だつ回かいした後、ベルフトとの直ちよく接せつ対決に臨のぞむ。

　激げき闘とうのすえ、これにからくも勝利したことで、ピアニィはこの竜輝石戦争の勝利者となった。帝紀八一三年一一月のことである。




▼キーワード

オシミヤ：ベルフト配下のレイウォール三二将。

スリス：元メルトランド女王。ピアニィに救出され連合王国に参加。

イザベラ：ノルウィッチ伯。築ちく城じようマニア。

ウィルフレッド：殺されたアヴェルシア王ケネスの嫡ちやく子し。ラドフォード伯はく領りように匿かくまわれていた。
















●フェリタニア合がつ衆しゆう国こく

　竜輝石戦争終結後の帝紀八一四年。アルディオン大陸に新しい国家が出しゆつ現げんしていた。

　その新しい国家の名はフェリタニア合衆国。提てい唱しよう者しやはフェリタニア・メルトランド連合王国女王ピアニィである。

　フェリタニア合衆国は、現在アヴェルシア、メルトランド、レイウォールの三カ国の連合国家となっている。それぞれの国に王を置き、そのとりまとめ役としてピアニィが大だい統とう領りようとして存そん在ざいするという構こう造ぞうだ。グラスウェルズやゴルフォードも近い将しよう来らい、合衆国に参加すると目されている。このような現げん状じようから、ピアニィは事実上大陸を統とう一いつしたと考える者も多い。

　現げん体たい制せいの成立は、ピアニィ女王の竜輝石戦争での軍事成功が背はい景けいとなっている。彼かの女じよは強力な魔ま術じゆつを武ぶ器きに、戦場で数々の難なん敵てきを打うち倒たおしてきた。もはや伝説的な尊そん敬けいと畏い怖ふを大陸中の人々から受ける存在と言っても過か言ごんではない。

　しかし、まだ成立したてのこの国は、けっして安定しているとは言えない。その証しよう拠こに少なくない抵てい抗こう運動の噂うわさがあり、実じつ際さいの反はん乱らんにまでいたっている例もある。若わかき女王の真しん価かが問われるのはこれからなのだ。










































































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆心機一転のご挨拶




　まず始めに。

　この本を手に取り、読んでくださった皆みな様さま、どうもありがとうございます。

　皆様のご好評に支えられ、本シリーズは四巻もの巻を重ねることができました。




　この本を執しつ筆ぴつ中ちゆうの三月一一日。

　皆様もご存じのことでしょう、この日、東北地方太平洋沖地震が発生しました。

　震しん災さいで被ひ害がいに遭あわれました方々へ、まずはお見舞い申し上げます。




　そして、報道などで知らされるその様子を目の当たりにして……。

　かわいそうな田中などと呼ばれてきました私ですが、自分がこれまでどれだけ恵めぐまれて来たかを、あらためて実感しています。

　そして今度は私が少しでも皆さんに恩おんを返す番です。

　この本を読んで、楽しいひとときを過ごしていただければ幸いです。




　さて、二〇一一年三月に、『ブレイク』第四巻と『無印』第六巻が発売になりました。

　その結果……。




　――ピアニィ陛へい下か、大陸（ほぼ）統とう一いつ。




[image: ]




　この後にどんなシナリオを作ればよいか、ＧＭとして俄が然ぜん張り切るところです。……と言うか、張り切らざるを得ない!?（笑）

　昨年に収しゆう録ろくされたセッションの結果を、菊きく池ちたけしと鈴吹太郎すずふき・たろうに聞かされた私の驚きといったら！　正直、ふたりの著ちよ者しやにさらにハードルを上げられた思いもありますが（笑）。

　実際に、私がどのようなセッションを行なったかは、ページをめくって確かめてください。

　また、『無印』第六巻の大展開を受け、新シリーズ『ゲッタウェイ』の始し動どうも決定（詳しくはあとがきにて）。

　ますます盛り上がる『アリアンロッド・サガ』シリーズの新展開。

　お楽しみください。







◆Preplay 02◆ザ・ニューワールド！




　さて、『デスマーチ』第七話の収しゆう録ろく日びである。

　その場に集まったプレイヤー四名の紹しよう介かいをしていこう。




酒井香奈子さかい・かなこ

　株かぶ式しき会社尾お木ぎプロ　THE NEXTに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。菊池たけしにとある飲み会で見いだされた。『デスマーチ』ではアキナ・ブルックスのプレイヤーを担当。

　声優としての活動は『ミラクル☆トレイン』におけるあかり役、『地じ獄ごく少女　三みつ鼎がなえ』におけるきくり役、『Memories Off ゆびきりの記き憶おく』リサ・ケイシー・フォスター役など。

　なお、『酒井香奈子水着1st写真集　KANAKO』（主婦の友社刊）が好こう評ひよう発売中だ。




菊池たけし

　通つう称しようきくたけ。ご存ぞんじ『アリアンロッドＲＰＧ』のゲームデザイナーである。これまで数々の名作リプレイを上じよう梓ししてきた。『アリアンロッド・サガ』シリーズを立ち上げ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下『無印』）シリーズを自らの手で執しつ筆ぴつしている。本シリーズ『デスマーチ』では、謎なぞのメカ魔ま術じゆつ師しドラン・ベレレンのプレイヤーを担たん当とうしている。




鈴吹太郎

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の代表取とり締しまり役やく。『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』のゲームデザイナーでもある。『アリアンロッド・サガ』シリーズでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』（以下『ブレイク』）シリーズの著ちよ者しやを務つとめている。さらに『デスマーチ』シリーズでは盗とう賊ぞくギィ、『無印』シリーズでは軍ぐん師しナヴァールのプレイヤーとして参加している。




たのあきら

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく部長兼けん営えい業ぎよう部長であり、かわたなの直ちよく属ぞくの上司。

『アリアンロッド・サガ』ではかわたなと分ぶん担たんして、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』（以下、『アクロス』）シリーズのプロジェクトリーダーを務めていた。




かわたな（以下、ＧＭ）：……というわけで、第七話の収録を始めまーす。

酒井：はーい。この前は気になるところで終わったんで、続きを楽しみにしてたんですよ。

ＧＭ：そう言っていただけると助かります。

きくたけ：前回ってどういう終わりだったんだっけ？

たのあきら：グラスウェルズ方面防ぼう衛えいに駆かり出だされたと思ったら、ゴルフォードから攻せめられそうになって、なんとかそれを防ふせいで終わりです。

鈴吹：その後いろいろあったからねえ（しみじみ）。

きくたけ：そうですねえ（しみじみ）。

酒井：アル兄様たちの戦いの決着はどうなったんでしょう。ドキドキです（笑）。




●今回予告とハンドアウト




ＧＭ：では、今回予告を読み上げます。その後に現げん在ざいの大陸情じよう勢せいを説明していきますね。




▼今回予告

　帝てい紀き八一四年三月。竜りゆう輝き石せき戦せん争そうは終結し、世界は平へい穏おんを取とり戻もどした……かに見えた。

　だが、反ピアニィ勢力の蠢しゆん動どう――そして、レイウォールの一地方を襲おそう、異い常じよう気象。

　新たな謀ぼう略りやくの影かげがエンジェルファイヤーの前に立ちはだかる。

　舞ぶ台たいはグランニコル。ピアニィ大統領の来らい訪ほうを間ま近ぢかに控ひかえた、レイウォールの都ま市ちだ。

　その都市で、アキナは不思議な少女と出会い、ドランは忘わすれられぬ過か去こと対面する。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第七話「灼しやく熱ねつ戦せん線せん」

　すべては竜の石の導みちびきのもとに――。




酒井：戦争、終わったんですね。

きくたけ：はい。たくさんの犠ぎ牲せいが出ましたが、なんとか終しゆう了りようしました。

酒井：それでも、まだ事件は起こるんですね。

たのあきら：戦争が終わっても、人々は生きていかなければいけませんからね。むしろこれからがエンジェルファイヤーの出番かもしれません。

鈴吹：しかし、すごいシナリオタイトルだな。

きくたけ：灼・熱・戦・線！（笑）

ＧＭ：次はハンドアウトを読みまーす。




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：ジャスミン　　　関係：友ゆう情じよう

　ピアニィが来らい訪ほうすることになるグランニコルを調査するという使命をナヴァールから受け、あなたは、グランニコルにやってきた。
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　だが、グランニコルは例年以上の寒波に見み舞まわれていた。思わずその都市で繁はん盛じようしている温おん泉せんに入ることにしたあなたは、そこでジャスミンと名乗る不思議な少女と知り合った。

きくたけ：何この奇き妙みようなハンドアウト……（笑）。

酒井（以下、アキナ）：つまり、「温泉に入れ！」ってことですね。分かりました♪（笑）

鈴吹：でも、その温泉はすごく熱いんじゃないか？

きくたけ：灼・熱・温・泉!!


ＧＭ：それ、ちがう（笑）。シナリオタイトルと無理矢理結びつけないでください！

アキナ：地じ獄ごく温泉みたいな場所なのかな？　温泉、楽しみ♪

ＧＭ：だから、ちがいますって（笑）。




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：グラハム　　　関係：かつての同どう僚りよう

　ピアニィが来訪することになるグランニコルを調査するという使命を受け、グランニコルにやってきた。そこで、あなたはレイウォールにいた頃ころの先せん輩ぱいであり、三二将しようきっての猛もう将しようグラハムと再さい会かいする。

　今は軍を抜ぬけたという彼かれは、新たな戦場を渇かつ望ぼうしているのだと、あなたに言い放った。




ＧＭ：グラハムは読者投とう稿こうキャラです。「戦争は人類を進化させる。平和など人を堕だ落らくさせるだけ」という過か激げきな思想の持ち主です。




グラハム・ハミルトン（56歳／男／ヒューリン　投稿者：天舞美矢さん）

　元レイウォール三二将のひとり。類たぐいまれなる猛将で、年齢を感じさせぬ実力を今なお保持している。戦いを尊とうとび、平和を忌いみ嫌きらっている彼は、レイウォールを出奔しいずこへともなく姿を消した。
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たのあきら（以下、マルセル）：ピアニィと気が合いそうな人だな。

ＧＭ：案外、戦い合ってみれば、通じ合う部分に気づくかも？

鈴吹：ナヴァールなら「陛下は戦せん闘とうはお好きですが、戦争はお嫌きらいです」と言うって（笑）。

ＧＭ：微妙に見えて、そこには大きな差があるんですね（笑）。




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：ジャスミン　　　関係：友の娘むすめ

　ナヴァールからの指令はグランニコル周辺の異常な寒波の調ちよう査さだった。

　その都市で、あなたはジャスミンという少女に出会う。かつてのあなたの同僚ローレンスの娘である彼かの女じよは、あなたのことを「父の仇かたき」とののしるのであった。




きくたけ（以下、ドラン）：がーん！　ワタシは昔、何をしてしまったというナリか!?

鈴吹：そのローレンスとやらは、友というよりは強と敵もって感じなのか？

ドラン：ＧＭ、ワタシはローレンスのことを覚えているナリか？

ＧＭ：記き憶おくがあいまいで、よく覚えていません。

鈴吹：今回予告で「忘わすれられぬ過か去こ」とか言ってるわりに、覚えてないのかよ！（笑）

ドラン：過去は……振ふり返かえらないようにしてる、ナリ。たぶん（笑）。

ＧＭ：今はまだ、記憶を取とり戻もどす時ではない。そういうことです（笑）。

ドラン：シナリオを進めれば思い出すってことナリか？　それじゃあ、しょうがないな。




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：紅あかき牙きば　　　関係：警けい戒かい対象

　ナヴァールからの指令を受け、グランニコル周辺の異常な寒波の調査をするドランの護ご衛えいとして同行することになった。

　そんな中、あなたは〝紅き牙〟という反合衆国組そ織しきの存そん在ざいを知る。どうやらグランニコル周辺に出しゆつ没ぼつし、ピアニィの統治に対する抵てい抗こう運動を企たくらんでいる連中らしい。




ドラン：ギィがワタシの護衛ナリか。

鈴吹（以下、ギィ）：まかせろ。

マルセル：竜輝石が体内にあるわけだからな。護衛がついて当然だ。

ドラン：おお、すっかり忘れていたナリ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。今回は竜輝石戦争以後の時期が舞台です。くわしい状じよう況きようはプレイの最中に段だん階かい的てきに説明しますが、理り解かいしやすいように、三つのキーワードをお伝えしておきましょう。




・ピアニィによる大陸の統とう一いつ。

・ピアニィにモテ期き到とう来らい。

・バルムンクの弱体化。




アキナ：モテ期ですかっ!?（笑）　ちょー気になります！　戦争の行方よりも（笑）。

ＧＭ：はっはっは。では、順番に説明しきましょう。竜輝石戦争の結果、アルディオン大陸の国の王おう権けんの象しよう徴ちようである王おう威いの竜輝石の大半がピアニィのもとに集まりました。

ドラン：ワタシの中のゴルフォードの竜輝石も勘かん定じようされているナリね。

ＧＭ：はい。これは大陸史上、例のないこと。それをきっかけに、関連する国々をひとつの国――フェリタニア合がつ衆しゆう国こくとしてまとめよう。そんな案が出ます。

ギィ：で、その初代大だい統とう領りように、竜輝石戦争を終結させたピアニィが就しゆう任にんした、と。
















ＧＭ：それもタダの大統領ではなく。ピアニィは王の中の大統領、〝プレジデント・オブ・キングス〟なのです？

マルセル：なんだそりゃ？（笑）

ＧＭ：あ、訂正します。〝プレジデント・オブ・キングス・アンド・クイーンズ〟でした。

マルセル：そんなことを訊いてるわけじゃない！（笑）

アキナ：と、とにかく（笑）。大陸を統一しちゃったんですね。

ＧＭ：完全統一とはいきませんが有力な国々はピアニィの傘さん下かに入りました。

マルセル：もはや単たん独どくで合衆国に対たい抗こうできる国はない状態だな。

ＧＭ：で、次は〝ピアニィのモテ期〟について。

アキナ：はい！（うずうず）

ＧＭ：ナヴァールたちが、合衆国に参加するようゴルフォードに持ちかけたところ、前向きな返事がきまして。さらにドワーディン王からピアニィと結けつ婚こんしたい、という申し出がありました。
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アキナ：えぇっ!?　ドワーディンさんってオジさんですよね？

ＧＭ：はい。気弱で覇は気きのないオジさんです。

マルセル：まあ、典型的な政せい略りやく結婚だな。

ギィ：だがこの立ち回り……意外とドワーディンは侮あなどれねぇなあ。

ＧＭ：そして、この件を引ひき金がねにグラスウェルズのリシャールをはじめ、さまざまな国の王族や貴き族ぞくとピアニィとの縁えん談だんの噂うわさが取りざたされるようになってきました。
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アキナ：となると……アル兄様がフリーになる!?（笑）

一同：そこかいっ!?（一同爆ばく笑しよう）

アキナ：アキナ的にはそこが一番重要ですよ！

ＧＭ：一方で、メルトランドにはアルとナーシアをくっつけようとする一いつ派ぱがおりまして。
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アキナ：アル兄様とナーシアさんを!?

ＧＭ：メルトランドには外国勢力を排はい除じよして独どく立りつ国こくに戻もどしたい人たちがいるんです。

ギィ：女王候補と、フェリタニア最強の騎士がくっつけば、そりゃメルトランド勢力の勢いは増すだろうけどさ……。

ＧＭ：これらの婚こん姻いん問題は、まだ何ひとつまとまっていません。合衆国を立ち上げたばかりで忙しいという理由で保ほ留りゆうしています。

アキナ：まだ決まってないんですね！（←ホッとしている）

マルセル：で、最後の要よう素そが、バルムンクの弱体化か……。

ドラン：バルムンク一二人衆も、ついに全ぜん滅めつしたしな。

ギィ：全滅させたのはアンタだろ！（笑）




　くわしい経緯については『無印』第六巻を参照していただきたい。




ＧＭ：バルムンクは残党はいるが壊滅状態。少なくとも甚大なダメージを受けていることは間違いないようで、竜輝石戦争以降はなりを潜めています。

アキナ：なるほどー。

ＧＭ：ところが、バルムンクが弱体化したはずなのに、各地でテロや反はん乱らんが頻ひん発ぱつしまして。

一同：何でだよっ!?（笑）

ＧＭ：その辺はプレイ中に徐じよ々じよに明らかになっていく予定です。

ドラン：ＧＭが思わせぶりナリ。

ＧＭ：とまあそんな感じで、世界はいまだエンジェルファイヤーを必要としているのです！

アキナ：了りよう解かいしました！







◆Preplay 03◆合衆国を守る人たち




ＧＭ：それでは、キャラクターの成長報ほう告こくをお願いします。




▼アキナ・ブルックス（13レベル）の場合

アキナ：アキナです。今回は、武ぶ器きが強くなりましたよ！　アサルトソードからストーマーになりました！

ＧＭ：より大きい、より重たい武器になりましたね。

ドラン：人が扱あつかうことを考えずに作られたらしいから、そうとう重たい両りよう手て剣けんだってことナリ（笑）。

アキナ：スキルは、ウォーロードの《グレートバースト》と《ハイパーゲイン》を新しん規き取しゆ得とくしました。

ギィ：《ハイパーゲイン》はパッシヴで武器攻こう撃げきのダメージが上がって、《グレートバースト》はダイス１個この目を６に変へん更こうか。

アキナ：はい。《グレートバースト》は今のところシナリオ１回ですけど。

ドラン：それでも十分強くなったナリ。




▼マルセル・ベルトラン（13レベル）の場合

マルセル：今回私は《ハイプロテクション》のレベルを上げて、《プロテクション》の効こう果かを強めた。

ギィ：堅けん実じつな成長のさせ方だな。

マルセル：それから、《シーリィ》を新規に取得したぞ。他人が命めい中ちゆう判はん定ていでクリティカルを出した時に、ダメージを10点上乗せできるスキルだ。

ギィ：なるほど。アキナが《グレートバースト》でクリティカル出しやすくなったから、それに合わせたわけだ。

マルセル：うむ。

ＧＭ：レベルが上がったことによって、ダメージがガンガン上がっていきますね（笑）。

マルセル：装そう備びに関しては、前回破は壊かいされたものや消しよう費ひしたものを購こう入にゆうしなおしたくらいだな。以上だ。




▼ドラン・ベレレン（13レベル）の場合

ドラン：ドランナリ！　《コキュートス》のレベルが上がって、ダメージが増ふえたナリ！　それから、《マジックエッジ》を新規に取得したナリ。

ギィ：《マジックエッジ》は、《マジックフォージ》の効果を強めるスキルか。

ドラン：そう！　ダメージが４Ｄ上がって、さらに、軽けい減げん不ふ可かになるナリ。

ＧＭ：竜輝石が体内にあると自覚して、パワーアップしちゃったんですね。

ドラン：意味不明ナリ。いや、自覚しただけで強くなれるなら、便利だけど（笑）。

ギィ：それだと、無事に竜輝石が取り出せた時、ドランがパワーダウンするってことになるぞ（笑）。

ドラン：しおしおのぷーになってしまうのは嫌いやナリ～！（笑）

ＧＭ：まぁ、冗じよう談だんです。

ドラン：……。装備は、ワタシも前回なくなったモノを補ほ充じゆうしただけナリ～。




▼ギィ（13レベル）の場合

ギィ：オレは《マークスマン》のレベルを上げて、射しや撃げき攻こう撃げきのダメージがパッシヴで上じよう昇しよう。それから、《アキュレイト》というスキルを新規に取得したぞ。

ＧＭ：どんなスキルでしたっけ？

ギィ：パッシヴで【器き用よう】に関する判定のダイスが＋１個される。

ＧＭ：【器用】ということは、命中判定もですか！　それは強い！

ギィ：トラップ解かい除じよの判定もダイスが増ふえるぞ（笑）。

ＧＭ：むむぅ。ギィは一気に強くなった感じがしますね。











































▼ギルドスキル


ＧＭ：ギルドのレベルが上じよう昇しようしましたので、新規に取得するギルドスキルを選んでください。

アキナ：《高こう機き動どう部隊》をふたつ取るのはどうですか？

ギィ：《高機動部隊》の効果が二倍……それはそれで便利そうだな。

ドラン：超ちよう《高機動部隊》ナリね（笑）。

マルセル：あとは、武器か防具を強くできる《強化》とか。

ギィ：前回、アイテム破は壊かいされて酷ひどい目にあったから、破壊されても再ふたたび使えるようになる、《鍛か冶じ屋や》でもいいかもしれない。

ドラン：いや、さすがに同じタイプの敵てきがもう一度来るとは思えないナリ。

ギィ：《ギルドハウス》を取ると、この先、夢ゆめがいろいろと広がるが……。

マルセル：ただ《ギルドハウス》をとっても、ファントムレイダーズを超こえる面白い演えん出しゆつが浮うかばない（笑）。

アキナ：確かに！　どうせなら、あたしたちらしいスキルがいいですね！（笑）

ギィ：それなら……オレたち仲いいし、フェイトを使用してダイスを増ふやす時に、他のギルドメンバーもフェイトを使用してダイスを上乗せできる《結けつ束そく》がいいんじゃね？

アキナ：命中判定の時の不安が減っていいかも！（←出目にあまり自信がない模様）

ＧＭ：ただし、《結束》で使用できるフェイトは、ひとり１点までです。

マルセル：つまり、我々だと最大で３点か。

ギィ：効果が微び妙みようか？

ドラン：そんなことないナリ。命中や回かい避ひ判定で３Ｄ増ふやせるのは大きいって。

マルセル：クリティカルも出やすくなるか。ここぞという時に役に立ちそうだな。

ギィ：ＧＭが命中判定でクリティカル出したときの対策にもなるしな。

ＧＭ：おお、警戒されている（笑）。

ドラン：クリティカルを出すとマルセルの《シーリィ》が効きいてくるから、今回のレベルアップ方ほう針しんと嚙かみ合あってる気がするナリ。

アキナ：出身国は違ちがっても、あたしたち仲良しですし、言葉の響き的に考えても《結束》がいいと思います。

ギィ：じゃあ、そういうことで。

ＧＭ：了りよう解かいしました。
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◆Opening 01◆グランニコルへ




　フェリタニア合衆国首都ノルウィッチ。

　崩ほう壊かいしたノルウィッチ城じようの再さい建けんが急ピッチで進められる。復ふつ興こうの槌つち音おとが響ひびく中、エンジェルファイヤーは、仮か設せつのナヴァールの執しつ務む室しつに呼よび出だされていた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。全員登場のシーンです。

一同：はーい。

ＧＭ：フェリタニア合衆国の首都ノルウィッチ。『無印』第六巻かんで城しろが転てん倒とうしてしまいましたので、仮か設せつの建物が城の代わりになっております。

ドラン：文字通り、ひっくり返ったからなぁ（笑）。

ギィ：そもそも城が立ち上がる方がおかしいって！（笑）

アキナ：えぇっ!?　お城が立ったんですか!?

ＧＭ：ええ。とんでもなく強いベルフト将しよう軍ぐんに攻せめられた際さい。城を守しゆ備びしていたイザベラ伯はくが、切きり札ふだとしてノルウィッチ城を真の姿すがた……巨きよ大だいロボに変形させて迎むかえ撃うったんですよ。
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『無印』第六巻参照である。




アキナ：『無印』第六巻……激はげしい戦いだったんですね！（笑）

ドラン：ま……見事に、負けたんですが（笑）。

ＧＭ：で、その仮設の館のナヴァールの執務室が舞ぶ台たいです。

アキナ：任にん務むが下されるんですね！

ＧＭ：そうです。室内には、ナヴァールとピアニィの姿が――。ナヴァールは地図を広げ、説明を始めます。「竜りゆう輝き石せき戦せん争そうの結果、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくが成立したのは知ってのとおり」

アキナ：その結果、フェリタニアは大陸一の大国になった、と。

ＧＭ：「うむ。だが、新しん体たい制せいをすべての人々が受け入れたわけではない。特にレイウォールでは、先代のオーギュスト王の宣せん言げんがあったとはいえ、ピアニィ陛下に対する風当たりは強い」
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マルセル：だろうな。

ＧＭ：「何しろぉ～、レイウォールはつい最近までガチでボコり合ってた国だしぃ～。簡かん単たんにこっちの言うことを聞いてくれないぃ～ミタイな？」

ギィ：待て！　何でそんなチャラい喋しやべり方かたなんだよ!?


ＧＭ：ふーむ、ご不満ですか？　分かりました。では、ナヴァールはそのようなことを、渋しぶカッコよく語りました。台詞せりふは脳のう内ないで変へん換かんしておいてください（笑）。

ギィ：おざなりだな、おい！（笑）

ＧＭ：話を戻もどしますよ～。




　ナヴァールは続けて、レイウォールの民たみを納なつ得とくさせるための方ほう策さくを説明した。

　ピアニィはしばらくの間、各地を精せい力りよく的てきに訪ほう問もんする。そして土地の有力者と会談したり、人々に対して演えん説ぜつをしたりするなどの活動を行なう、と。




ＧＭ：で、そんなピアニィはアキナに向かって話します。「あたしの願いは、武ぶ力りよくに頼たよらずに、仲良くひとつの国としてまとまることです。どうか、協力してください」

アキナ：はい、わかりましたっ！　で、具体的には、何をすればいいんですか？

ＧＭ：その遊説先のとある都ま市ちに問題がありまして。「今回の任にん務む地ちはそれらのひとつグランニコル。ここの領りよう主しゆフォルカーク伯はくは、ピアニィ陛へい下かをこころよく思っていないのだ」
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ドラン：つまり……、そのフォルカーク伯とやらを潰つぶせばいいナリね。

ＧＭ：いやいや！（笑）ピアニィはそんなことを言ってませんよ。

ギィ：言葉になくとも、そのお心を汲くみ取とるのは臣しん下かの務つとめ（笑）。

マルセル：勝手な電波を受信するな！（笑）

ＧＭ：「ピアニィ陛下と私わたしは、別の都市に寄よってからグランニコル入りする。君たちからは数日遅れの日程だ。その前に現げん地ち入りして、あらかじめ情じよう勢せいの調ちよう査さをしてもらいたい」

マルセル：都市のチェックや、反はん合がつ衆しゆう国こく勢力の動向などを下調べしておけということだな。

ＧＭ：「その任務を、アキナとマルセルに任まかせたい」とナヴァールは静かに言います。

ドラン：ん？　ではワタシとギィは何をするナリ？

ギィ：って、ハンドアウトからすると、その都市の周辺を襲おそっている寒波の調査だろ？

ＧＭ：はい。ナヴァールとしては、グランニコル周辺の例年の気き候こうからすると不自然ということで、念のため調べて欲ほしいということです。

アキナ：今は三月で春ですよね。あまり寒いと農のう業ぎように影えい響きようが出るとか？

ＧＭ：ええ。グランニコル周辺は、レイウォールでも有数の穀こく倉そう地帯のひとつですね。そこが異い常じよう気象によって寒冷化してしまっているのです。

マルセル：で、このままだと、食しよく糧りよう難なんが発生する可か能のう性せいがあるという話か？

ＧＭ：そうです。村から陳ちん情じようがあり、この情じよう報ほうがナヴァールのもとにもたらされました。

ギィ：思うに、この寒波の原げん因いんを解かい明めいして、フォルカーク伯はく爵しやくとの取とり引ひきに使おうっていうのが、ナヴァールの魂こん胆たんだな（笑）。

ＧＭ：さすがナヴァールのプレイヤー、と言っておきましょう（笑）。

ドラン：調査の必ひつ要よう性せいは分かったナリ。で、なんでワタシナリか？

ＧＭ：ドランが魔ま術じゆつ師しだからです。これがたとえばバルムンクなどの陰いん謀ぼうなら、魔術的な手法が用いられているだろう、とのことです。

ギィ：ところでさ、ずっと気になってたんだけど。「灼熱戦線」ってタイトルなのに、寒いのはおかしくない？

ドラン：おかしいから調査に行くナリ。

ギィ：本当だ！　頭いいなドラン。

ＧＭ：じゃ、そういうことで（笑）。

マルセル：ふむ。それにしても、気にしすぎかもしれないが、ピアニィ陛下をよく思っていない人々がいる都市の近くで起きている異い変へんというのは気になるな。

ギィ：なら、そのあたり込こみで調べていこうぜ。

ＧＭ：では、そういうことで。そして「よろしくお願いします」と、ピアニィが皆さんに向き直り、改めて頼たのみます。

アキナ：ピアニィさんは戦争を終結させた人だから、憧あこがれの眼まな差ざしで見つめます。全力をつくします。ですから、道中にはお気をつけて！

ＧＭ：「はい。……そういえば、アキナさん、剣けんを変えられました？　一いち段だんと良い物になっているみたいですが」（一同笑）

ギィ：さすがピアニィ。戦せん闘とう力りよくに関しては敏びん感かんだ。装そう備びをチェックしてるし！（笑）

ドラン：ふむ（満面の笑顔になって）。ここはアルからもらったことにするといいナリ。

マルセル：三巻では、プレゼントの鎧よろいを敵てきに壊こわされてしまったからな。

アキナ：じゃあそれで！（笑）　えへへ～分かります？　これは、アル兄様が……きゃっ♪

ドラン：陛下の前でのろけるとは、ある意味、勇者ナリ！（笑）

ＧＭ：「アルがどうかしたんですか？」

アキナ：アル兄様が、くれたんです！（笑）
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ＧＭ：「あ、アルが……プレゼント、したんですか？」ピアニィの笑えみがどこかぎこちない。

アキナ：はい！　この間もらった鎧は壊されちゃったので、その代わりらしいです。この剣に見合う力をつけなきゃ！

ＧＭ：「……ずるい」ピアニィはボソリと呟つぶやきます。

アキナ：あ……何か、マズかったですか？

マルセル：……ピアニィの気持ちはよく分かる。だが、アキナは分からなくていい。

ドラン：ところで片かた思おもいは切ないナリね、マルセル（笑）。

マルセル：ふん。なにも聞こえないぞ（つん）。

アキナ：とにかく、そのあたりの事じ情じようについて、アキナは分からなくていいんですね！（笑）なら、今回も頑張って任務を遂すい行こうします！　と元気に言います。

ＧＭ：「ありがとうございます。ナヴァールの粘ねばり強づよい交こう渉しようのおかげで、ようやく会う算さん段だんがついたところなんです。この機会は逃のがしたくなくて……」とピアニィは真面目な表ひよう情じよう。

アキナ：……でも、グランニコルの偉えらい人にも、きっと反対する事情があるんですよね。

マルセル：単たん純じゆんにピアニィに対して反はん抗こう心しんがあるだけの輩やからから、交渉させることで自分の立場を優ゆう位いにしたい輩まで、思おも惑わくはさまざまだろう。

アキナ：そうかぁ……。

マルセル：まぁ、政せい治じ的てきな落としどころはきっとある。地道に交渉をしていくしかないさ。

アキナ：うん、そうだね。

ＧＭ：「よろしく頼たのむ」とナヴァールに見送られ、皆さんはグランニコルに向かいます。

アキナ：はいっ！

ＧＭ：……では、着きました。

一同：早っ!?（一同爆ばく笑しよう）




　グランニコルに到とう着ちやくした一同。しかし、もう三月も半ばを過すぎているというのに、この都市の通りにはうっすらと雪が残り、風も肌はだを刺すような冷たさをはらんでいた。




ＧＭ：……てな感じの、春なのに寒さ全開のグランニコルに皆さんはやってきました。あまりの寒さに人通りも少なく、たまにすれ違ちがう人もこころなしか足早に見えます。

アキナ：さ、寒そう（笑）。これからどうすればいいんですか？

ＧＭ：領主のフォルカーク伯の館に行っていただきます。ナヴァールから、まず挨あい拶さつするようにと言われていたということで。

マルセル：とりあえず、領主の館に行こう。このまま外にいたら、風か邪ぜでもひきそうだ。

アキナ：賛成です！（笑）　と、ぶるぶる震ふるえながら、言います。

ギィ：おっと、オレたちはここで退たい場じようするぜ。

アキナ：え、一いつ緒しよにこないんですか？

ギィ：オレたちの任務は都市周辺の調査だからな、お偉いさんの相手はふたりに任まかせるさ。

ドラン：ギィらしいナリ（笑）。じゃ、あとで宿やど屋やで合流ってことで。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、ふたりは浅く積もった雪を踏ふみながら、歩み去っていきます。

マルセル：ふむ。では、我われ々われは我々の任務を遂行しようか。

アキナ：そうですね。

ＧＭ：では、ふたりは領主の館に到とう着ちやくします。名を名乗ると、執事らしき人が、大きな暖だん炉ろのある応おう接せつ間まに通してくれます。

マルセル：さて。伯爵とやらと対面か。どんなヤツだ？

ＧＭ：五〇代前半の恰かつ幅ぷくの良い男だん性せいです。実はこの人、読者投稿でして。偏屈で面倒くさい領主、というコンセプトだそうです。




フォルカーク伯（52歳／男／ヒューリン　投稿者：埼玉県　まひるさん）

　レイウォールの地方領主。地元を大事にしているため、領民には慕われている。レイウォールの王宮の言うことに必ずしも従順ではないので、頑固者として知られていた。伝統にもうるさく、慣習を破るような行為に嫌悪感を示す。
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ＧＭ：彼は不ふ機き嫌げんそうな顔で「キミたちがピアニィ陛下の使し節せつ団だんの先さき触ぶれか」と話します。

アキナ：はい。お初はつにお目にかかります。アキナ・ブルックスと申します。と表情を引ひき締しめ、騎き士しらしく礼をします。

ＧＭ：「長旅でさぞかし疲つかれただろう。別館に宿舎を手配してあるので、そちらで休んでくれ」

マルセル：この屋や敷しき内ないに滞たい在ざいできるものだと思っていたんだが、違ちがうんだな。

ＧＭ：「もてなしたいのはやまやまだが、寒波の対たい応おうで忙いそがしくてな」とフォルカーク伯。

アキナ：気にしないでください。ていうか、……お困こまりでしたら、何かお手伝いします！　これからは合衆国の仲間になるから、協力したいなぁ。

ＧＭ：「心こころ遣づかいは感かん謝しやする。だが昔から、自分たちの手で、我々はこの地を守ってきたのだ」

マルセル：余よ計けいな手出しをするな、と？
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ＧＭ：そうです。「この都市の伝統を我々は誇ほこりに思っている。その矜きよう持じを傷きずつけるような真ま似ねはしないでいただきたい。それをされれば、領りよう民みんも黙だまってはいないはずだ」

マルセル：……脅おどしか？　揉めたら自分たちが不利になるのはわかっているだろうに。

ＧＭ：そのくらい心が閉とざされているのです。「だが、会うと約やく束そくした以上、それはきっちりと守ろう」と言うフォルカーク伯の言葉で、ふたりの面会時間は終わります。

アキナ：部屋から出たところで言います。まだ信用されてないんですね（←ションボリ）。お節せつ介かいだったかなぁ。

マルセル：そんなことはない。

アキナ：マルセルさん……。

マルセル：かたくなに見えるが、あちらもむやみに戦争をしたいわけではない。お互たがい妥だ協きようできるラインを探さぐっている状態だ。だから、善ぜん意いや好意を見せることには十分意い義ぎがある。

ギィ：悪い人間じゃねぇって分かってもらうための、最初の一歩ってやつだな。

アキナ：そうだよね。……うん、ありがとう、マルセルさん！

マルセル：礼を言われるようなことはしていない。ただ、アキナの言動を正当に評ひよう価かしたまでだ。と、照れ隠しにアキナから目をそらして少し上の方を見ながら言う。

アキナ：マルセルさんはいい人だって、アキナは改めて思います。

マルセル：だから！

ＧＭ：では、ここでこのシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆流離さすらいの温おん泉せん少女




　アキナは用意された宿やどに荷物を置いた後、都市へ出た。

　正直、雪が残る寒い外へ出るのは嬉うれしくないが、都市の様子を調べることも任にん務むのひとつ。

　そう思って視し線せんを巡めぐらしながら歩く街路で、見知らぬ少女との出会いが待っていた。




ＧＭ：次はアキナのシーンですね。他のＰＣは登場できません。

アキナ：はーい。どんなシーンですか？

ＧＭ：フォルカーク伯はく爵しやくの館やかたから出たあとです。彼かれが用意した宿舎に荷物を置いたあと、都市の様子を見に出かけたという状じよう況きようになります。

アキナ：そこでハンドアウトの女の子と会うのかぁ……。で、あたしだけ登場ということはマルセルさんとは別行動になったんですね。

ＧＭ：そうなります。

マルセル：レイウォールは私の故こ郷きようだからな。何か別の所用があったということにしよう。

アキナ：じゃあ、メチャメチャ寒いけど！　お仕事だから頑張ります。ちょっと震ふるえながら、都市を見て回ります。

ＧＭ：そうすると、寒波の影えい響きようもあって、人々の不安げな様子が見てとれます。

アキナ：大変そう……。でもこの寒さじゃ無理もないですよね。

ＧＭ：しばらく歩いてると、そんな街路で、寒さに負けず、元気に呼よび込こみをしている女の子をアキナは目にします。淡い紫色のウェーブしたロングヘアが印象的な娘さんです。

アキナ：なるほど。これは気になります！（笑）この寒さに負けない秘ひ密みつでもあるのかな～と近づきます！
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ＧＭ：では、「よかったら、ニコル湯に入っていかない？　こんな寒い日には温泉に限かぎるよ」とさっそく近づいてくるあなたを見て、優しげな笑顔で彼女は声をかけてきます。

アキナ：都市の人に声をかけてもらえた！（嬉うれしげ）「ニコル湯？」と問い返します。

ＧＭ：「わたしが最近掘り当てた温泉なの。効こう能のうは冷ひえ性しよう、美び肌はだ効こう果かもあるよ」

ドラン：……頭が良くなる温泉とかないナリか（笑）。

ギィ：願いが叶かなう温泉とかいいんじゃね？（笑）

アキナ：それだったら、ライオン天てん狗ぐ様とのことを願がん掛かけしちゃう（笑）。でも、美肌効果があるなら、それだけでも十分魅み力りよく的てき！

ＧＭ：「じゃ、決まりだね♪」と少女は微笑ほほえみます。

アキナ：商売が上う手まいなぁ……えっと。

ＧＭ：「ジャスミンだよ。よろしくね、お客さん」

アキナ：あたしはアキナ。ジャスミンさん、案内よろしくね。

ＧＭ：「もちろん！　一名様ご案内～♪」

アキナ：さて、どんな温泉なのかな！（わくわく）

ＧＭ：ジャスミンはちょっと自じ慢まんげに「ふふ、冷えてる身体からだには染しみいる温かさだよ。わたしの、温泉に対する目め利ききはちょっとしたものなんだから」と、言います。

ギィ：どんな目利きだよ！（笑）

ＧＭ：「ちょっとした事情があって、温泉を掘ほり当あててお金を稼かせぎながら、あちこち旅をしてきたの。ここもそのひとつで、今はちょっと呼び込みのお手伝いしているだけ」

ドラン：ちょっと待て！　何だその経けい歴れき！（笑）

アキナ：どっ、どういうこと!?（笑）

ＧＭ：温泉を掘り当てては各地の宿やど屋やなどに紹しよう介かいし、謝しや礼れい金きんで糊こ口こうを凌しのいできたのです。

アキナ：な、……なるほどー（笑）。でも温泉って、闇やみ雲くもに掘っても出てこないよね？

ＧＭ：「精せい霊れいさんの声に耳を傾かたむければ、いい湯の出る場所は簡かん単たんに分かるわ」

ギィ：待て、精霊は普ふ通つうそんなこと言わないだろう！（笑）

ドラン：きっと、温泉の精霊は寂さびしがりやナリ（笑）。

アキナ：まぁ、精霊さんがお話しをするかどうかは横に置いておくとしても……。グランニコルは大寒波に見み舞まわれてるから、商売が繁はん盛じようしてるんじゃないかなぁ。

ＧＭ：「ええ。大繁盛みたい。番頭さんもそう言ってた」そんな会話をしているうちに、ふたりはニコル湯に着きます……。




　ジャスミンに連れられ、アキナが受付に向かうと、中年の男性が笑顔で迎むかえる。

「いらっしゃい！　ニコル湯へようこそ。……ああ、ジャスミンちゃん、今は空いてるから、休きゆう憩けい入っちゃって」

「ええ、いいんですか？」

　ちょっと考えたあと、ジャスミンはアキナの方へと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみかけた。

「せっかくだから、一いつ緒しよに入りません？」




ＧＭ：……というわけで、ジャスミンとアキナふたりで入浴するという展てん開かいに。

アキナ：いいですよ。温泉の入り方とか教えて貰もらおうっと（笑）。

ＧＭ：では、一緒に温泉に入ることになります。そこは石造りの大きな浴場です。普ふ通つうの掛かけ流ながしの湯から打たせ湯まで、いろいろな湯があるわけですが……。

アキナ：打たせ湯を見て、難むずかしい顔をします。こ、これは……！

ＧＭ：「アキナさん？　どうしたんですか？」

アキナ：温泉ってすごい！　修しゆ行ぎよう施し設せつでもあるんだね！（一同笑）

ドラン：打たせ湯を滝たき行ぎようと勘かん違ちがいしてるナリ！（笑）

ＧＭ：「と……とりあえず。そちらの大きな湯ゆ船ぶねでゆっくりしましょう。修行もいいけど、まずは体を温あたためて」少し戸と惑まどいつつもジャスミンは勧めます。

ギィ：修行してもいいのかよ！（笑）

アキナ：じゃあ修行は後回し（笑）。ジャスミンと一緒にお湯につかります。はぁ～温まる。

ＧＭ：「スゴイでしょ。わたしが見つけた温泉の効こう能のうは」

アキナ：ありがとう。じゃあ、ジャスミンがいい人なんでアキナは自分のことを話してみます。（懐なつかしそうに）あたしのお父さんも、ジャスミンみたいにいろいろな都市を渡わたって稼かせぐ、山やま師しだったの。……もう死んじゃったんだけどね。

ＧＭ：「アキナさんも、お父様を亡なくされているのですか」

アキナ：うん……って、え？　〝アキナさんも〟って？

ＧＭ：「はい。わたしも父を亡くしているんです」ジャスミンはうつむき、ぽつりぽつりと語り出します。
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　ジャスミンの父は彼かの女じよが幼おさない頃ころ殺されてしまった。その仇かたきを探さがすため旅を始めたのだ。幸い彼女には温泉を掘ほり当あてる才さい能のうがあったため、お金はそれでやりくりしてきたのだという。




アキナ：そうだったんだ……大変だね。

ドラン：温泉掘りながら敵かたき討うち、ってシュールだナリ（笑）。

ギィ：誰だれもが敵討ちに向いた才能を持ってるとは限かぎらないからなぁ。

アキナ：どんなお父さんだったの？

ＧＭ：「今はもう滅ほろんでしまった国、アヴェルシアの騎き士しをしてたの」

アキナ：そうなんだ……。

ＧＭ：「そ、それより、アキナさんはどうなの？」

アキナ：親を亡くしたあと、商人の家に拾われたんだ。同じような境きよう遇ぐうの子たちをいっぱい養やしなっている家でね……だから、家族がたくさん！

ギィ：姉し妹まいが千人だっけ？

マルセル：五万人だ（きっぱり）。

ドラン：（素すに戻もどって）誰だよ、その設せつ定てい考えたのは！（笑）

マルセル：『デスマーチ』第一巻で「アルには五万人の義ぎ妹まいがいる」と言っていたのはあんただ！（笑）

ドラン：おーっと！　そうだったナリかぁ（笑）。

ＧＭ：「アキナさんの新しい親おや御ごさんは良い人なんだね」

アキナ：うん。……ジャスミンは、何なん歳さいの時に親を亡くしたんだろう？

ＧＭ：一〇歳さいくらいだそうです。

アキナ：そんな小さい頃からひとりで仇を探さがしているの!?

ＧＭ：「そう。でも、ひとりじゃない。お父さんの形見があるから」と言って、ペンダントを見せます。

マルセル：……温泉につかっているのに？

ＧＭ：はい、肌はだ身み離はなさずつけています。キラキラ光る石がペンダントトップになっています。

アキナ：宝たから物ものなんだね。

ＧＭ：「はい。それに……このペンダントからはお父さんの声も、時々聞こえますし」

ギィ：……ま、まぁ、精霊と話せるなら、幽ゆう霊れいの声が聞こえてもおかしくない、のか？（笑）

ＧＭ：「お父さんは無念のうちに死んだって言っているから、仇を取りたくて」

ドラン：殺されたなら、無念というのも納なつ得とくナリ。

アキナ：そうかぁ……。ここで出会ったのも何かの縁えんだし、手伝えることがあったら手伝うから、気軽に声をかけてね！

ＧＭ：ジャスミンは「それって、友達になってくれるってことだよね？」と聞きます。

アキナ：もちろん！　一緒に温泉入った仲じゃない♪

ＧＭ：「ありがとう、嬉うれしい！」とジャスミンはアキナに抱だきつきます。

アキナ：あはは、くすぐったいよ～！

ＧＭ：では、ジャスミンと仲良くなったところで、シーンを終しゆう了りようしますが、いいですか？

アキナ：いいですよ！　あ、最後は、あたしが打たせ湯で滝行しているところで締しめてください。精神統一――っ!!（一同爆笑）

ドラン：あくまで修行したいナリね。

マルセル：というか、これは修行になるのか？

ギィ：ま、これでなんかの技わざを覚えるかもしれねぇし（笑）。

ＧＭ：ではジャスミンが「頑がん張ばって～！」と応おう援えんするなか、アキナが精せい神しん統とう一いつをしているところで、シーンを終了します。







◆Opening 03◆飢うえた狼ろう将しよう




　一いつ旦たんアキナと別れたマルセルは、ひとりグランニコルの神しん殿でんに来ていた。

　その裏うら手ては無数の墓はか石いしが立たち並ならぶ静かな埋まい葬そう地ちになっていた。




ＧＭ：次はマルセルのシーン。他の人は登とう場じよう不ふ可かです。場所はグランニコルの……。

マルセル：墓ぼ地ちがいい。

ＧＭ：……墓地、ですか？

マルセル：この都ま市ちの神殿の裏手が墓地になっていて、私はそこに蒸じよう留りゆう酒しゆを持って行く。

ドラン：なぜ？

マルセル：私は元々レイウォールの出身だからな。

ギィ：なるほど。マルセルのかつての戦友が眠っているというわけか。

アキナ：おおー、渋しぶいですね。

ＧＭ：なるほど了解です。かつての友人の墓はか参まいりというのも雰ふん囲い気きがある状じよう況きようですね。




　雪ゆき化げ粧しようが施ほどこされた墓が静かに並ならぶ。

　マルセルはそのひとつひとつに雪を丁てい寧ねいに払はらいのけては、酒をかけていく。




マルセル：成り行きで、こいつらとは敵てき同どう士しの国に分かれたが、せっかくレイウォールに戻ってきたのだし。これくらいはさせてもらおう。

ＧＭ：不意にマルセルの背はい後ごで、ジャリッと何者かが凍った地面を踏みしめた音が鳴ります。

マルセル：振ふり返かえるぞ。

ＧＭ：「久ひさしいな、マルセル・ベルトラン」年配の男が低くよく通る声で話しかけてきます。

マルセル：ハンドアウトに書いてある、グラハムか？

ＧＭ：そうです。

マルセル：グラハム将しよう軍ぐん……、と呟つぶやく。確たしか……戦せん争そう至し上じよう主しゆ義ぎ者しやらしいな……。

ＧＭ：はい。で、彼は続けます。「ワシは軍を抜ぬけた。いまさら将軍などと呼よぶ必要はない。しかし、フェリタニアについたお前が、何な故ぜここにいる？」

マルセル：墓参りに来ただけです。と、トボける。手の内を明かす必要もあるまい。

ＧＭ：「ふん。ここに眠っている連中が、お前に来られて喜ぶと思うか？」

マルセル：死者がどう思うか考えるなど、生せい者じやの感かん傷しように過すぎない。

ＧＭ：グラハムはニヤリと笑います。「自分の行ないを感傷と切り捨てるか。かわいげのないところは変わっておらんな」

マルセル：どうも。……それより、グラハム将軍こそ、何故ここへ？

ギィ：案外、向こうも墓参りだったりして（笑）。

ＧＭ：「街まち中なかで懐なつかしい顔を見かけたからな。挨あい拶さつでもしておこうと思ってな」
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マルセル：あなたが軍をお辞やめになるとは思いませんでした、と言ってみよう。
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ＧＭ：「やりたいことがあってな」と笑います。

マルセル：ふむ……。

ＧＭ：「新しくレイウォールを治めることになったピアニィ大だい統とう領りようは、平和な世界とやらを作ろうとしているそうだな。……実にくだらん」

ドラン：戦争が好きで、平和を否定するナリか……。平和は人を堕落させるものと思ってるんだっけ？

ＧＭ：そうです。そして、人間の成長・進化にとって戦場は必要不ふ可か欠けつと、グラハムは考えています。

マルセル：私があなたを引ひき留とめる理由はありませんし、引き留めるつもりもありません。ただ、案外、我わが国くにの王とはウマが合うと思います。

ドラン：誤ご解かいナリ！（笑）ピアニィ様は戦せん闘とうがお好きなだけ。

アキナ：戦争は嫌きらいなんですよね（笑）。

ギィ：ま、誤解もされやすいとは思うが（笑）。

ＧＭ：「いずれにせよ、ワシが求めるのは戦場。無いならば作り出すまで。平和が続くと人間は堕だ落らくし、成長を止めてしまうからな」と肩かたを回します。

マルセル：……ずいぶんと過か激げきなことを仰おつしやいますね。

ＧＭ：「ワシからみれば、他の奴やつらが〝ヌルい〟のよ。ふ……いずれ、お前と戦うことになるかも知れん。せいぜい準じゆん備びを怠おこたらぬことだ。昔むかしのよしみで忠ちゆう告こくしてやろう」

ドラン：戦争する気満々だっ!?　隠かくす気がまるでないナリ――っ!?（爆笑）

マルセル：ご勘かん弁べん願いたいものです。グラハム将軍を敵に回しては勝ち目はない。あのベルフト王子と比ひ肩けんする猛もう撃げきを加えられるのは、あなたぐらいなものでしたから。

ギィ：今さらっとグラハムを持ち上げた（笑）。

ＧＭ：（外野を無む視しして）「買いかぶるな。お前も、平和の中に身を置いていたわりには、鈍にぶっていなさそうではないか」

マルセル：お褒ほめにあずかり恐縮です。

ＧＭ：「では、また会おう」と言って、グラハムが立ち去ったところで、シーンを終了します。







◆Opening 04◆凍いてつく大地




　雪がしんしんと降ふり続いている。

　寒波に見み舞まわれたグランニコル近辺の村々を回り、調査を重ねるギィとドラン。

　やがて日も傾かたむき始めた田舎いなか道みちで、一いち群ぐんの影かげがふたりに迫せまろうとしていた。




ＧＭ：次は、ドランとギィのオープニングシーンになります。場所はグランニコル近辺の村。凍てつくような寒さの中、ふたりは……。

ドラン：雪だるまみたいに丸くなっているナリ。

ギィ：ドランを横よこ倒だおしにして押おしているうちにこんなにでかくなっちまった！（笑）

アキナ：楽しそう！（笑）

マルセル：じゃなくて、真ま面じ目めに調査しろよ！（笑）

ドラン：やれやれ……マルセルはどこまでも真面目ナリ。

アキナ：〝やれやれ〟はマルセルさんの台詞せりふでしょ（笑）。

ＧＭ：さて、雪で白く染そまった村にやってきたドランとギィは、ナヴァールから下された寒波の調査という任務を遂すい行こうしています。この寒波の中、出会う人は一様にさえない表情。

ドラン：しかし、調査と言われても、どこから手をつければいいのか分からないナリ。

ギィ：まあ、大変そうなとこ悪いが、村人に聞き込みするところから始めようぜ。それで寒波の影えい響きようが出ている場所をリストアップするとかしていけばいいんじゃねぇか？

ドラン：了りよう解かい。積雪や気温、それに魔法的な異常がないかをチェックするナリ。

ギィ：それから、農作物への影響も気になるしな……。そうなると農のう民みんに聞くのがいいだろう。協力してもらえるか？

ＧＭ：農民は調査に協力的です。ふたりが意図を伝えると、木ぼく訥とつな雰ふん囲い気きの地元の農民が何くれとなく、質しつ問もんに答えてくれます。年は五〇歳さいぐらいに見えます。

ドラン：メモを取りながら礼を言おう。ありがとうナリー。

ＧＭ：「こっちも作物がならなきゃ飯めしの食い上げだからなぁ」

ギィ：それもそうだな。

ＧＭ：「そうだ。あんたら、気をつけた方がいいぞ」

ギィ：何に？　危き険けんな野生動物でも出しゆつ没ぼつするのか？

ＧＭ：「〝紅あかき牙きば〟っていう、ちょっと危あぶない奴やつらがウロウロしてるからさ」

ドラン：盗とう賊ぞく団だんか何かナリか？

ＧＭ：農民の話からすると、「フェリタニア合衆国を敵てき視ししている、レイウォール王国の残ざん党とう」という連中のようです。

マルセル：おおかた、レイウォール王国を合衆国から離脱させようとでもしてるんだろう。

ギィ：ああ、赤せき竜りゆう王おう国こくを復ふつ興こうさせるための武ぶ力りよく集しゆう団だんだから〝紅き牙〟なのか。なるほどな。

ＧＭ：この近辺の村から「徴ちよう収しゆう」という名目で家か畜ちくを持って行ってしまったり、合衆国の使し節せつ団だんなどを襲おそったりしたみたいです。

ギィ：ハンドアウトに書いてあるとおりだな。ま、警けい戒かいはしておくか。

ドラン：とりあえず、今までの調査結果をまとめたいナリ。

ギィ：そうだな。じゃあ、宿に戻もどって暖だん炉ろにでもあたりつつ、調ちよう査さ書しよ作るか。

ＧＭ：では、おふたりは調査に一いつ旦たん区切りを付け、グランニコルに戻ります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：で、そんなこんなでグランニコルに戻る途と中ちゆうのことです。

ドラン：何か起きるナリか？

ＧＭ：真っ白にそびえる山間部を横手に見ながら、進んで行くところ。ドドドドッ！　と一群の武ぶ装そうして馬に乗った集団が見えます。よく見てみると、彼らの肩かたには牙きばを剝むいた赤あかい竜りゆうの紋もん章しようが縫ぬい止とめられています。

ギィ：こいつらが〝紅き牙〟か？　わかりやすいな。

ドラン：身を隠かくせそうな場所は？

ＧＭ：あいにくと、周囲を見み渡わたしてもそのような場所はありません。また、彼らはおふたりを追って来たようです。たちまち駆かけつけると「貴き様さま、合衆国の者だな？　よそ者はこの国から去れ！」と叫さけんで襲おそいかかってきます。

ドラン：ちょっと待つナリ！　オープニングから戦せん闘とうナリか？

ＧＭ：ああ、ぶっちゃけここは演出です。この〝紅き牙〟たちはいわゆるエキストラ。ふたりなら、宣言すれば苦くもなく倒たおせる相手とお考えください。

ギィ：そうか（ニヤリ）。なら〝紅き牙〟に聞こう？　何な故ぜオレたちが合衆国の人間だとわかった？
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ＧＭ：「ふん、問答無用だ！」と攻こう撃げきしてきます。

ギィ：なら、話したくなるようにしてやるぜ！




　抜ぬけ目めなく準じゆん備びを整ととのえていたのか、ギィの弓から矢や継つぎ早ばやに銀光が放たれる――。

　〝紅き牙〟は予想外の攻こう撃げきにひとたまりもなく、次々と負ふ傷しよう、落馬していく。かなわぬと見たのか、何人かの仲間を見み捨すて這ほう々ほうの体ていで逃にげ散ってしまった。




ＧＭ：まあ、ギィには実力的に、かないっこない連中ですからね。

ドラン：はっはっは。ギィ君、護ご衛えいご苦労ナリ（笑）。

ギィ：護衛が任にん務むとは言え、なんか腑ふにオチねぇな（笑）。ま、落馬した〝紅き牙〟から情じよう報ほうを聞き出そう。ナイフを抜ぬいて、首くび筋すじに押おし当あてるぞ。何な故ぜオレたちを狙ねらった？

ＧＭ：では、そいつはしぶしぶ答えます。……上からの命令で、この辺をかぎ回っているふたりを痛いためつけるように、言われただけだ！

ドラン：うお、ザコっぽいナリ！（笑）

ギィ：（ドランを無視し、凄すごみを利きかせ）〝紅き牙〟の目的は、一体何なんだ？　吐はけ。

ＧＭ：「……合衆国の支し配はい体たい制せいを打うち砕くだくことさ」

ギィ：別に圧あつ政せいをしきたいわけじゃねぇぞと言いたいところだが……話が平行線を辿たどりそうだから、ここでは止めておく。もっと具体的に話しな？　何か企たくらんでのことだろう。

ＧＭ：「俺おれたちは詳くわしいことは知らされていない。知らなければ、情報を漏もらすこともないからな。……これは、合衆国の支配から脱だつ却きやくするための前ぜん哨しよう戦せんなのだ」

ドラン：ふむ。あえて使つかい捨すての駒こまをやってるナリか。

ギィ：おい、お前らのボスは誰だれだ？　どんなヤツか、言ってみな。

ＧＭ：「グラハム。……〝突撃槍オクスタン〟のグラハム様だ」

一同：武ぶ器きの名前がついてるー!!（笑）

ギィ：きっと、そいつはバルムンクに違ちがいない。

ドラン：ヤバい、これはヤバくなってきたナリ！

マルセル：さっき話したカンジだと、思想的に見てもバルムンクと言われても納なつ得とくするな。

ギィ：しかし、オレたちで、こいつらを連れ帰るのは難むずかしそうだ。

マルセル：それなりに人ひと里ざと離はなれた場所だろうから、とりあえずこいつらの馬を逃にがしてしまえば、そう簡かん単たんには身動きをとれまい。

ギィ：それもそうか。

ドラン：それにこいつらからはこれ以上情報は出ないナリ、と馬を逃がしてしまう。

ＧＭ：「う、うう。な、何をしやがる～！」（一同笑）

ドラン：こいつらみたいな不満分子このあたりにが群むれをなしているのは分かった。早めに帰ってアキナたちにこのことを伝えたいナリ。

ギィ：だな。あ、こいつらは木に縛しばり付つけておくぞ。追撃されても困こまるからな！（笑）

ＧＭ：「ちくしょ～！」（笑）と、彼らの叫さけびを後にあなたたちはこの場を立ち去ります。




　日が落ちてきた。

　いっそう気温が下がろうとする中、ギィとドランはグランニコルへの帰き投とうを急いだ。







◆Opening 05◆恩おん讐しゆうの少女




　グランニコルに戻もどってきたドラン。

　襲しゆう撃げきのあと、一息ついたのもつかの間。新たな脅きよう威いが彼のもとに迫っていた。




ＧＭ：次は、ドランのシーンです。最初はドランのみ登場。追ってギィも登場できます。

ドラン：変へん則そく的てきナリね。まあ、了解。

ギィ：このふたりが、一いち応おうペアってことか。とすると、さっきのシーンの続きか？

ＧＭ：そうですね。おふたりがグランニコルに戻ってからのシーンです。たまたまドランがひとりになった状じよう況きようでイベントが起きます。

ドラン：街中ならそれほど危き険けんもなさそうだし、とギィと少し離はなれたってとこナリかな。

ギィ：きっと、オレが消しよう耗もうした矢なんかを買っている時に、短時間の別行動のタイミングができたってとこでどうだ？

ＧＭ：ＯＫです。そうしましょう。

ドラン：じゃあワタシは、寒いから温泉にでも入りたいナリ～！　と言いながら、夜の帳とばりがおりたグランニコルの市街をぶらつくナリ。

ＧＭ：そんなあなたをひとりの少女が尾び行こうし始めます。

ドラン：ワタシは判はん定ていもなしで分かっていいナリ？（笑）

ＧＭ：はい。少女は隠おん密みつ行動に不慣れなようでして。

ドラン：では、パッと走り出して、細い裏うら路ろ地じに入るナリ。

ＧＭ：少女は「逃にがさない！」と慌あわてて追いかけてきます。

ドラン：適てき当とうなところで、ピタっと止まるナリ。……何な故ぜワタシを尾行するナリか？

ＧＭ：では、彼女はドランの目の前で立ち止まり、周囲の寒さにも負けぬほどの凍いてついた視し線せんをドランに向けます。

ドラン：不ふ審しんに思いつつ……。アナタは何者ナリ？（笑）

ＧＭ：「わたしの名はジャスミン！　アヴェルシアの服属の際、裏切り者のあなたが殺した騎き士しローレンスの娘むすめ！」
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アヴェルシアの服ふく属ぞく

　帝紀八〇七年に発生した事件。グラスウェルズ王国の侵攻を受けたアヴェルシア王国は、あっという間に敗勢に追い込まれてしまう。国王ケネスは死亡し、アヴェルシアは友好国レイウォールに救援を仰ぐ。その結果、グラスウェルズを撃退できたものの、王を失なったアヴェルシアは、レイウォールに併合されることとなった。




ドラン：ワタシが裏切り者？　騎士ローレンス？　これはいったい？　ていうかヤバくない？　はっ、ギィは？　ワタシの護ご衛えいのギィはどこナリ!?（笑）

ギィ：ああ、途と中ちゆうで登場できるんだったな。ＧＭ、このシーンにオレ、登場していいかい？

ＧＭ：まだ、ダメです。

ギィ：だってさ（笑）。

ドラン：のおぉ――――っ!?（笑）
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アキナ：ドランさん大ピンチですね！（笑）

ドラン：ぬうう……（ハンドアウトを見直しつつ）。では、ワタシはローレンスのことを覚えているナリか？

ＧＭ：過か去この記き憶おくはあやふやで、正せい確かくなところはよく分かりません。ただ、かつて同どう僚りようにローレンスという男がいたことだけは覚えています。

ドラン：ふむふむ。

ＧＭ：さらに、ローレンスの名を聞いたことで、こんな記き憶おくが呼よび起おこされます。




　それはアヴェルシアの服属の時のこと、ドランはケネス王を守って戦い、そして敗はい北ぼくした。

　力なく倒たおれ伏ふす自分やローレンス。それを見下ろす黒いシルエットが無む情じように呟つぶやく。

「あのお方に生きていてもらっては、困るのだ」




ドラン：ワタシがエクスマキナになる前の記憶？

ＧＭ：はい。

ドラン：……その黒い人ひと影かげが、ローレンス殺しの犯はん人にんで、ジャスミンが追い求めている仇かたきだと思うナリが。

ＧＭ：そうですね。ジャスミンは同僚の娘むすめですので、アヴェルシアの服属の件の前に、数回会ったことがあります。今思い出したことですが……。

ドラン：なるほど。あの時の娘さんナリか。

ＧＭ：「覚えているなら、わたしがあなたに何を望むのか分かるはず！」

ドラン：分からないナリ。ワタシにとってローレンスは、同どう胞ほうにして親友だった男。心からお悔くやみ申し上げるナリが、それとワタシをつけ狙ねらうのは関係ないことのはずナリ。

ＧＭ：ジャスミンは言います。「噓うそよ！　わたしにはお父さんの声が聞こえるの！　あなたは裁さばかれなければならないの！」

一同：……はぁ？

ギィ：声が聞こえる？

ドラン：ど、どういうことナリ？

ＧＭ：「お父さんは言っていた。ドラン、あなたが裏うら切ぎったせいで、お父さんは、アヴェルシアの騎士は死んだのよ！」

ドラン：……そんな記憶はない……はず。ＧＭ、その辺のワタシの記憶はどうナリ？

ＧＭ：先ほど言ったとおりの記憶しか残っておりません。

ドラン：ふむ。……少なくとも、ワタシは友を手にかける趣しゆ味みなぞ持っていないナリ。

ＧＭ：「騙だまされないわ！」とナイフを静かに構かまえます。

ドラン：ワタシの目を見るナリ！　これが、噓をつく者の目ナリか!?（くわっ）

ＧＭ：「問答無用！」と言いつつ攻撃してきます。

ドラン：おいっ!?　あ、ギィはまだ登場できないナリか!?

ＧＭ：はい。今からギィは登場ＯＫとなります。

ギィ：じゃ登場するか。おーいドラン、こんなところで何やってんだ……って。勝手に襲おそわれてんじゃねぇ――っ!?
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ドラン：むしろワタシから目を離すな――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

アキナ：ふたりともイイコンビですね！（笑）

ドラン＆ギィ：どこがっ!?（笑）

ＧＭ：ジャスミンは冷たい瞳のまま、ドランへナイフをひらめかせます！　あ、これは判定なしでかわせます。彼女のナイフ捌さばきは素人しろうと同然でして。

ドラン：では、ヒラリとかわすナリ。

ギィ：じゃあ、オレはドランとジャスミンの間に割って入ろう。ワケありかもしんねぇが、そいつを殺されるわけにはいかないんでね。

ＧＭ：「邪じや魔まをするな！」

ドラン：ギィが来たなら、もう安心ナリ。ジャスミンに聞こう。ローレンスが死んだから、仇を取ろうとするナリね？　そうなると、幽ゆう霊れいの声を聞いたとでも言うナリか？

ＧＭ：「そうよ！」

ドラン：ローレンスは、ワタシにアヴェルシアの未来を託たくして死んでいったナリ！　仇を討うてなどと言うはずがないナリ！

マルセル：……そうなのか？

ドラン：ワタシの勝手な妄もう想そうナリ。現げん実じつがどうだったか不明（笑）。

アキナ：妄想なんですね（笑）。

ＧＭ：「あなたわたしを騙す気ね！　お父さんは幽霊になって、わたしを守ってくれているんだから！」

ドラン：そ……そんな非ひ科か学がく的てきなっ!?

ギィ：お前が言うな！（一同爆笑）

ドラン：……む。だが今はそんな場合ではない！（笑）まずは落ち着くナリ。事じ情じようをちゃんと聞かなければ、判はん断だんのしようがないナリ！

ＧＭ：ともあれ、ジャスミンはギィの登場により、さすがに不利を悟さとりあとずさります。

ドラン：（渋い声で）そう。その程度の実力では、ワタシには傷きずひとつつけられないナリ。

ＧＭ：「何て残ざん酷こくな人！　さすが、わたしの父を殺しただけのことはある！」

ドラン：クックック……って、殺してないっつーの！（素すに戻もどった）一体何をすれば、ワタシの身の潔けつ白ぱくを証しよう明めいできるナリ？

ＧＭ：「死んで」（きっぱり）

ドラン：死んで花はな実みが咲さくものか！（笑）

ギィ：一巻のタイトルだな（笑）。

ドラン：死んでしまったら、罪つみを認みとめることと同どう義ぎナリ。そんなことできるわけないナリ。

ＧＭ：うお、ぐだぐだだな。では、そろそろジャスミンを退たい場じようさせよう……。皆さんが揉めているこの場に、突とつ然ぜん、不気味な鎧よろい姿すがたの騎き士しの亡霊が現あらわれます。




　現われた騎士は面めん頰ぼをつけており、どんな顔は伺い知ることはできない。

　その地の底から響ひびくようなうなり声は、禍まが々まがしさに満ちていた。




ドラン：ローレンスが化ばけて出たナリ～っ！（ガクガクブルブル）

ＧＭ：「ドラン・ベレレン。幽霊となった私では、お前を倒たおすことはできん。だが、我わが娘が、必ずやお前を倒すことだろう！」

ドラン：って待て！　お前は昔、国の将しよう来らいを共に考えた仲……。何故、ワタシを狙う!?

ＧＭ：「アヴェルシアの服属の際、お前は私を殺したではないか」

ドラン：……殺したのかどうか、実じつ際さいのところは記憶がないから、強く言い返せないナリ。

ＧＭ：そうこう話をしている間に、ローレンスはさっとジャスミンを小こ脇わきに抱かかえます。

ドラン：……えっ!?　実体があるナリか!?

ＧＭ：少なくとも、物は持てるようです。ジャスミンを抱え上げ、靴くつをカンカンと踏ふみ鳴ならすと、ふたりの姿はフッと消えてしまいます。

ドラン：何ー!?（笑）　「待て、ワタシは過去に一体何をしたナリかー！」

ギィ：しかし、今の、靴を踏み鳴らすという仕草、どこかで見た覚えがあるな。

ドラン：確かに。

アキナ：これは……。




　過去の同僚の亡ぼう霊れいと、その遺い子じ。

　覚えのない罪つみを突つきつけられたドランは、ただ、戸と惑まどうことしかできなかった。







◆Opening 06◆旅の途中




　ピアニィはナヴァールたちと共に、レイウォール領内を遊ゆう説ぜいする旅の途と上じようにあった。

「陛下、あと二日くらいでグランニコル到とう着ちやくとなります」

　ナヴァールの言葉に、穏おだやかな道中を楽しんでいたピアニィは微び笑しようを返した。




ＧＭ：マスターシーンになります。ピアニィが、ナヴァールたちと一緒に遊説の旅をしているというところですね。

アキナ：ふむふむ。

ＧＭ：ナヴァールはピアニィに「陛下、あと二日くらいでグランニコル到着となります」と説明しています。

アキナ：あ、あの。ピアニィさん、ちょっと待ってぇ――っ！（笑）

ＧＭ：あ、ナヴァール。グランニコルには、とっても素す敵てきな温泉があるんですよね！　とっても楽しみ。

ギィ：（突然ナヴァールになって）はっはっは。陛下、お気持ちはわかりますが、遊びではありませんよ。

ドラン：ちょっとぐらいゆっくり来てもらったほうがちょうどいい状況なのに、むしろ早く来る気満々ナリ！（笑）

ＧＭ：「そうだぜ、姫ひめさん。俺たちは遊びで来てるんじゃねぇんだから」と、アル。一方、「はーい。（小声になって）でもせっかくアルと一緒の旅なのに……」とピアニィはちょっと不満げな様子を見せます。

アキナ：ええっ!?　アル兄様も来てるの!?

マルセル：これは、ピアニィ陛下一行が到着する前に何とかしなくてはいけないというフラグだな（笑）。

ギィ：二日以内に何かが起こって、それを片かた付づけろということだな！（笑）

アキナ：こ、これは頑がん張ばらないと！（笑）

ＧＭ：さて、どうなることやら？　では、マスターシーンを終しゆう了りようします。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆寒波の都ま市ちの陰かげで……




　高機動突撃部隊エンジェルファイヤーに対して、フォルカーク伯はくが用意してくれた宿しゆく舎しや。

　一同はそこに集つどい、各自が収しゆう集しゆうした情じよう報ほうを披ひ露ろうした。

　やはり、何かがこの都市で起きていることは間ま違ちがいないのだろう……。




ＧＭ：では、次のシーンになります。このシーンは、全員登とう場じようのシーンとなります。いろいろ調ちよう査さに向かっていた皆みなさんが、フォルカーク伯が用意した宿舎に集合したところです。

一同：はーい。

ＧＭ：皆さんは、宿舎の広間をあてがわれています。外はめっきり冷ひえ込こんでいて、真ん中に暖だんを取るためのストーブが置いてあります。

ギィ：おお、寒い寒いって、真っ先に戻もどって冷えた身体からだを温めているよ（笑）。

ドラン：では、ストーブのひとりじめはずるいナリ！　と、抗こう議ぎする。

マルセル：ドランも暑さ寒さは感じるんだなやっぱり（笑）。

アキナ：けんかはやめましょ！　せっかくギルドで《結けつ束そく》取ったし（笑）。

ギィ：そうそう。《結束》だよ、《結束》！　仲間だもんな。

ドラン：そうだったナリ。ワタシたち……仲良しっ!!（笑）




　なぜそこまで《結束》にこだわる？（笑）




ドラン：それはともかく、さっきそこの路ろ地じ裏うらで襲おそわれたナリ。

マルセル：襲われた？　もしかして、ドランの竜りゆう輝き石せきを狙ねらったゴルフォードの手のものか？　と、事じ情じようを知らないマルセルは、もっともドランが襲われそうな理由を予よ測そくするぞ。

ドラン：ゴルフォードは関係ないナリ。

マルセル：ふむ。違ったか……。ドランなら竜輝石がらみの可能性をまず考えたのだが。

ギィ：確かに、そこはまず疑うところだな。

ドラン：とにかく、国とは関係なさそうな少女だったナリ。

アキナ：ドランさん、大だい丈じよう夫ぶだったんですか？

ドラン：ああ、まあピンピンしてるナリ。

アキナ：無事でよかった～。

ドラン：アキナはどうだったナリか？

アキナ：あたしは逆ぎやくに、いいことがありましたよ♪　温おん泉せんに行ったら、友達ができました！

ギィ：ああ～、いいなぁ。オレも温泉入りてぇ（笑）。

アキナ：すごく可か愛わいい女の子なんですよ。

ドラン：そいつは奇き遇ぐうナリね。こっちも、可愛い女の子に襲われたナリよ（笑）。

アキナ：もう、髪かみが長くてくるっくるで。

ドラン：そうそう、くるっくるでね（笑）。

アキナ：お父さんの仇かたきを捜さがしているの。

ドラン：そうそう、お父さんは幽ゆう霊れいでね～。

一同：…………。

アキナ：んんん～？　お父さんが幽霊!?（一同笑）そういえば、お父さんが騎き士しだって言ってた。

ドラン：そうそう。お父さんが騎士の幽霊で、襲われたナリ。

アキナ：んでもって、なにかできることがあったら、協力してあげようって。

ドラン：おお、それはいい話ナリ。仇を捜すのに協力してあげるナリよ。

アキナ：わかった～、そうするよ！

ドラン：で、名前は？

アキナ：……ジャスミン！

ドラン：ぶ――――っ!?（一同爆ばく笑しよう）
















　なんなの、この茶番？（笑）




マルセル：いやいやいや、同一人物でしょ？　おそらくは（笑）。

アキナ：ええーっ!?　じゃあ、ドランさんを倒たおさないと～っ！（笑）

ドラン：なんでだよっ!?（一同爆笑）ふつー向こうが誤ご解かいしてるってのがお話の定番でしょっ!?（笑）とにかく誤解ナリ！　あの子の父、ローレンスとは戦友！　このドラン、友を殺すような男ではない。

アキナ：……ご、ゴメンなさい（笑）。

ドラン：ちなみに、お父さんの声を聞いた、とか言っていたナリ。

アキナ：うん、形かた見みの石から声が聞こえる、ってこっちでも言ってた。

ドラン：こっちでは形見の石どころの騒さわぎじゃなく。彼かの女じよの後ろにお父さんが実体を持って立っていたナリよ。

アキナ：お父さん、幽霊なのに実体化しちゃうの!?

ドラン：あまつさえ、小こ脇わきに抱えて《テレポート》で逃にげたナリ。

マルセル：いやに、存そん在ざい感かんのある幽霊だな（笑）。

ギィ：注目は、《テレポート》で去る時に、踵かかとをカンカンと鳴らして消えたってことだな。

ＧＭ：確たしかにそうでした。

マルセル：その時も思ったが。グリンダの変へん装そうなのではないか？
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ドラン：前回出てきたバルムンクだっけ？

アキナ：いましたよね。ゲオルグさんの副官のイルゼさんに変装していたという。

マルセル：……つながったか？　この件けんはバルムンクの陰いん謀ぼうぽく思えるのだが……。

ギィ：それ、超ちよう早はやくねぇ？（笑）ついでにマルセルの断だん言げんだと、少し裏目りそうだぜ。

ドラン：にしても今回は、敵の陰謀が露ろ見けんするのが早いナリな。

ギィ：まあ、待て。また別口でオレとドランも襲しゆう撃げきを受けてるんだぜ。村々の調査の帰り道に〝紅あかき牙きば〟を名乗る武ぶ装そう集しゆう団だんに襲われた。そいつらは牙の出た竜の紋もん章しようをつけていたんだ……（と、それっぽい絵を描く）。

アキナ：なんですか、この出でっ歯ぱのドラゴンは？

一同：出っ歯かよ！（笑）

マルセル：確たしかに牙も歯には違ちがいないが（笑）。ま、自分たちの目もく標ひようが、レイウォール王国の旧きゆう体たい制せいの復ふつ活かつだから。その紋章である赤い竜をアレンジして使うって発想ということか。

ギィ：おお、そうだよ。露ろ骨こつに反はん合がつ衆しゆう国こくを叫さけんでたな。まあ、襲ってきた連中はたいしたことはなかった。聞き出したところによるとボスは〝突撃槍オクスタン〟のグラハムっていうらしいぜ。

マルセル：ふむ……なるほどな。名前からして、バルムンクっぽいな……。

アキナ：でも、バルムンクは弱体化したんですよね。

ドラン：そうナリ。健在だったなら、今まで動かなかったのはなぜ？

ギィ：謎は残るな。ただ、そいつらは、オレを合衆国の人間だと見るなり襲ってきたんだ。きっと、ありゃ何かでかいことを企たくらんでいるぜ。

マルセル：そして私わたしは、〝突撃槍〟というバルムンクに心当たりがある。

一同：ほう！

マルセル：さっき墓はか場ばでグラハム将しよう軍ぐんという、レイウォールの軍人と出会った。

ギィ：ああ、同じ名前だし、怪しすぎるな（笑）。

マルセル：以上が、ここまで分かっていることだが。

ギィ：だいたい事じ件けんの全ぜん貌ぼうは見えた……気がする（笑）。

アキナ：きっと、ジャスミンの仇ってのも、なにかの勘かん違ちがいなんだよ！

ドラン：ワタシの記き憶おくによれば、そのようなことはしなかったナリ。

マルセル：記憶は消えていたのではないのか？（笑）

ドラン：細かいことは気にしない（笑）。

ＧＭ：それで、済すませるんですか？（笑）

ギィ：ちなみに、ジャスミンのお父さんとドランは、どういう関係だったんだ？

ドラン：アヴェルシアにおいては、ティナ王女に仕つかえる友だった。共に国を愁うれい、闘たたかった戦友でもあったナリよ。

ギィ：たとえて言うと、今のオレとお前みたいな感じ？

ドラン：そうそう、《結束》して、よくフェイトの貸かし借かりをした仲ナリ（笑）。

マルセル：ジャスミンとグラハムの件も大事だが……そもそもドランとギィの任にん務むのほうはどうだった？

ドラン：聞きき込こみまくりで、それをメモっておいたナリ。分ぶん析せきはこれからって感じ。

ＧＭ：ざっと目を通すなら、難なん易い度ど12の【感かん知ち】判はん定ていに成功すれば何か分かります。

ギィ：【感知】なら、マルセルがやれば、正しく分析できるんじゃねぇか？（笑）

マルセル：《スタンドバイ》のおかげで達たつ成せい値ちを＋10できるからな。わかった……（ダイスを振ふる）成功だ。
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ＧＭ：……では、この寒かん冷れい化か現げん象しようは、精せい霊れい力りよくの低下が大きな原げん因いんらしい。

アキナ：精霊力の低下？

ＧＭ：『アリアンロッド』の世界は、地水火風の四大精霊が存そん在ざいします。で、特に火の大精霊が姿すがたを消し、その結果によって環かん境きようのバランスが崩くずれたのではないかと推すい測そくできます。

マルセル：要するに、冷れい蔵ぞう庫こなのだ。

アキナ：冷蔵庫？

マルセル：冷蔵庫の原理は、中のものを冷やすために熱を別のところに出している。つまり、火の大精霊が本来発する熱がなくなったので、周辺が冷えているのだな。

ギィ：だから冷蔵庫の後ろ側は温かいんだよな。

アキナ：なるほど～。あ、はいはーい！　あたしも思いついたんですけど。

マルセル：なんだね、アキナ。

アキナ：ひょっとして、温おん泉せんがこの事件に、関係あるんじゃないですか？

マルセル：ほう、温泉が。

アキナ：精霊の力を使って、温泉を捜さがしているって言ってたんですよ。ジャスミン。

マルセル：なるほど。関係ありそうだな。

ギィ：じゃあ、情じよう報ほう収しゆう集しゆうだな。

ＧＭ：では、次はそのためのシーンとしましょう。







◆Middle 02◆浮うかび上あがるものは？





　この都市の陰で何らかの陰いん謀ぼうが進んでいるのは明白だ。

　その真の姿すがたは何か？　エンジェルファイヤーは手がかりを求めて動き始めた。




ＧＭ：さて、現げん在ざいのところ調べることのできる情報はこうなっております―――。




・紅き牙について　　　　　【幸運】判定、難なん易い度ど10

・グラハムについて　　　　【知力】判定、難易度15

・ジャスミンについて　　　【筋きん力りよく】判定、難易度15

・寒冷化について　　　　　【精せい神しん】判定、難易度10




ギィ：【筋力】って（笑）。

ＧＭ：【筋力】で適てき当とうなヤツを締しめ上げて聞き出すんですよ。

アキナ：それ、能のう力りよく値ちからしてあたしの担たん当とうなんですけど？（笑）

ギィ：……まあ、それぞれ特とく技ぎを活いかしてってとこだな（笑）。

アキナ：もうっ！（笑）

ＧＭ：じゃあ（笑）。判定をどうぞ。

ドラン：グラハムについて調べるナリ。（ダイスを振ふる）ダイス目が６で、達成値は17。

ＧＭ：グラハムは、レイウォール三二将しようのひとり。レイウォールの中でヒューバード、ハーリングらと親しく、竜輝石戦争以い降こう、姿を消しています。

マルセル：あからさまなバルムンク人じん脈みやくだな（笑）。

ドラン：めっちゃ悪人フラグが立ってるナリよ！

ＧＭ：そして人は闘とう争そう、戦争によって進化を遂とげるという、かなり危き険けんな考え方の人物です。

ドラン：そんなのとマルセルはコネを持っているナリか……。

マルセル：レイウォール時代から人間関係で苦労してたんだ（笑）。

アキナ：マルセルさんらしいです！（笑）

ギィ：じゃあ、オレは紅き牙について調べるぜ。裏社会の連中が集まりそうなところに出かけたってことで。（ダイスを振る）……12！

ＧＭ：では、グラハムが紅き牙の幹かん部ぶであるということが分かります。

ギィ：やはりな。グラハムが、〝突撃鎗オクスタン〟だってことで裏うら付づけが取れたってとこか。

アキナ：じゃ、あたしはジャスミンについて調べまーす！（ダイスを振る）あっ、ダイス目３が出ちゃった!?　このままだと14です（笑）。

ドラン：振ふり直し、振り直しするナリ（笑）。

アキナ：はい、フェイトを使って振り直します！　……うん、今度は成功！

ＧＭ：では、ジャスミンが紅き牙の一員と接せつ触しよくしていた……という情報を、アキナは〝紅き牙〟の構こう成せい員いんらしき男を締しめ上あげて聞き出すことに成功。

アキナ：おらー、吐はけー（笑）。

ギィ：ともかく、ジャスミンと紅き牙は繫つながりがある、という裏付けが取れたわけだ。

アキナ：そうだったんだ。やっぱり、バルムンクなのかなぁ。

マルセル：では、寒冷化について調べよう。（ダイスを振る）達成値は、19だ。

ＧＭ：では、成功です。マルセルはこの寒冷化についての規き模ぼや被ひ害がい額がくなどを把は握あくするのですが、その過か程ていで奇き妙みような情報を摑つかみます。

マルセル：奇妙なこと？

ＧＭ：はい。グランニコル一帯を襲っているこの寒波の影えい響きようを受けていない山があるというのです。周辺と異ことなり、その山は雪も積もっておらず、まるで初夏のような状じよう態たいです。

ドラン：初夏ぁ？　どう考えても変ナリ!?

アキナ：その山はどこに？

ＧＭ：この都市からわずかに北に向かったところにあります。名前はアラリア山。皆さんが今いる宿からでもそちらの方を向けば現げん状じようが確かく認にんできるぐらいの近さです。

マルセル：やはり、火の精霊力が、そのアラリア山に集まっているに違ちがいない。

ドラン：……なんか噴ふん火かでもしそうナリな。

ＧＭ：そして、その山には洞どう窟くつがあります。そこには何者かが出入りしているそうで。

マルセル：何者か？　個こ人じんか集団かは分かるか？

ＧＭ：その情報では、複ふく数すうの人ひと影かげが入っていったとのことです。

ギィ：集団……ってことは〝紅き牙〟の連中ってところか。アジトにでもしてやがるのか？

マルセル：ともかく、情報は集めたな。

ギィ：さて、どうする？

アキナ：温泉に行こう！　あたし、ジャスミンにもう一度会いたい！

マルセル：ふむ、分かった。場合によっては身み柄がらの確かく保ほってことで。

ドラン：オープニングでは捕つかまえ損そこねたナリ。今度は失敗しないナリ（笑）。

ギィ：よし、それならまず温泉に行こう。洞窟のほうは、どうあっても荒あら事ごとになりそうだし、全員で行った方がいいからな。

ＧＭ：あ……結けつ論ろんから言うと、ジャスミンはもうこの温泉にはいません。

ドラン：なるほど。空から振ぶりだったナリか。

ギィ：まあ、それは仕方ないだろう。せっかくだから、湯に入っていくか（笑）。

ドラン：おお、いいナリね！

ＧＭ：では、このシーンは終了です。







◆Middle 03◆真夜中のふたり




　アキナは、夜の都市をひとり歩いていた。

　ジャスミンを見つけることはできなかったものの、ギィ、ドラン、マルセルの三人は、この地の名物である温泉に浸つかっているからである。




ＧＭ：次のシーン。夜のグランニコルの街まち中なかをアキナがひとりで歩いているという状況です。

ドラン：なぜ、アキナ単たん独どくで？

ギィ：きっと、男たち三人は温泉に入ったままなんだろう。

アキナ：あたし、さっき温泉に入って出たばかりだから、先に宿やどに帰りますね～。

ドラン：じゃあ、ゆっくり温泉に入ってくナリ～（笑）。

マルセル：待て。アキナをひとりで帰して大だい丈じよう夫ぶか？

アキナ：大だい丈じよう夫ぶですよ。たぶん、誰だれよりもひとりで行動して平気なんじゃ。

マルセル：ぐ。

ギィ：まあ、腕うでっ節ぷしならナンバーワンだからな。むしろ危険があるならドランだろう（笑）。

ドラン：ワタシを見み張はるナリか？（笑）

ギィ：だから、一緒に温泉に入ろうって言ってるだろー、マルセル。温泉だぞ、温泉。

アキナ：本当に大丈夫ですから。あと、たまにはマルセルさんも息抜きをしないと（笑）。

マルセル：と、アキナに説得されてしまい、温泉につかってしまうワケだな（笑）。

ＧＭ：は、ご協力アリガトウございます（笑）。では、アキナがひとりで都市を歩いていると……背はい後ごに気配を感じます。

アキナ：……はっ!?　もしかして、ジャスミン？

ＧＭ：そうです。彼女は「少しお話しできない？」と声をかけてきます。

アキナ：……ちょうど、あたしも聞きたい事があったの。

ＧＭ：では、近くの公園で話し合うということで。




　季節外れの寒波が到とう来らいした都市の、夜の公園。

　人気のない噴水の近くで、ふたりは向かい会っていた。




ＧＭ：「アキナ……急な話だけど、この都市から出て行ってほしいの」
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アキナ：へっ？　どうして!?

ＧＭ：「あなたが友達だから……この都市に居いて欲ほしくないのっ！」

アキナ：……でもそれって、何か困こまってる事があるって事だよね？

ＧＭ：「…………」ジャスミンは、黙だまったまま答えません。

アキナ：あたしたち、友達だよ？　友達が困ってるなら、放っておけないよ。

ＧＭ：では、ジャスミンは少し悲しげな顔をして「あなたは、この都市にいるととても悲しい目に遭あうわ。たくさんの人が死ぬかもしれない。あなたを酷ひどい目に遭わせたくないの」。

マルセル：か……かなり不ふ吉きつな事を言っているぞ。身み柄がらを確かく保ほしたほうがよいのでは？

ドラン：アキナ、クロロフォルムを用意するナリか？（一同笑）




　どこの誘ゆう拐かい犯はんか。




ギィ：いやいや、もっとアキナらしいやり方があるぞ（笑）。剣けんで殴なぐりつけて、力ずくとか。

アキナ：しませんよっ!?（笑）とにかく話しかけます。……ジャスミン。あなたに会わせたい人がいるの―――。

ＧＭ：それは？

アキナ：あなたの仇かたきだよ！

一同：ちょ!?（一同爆笑）

ドラン：売られるナリーっ！　売られるナリーっ！（笑）

ＧＭ：「さすが友達ね♪」ジャスミンは満まん面めんの笑えみです。

ドラン：アキナさんっ!?（一同爆笑）

アキナ：あ……いや。違ちがうの（笑）。……ドランさんは、本当の仇じゃないかもしれない。

ＧＭ：「え、どういうこと？」

アキナ：んー、どこかでジャスミンに迷まよいが生まれてくれればいいんですけど。

ＧＭ：「お父さんの言葉に間ま違ちがいはないわ。……私の仇はドラン・ベレレン。それ以外にはあり得ない――。お父さんの命を奪うばった男に報むくいを受けさせたいの！」

ドラン：ドランさんはいい人ですよ？（笑）

ギィ：自分で言っても説得力ないぞ（笑）。

ＧＭ：「わたし、お父さんともっと一緒にいたかった。もっと親おや孝こう行こうをしたかった……」

アキナ：わかるよ……。

ＧＭ：「え？」

アキナ：あたしも、お父さん死んじゃったし。

ＧＭ：「…………」

アキナ：じゃあ、改めてジャスミンを見つめて言います。なおさら、あたしがこの都市を離はなれるわけにはいかなくなったわ―――。

ＧＭ：「どういうこと？」

アキナ：だって、ジャスミンをひとりにしておけないもの！

一同：おおっ～！

アキナ：だから、無理矢理にでも連れて行くっ！（一同笑）

ドラン：……こ、この辺の一度決めたらあとには引かないところは、アルにそっくりだ（笑）。

ギィ：……無理矢理か（笑）。

アキナ：………はっ!?





　突とつ然ぜん頭を抱かかえるアキナさん。




マルセル：どうした？

アキナ：ああっ、ダメだぁ――っ!?　結局、力ずくになっちゃう！（一同爆笑）
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ギィ：さすが、情報収集判定を【筋力】でこなす女（笑）。

アキナ：き、気を取り直して（笑）。……あなたは、自分の意い志しで赤い出っ歯にいるの？

ＧＭ：……〝紅あかき牙きば〟です（笑）。

アキナ：そうだった（笑）。〝紅き牙〟にいるの？

ＧＭ：ジャスミンは言います。「わたしだって戦いなんてしたくない。でも、〝紅き牙〟の人たちは、わたしのことを助けてくれる仲間よ。だから見み捨すてられない」

アキナ：やりたいことって、仇を討うつこと？

ＧＭ：「そうよ！　わたしの胸むねに響ひびくのっ！　お父さんが死んだ時の断だん末まつ魔まの叫さけびが。わたしの名前を呼よんで死んでいったあの声が、今でもわたしの耳から離はなれないのよ！」




　そのガラス細工のような繊細な手を、痛いほどキツくを握りしめながら――。

　ジャスミンは切羽詰まった表情で叫んだ。




アキナ：ジャスミン……。うーん。それにしてもあの石が怪あやしい！　ＧＭ、盗ぬすめますか？

ＧＭ：アキナはそういうの得意じゃないからかなり難むずかしい判定になりますよ？

アキナ：そう簡かん単たんには取らせてくれそうにないな。うぐうぐ。でも、これは聞いておこう。あなたのその形かた見みの石は、いつから持っているものなの？

ＧＭ：「いつから？　……あれ？　そういえば、この石は……」

アキナ：もしかして、本人も気づいていないうちに？

ＧＭ：しかし、ジャスミンが困惑したところで邪じや魔まが入ります。

アキナ：邪魔？

ＧＭ：ええ、「〝温泉郷スパ〟様ー！」と、〝紅き牙〟の人たちが邪魔に入ります。

ドラン：〝温泉郷スパ〟様!?　〝温泉郷スパ〟様って！（笑）

ギィ：やっぱり！　ジャスミンは、〝スパ〟というふたつ名のバルムンクだったんだよ！

アキナ：えーっ、本当にそうなの？（笑）

ＧＭ：ジャスミンは「やめてー！　アキナはわたしの友達なの。酷ひどいことしないでー」と言います。―――が、〝紅き牙〟の連中に、ずるずると連れて行かれます。

アキナ：ジャスミン！　って剣を抜ぬいて身構えます。

ドラン：戦せん闘とうナリか？

ＧＭ：いえ、こいつらはアキナを妨害して、ジャスミンを連れて逃にげるため時間を稼かせごうとします。お望みなら【敏捷】の目標値20の判定に成功すれば、その妨害を突破できます。

アキナ：高っ！　うーん……これはフェイトを使わないと。

マルセル：（少し考えて）……アキナ、深追いはするな。無理をすると最悪、グリンダあたりとひとりで戦う羽目になるかもしれん！　今、自分がひとりだということを忘れるな。

アキナ：な……なるほどー。じゃあ、あたしの中のマルセルさんがそう言ったんで（笑）、踏みとどまります。……でも、ジャスミン、あとで絶対助けるよ！

ＧＭ：では、ジャスミンはこの場から連れ去られ、〝紅き牙〟の連中は撤退していきます。

アキナ：……残念～。とにかくこれは急いでみんなに知らせないと！

ＧＭ：ではアキナがみんなの所へ向かったところでシーンを閉じましょう。







◆Middle 04◆一大事になる前に




　アキナたちは、温おん泉せんから宿しゆく舎しやに戻もどってきた。

　どうやら、この都ま市ちを壊かい滅めつさせるかも知れない計画が進行しているようだ。

　何とかしなければ……というところに、ピアニィ一行が到とう着ちやくした。




ＧＭ：では、次のシーン。温泉から宿舎に戻ってきて、アキナがみんなに先ほどの件を報告したところです

ギィ：じゃあ、集まってその話をしよう。

ドラン：もうすぐこの都市に大だい災さい害がいが起こるかも知れないナリ～。

アキナ：もう大変ですっ！

ＧＭ：そんないいタイミングのところに、ピアニィ一行が到着するんですよ。

ドラン：それだ！　たぶん、そこを狙ねらっての計画ナリ。

ギィ：バルムンクの目的は、ドランじゃなくてピアニィってことか。

マルセル：決めつけは危険だ。その両方を狙っている可か能のう性せいもある。

ギィ：ああ、そうだな。

マルセル：もっと単たん純じゆんに、ここでたくさん人が死ねばいい……くらいの計画かもしれない。

ギィ：ピアニィ陛下の訪問時に、多くの人死にが出るのは、バルムンク的にはアリだな。合衆国の評ひよう判ばんが下がる。

マルセル：……そうか！　つまり、ピアニィ陛下だけを逃にがすって選せん択たく肢しも取れない！

ギィ：ピアニィがいなくなったあと、その都市で人がいっぱい死にましたってなったら……。

マルセル：それこそ、反ピアニィ派はを粛しゆく清せいしたように取られてしまうからな！（一同笑）

一同：粛清!?





[image: ]




アキナ：それは、止めなきゃ！

ドラン：ピアニィ陛下ならやりかねんと思われてるナリ。




　そっちの心配ですか……。




ＧＭ：そこで、マルセルの脳のう裏りには、グラハムの「ワシは戦場を作る」という言葉が過よぎるわけです。

マルセル：グラハム将しよう軍ぐん、脳みそ筋肉タイプかと思ったら、想そう像ぞう以上にイヤらしい手を打ってくるな！

ドラン：……しかし、どうしたものナリか？

マルセル：もう少し状じよう況きようを整理しよう。ピアニィを守るのは、優ゆう先せん事じ項こうに変わりはない。しかし、闇やみ雲くもに彼かの女じよを逃がしても、事じ態たいが解かい決けつするというものでもない。

ギィ：うーん、確たしかに。実じつ際さいに何が起こるかは、まだ推すい測そくでしかないんだよな。

ドラン：いや、さっきまでの情じよう報ほうでもう予よ測そくはつきまくりナリよ（笑）。

ＧＭ：では、そんなところにピアニィがやって来て、状況を報告することになります。




　アキナたちが逗とう留りゆうしている宿舎は、フォルカーク伯はくがピアニィ一行のために用意してくれた館やかたである。

　そこに、合衆国の兵士たちに随伴されて、何台かの馬車がやってくる。

　ピアニィ、アル、ナヴァールが到着したのだ。




ギィ：さっそく、報告しなきゃいかんな。と肩かたをすくめるぞ。

ＧＭ：やって来たのは、ピアニィ、アル、ナヴァールの三人です。

アキナ：アル兄様ー♪

マルセル：……ベネットは？

ＧＭ：ベネットは所用があってこの場にはいません。到着し、宿舎の広間に入って落ち着いたところで、ピアニィは皆みなさんに穏やかな調子で聞きます。「ここの状況はいかがですか？」

ドラン＆マルセル：ヤバいです！（笑）

アキナ：とんでもない感じです！（笑）

ＧＭ：声をそろえて言われたので、ピアニィもちょっと驚おどろいています（笑）。

ドラン：数日後には、都市が全ぜん滅めつする模も様ようナリ。早くお逃げになるナリ！

ＧＭ：「……えっとぉ、都市が全滅？」ピアニィは笑顔のままですが、さすがに唐とう突とつすぎて、状況が飲のみ込こめない様子です。

マルセル：落ち着けドラン！　ジャスミンは人がたくさん死ぬかも、としか言っていない。

ギィ：それから、ピアニィ陛へい下か。温泉が気持ちいいですよ。

ＧＭ：「ああ、温泉はいいですよねー」と、のほほんと笑います。

アキナ：ピアニィさん、動じませんね（笑）。あ、その温泉の裏うらにも怪あやしい影かげがあります！

ＧＭ：「じゃあ、温泉の怪しい影に《フロストプリズム》です！」

マルセル：ギィもアキナも、事態を混乱させる言い方をするなぁっ!?　ついでに陛下も落ち着いてくださいっ!?（爆笑）

ＧＭ：「とにかく、くわしい話を聞かせてくれ」とナヴァールが問いかけます。

ギィ：じゃ、報告はマルセルに任まかせるぜ（笑）。

マルセル：し、仕方あるまい。ここは私が……と、かくかくしかじか……事情を報告した。

ＧＭ：「なるほど。どうされます陛下？　まだ確かく証しようはないようですが」とナヴァール。

ギィ：精せい霊れいの異い常じようで、この寒波が生じてるんだ。さしずめ、火の精霊を集めて、山を噴ふん火かさせて何か飛ばしてくるとか……そんな感じだと思うぜ。

ＧＭ：はっはっは。

ドラン：実にありそうな話ナリ。

ＧＭ：「しかし、フォルカーク伯との会談を延えん期きしたくありません。今彼からの信頼を失なえば、合衆国の平和は遠のきます。それにこの街を見捨てるわけにはいきません」

ドラン：……それは、ご自身のお命に危き険けんがあるとわかっていての発言ナリ？

ＧＭ：「覚かく悟ごのうえです！」とピアニィはきっぱりと言います。

ギィ：そうだよなー（笑）。

ドラン：さてと、なんとかしないと。この人、言い出したら聞かないナリよー（笑）。

ＧＭ：「この件けんについては、あなたたちに任まかせたいのですが」とピアニィが言います。

アキナ：は、はいっ。

マルセル：ナヴァールは何て言っているの？

ギィ：（ナヴァールになって）「そのテロを阻そ止しせよ！」とりあえず、これは言える（笑）。

ドラン：なんでアルたちが動かないナリか？

マルセル：そこはナヴァールが説明してくれるはずだ、きっと（笑）。

ＧＭ：えー、では。「この事じ件けんではさまざまな要よう因いんがあり、大切な事もたくさんある。だが、まず一番の優先事項は何だ？」

アキナ：この都市の人たちを護まもる事です。

ＧＭ：「もちろん、それは大変重要なことだ。だが、残念ながら私わたしたちにとってもっと重要な事がある―――」

アキナ：……ピアニィさんの命を守ること、ですか？

ＧＭ：（ナヴァールになって）「そのとおり。ここでピアニィ陛下が倒たおれたら、世界はまた戦せん乱らんに見み舞まわれるだろう。だから、我われ々われはピアニィ様の側そばを離はなれるわけにはいかん。

マルセル：なんだとっ！
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ＧＭ：「だが、この都市の住人を見捨てるわけではないぞ」とナヴァール。「お前たちなら、いやお前たちにしか、この都市の住人を守ることはできんのだ！」

アキナ：はいっ！

ギィ：（ナヴァールになって）「数々のピンチを脱だつしてきたエンジェルファイヤーならば、必ずやってくれるものと期待している」（笑）

ドラン：いかん、胡う散さん臭くさいナリ！（笑）

ギィ：（ナヴァールになって）「マルセルの《プロテクション》は私と同じくらい強力だ」（一同笑）

アキナ：データ的にも信しん頼らいしてくれるんですね（笑）。

マルセル：くっ、素す直なおに喜べん！（笑）

ドラン：しかし、マルセルといえども、ナヴァールにはまだ及およばないんじゃ？

ギィ：いやいや、ケセドの杖つえくらいの差だ。《ハイプロテクション》のレベルも上がってきているし。

ＧＭ：ところで、ナヴァールはマルセルに「もし、テロを未然に防ふせぐとしたら、マルセルならどう動く？」と訊きいてきます。

マルセル：……ふむ。どこで何をやっているのかわからないが、情じよう報ほう収しゆう集しゆうの過か程ていで浮うかび上あがった怪あやしい洞どう窟くつに行くしかないと思われます。

ギィ：（ナヴァールになって）「さすがだマルセル」（笑）

マルセル：褒ほめられても嬉うれしくないぞ！（笑）　ではその怪しい洞窟に行く方向でいいか？

アキナ：大だい丈じよう夫ぶです！　これで、アル兄様を守れるんですからっ！

ＧＭ：「おいおい。まず姫ひめさんを護ることを優先してくれ」とアルは困こまった顔。

アキナ：あたし的には、どっちも大事です！（力強く）

ＧＭ：「そ、そうか。ちょっと心配だがお前もずいぶんと腕うでをあげた。やってやれねぇことはねぇか」

ドラン：おお、ちゃんとアキナを信頼してるナリよー。

アキナ：わーい、あたし、アル兄様に信頼されてる～♪
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ギィ：嬉しそうだなあ（笑）。

アキナ：絶ぜつ対たいに、都市の人もピアニィ様も、アル兄様も護まもりますから！

ＧＭ：「じゃあ、お前の約やく束そくを信じよう。思いっきり暴あばれてきな。姫さんは何があっても傷きずつけさせやしねぇから」アルは少し優やさしい顔でアキナを見据えます。

アキナ：その笑顔に、ふとライオン天てん狗ぐ様の笑顔を被かぶらせつつ、はい！　と返事をします（笑）。

ドラン：ライオン天狗、お面なのに笑えるんだ（笑）。

ＧＭ：「では、エンジェルファイヤーよ。テロリストたちを殲せん滅めつするのだ！」とナヴァールの声に応こたえて、皆さんはこの館やかたから出ることになります。







◆Middle 05◆陰いん謀ぼうの山




　異い常じような寒波に包まれる中、エンジェルファイヤーはアラリア山の洞どう窟くつを目指す。

　他の山々は真っ白な雪に覆おおわれているというのに、この山だけは違ちがう。

　それどころか、登れば登るほど暑くなっていくのだった。




ＧＭ：さて、皆さんはアラリア山の中ちゆう腹ふくの洞窟を目指して進んでます。

ドラン：冬の雪山ナリか？

ギィ：いや、この山だけ雪が積もっていないっていう話だからな。

アキナ：途と中ちゆうまでは雪道だったけど、山を登り始めると雪が見えなくなっているんですか？

ＧＭ：そうです。他の山は見事に雪山なんですが、アラリア山だけは違います。

アキナ：ふしぎー。

ＧＭ：で、山に近づけば近づくほど、暑くなっていきます。洞窟の前は、もう真夏のよう。

ドラン：あーちちちっ！　暑いナリ！

ギィ：ちょっとドランの装そう甲こうにちょんっとさわって……うわっ、こりゃあ熱っついな！　ドランのうえで目玉焼きが焼けるぜ（笑）。

アキナ：うわぁ～それは熱い！

マルセル：夏の自動車のボンネットかよ！（笑）

ギィ：で、入り口にはなにか気配があったり、トラップが仕し掛かけられていたりするか？

ＧＭ：入り口周辺にはないですね。

マルセル：じゃあ、さっそく入ってみるか。




　洞窟の中を進んでいくエンジェルファイヤーの面々。




マルセル：洞窟に近づくほど暑い、か。……すると、洞窟の中はそうとう暑いのか？

ＧＭ：ええ、暑いです。進むたびに温度が上がっているような。

ドラン：あち、あち。

アキナ：あついよー。

ＧＭ：で、そんな洞窟内で遭そう遇ぐうが起こります。行く手に複ふく数すうの集しゆう団だんがいます。ひとりは女じよ性せい、残りは武ぶ器きを構かまえた者たちですね。

アキナ：むっ！

ＧＭ：ここで、難なん易い度ど14の【感かん知ち】判定をお願いします。成功すると、その集団が何者か様子を探さぐること……つまり、エネミー識しき別べつをすることができます。

ギィ：なるほど、【感知】判定に成功すると、様子を見る機会ができるんだな？

マルセル：では、【感知】の判定をしよう（ダイスを振ふる）。……11が出た、成功。

ギィ：オレも成功。

ドラン：失敗ナリ～。

アキナ：あたしも10で失敗です。

ＧＭ：では、判定に成功した人は、エネミー識別ができます。女性はライフルを二丁構かまえています。あとは、ダガーを構えている者と長ちよう剣けんを構えている者たちが三人ずつですね。

ギィ：ライフルを二丁か。そいつがボスっぽいな。こいつはあとでいいから、マルセルはダガーを構えてる方を見てくれ。オレは、長剣を構えてる方を見る。




　マルセルはエネミー識別に成功し、ギィは失敗した。

　その結果、長剣を持っている方がバルムンク剣けん士しだと判はん明めいする。




マルセル：やはりバルムンクの残党か。

ギィ：そうすると、ダガーの方もそうだろう。

ドラン：ダガーを持ってるということは、きっと暗あん殺さつ者しやに違ちがいないナリ（笑）。

ギィ：たぶんな。バルムンク版ばんの暗殺者（笑）。

ＧＭ：そして、向こうもそちらに気づきます。「―――おっと、ここから先は通さないよ」と女性が言うと、その集団が前に立たち塞ふさがります。

アキナ：むっ！　バルムンクだなー!?

ＧＭ：その女性は「私は、〝ポジトロンライフル〟のカーネリア」と名乗り、ポジトロンライフルを二丁構えています。読者投とう稿こうキャラですね。




カーネリア（20歳／女／エクスマキナ　投稿者：愛知県　メビにゃーさん）

　いつもギリギリの戦闘を好む、バトルジャンキー。敵に対してのみならず、自分自身が窮きゆう地ちに立つような状況を楽しむ癖へきがある。二丁のポジトロンライフルがトレードマーク。元は暗殺者・傭兵として生きてきた。
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ギィ：しかし、ポジトロンライフルかよ（笑）。

マルセル：ま、ふたつ名が武器名なんだから、まともなほうさ（笑）。

アキナ：〝黄金マネー〟や〝温泉郷スパ〟とかもありますから（笑）。

ドラン：確かに（笑）。で、問答無用で戦せん闘とうか？

ＧＭ：はい、戦闘になります。皆みなさんからカーネリアまでが20メートル。その手前にいる六体の護ご衛えいまでの距きよ離りが10メートルです。




●第一ラウンド

ＧＭ：それでは、【行こう動どう値ち】を申しん告こくしていきましょう。こちらはカーネリアとバルムンク暗殺者が13。バルムンク剣士が10。

ドラン：フフフ、高こう機き動どう突とつ撃げき部隊の名前が伊だ達てではないことを見せてやるナリ！




行動値

ギィ：　　　　　　　　　　19

ドラン：　　　　　　　　　16

マルセル：　　　　　　　　15

アキナ：　　　　　　　　　13

カーネリア：　　　　　　　13

バルムンク暗殺者ＡＢＣ：　13

バルムンク剣士ＡＢＣ：　　10
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ＧＭ：というわけで、セットアッププロセスです。

ギィ：《陣じん形けい》使う？　アキナがマイナーアクションで移い動どうできるのは18メートルだから、このままだとカーネリアにエンゲージできないぜ？

マルセル：《陣形》を使ったうえで、《アンパッサン》でカーネリアにエンゲージさせよう。

アキナ：はい、それで行きます。《陣形》使いま～す。

ギィ：アキナが真ん中までギューと進んでいく。オレたちは、バラけよう。

ドラン：そうナリね。敵てきは射しや撃げき攻こう撃げきのうえ、範はん囲い攻撃もしてくるとみた、ナリ！

ギィ：というわけで、散開！

ドラン：ワタシは《インクリーズデバイス》ナリ。周囲に小こ型がた浮ふ遊ゆう魔ま導どう砲ほう台だいを展てん開かい。キュルン！　これで、ラウンド終しゆう了りよう時まで魔ま術じゆつに対するリアクションのダイスがマイナス１個こ。

マルセル：次は私だな。《アンパッサン》で、アキナをカーネリアの目の前に移動させる。

アキナ：パーンと移動です！

ギィ：で、こっちのセットアッププロセスは終わり。

ＧＭ：では、こちらの番。まず、カーネリアが《攻撃予告》を使用。

ギィ：《攻撃予告》!?　なんだそのスキルは？

ＧＭ：ははは、オリジナルのエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくですよ。「獲え物ものが向こうからやってきたわ。殺すわよ」ということで、対象はアキナ。ダメージを与あたえた時に、さらに10点上乗せします。

ギィ：なるほど、そういう技わざか。

アキナ：むむ、あたしを狙ねらってきたんですね。

ＧＭ：バルムンク暗殺者が《ランナップ》。みんなまとめて、ドランにエンゲージです。

ドラン：みんなこっちに来たナリか。

ＧＭ：ここは集中攻撃でいきます。……バルムンク剣士のセットアップはなしです。

ギィ：じゃあ、イニシアチブプロセスだな。まずはオレからだが……。

ＧＭ：カーネリアが《カリキュレイト》で割わり込こんで行動。アキナに攻撃してきます。




　カーネリアはその身の丈ほどもある長大な二丁の銃を抱え、仁王立ちでアキナを狙う。




アキナ：ぽ、ぽじとろんらいふるって強いんですよね？

ＧＭ：はい、それはもう（笑）。彼女はマイナーアクションで《フラッシュショット》。この射撃に対してリアクションはできません。

アキナ：うわ～。よ、避けられない！

ＧＭ：メジャーアクションでオリジナルのエネミー特殊能力《接せつ射しや》。エンゲージしているアキナにも射撃攻撃ができ、ダメージに＋20ということになります。そして、判定の直前に《フェイント》を使用します。

ドラン：《フェイント》？　……ああ、振ふり直してクリティカル狙ねらいナリね！

ＧＭ：そのとおり。

アキナ：しかも、クリティカル狙い！　き、きなさ～い！

ＧＭ：「フ、度胸のあるお嬢じようちゃんだね！　そう言うの、嫌いじゃないよ？」　では、まずは５Ｄで一発目……クリティカルはしない。……《フェイント》の効果で、もう一回振ります。（ダイスを振る）よし、クリティカル！

一同：クリティカル出た―――!!


アキナ：うわっ!?


ギィ：アキナ、危あぶない！

アキナ：《ウェポンガード》でダメージを減へらします！

ＧＭ：では、ダメージ出します。クリティカルしたので、７Ｄ＋84点ダメージ。てい！……あっ、ダメージはしょぼい。合計で102点、〈火〉属ぞく性せいダメージです。

マルセル：《プロテクション》だ。（ダイスを振る）おお、ダイス目がいい、53点軽けい減げん。

ギィ：おお、いい数字！　《ウェポンガード》と【魔法防御力】で15点軽減だから……。

ドラン：合計68点軽減ナリか。

アキナ：つまり、あたしが食くらったのは34点だけなんですね。まだまだ平気！

ＧＭ：「くっ、なんて頑がん丈じような小こ娘むすめだい！」

ギィ：次はオレだな？　レベル不明なんで、ギャンブルだが……バルムンク暗殺者に《ハイパーブラスト》。
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ＧＭ：ギィの一いち撃げきで、バルムンク暗殺者は全ぜん滅めつです。

ギィ：読みが当たったぜ！　ちなみに、何レベルだった？

ＧＭ：実は、10レベルでした。ギィひとりで、三体の敵てきを一いつ瞬しゆんにして倒たおしてしまいます。

ギィ：【行動値】も低いから、いけると思ったんだよ。

ＧＭ：では、ドラン、メインプロセスをどうぞ。

ドラン：じゃあ、バルムンク剣士が三体いるエンゲージに魔ま術じゆつで攻こう撃げきするナリ。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーで《コキュートス》。さらに高級サファイア１個こを使用するナリ。（ダイスを振る）命中は28ナリ～。

ＧＭ：判定でダイスが１個しか振ふれないので……全員回かい避ひできません。




　マルセルの《チェックメイト》の支援もあり、ダメージは[image: 118]点に達した。

　結果、バルムンクの残党たちは、ドランの魔法の吹雪に包み込まれ、声を上げる暇もなく倒れ伏してしまった。




ドラン：フッフッフッ、消し飛んだナリな。

ＧＭ：「やはりザコは頼りにならないねぇ」単独行動を好むカーネリアはそう吐き捨てます。

マルセル：ふむ、よほど自分に自信があるのか？　まあい、私の番だ。アキナに《ブレッシング》。（ダイスを振る）発動成功。これで、判定のダイス＋１個こだ。

ＧＭ：アキナの体が神の祝福を受け、うっすらと輝かがやきます。

アキナ：ありがとう、マルセルさん。と剣をぐっと握りしめます。

ＧＭ：では、アキナの番です。

アキナ：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》でいきます！　命中判定は５Ｄ振れます。えい！（ダイスを振る）わぁっ、低い！　出目の合計は11！　命中は26です。

ＧＭ：しかし、実は、こっちは回かい避ひ判定は不ふ可かなのです。

アキナ：ええええええぇっ！　全然避けないんですか!?

ＧＭ：はい。ポジトロンライフルを二丁ちよう持っていると、ペナルティで回避判定できないのです。そういう効果を持つオリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくを持ってまして。

ギィ：なるほど。本来できない二丁持ちをそうやって実現してるのか。

ＧＭ：というわけで、もろに食らいました。「ち、剣士に懐ふところに入られるとやっかいだねぇ」

アキナ：よかった。ということで攻撃しちゃいます。一発目のダメージは、《スマッシュ》分加えて３Ｄ＋60。いきまーす（ダイスを振る）。……合計で71！

ＧＭ：それならまだ生きてます。

アキナ：で、二発目いきます！　（ダイスを振る）やった、クリティカル♪

マルセル：クリティカルが出たなら、《シーリィ》使用。ダメージ＋10点だ。

ＧＭ：ぶおんと返す刀がカーネリアに迫ります！　「やるねぇ。こりゃいいダメージもらっちまいそうだ！」不敵に笑います。

アキナ：カーネリアはまだまだ余裕なんですね！　よし、いくぞ！　（ダイスを振る）ダイス目は32で、《シーリィ》分を足して合計[image: 102]点ダメージ！　クリティカルしたので、《バーストスラッシュ》の効果が入って、防ぼう御ぎよ力りよく無む視しです！

ギィ：おお、強くなったなぁ、アキナ（笑）。

アキナ：ありがとう、ギィさん！（笑）　でもまだ油断しないで。この人強そう……。

ＧＭ：……戦せん闘とう不ふ能のうです。

アキナ：はい？

ＧＭ：だから、戦闘不能になりました。

一同：なんだって――――っ!?（一同爆笑）

アキナ：あ……あんなに強そうだったのに!?（笑）

ＧＭ：「ぐはぁっ!?　……ふ、意外とやるわね」と、イイ笑顔で彼女はふっ飛んでいきます。

ドラン：ふ、アンタは意外とやらないナリ（笑）。

ＧＭ：だがしかし！　カーネリアは《ラストアクション》を使いまーす。

アキナ：なんとー!?

マルセル：どんな攻撃を仕掛けてくるんだ!?




　カーネリアは懐から彼女の切り札、転てん送そう石せきを取り出して叫んだ。

「――脱出！」




一同：な、なんだってぇ――――っ!?（一同爆笑）

アキナ：逃にげるのぉ――っ!?（笑）

ＧＭ：「どんな時でも最後に生き残った者が勝ちなのさ！」と言って洞窟の外に転移して行きます。いかなる時でも、生き残る一手だけは残しているという設せつ定ていのキャラでして。

マルセル：あれだけ強そうな演出だったのに（笑）。

ドラン：むしろ、この逃げ足の早さはすがすがしいナリ！（笑）

ギィ：確かに（笑）。

ＧＭ：「最後に忠告だよ。悪いことは言わないから、アンタたちもこの洞窟から逃げたほうがいいよぉ！　あはははっ！」と、カーネリアの高笑いが洞窟に響ひびきます。

アキナ：最後まで思わせぶりなことを！（笑）でもここで退くワケにはいきません！

ＧＭ：では、戦闘終了。このシーンを終了します。







◆Middle 06◆闇やみの中の呟つぶやき




　暗い、暗い洞どう窟くつの奥おくに、ジャスミンはいた。

　その傍かたわらには、ローレンスの亡ぼう霊れいは、娘むすめに不気味な声で語りかけるのだった。




ＧＭ：では、皆みなさんが戦せん闘とうしていた頃ころ、ジャスミンたちのほうで起きていた出来事を描えがきます。マスターシーンです。

アキナ：どうなっているですか？

ＧＭ：そこは、洞窟の広い空くう洞どう。そこにジャスミンがいます。そして、暗がりに幽ゆう霊れいのローレンスが立っていて、ジャスミンに囁ささやきかけています。




「ジャスミンよ、ジャスミンよ……―――」

　それは、怨えん嗟さに満ちた怨おん霊りようの声。

「無念のうちに私を殺したドラン。そして私を見み捨すてたアヴェルシア王家の血に繫つながるピアニィ……。こやつらに、報むくいを与あたえるのだ」

「はい。お父さん……」ローレンスの亡霊の囁きに、光のない瞳でジャスミンは答えた。
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アキナ：うわー！　騙だまされちゃ駄だ目めだよ、ジャスミン！

ＧＭ：そして、ローレンスはなおも囁き続けます「お前は優しい子だ。この作戦で多くの人が犠ぎ牲せいになるのを気にしているようだが……死の苦く痛つうは一いつ瞬しゆんのことに過すぎない。そして彼らの魂は、お前の炎で浄化され、清められるのだ」

アキナ：ああ～。

ＧＭ：ジャスミンは「はい。お父さん」と同じように答えます。




「はい、グランニコルの人々とドラン、そしてピアニィを―――浄化の炎で清めます」

　人形のように、表ひよう情じようを変えずに答えるジャスミン。

「そうとも。あのお方に生きてもらっていては困るのだ」

　そうひとり呟つぶやくのは、亡霊とその娘を見守る武ぶ人じん―――グラハムであった。




マルセル：やはり、グラハムも関かかわっていたか。

ＧＭ：「では、わたしの炎でみんなを救い出してあげましょう。お父さんの言うとおりに、すべてをやります」と、ジャスミンは呟つぶやいた。

アキナ：早くジャスミンを止めないと！

ＧＭ：ここでシーン終了となります。







◆Middle 07◆大たい山ざん鳴めい動どう




　アキナたちがその空くう洞どうに入ると、ジャスミンとローレンスの亡ぼう霊れいと対面した。

　彼らに指し示じを出しているのは、グラハム。

　この広い空洞の中で、何かが起きようとしていた。




ＧＭ：それでは新たにシーンを始めます。先ほど、マスターシーンでジャスミンと亡霊のローレンスが会話していた広い空洞に、皆さんは突入しました。

アキナ：あ、ジャスミーン！

ドラン：待つんだアキナ。ＧＭ、様子はどうなっているナリか？

ＧＭ：まず、ジャスミンとローレンスの亡霊、そしてグラハムもいます。

ギィ：さっきのマスターシーンの直後か。

ＧＭ：この空洞に皆さんが駆かけ込こんできたところで、ローレンスの亡霊がそちらに気づきます。「邪じや魔ま者ものどもがやってきたか。……おお、裏切り者のドランまでおるではないか」

ドラン：ローレンス……本当にローレンスなのか？

ＧＭ：「いかにも、そして我が娘ジャスミンがお前に鉄槌を下すだろう」

ドラン：む、むう。

ＧＭ：ジャスミンは、虚うつろな瞳ひとみで立っています。首にはあの石のペンダントがかけられています。そして、グラハムとローレンスがジャスミンを見守っています。

マルセル：やはり、グラハム将軍か……。将軍っ、なぜこんな陰謀を企むのか！

ＧＭ：「平和を望むなど、甘あまえたことを抜ぬかす小こ娘むすめを主君とは仰あおげんのだ」グラハムはそう言います。そして「頃ころ合あいだぞ。ローレンス―――」と亡霊に語りかけます。

ドラン：何をするつもりナリか！

ＧＭ：「ジャスミン！　今こそ、浄じよう化かの炎ほのおで人々を清めるのだ！」というローレンスの声が響ひびき渡わたります。すると、彼女の首の形かた見みのペンダントの石が輝き……。




　その亡霊の声と共に、ペンダントの石が輝き、ジャスミンがふわりと宙ちゆうに浮うかび上あがる。

　まるで、そよ風に吹かれた羽のように、重さを感じさせないまま……。




アキナ：あのペンダントの石にそんな力が!?

ＧＭ：はい、石と共にジャスミンは舞まい上あがります。そして、その石がひときわ強く、光を放つと、ゴゴゴゴゴゴ……と、空洞全体が振しん動どうし、何か巨きよ大だいなものが動き出します。

アキナ：うわ、なんか出てきた！

ドラン：やはりそんな展てん開かいナリな。

マルセル：一体何が出てくるんだ？

ＧＭ：人型の、巨きよ大だいなゴーレムです。屈かがんでいてもこの空洞の天てん井じようにつきそうなほど、まさに小山のような重量を感じさせる存在です。

ギィ：おお、それはでかい！

ＧＭ：ふわりと浮うかんだジャスミンが、このゴーレムの胸むねの中に吸すい込こまれていきます。

アキナ：ジャスミンが吸い込まれた！

マルセル：ゴーレムと融ゆう合ごうしたのか？

ＧＭ：そして、ペンダントの石が、ゴーレムの頭部に収まり、輝かがやきを放ちます。

ドラン：おそらく、ペンダントが核かくになっていて、ジャスミンが石の力で操そう縦じゆうするとかナリ。

アキナ：ジャスミンを助けないと！

ＧＭ：そして、ローレンスの亡霊はその身を覆おおっていた甲かつ冑ちゆうをぬぎさります。「計画どおりでございます。あとは頼たのみましたよ、グラハム」そう呟つぶやくと共に姿すがたを露あらわにしたのは〝仮面マスクの〟グリンダ。

ドラン：――そういうことだったナリか。

アキナ：やっぱり！　ジャスミンを騙だましたのね！

ＧＭ：「そのとおりでございます。ローレンスとして彼女の前に立ち、優しい言葉をかければ、容易くこの娘の心を籠絡できました。彼女は自分の父の死に負い目がありましたからね」

ドラン：ひ、ひでぇ。

ギィ：負い目か……確かジャスミンは親孝行したかったとか言ってたしな。

ＧＭ：「そして、この娘の父親への憧憬をゆがめ、破壊の衝動へ導くことなど、わたくしにとっては、造作もないことでした」




　魔女グリンダはたんたんと自らの行ないを語る。

　自分はやるべきことをやっただけ、とでも言うように。




アキナ：……許さない！




　アキナは小さな体を怒りに震わせて叫んだ。




ＧＭ：「は？」

アキナ：あなたはジャスミンの心を持て遊んだ！　お父さんを大切に思う心を、踏みにじる権利なんて、誰にもないよっ！
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ドラン：おおっ……アキナが怒っている！

ＧＭ：酒井さん、熱いですね！

アキナ：もう、むっちゃ本気でおこってますよー！（笑）

ギィ：へへ、面白くなってきたぜ！

ＧＭ：しかし……「わたくしとしては、お相手をしてさしあげても良いのですが、今回はグラハム殿の支援が目的。わたくしの役割はここまででございます」そう言って、グリンダは《テレポート》で姿を消してしまいます。

アキナ：くぅ――っ、逃げられた！　（言い聞かせるように）でも、今はジャスミンを助けるのが先ですよね。

マルセル：だな。

ＧＭ：一方残ったグラハムは言います。「グリンダ、あとは任まかせておけ、バルムンク・ノヴァの野望の第一歩はワシが見事に刻きざんでやろう」

ドラン：バルムンク・ノヴァ!?


ＧＭ：バルムンク・ノヴァとは、竜りゆう輝き石せき戦せん争そう後に出しゆつ現げんしたバルムンクの後こう継けい組そ織しきです。

ドラン：なぬっ!?　初はつ耳みみだぞ!?（笑）

ＧＭ：ふっふっふ。無印六巻で壊滅状態に追い込まれたバルムンク。ここで気分を一新し、新たな組織名を名乗ることにしたのです。

ギィ：だからノヴァ（新しい）なのか！

ドラン：だからっていきなり組織名を変えなくても……。

ＧＭ：だって……今までのままだと負け犬っぽいんですもの（笑）。

ドラン：まあねぇ（苦笑）。

ギィ：ま、我々のリプレイのほうでもバルムンクを強く描写できるのは悪くない（笑）

ドラン：確たしかに合かつ衆しゆう国こくはまだまだピンチって演出には使えるな。じゃあそういうことで（笑）。

ＧＭ：このあたりの設定の細かいところについては改めてお話ししましょう。

アキナ：要するに、バルムンクがパワーアップしたってことですね。

ＧＭ：ですね（笑）。

アキナ：もぉーっ！　なんでそんなに、このお話はピンチになる方向に進んじゃうんですか!?（笑）

ＧＭ：ま、『デスマーチ』ってタイトルが悪かったとしか（笑）。……さてグラハムは「ヴォルケイノよ、その業ごう火かでピアニィをグランニコルごと焼やき払はらえ！」と叫びます。

マルセル：ヴォルケイノ？

ＧＭ：ヴォルケイノとはこの巨きよ大だいゴーレムのことです。さて、グラハムはヴォルケイノの肩かたに飛び乗ります。

アキナ：そうだ、とにかくジャスミンを正気に戻さないと。何度か呼よびかけます。ジャスミーン、あたしの声が聞こえてるー？

ＧＭ：アキナが声をかけても「わたしの炎で、みんなを浄化してあげる……」と、うわごとのように繰くり返かえすばかりです。

アキナ：あああ、こっちの声が聞こえてない……？

ギィ：まあ、明らかに操あやつられている感じだしな。

ＧＭ：グラハムが「さあ、やるのだジャスミン！」と言ったところで、ヴォルケイノが両手をグワッと広げる。

ドラン：がおーっ！　と。

マルセル：まるでビルの谷間で叫さけぶように（笑）。

ＧＭ：そして、ヴォルケイノの足元に描えがかれた魔ま法ほう陣じんに複数のサラマンダーが召しよう喚かんされます。するとみるみるうちにサラマンダーの精霊力がヴォルケイノに注そそぎ込こまれていきます。




　サラマンダーとは、幻想物語フアンタジーで定番の火の精霊である。炎をまとったトカゲのような容姿をしていることが多い。『アリアンロッド』世界においては、大精霊に分類される。大精霊は、ひとつの地域全体の精霊力を司る強力な存在なのだ。




ギィ：つまり、この周辺にいるサラマンダーを、強きよう制せい的てきに召喚して、こいつにその力を集めていたってことか。

マルセル：……恐らく都市周辺の寒波はその結果なのだな。

ＧＭ：そうです、いまやその巨体は赤熱し、熱せられた周囲の空気が陽炎のようにゆらめきます。そして……。




　おもむろに、ヴォルケイノは両りよう腕うでをバンッ！　と地面に叩たたきつける。

　その叩いた地面から、直上へ向け溶岩が噴き上がった。

　新たに誕生した炎の柱と共に炎の巨人は山を縦方向に貫いて、上昇していく。




ドラン：なにぃーっ!?　噴ふん火かするナリかー？
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ＧＭ：この様子だと、そうなるでしょう。

アキナ：これ、グランニコルが大変なことに!?


ドラン：やっぱり麓ふもとの都市が危き険けんにさらされるナリか。

ＧＭ：そのとおり。それはそれとしてヴォルケイノが大暴れしたので、洞どう窟くつが崩ほう壊かいし、高温の火砕物が降ふり注そそいで来るので、脱出してください。

アキナ：きゃー、岩がー！（避ける仕草）

ＧＭ：難なん易い度どが12の、【敏びん捷しよう】判定をお願いします。失敗したら、５Ｄ＋10のＨＰダメージで軽減不可です。

マルセル：結けつ構こう痛いたいぞ、そのダメージ！

ドラン：しかも、ワタシが苦にが手てな【敏捷】判定だとうっ!?

マルセル：……ともかく判定だな、（ダイスを振る）14で回避成功だ。

ドラン：ワタシも振るナリ。フェイトを１点使う。（ダイスを振る）よし、14で成功！

ギィ：そりゃっ！　（ダイスを振る）４以上で成功なのに、ファンブルッ！（一同笑）

一同：あああああ～、ギィ―――!!

ギィ：もうダメだ、溶よう岩がんの海に溺おぼれて死ぬ～！（笑）

アキナ：あたしも行きます！　念のためフェイトを使って……（ダイスを振る）ダイス目が１、１、２で……４！　だから……ああっ、11で届とどかない～!?

ＧＭ：こ、これはヒドイ（笑）。ふたりは回避失敗ですね。

マルセル：マズいな。フェイトを使った方がいい。

ギィ：では、フェイトを使って振り直し！　……今度のダイス目は５だから、ギリギリでかわした。ふぅ、溶岩に落ちる夢ゆめを見たぜ（笑）。

アキナ：あたしも振り直します。にゃろ～！　……あ、今度は出ました！　６ですよ、６！

ＧＭ：皆さん、回避成功ですね？　では一いつ旦たん洞窟の崩ほう壊かいから脱だつ出しゆつすることができます。

ドラン：きっとワタシとマルセルが、先にでてるナリね。

マルセル：ああ（笑）。で、周囲を見回して……おや、アキナとギィは？（笑）




　迫る溶岩に追われたふたりは、必死の形相で、洞窟から飛び出してくる。




ギィ：ハァハァ、マジで、死ぬかと思った！（笑）
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アキナ：あっつい――っ!?（笑）　服が焦げたぁっ!?（笑）で、でもジャスミンを早く助けないと！（←はってでも進む勢い）

ドラン：ここまで来ると根性ナリね（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、いまやヴォルケイノは山さん頂ちように鎮ちん座ざし、その偉い容ようを見せつけています。

ギィ：それって、麓ふもとから見えそうだな。

ドラン：きっと都市は、「わー、なんだ、あれは！」とパニック起こすナリ。

ＧＭ：そして、次から次へと溶岩が噴ふき上あがってきます。
















ドラン：次から次へと!?　これはかなり危険ナリ！

ＧＭ：はい。しかもこの溶岩は魔力を帯おびた特とく殊しゆな存在なんですよ。溶岩はアラリア山の斜しや面めんを伝わって一気に都市へ向かうのですが、その姿はまるで牙きばを剝むいた紅あかい竜りゆうのごとし。

アキナ：炎の竜って姿なんですね。……このままじゃ、都市が燃もえちゃう……！




　轟音、黒煙、そして、山から吹き下ろす熱風。

　なかでも、竜のごとく迫り来る溶岩を目の当たりにして、人々は恐慌状態に陥る。




ＧＭ：しかし、今にもグランニコルに溶岩の竜が嚙かみつこうとしたところで……。




　炎の竜は一瞬にして、氷の竜と化し崩れ去る――。




ギィ：何が起こった!?

ドラン：フ、氷ナリか。

ＧＭ：よく目をこらして見ると、城じよう壁へきの上で、ピアニィが仁に王おう立だちをしています。

一同：ピアニィが!?（笑）

ドラン：《フロストプリズム》で溶岩を凍結させたナリね。さすがは陛へい下かナリ（笑）。

ＧＭ：さらにアルも赤熱した溶岩の竜を、剣けん撃げきで吹ふき飛とばしてしまいます。

アキナ：すごーい！　溶岩の竜を剣で倒せるんだ！

マルセル：アルのような達人だからできるんだろう。

アキナ：なるほど！

ギィ：ついでに、ナヴァールが《プロテクション》で溶岩を防いだりしてないか？

ＧＭ：ああ、都市に対して《プロテクション》を張はるという意味ですね。採さい用ようしましょう。

ギィ：（ナヴァールになって）「ピアニィ様とアル殿どのは、流れを食い止めることだけお考えください。都市の守りは、私ひとりで何とかなりますゆえ」

マルセル：くっ……ナヴァールめ、最初からこれを狙ねらっていたな！（笑）

ドラン：どういうことナリか、マルセル？

マルセル：あとで「ピアニィ一行は、都市を救った救世主だ」と宣せん伝でんするんだ。民みん衆しゆうの目の前でやってみせたのだから、効果は絶ぜつ大だいだろう。

ドラン：ああ、なるほど！

アキナ：黒い、腹はら黒ぐろいよ……（笑）。

ＧＭ：しかし、この三人でも、この状じよう況きようを、いつまでも耐たえ凌しのぐことはできません。

アキナ：アル兄様たちが頑がん張ばっているうちに、あの溶岩の元を止めなくちゃ！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆山さん頂ちようでの戦い




　山頂にその巨きよ体たいを現あらわした、ヴォルケイノ。

　精せい霊れい力りよくをその両りよう腕うでに込こめ、溶岩を噴ふき出ださせている。

　麓ふもとには、グランニコルの都ま市ち。ピアニィたちが食い止めるも、それには限げん界かいがある。




ＧＭ：それでは、クライマックスになります。アラリア山の頂ちよう上じようで吠ほえ猛たけり、溶岩を噴ふん出しゆつさせているヴォルケイノ。このクライマックスの戦闘では、ピアニィたちが溶岩の竜が都市へなだれ込むのを食い止めていられる、３ラウンド以内に倒たおさなければなりません。

アキナ：分かりました！　アル兄様が頑張っているんだから、あたしも頑張らないと！

マルセル：では、配置を説明してくれ。

ＧＭ：はっ、まず皆みなさん全員でひとつのエンゲージ。そこから10メートル先にヴォルケイノ。さらに10メートル離はなれた位置にグラハムとなっています。

マルセル：ほかの〝紅あかき牙きば〟の連中はいないのか？

ＧＭ：は、いません。いても噴ふん火かで巻まき込こまれるだけですので。

ドラン：酷ひどいなそれ（笑）。

ＧＭ：では、皆さん、難なん易い度ど14の【知力】判はん定ていをしてください。

マルセル：なにか重要そうな判定だな。フェイト１点使うか。

ドラン：難易度14なら、ワタシが余よ裕ゆうで成功するナリよ。

マルセル：おお、それならドランに任まかせよう。

ドラン：（ダイスを振ふる）ほら、成功したナリ～。

ＧＭ：では、ドランは分かります。今はヴォルケイノにはまっている、ジャスミンのペンダントのペンダントトップの石は、竜りゆう輝き石せきです。

ドラン：なんだって、ナリ!?

マルセル：このゴーレム、竜輝石が動どう力りよく源げんになっているのか！

ギィ：そういや、ドランも竜輝石が動力源だったな（笑）。

ドラン：はっ！　そういえばそうナリ！　同族ナリか（笑）。

マルセル：どの竜輝石かは分かるのか？

ＧＭ：知ち恵えの竜輝石です。皆さんが顔色を変えたのを見て、グラハムが笑います。「はっはっはっ、気づいたか。このヴォルケイノこそ、バルムンク・ノヴァが発はつ掘くつした古代の竜輝石兵へい器き！」

一同：竜輝石兵器!?

アキナ：そんなものがあったんですね（笑）。

マルセル：よく考えてみれば、ドランもバルムンクが発掘した竜輝石兵器なんじゃないか？　バルムンクに改かい造ぞうされたんだろう？

ドラン：そのとおりナリ（一同笑）。

アキナ：ドランさんって、使い方変えたら、すごい人になれるかもしれないんだ！

ドラン：……アキナ、そんな憐あわれむような目でワタシを見るのはやめるナリ（一同笑）。

アキナ：だって、ドランさんって演えん奏そうしたり飛んだりしてる印象が強くて（笑）。

ＧＭ：グラハムは「竜輝石にはこのような使い方もあるのだ」と言います。

マルセル：グラハムに言おう。これが貴き様さまの求めた戦場だというのか！

ＧＭ：「……フッ、この程てい度どのものを戦場というのは片かた腹はら痛いたい」

マルセル：なに？

ＧＭ：「戦場が生まれるのは、この先だ。考えてもみろ、グランニコルが犠ぎ牲せいとなれば、ピアニィの権けん威いが失しつ墜ついするのは免まぬがれまい。それが呼よび水みずとなって、我わが同どう志したちが蜂ほう起きする。その時こそ、我が望む戦場が生まれよう」

マルセル：愚かしいことを言う！　それは戦争ではない。ただの虐ぎやく殺さつだ！

ＧＭ：「なんだと？」

マルセル：戦場に身を置いて鍛きたえるというなら、理り屈くつが通らないわけでもない。しかし、そのために無む辜この民たみを犠牲にしては、もはや戦争とは呼よべない！　ただの虐殺だ！　貴様は人殺しがしたいだけの人間の屑だ!!
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ギィ：いいぞ、マルセル。もっと言ってやれ。

ＧＭ：「虐殺などではない。あらゆる人間は、戦いの中に身を置いている。無辜の民などというものは存そん在ざいしないのだ。戦いに破やぶれれば死に、勝てば生き残る、それだけのことだ」

マルセル：バカなことを。抵てい抗こう力りよくの無い相手を一方的に殺す………それを虐殺というのだ。虐殺の果てに人間の未来はない！

ギィ：おお、マルセルがかっこいいぞ！

アキナ：ヒューヒュー♪

ドラン：ちょっとアキナさん（笑）。

アキナ：あっ、茶ちや化かさないです（笑）。

マルセル：いや、むしろ積極的に茶化してもらいたい。そうでないと……その、なんだ……。

アキナ：あ、照れてる。やっぱりマルセルさんはかわいい（笑）。

ＧＭ：「ふん、貴様などに認みとめてもらおうとは思わん。もはや、ワシは退ひけぬのだよ！」

ドラン：追おい詰つめられてるナリか？（笑）

マルセル：当然、追い詰められてはいるでしょう。グラハムは安定したレイウォール軍の将しよう軍ぐんという職しよくを捨すててしまい、今は無職ですから。

ギィ：そう言われると、とても追い詰められている気がするな（笑）。

マルセル：いずれにせよ……、もうグラハムは退く気がないのだな。

ＧＭ：では、戦せん闘とうに移うつりますが、今回は特とく殊しゆな戦闘となります。

ギィ：てっきり、ヴォルケイノの【ＨＰ】を減へらして倒たおすのかと思ったんだが、違ちがうのか？

ＧＭ：それでもいいです。ただし、この図ずう体たいですから、【ＨＰ】は推おして知しるべし。

ギィ：なるほどな、それを３ラウンドで倒すってのは大変だってことか。

アキナ：じゃあ、どうすればいいんだろう？

ＧＭ：ヴォルケイノの頭部に竜輝石がはまっていることが判はん明めいしたので、「ヴォルケイノにエンゲージしたあとに、よじ登って竜輝石を外す」ということが可か能のうになります。

アキナ：なるほどぉー！　動力源を外せばいいってことですね！

マルセル：なるほど。ドランが【知力】判定に成功したからこそできる作戦だな。

ＧＭ：はい。これはＦＳ判定になります。適てき性せい人数はひとりです。




■ＦＳ判定データ

・名めい称しよう：巨大ゴーレムの体表を登り、竜輝石を取り外す

・終しゆう了りよう条じよう件けん：３ラウンド

・判定：【敏びん捷しよう】

・難なん易い度ど：14

・成長点：10点

・完かん了りよう値ち：12カウント




マルセル：ドランの《フライト》で空を飛べるが、その場合は判定に何かボーナスが入ったりするのか？

ＧＭ：「飛ひ行こう状じよう態たいで竜輝石を取る」というオプションがあります。ただ、手間は少ない分、危き険けん度どが高くなります。

ドラン：危険度？

ＧＭ：ヴォルケイノの防ぼう衛えいシステムが浮ふ遊ゆう物ぶつに反はん応のうするので、迎げい撃げきされる可か能のう性せいがあります。

ドラン：飛んだ者は、撃うち落おとされるナリか～!?（笑）

マルセル：……ならばよじ登る方がましか。

ドラン：（頷うなずいて）ダメージは受けたくないナリ。判定で使う能のう力りよく値は……。

ＧＭ：最初は【敏捷】です。難易度は14になります。

ドラン：最初はってことは……やっぱ変わるナリか。

ＧＭ：基き本ほん的てきには普ふ通つうのＦＳ判定と同様に進行値を進めていくんですが、ＦＳ判定に参加していないキャラクターでも、ヴォルケイノにダメージを与あたえて動きを止めることが可能です。また、以下のような特殊ルールもあります。




　ヴォルケイノに一回のメインプロセスで、[image: 100]点以上のダメージを与えると、ＦＳ判定の完了値が12カウントから９カウントに減げん少しようする。




ドラン：なるほど。ぶっ叩たたいて動きを止めているうちに登るナリか。

ＧＭ：そういうことです。また、支し援えん判定で使用できる能力値は【知力】と【精せい神しん】です。

マルセル：登りやすいルートを指し示じしたり、頑がん張ばれと応おう援えんしたりするんだな。

ギィ：了りよう解かいだぜ。【ＨＰ】削けずって倒すのは難むずかしそうだから……。

マルセル：うむ、竜輝石を外す方でいこう。

アキナ：どうしよう？　【敏捷】高いから、あたしが登りますか？

ギィ：いや、登るのは、オレがやる。アキナにはヴォルケイノに大ダメージを与える役目に回ってもらいたい。

ドラン：一回の攻こう撃げきで[image: 100]点以上出せそうなのは、アキナくらいナリ。ギィの場合、《レイジ》使わないと駄だ目めそうナリ。

アキナ：了解です！

ＧＭ：では、戦闘ラウンドを開始します。




●第一ラウンド

行こう動どう値ち

ギィ：　　　　　　19

ドラン：　　　　　16

マルセル：　　　　15

グラハム：　　　　15

アキナ：　　　　　13

ヴォルケイノ：　　10
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。こちらの行動値はグラハムが15、ヴォルケイノが10です。

マルセル：まずはギィからか。

ギィ：最初にギルドスキルの《陣じん形けい》を使おう。オレとアキナはヴォルケイノにエンゲージして、マルセルとドランはアキナの《カバームーブ》が届とどく範はん囲いで適てき当とうにバラけてくれ。アキナに攻撃をかばってもらえるかどうかは、生死に関わるからな。

マルセル：了りよう解かい。

アキナ：じゃあ、《陣形》いきまーす！

ＧＭ：はい、どうぞ。

マルセル：私とドランは、10メートルの距きよ離りを取って、別々のエンゲージに分かれる。

ドラン：移い動どうナリ、移動ナリ。

アキナ：３ラウンド以内に終わらせないといけないんだから、ここで《限げん界かい突とつ破ぱ》も使っちゃって、一気に攻せめましょう！　ギルドスキルの《限界突破》も使用します。

ギィ：おお、いい判はん断だんだ。

ギィ：そしてオレは、《コンバットセンス》を宣せん言げんしておく。行動値は29になるぜ。

ドラン：次はワタシナリね。アキナの剣けんに魔ま法ほうを込こめるナリ。属性はもちろん〈水〉！

アキナ：すると、あたしの剣が水の魔法に包まれるんですね？

ドラン：そうナリ。《スウィフトウェポン》＋《エンチャントウェポン：水》を使用。アキナの攻撃は、〈水〉属性の魔法ダメージになり、ダメージロールのダイスが１個こ増ふえるナリ。（ダイスを振る）魔術判定は成功ナリ～。

マルセル：さて、次は私か。グラハムをエネミー識しき別べつするのは難むずかしそうだから、アキナに《ヘイスト》。（ダイスを振る）判定成功。行動値は19点上じよう昇しようだ。

アキナ：えっと、行動値が32になりました。グラハムより先に動けます！

ＧＭ：「おお、これが噂うわさの高こう機き動どう突とつ撃げき部隊、エンジェルファイヤーか」

ギィ：アキナの動きが見えないぜ！（笑）

ＧＭ：「しかし、その程度のスピードで離はなされるものか！」と、グラハムが《コンバットセンス》を使用して、行動値を10点上昇。

アキナ：もしかして、追いつかれる!?

ＧＭ：いえ。行動値は25にしかならないので、グラハムはアキナにはついていけない（笑）。

ギィ：問題は、《ファーストストライク》を使ってきそうなこと。そっちの方が心配だ。




《ファーストストライク》

《コンバットセンス》を使用後に宣せん言げん。命中の判定のダイス目の中に１個でも６があればクリティカルになるサムライのスキル。




アキナ：あたしはセットアップの行動はありませーん。

ＧＭ：では、ヴォルケイノが《大だい精せい霊れい召しよう喚かん》を宣言。精霊の力に親しん和わ性せいの高いジャスミンの能力を極きよく限げんまで引き出すことで、ヴォルケイノは精霊を自由に使役することが可能！　そして、地の大精霊ノームと火の大精霊サラマンダーが未行動で出しゆつ現げんします。

ギィ：こいつ、エネミーを呼よぶのか！

ＧＭ：ヴォルケイノとジャスミンの力が合わされば、これだけのことができるのです。

マルセル：ジャスミンだけの時は温泉の精霊の声を聞けるだけだったのに（笑）。

ＧＭ：ちなみに行動値は、ノームが23で、サラマンダーが27。それぞれヴォルケイノから５メートルの位置に出現します。セットアッププロセス終了時点での行動値順はこうなります。




行動値（セットアッププロセス終了時点）

アキナ：　　　　　13→32

ギィ：　　　　　　19→29

サラマンダー：　　27

グラハム：　　　　15→25

ノーム：　　　　　23

ドラン：　　　　　16

マルセル：　　　　15

ヴォルケイノ：　　10
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ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。アキナのメインプロセスからどうぞ。

アキナ：マイナーアクションが《スマッシュ》、メジャーアクションが《ストラグルクラッシュ》で、ヴォルケイノに攻こう撃げきします。ダイスは４個振ふれるので……（ダイスを振る）ダイス目がいい。出目は19！　《限界突破》中なので命中は42です！

ＧＭ：ヴォルケイノはクリティカル出さないと無理。……はい、その巨きよ大だいな図体では、目にもとまらぬアキナの攻撃を避さけることはできません。

アキナ：当たった！（ダイスを振る）……ダメージは79点！　〈水〉属性です。

ＧＭ：皆みなさんのご想そう像ぞうどおり、ヴォルケイノは〈火〉属性なので、対たい抗こう属性の〈水〉属性による攻撃は、防ぼう御ぎよ力りよくが０になります。

ドラン：フッ、やはりな……ナリ！

アキナ：では、返す刀で二発目、いきます！　今度の命中は38！
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ＧＭ：（ダイスを振る）避さけられない！




　うなりを上げる、アキナの大たい剣けん。

　二撃目は、さらにその剣速を増ましてヴォルケイノを切きり裂さく。




ギィ：《ストラグルクラッシュ》は、二撃目の方がダメージが高くなるぜ。

アキナ：いけっ！　（ダイスを振る）ダメージは97点、〈水〉属性です。

ドラン：おお、二発で余よ裕ゆうで[image: 100]を超こえたナリ。

ＧＭ：それまでドーン、ドーンと大地を揺ゆるがしていたヴォルケイノは、アキナの攻撃によって、その動きを止めてしまいます。これでＦＳ判定の完かん了りよう値ちが、12から９に下がりました。

ギィ：よーし、今のうちに登るぜー！

ＧＭ：その前に、《防ぼう衛えい装そう置ち》が動きます。




《防衛装置》

　オリジナルエネミー特殊能力。自身に攻撃を行なった対象に、５Ｄ＋50点の〈火〉属性の魔法ダメージを与える。対象が行なったメインプロセス終了時にダメージロールを行なう。また、これを回かい避ひすることはできない。




アキナ：うわっ！　あたしが斬きりかかったあとで、ぼわーっと火が噴ふき出でてくるんですね？

ＧＭ：そうです。（ダイスを振る）……72点の〈火〉属性魔ま法ほうダメージをアキナへ与あたえます。

アキナ：きゃー！

マルセル：ならば、アキナへ《プロテクション》！　「アキナ、危あぶない！」と、44点軽けい減げん。

アキナ：【魔法防御力】は５点あるから……23点のダメージです。

ＧＭ：では、ギィのメインプロセスになります。

ギィ：よし、次はオレはヴォルケイノを登るぜ。今は《限界突破》の効果があるから、達たつ成せい値は高くなる！　うりゃ！　（ダイスを振る）ダイス目は５だが、達成値は21だ！

ＧＭ：そうすると、差分が７なので、進行値が４点になりました。

ギィ：残り５カウントか。判定にあと二回かかる可能性が高いな。

ＧＭ：すると、ここで進行イベントが起こります。

ギィ：何、どうなるの？

ＧＭ：進行値２で、以い降こうの判定が【感かん知ち】になりますが……進行値４になると、今度は判定が【敏びん捷しよう】に戻もどって、難易度が18になりました。




　気取られぬようにソロソロと登とう攀はんしていたギィだったが、ヴォルケイノの照しよう準じゆんがアキナに向いた隙すきをつき、腕うでを伝い一気に駆かけ上あがる。




ギィ：ふう、【感知】だと大変なところだったぜ。難易度は上がったか……、だが、今がチャンス！　ここで《アデンダム》を使うぜ。

ＧＭ：それは妨ぼう害がいできません。再ふたたび、ギィのメインプロセスになります。

ギィ：よし、フェイト２点使うぞ。とりゃ！　……よし、13が出た。達成値は29！

ＧＭ：おお、すると差分は11。進行値がさらに４点上昇します。

ギィ：よし、進行値が８になった。あと１点でクリアだ。




　ギィは猿ましらのごとく、巨人を駆け上る。

　そして頭部にとりついた彼は、巨人の額にはまっている竜りゆう輝き石せきをまのあたりにする。




ＧＭ：ギィはヴォルケイノの頭部に到達。以後、竜輝石を取るのにトライできます。以降の判定は、トラップ解かい除じよになります。

ギィ：トラップ解除なのか！

マルセル：ギィが登ったのは正せい解かいだったようだな。《アキュレイト》で３Ｄ振れる。

ギィ：ちなみに、今ジャスミンはどうなっているんだ？

アキナ：そうだ、それ気になります。

ＧＭ：ジャスミンは、竜輝石がはめられている頭部より下の胸部に融ゆう合ごうしています。彼女は今周囲で起こっている出来事にことに、反応を示しません。

マルセル：きっと、このデカブツを制御するので意い識しきがいっぱいになっているんだろう。

ＧＭ：次はサラマンダー。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《インフェルノ》。範はん囲い（選せん択たく）の魔術による攻撃をアキナ、ギィに仕し掛かけます。

ギィ：ヴォルケイノに登っていても同じエンゲージなの？

ＧＭ：はい。飛行とかと同じ理屈です。

ギィ：なるほど、了解。

ＧＭ：炎ほのおを発してふたりを焼やき払はらうぞ！　命中は37です。

ギィ：これは、なんとしても避けたいから、フェイト３点使うか。これならいけるはず！　……ダイス目は18だから、回避は35！　２点足りない!?


一同：惜おしい～!!（笑）

アキナ：（ダイスを振る）……いい目だったんですけど、あたしも避けられませんでした。

ＧＭ：では、24Ｄの〈火〉属性の魔法ダメージいきます！　ごろっと振ふって……82点！　さらに《真なる火か炎えん》があるので、対象の魔法防御力を０にします。

ギィ：防御力無む効こうの82点ダメージ？　うおおお、残り７点でギリギリ生きてる！

ドラン：おお、よかった！

ギィ：オレは何とかなった。マルセルはアキナに《プロテクション》をしてやってくれ。

マルセル：ではそのように……（ダイスを振る）52点軽減！

アキナ：30点受けましたー。

ドラン：何とか耐たえられたナリね。

ＧＭ：そして、グラハムの番です。マイナーアクションで《ファストセット》を使い、《プレッシャー》とオリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよく《オクスタン》を使用。

ドラン：《オクスタン》って、どういう効果ナリか？

ＧＭ：マイナーアクションで移動しつつ、武ぶ器き攻撃のダメージに移動力を上乗せできるスキルですね。これで、アキナとギィのいるエンゲージに移動。




《オクスタン》

　オリジナルエネミー特殊能力。マイナーアクションで使用する。移動を行なう。その際、エンゲージから離脱も可能。そのメインプロセスで行なう武器攻撃のダメージに＋移動力。なお、移動が行なえない場合、使用できない。




ドラン：攻撃に移動力を上乗せっ……て、それは強いナリ！

ギィ：槍やりを構かまえて突とつ撃げきしてくるってわけか。

ＧＭ：はい。そして、メジャーアクションは《神しん槍そう流りゆう星せい雨う》という大おお技わざを使用します。

ギィ：なんだその技？

ＧＭ：進行値が６以上の時に使し用よう可か能のう。シーンに登場している任にん意いのキャラクター三体に白はく兵へい攻こう撃げきを行ないます。なお、この攻撃によるダメージは、スキルによって軽減できません。対象が飛行状態だとダメージに＋20になるのですが……惜おしい、誰だれも飛んでいない。

ドラン：もしかしたら、ワタシが飛んでいたかもしれなかったナリ（笑）。

マルセル：やはり、ギィが登攀したのは正解だったな。

ギィ：そんな危き険けんな技は《インタラプト》で打ち消しだ！

ＧＭ：むむ！

ギィ：どうよ？

ＧＭ：……残念ですが打ち消されました。…………だがぁぁぁぁ、しかしぃぃぃ、グラハムは自分を対象に《エンカレッジ》を使用！




《エンカレッジ》

　イニシアチブプロセスで、対象にメインプロセスを行なわせることができるスキル。メインプロセスを行なった対象は、行動済みにならない。１シナリオ１回。




ギィ：なんだとー!?　またグラハムのメインプロセスか！

ＧＭ：はい。「フン！　そんなものでワシが止められるとは思わぬことだ！」　マイナーアクションは《オクスタン》の効果で、一旦このエンゲージから離り脱だつ！

ギィ：おっ、離れた。

ＧＭ：そして、メジャーアクションは再び《神槍流星雨》。これはシーン攻撃なので、離脱していても使用可能！

ギィ：じゃあ、最初エンゲージしてきたのは何な故ぜ？

ＧＭ：《インターフィアレンス》を警けい戒かいしたからです。射程の関係でエンゲージしているうちは大丈夫ですから。だが今は勝負どころ！　《ギフト》を宣言し、命中判定のダイスを＋２個。攻撃対象はギィ、アキナ、マルセルの三人！　「砕け散れいっ！」……よし《ファーストストライク》のおかげでクリティカル！
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ギィ：《オクスタン》の使用に移動が必要だから離れたわけだな（ニヤリ）。では、《インターフィアレンス》！　オレも同じく６が１個でも出ればクリティカルなんで、賭かけとしては悪くない。４Ｄを振って……よし、クリティカルが出た！　グラハムの攻撃は失敗だ！
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　ブンッ！　突如出現する無数のグラハムの分身。必殺の一撃をアキナたちに見舞うべくそのそれぞれが宙を翔ける。

　その動きを見切ったギィは、矢継ぎ早の射撃で応手。降り注ぐ矢の雨に、攻撃を強行すれば致命傷を負いかねないと見たグラハム。攻撃を瞬時に断念し、間合いを取り直す。

　まさに達人同士の神技の応酬である。




ギィ：ふう、危あぶなかったぜ！

ＧＭ：「くっ、やりおる！」　《神槍流星雨》が完かん封ぷうされてしまった。だが、打ち消しのスキルはふたつも使わせたぞ。

ギィ：そんな危険そうな技、食らってたまるか！

ＧＭ：次はノームの行動。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションは《クエイク》。ギィとアキナのエンゲージに魔術による攻撃を行ないます。

アキナ：意外と、こっちの攻撃の方が問題かも。




　地の大精霊、ノームの引き起こした大地の鳴めい動どうがふたりを襲う。

　なんとか回避しようとするものの、ふたりは攻撃に巻き込まれてしまう。




ＧＭ：ふたりとも回避失敗ですね。ダメージは20Ｄの〈地〉属性、魔法ダメージ。１点でもダメージがいくと転倒です。《カバーリング》しますか？

ギィ：ここは生命の呪じゆ符ふで耐たえるから、気にするな。

アキナ：うん、わかった。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは62点、〈地〉属性、魔法ダメージ。

ギィ：生命の呪符が起動。ＨＰが２点の状態で生きてるぜ。転倒したがな。

マルセル：アキナに、《プロテクション》。……46点軽減。

アキナ：じゃあ、11点食らいます。えっと、転てん倒とう受けるんですよね？　これは《インデュア》でバッドステータスを回復。ぱーんって飛び起きます。

ドラン：さすがアキナ、元気ナリ（笑）。

ＧＭ：アキナが跳はね起おき、ドランの番です。

ドラン：マイナーアクションは《ウィルパワー》で魔法ダメージに＋11点、メジャーアクションは《コキュートス》。そして高級な宝ほう石せきをカラーンと頭の中に放ほうり込こむ。

マルセル：まるでパックマンみたいだな（笑）。

ドラン：ともかく、グラハムに魔法の冷気を叩たたき込こむナリよ！　……命中は39！
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ＧＭ：39？　それは回避せねば。

ドラン：ほーら、凍こおれ、凍れナリ！　マグマに対し、こっちは吹雪ふぶきで対たい抗こうナリよ！

ＧＭ：なら、《ディフレクション》かな。攻撃を跳ね返してやる！

ギィ：あっ（笑）。

ドラン：うそっ!?

ＧＭ：白兵攻撃の命中判定は……よっ！（ダイスを振る）

ドラン：こっちは39ナリ。跳はね返かえせるはずないナリ。

ＧＭ：おや、クリティカル。

ドラン：おいっ――――――!!（一同爆ばく笑しよう）




　グラハムはドランの放った氷雪の魔力の流れを槍で巧みに受け止める。

　そして受け止めた魔力を、ドランへ跳ね返そうと持てる力を振り絞る――。




ドラン：なんじゃそりゃっ!?　達人にもほどがあるナリー！

ギィ：さらば、ドラン（笑）。

マルセル：待て。《パリペイティア》が１レベルあるから、振り直しをさせようか？

ドラン：お願いします、是ぜ非ひとも使ってほしいナリ！

マルセル：では、《パリペイティア》を使用。ＧＭ、ダイスを振り直すんだ。

ＧＭ：仕方がありません。（ダイスを振る）……おおっ！　まず６がひとつ！

ドラン：待ていっ!?





　……しかし結局、６を出したダイスはひとつのみ。クリティカルにはいたらず。




ドラン：（裏返った声で）し、心臓に悪い！　お、脅おどかしやがってぇっ！（笑）

ＧＭ：とにかく《ディフレクション》は失敗です。

ドラン：フ、なら遠慮無く《マジックフォージ》も使って、ダメージは29Ｄ＋50ナリ！

マルセル：そこに《チェックメイト》。フェイトをさらに追加で５点使用！

ドラン：おお、マルセルの支援が！

マルセル：（ダイスを振る）ドラン、47点追加だ。

ドラン：（ダイスを振る）それなら、合計で[image: 201]点ダメージナリよ！　初の[image: 200]点オーバー！　今夜は赤せき飯はんでお祝いわいナリ！

アキナ：すごい、ドランさんはお赤飯も炊たけるんだ（笑）。

ＧＭ：グラハムはドランの魔力を跳ね返そうとしたんですが、予想以上の冷気に押おし込まれます！　「……バカな!?　ええい、マルセルどもめ。小こ癪しやくな！」なお彼には《バッドステータス無む効こう》があります。

ドラン：それは想定内ナリよ（けろり）。それより、マルセルどもって何ナリよ!?（笑）

ギィ：そうだ！　まるで、オレたちが裏うら目め軍ぐん団だんみたいじゃねぇーかっ!?（一同爆ばく笑しよう）

アキナ：う、裏目軍団!?　……ひ、ひどい（笑）。

マルセル：……ものすごく心外だ。…………が、今は文句を言う場面ではない！　次は私の番だし（笑）。……アキナに《ヒール》をかけようか？

ギィ：残っているのは、ヴォルケイノだけだから様子を見るという手もあるぜ。

マルセル：それも一理あるな。待機を宣言しよう。

ＧＭ：様子見に入られたか。ならば、こっちはヴォルケイノパンチ！

ギィ：ヴォルケイノパンチ!?（一同笑）

ＧＭ：両りよう腕うでが、ばしゅーっと飛び出すロケットパンチです。なので、ヴォルケイノにエンゲージしている者を対象にできません（笑）。もちろん、登っている人もです。

ギィ：ああ、そりゃそうだな。

ＧＭ：竜輝石で動き、ジャスミンの敵てきでもあるドランをターゲットにしましょう。

ドラン：ワタシを狙ねらってきたナリ～！

ＧＭ：と、ここで突然回想シーン。ドランは不意に記憶の一部を取り戻します。

ドラン：えっ、ここで回想シーンナリか？

ＧＭ：ヴォルケイノから敵てき意いを向けられた瞬しゆん間かん、ドランが思い出したということで（笑）。

マルセル：適てき当とうだな（笑）。まぁ、いいが。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それはローレンスとの友ゆう情じようの話。ふたりでティナに憧あこがれていた、若わかき騎き士し見み習ならい時代。

ドラン：「やっぱ、ティナ様って萌もえるよなー」とか言ってるナリか？（笑）

ギィ：「あの、おしとやかそうに見えて殺意溢あふれるところがいいよなー」とか（一同笑）。

マルセル：なんたる不真面目！（笑）

ＧＭ：そして、ティナとの模も擬ぎ戦せんで、ふたりそろってフルボッコにされたのも、いい思い出。

ドラン：えっ、王女直々に戦闘の手ほどき!?（一同爆笑）

アキナ：……それ、いい思い出なのかな？（笑）

ギィ：ティナならやりかねない。何しろ、「最初は神官から」をピアニィに教えた人だし。

ＧＭ：そして、そんな甘あま酸ずっぱい青春の日々は過すぎ……。

マルセル：いや……その記憶は甘酸っぱくないから（笑）。

ＧＭ：……ティナはレイウォール王家に嫁とつぎ、ドランとローレンスが騎士として正式に務つとめることになります。

ギィ：その時には、ローレンスはもう結けつ婚こんしていて子こ供どもまで生まれてたんだな。

ドラン：……ローレンス、結婚ばかりか、子供まで儲もうけて！　抜ぬけ駆がけしやがって（笑）。

アキナ：まぁまぁ、いいじゃないですか（笑）。

ギィ：ローレンスに言われるんだな。「もしかしてドラン、お前まだティナ様のことを」

ドラン：「（渋しぶい声で）言うな。……叶かなわぬ夢ゆめだ」（笑）
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アキナ：何か切ないですね……。

ドラン：好きなお方に仕つかえられるだけで、十分幸せだったのだ……ナリ（笑）。

ＧＭ：そんなある日、アヴェルシアの服ふく属ぞくが起こるわけです。……ドランとローレンスはアヴェルシア王ケネスを守ってグラスウェルズ兵と戦い、一いつ旦たん追い返したのですが……。

ドラン：だが？




　その日、突とつ然ぜんレイウォール軍が王宮にやって来たのだ。




ドラン：おお救援だ！　だが待てよ？　史実だとレイウォールの救援は間に合わずに、ケネス王と我々は戦死したはず……。

ＧＭ：はい。レイウォールの兵士たちは、「お前らは死んだことになっているのだよ」とアヴェルシアの騎士たちを次々と討ち取っていきます。

ドラン：（辛つらそうに）待て！　何な故ぜこんなことを？　そもそも、何故レイウォール軍に殺されねばならないのだ!?　よく考えたら、アヴェルシア攻めたのグラスウェルズじゃね？

ＧＭ：ちょっ!?（笑）　この状況は菊池さんが言ったとおりですよ!?

ドラン：へっ？

ＧＭ：『デスマーチ』第一巻かんで、アヴェルシアの服属の時に、支し配はいされようとするアヴェルシアを守って戦い、レイウォールの手の者に暗殺されたって、ドランが言ってますから！




『デスマーチ』第一巻Ｐ49参照のこと。




ドラン：……はっ！　言われてみれば、そんなこと言ったかも！（笑）

アキナ：あはは（笑）。

ギィ：おい――っ！　国際問題に発展しかねない重大な秘密を「そんなこと」とか言ってんじゃねーぞ（笑）。

ドラン：しまった、ちょっとした言葉のアヤが……。

一同：言葉のアヤなのかよ！

マルセル：（少し考えて）待て。これはむしろアリなんじゃないか？

アキナ：そうなんですか？

ギィ：だな。『アクロス』のほうで、アヴェルシアの服属は、バルムンクに操られたレイウォールの陰謀だったことが描かれている。

ドラン：（しばらく考えて）おお！　そう言えば、『アクロス』のセッションの時、バルムンクがケネス王を暗殺したような話があったな。

ＧＭ：実際にそのあとでレイウォールが国を乗っ取ってますからね。

ドラン：フ、ワタシはその場に居合わせて、華々しく戦ったわけか！　い……いかん！　なんと騎士らしいドラマチックな散り際ナリ！（爆笑）

ＧＭ：あ、あんたって人は……（笑）。ま、じゃあこの案は採用ってことでＯＫですか？

ギィ：いいんじゃね？　てか、その卓のＧＭが決めていいことだよ。

マルセル：まあ、ＰＣの立場としては後にナヴァールに報告しないわけにはいかないな。ま、微妙な問題だし、セッション後に話合いはしておこう。

ＧＭ：ではそういうことで（笑）。続けます。レイウォールの敵将はうそぶきます。「君たちは、ここでグラスウェルズの軍に討うち取とられることになっているのだよ。アヴェルシアはレイウォールの一部となって栄さかえていくのだー！」

ドラン：（シリアスな顔で）「そ、そんな……！」

ＧＭ：ドランを始めとした騎士たちは、必死に応おう戦せんしましたが、討ち取られてしまいます。そして、敵てき軍ぐんの指し揮きを執とっているのは、レイウォール三二将しようのひとり、グラハム。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ドラン：ああ、こいつだったナリか！

ギィ：―――というのを今、ドランが思い出したと。

アキナ：こんな重要なことを（笑）。

ドラン：今思い出したナリ！　おのれグラハム～！（爆笑）

ＧＭ：だが、記憶を取り戻したのもつかの間。ドランに、ロケットパンチが飛んできます。（ダイスを振る）あ……、命中判定はクリティカルしましたんで。

ドラン：お前な―――!!（一同爆笑）
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ギィ：さすがにマズい（笑）。ここで《結けつ束そく》を使うか？

ドラン：まだフェイトに余よ裕ゆうはあるが、クリティカルで回かい避ひしなきゃならん以上、たしかにもうちょっとほしいナリ。

アキナ：じゃあ、使っちゃいましょう。




《結束》でみんなのフェイトを分けてもらったドランはクリティカルで回避に成功。

　目前まで迫り、もう避よけようがないと思われた巨きよ大だいな拳を、ゴロンと転がってかわす。




ドラン：ちょっ!?（笑）もう少しなんとかならんナリか、演えん出しゆつは（笑）。

マルセル：まあ、絆きずなの力で危き機き一いつ髪ぱつ、回避できてよかったじゃないか。

ＧＭ：そして、待機していたマルセルの番です。

マルセル：なら、アキナに《ヒール》をしよう。発動は成功。58点回かい復ふくだ。

アキナ：これで大だい丈じよう夫ぶ！

ＧＭ：そして、クリンナッププロセス。ヴォルケイノの《精せい霊れい力りよく吸きゆう収しゆう》というオリジナルのエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくが効果を発はつ揮きします。サラマンダーとノームを吸収、精霊力を蓄たくわえます。

ギィ：あの精霊、吸すい込こむために召しよう喚かんしたのか……。

ＧＭ：ええ、グランニコルを溶岩で攻撃するためには、大量の精霊力が必要でして。

アキナ：早く、ヴォルケイノを何とかしないと！

ＧＭ：そして皆さん、難易度16の【敏捷】判定を行なってください。

ドラン：ん？

ＧＭ：失敗すると【ＭＰ】を５Ｄ＋５点失ない、転てん倒とうになります。要するに、精霊を吸収するあおりを食らって、みなさんの【ＭＰ】も同時に吸収されるかも、ってことです。

ギィ：なら、オレから判定しよう！　（ダイスを振る）25で成功！

ドラン：ワタシも成功ナリよ。

マルセル：いざというときは振り直しする。……うむ、成功だ。

アキナ：あたしも22で成功です。

ＧＭ：誰も【ＭＰ】吸収はされなかったか。では、第一ラウンド終了です。




●第二ラウンド

行こう動どう値ち

ギィ：　　　　　　19

ドラン：　　　　　16

マルセル：　　　　15

グラハム：　　　　15

アキナ：　　　　　13

ヴォルケイノ：　　10
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ＧＭ：第二ラウンドのセットアッププロセスです。

ギィ：オレは特になし。

ドラン：《インクリーズデバイス》を宣せん言げん！

マルセル：私か。さて、セットアッププロセスで移動を行なえる《アンパッサン》か【行動値】を上げられる《ヘイスト》か、どちらがいいか……。

ドラン：……うおー、ここは判断が難むずかしいナリ。

ギィ：《ヘイスト》の場合、アキナの行動がオレより後でグラハムより前、というのが理想的なんだが―――。

マルセル：そんな細かい調ちよう整せいはできないぞ（笑）。

アキナ：だったら、グラハムが逃にげられないようにしておくのがいいかな？

マルセル：それなら、アキナに《アンパッサン》。これでアキナがエンゲージから離り脱だつだ。

アキナ：行きます！

ＧＭ：でも、それだけではグラハムにエンゲージすることはできませんよ。

ドラン：敵てきのエンゲージから離脱して、別の敵のエンゲージには移動できないナリ。

ギィ：そういうこと。で、ここで最後の《陣じん形けい》。

アキナ：これで移動できます。ぎゅーんとグラハムにエンゲージです！

ＧＭ：…………。では、グラハムのセットアップは―――《二回行動》を宣言！

ギィ：おおっ!?　持ってたのか！

ＧＭ：（残念そうに）しかし、エンゲージされると《オクスタン》が使えない。

ドラン：え？　そうなの？

ＧＭ：《神槍流星雨》がシナリオ二回の大おお技わざでして。これを使い切った以上、離脱してもう一回移動しないと《オクスタン》を使ってもしょうがないのです。

ギィ：あ、そうか。離脱はできるけど、エンゲージはできないのか！　アキナ、すごくいい動きをしたぞ！

アキナ：わーい（笑）。

ＧＭ：仕方がない。マイナーで《ファストセット》で《プレッシャー》＋《スマッシュ》ののち、メジャーアクションで《クロススラッシュ》を使いアキナに二回突つきを繰くり出だします。

アキナ：はい、来なさい！

ＧＭ：（ダイスを振る）一回目の命中は36！

ギィ：それには《インターフィアレンス》だ！　……お、惜しい、35で失敗！




　グラハムを止めようとギィが放った矢は、ことごとく斬きり払はらわれてしまう。




ＧＭ：「お前の矢の軌道は、もう見切った」と、グラハム。

アキナ：でも、あたしが避よけられればまだ―――あ、ファンブルー！（一同笑）

ドラン：ガーンっ！（笑）　まあ、これは仕方がないナリ（笑）。

ＧＭ：ダメージロール直前に《ブレイクダウン》を使って、アキナの【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】をマイナス10します。

アキナ：とりあえず《ウェポンガード》を宣言。少しでも、ダメージを減らしておきます。

ＧＭ：（ダイスを振る）……74点の物理ダメージです。

アキナ：51点受けました。でも、この程度なら、まだまだ耐たえられますよ！

ＧＭ：おお、アキナが強気になった。「では、これはどうかな！」と、槍やりをぐわっと十字に振ふるって、二発目！　命中は28。

アキナ：（ダイスを振る）うわ、避けられません。

ＧＭ：ダメージは85点！

マルセル：《プロテクション》で54点減少だ！

アキナ：ダメージを受けましたが、重じゆう圧あつは《インデュア》で消します。で、あたしのセットアッププロセスは特にありません。




　なお、ヴォルケイノはセットアッププロセスで《大だい精せい霊れい召しよう喚かん》。水と風の大精霊ウンディーネとシルフを召還。それぞれ、ヴォルケイノから５メートルの距きよ離りに配置された。




ギィ：こいつはきついぞー。




行動値（セットアッププロセス終了時点）

シルフ：　　　　　45

ウンディーネ：　　28

ギィ：　　　　　　19

ドラン：　　　　　16

マルセル：　　　　15

グラハム：　　　　15

アキナ：　　　　　13

ヴォルケイノ：　　10
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ＧＭ：イニシアチブプロセスに移ります。

ドラン：まずは、シルフのメインプロセスからナリ。

ＧＭ：メジャーアクションで、ギィに《テンペスト》。吹ふき荒あれる嵐あらしをギィに叩たたきつけます。（ダイスを振る）命中値は43。

ギィ：そりゃ無む理りだ、転倒してるし！　クリティカル狙ねらいで、フェイトを２点使っておくか。みんな、《結けつ束そく》でフェイトの支援を頼む。

一同：了解。




　判定の結果は見事にクリティカル。ギィは迫る暴風を華麗にかわしてみせた。




ギィ：《結束》取っておいてよかったぜ！　ふう、危ねぇ、危ねぇ。

ドラン：ここまで《結束》が役に立つとは思わなかったナリ（笑）。

ＧＭ：続いて、ウンディーネ。《コキュートス》で、ギィを狙ねらいます。（ダイスを振る）命中はクリティカル！

ギィ：げえっ!?　（ダイスを振る）……無理だ、回避失敗！

ＧＭ：ダメージは70点の〈水〉属性の魔ま法ほうダメージ！　１点でもダメージが通ると放心です。

ドラン：ギィをやらせはせん、やらせはせんナリ～！

ギィ：ここはとっておきの《ガーディアン》だぜ！

ＧＭ：ギィの眼前で、ばっと広がった魔法の障しよう壁へきが、氷結する冷気を遮しや断だんしました。

ギィ：ここまで登ってきて、やられるワケにはいかねぇからな！

ＧＭ：くっそー、《結束》のおかげで全体的にギルドの防御力が上がってる！

ギィ：これぞ友情パワー。そしてオレはマイナーで転倒から立ち上がり、竜輝石を外すぜ。（ダイスを振る）トラップ解除の達成値は22だ。

ＧＭ：ヴォルケイノにはまっていた竜輝石をギィは見事に外しました。ＦＳ判定は終了です。

ギィ：（竜輝石を握にぎりしめて）取ったぞー！

アキナ：やった！




　ギィはヴォルケイノの額ひたいから竜輝石を外す。

　すると、その巨きよ体たいがぴたりと動きを止めたかと思うと、しばらくしてぐらりと傾かたむいた。

「ちっ！」悔くやしげに舌した打うちする、グラハム。だが、彼かれにはまだ秘ひ策さくが残されていた。




ＧＭ：ここでグラハムが《証しよう拠こ滅めつ殺さつ》というエネミー特殊能力を使います。

ギィ：なんだと？
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ＧＭ：ヴォルケイノが戦せん闘とう不ふ能のうになった際さいに使用するスキルです。バルムンク・ノヴァの技ぎ術じゆつの漏ろう洩えいを防ふせぐため、周囲を巻まき込こむほどの爆ばく発はつで自らの存そん在ざいを抹まつ消しようします。シーンに登場しているキャラクターに10Ｄ＋40の〈火〉属性の魔法ダメージを与えます。

ギィ：つまり、自じ爆ばくか！

ＧＭ：はい。ヴォルケイノは吹ふき飛とびます。

アキナ：じゃあ、ジャスミンは!?

ＧＭ：ジャスミンも巻きこれ、何らかの手段を講じないと死し亡ぼうしてしまいます。
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アキナ：じゃあ、あたしがジャスミンを《カバーリング》する！

ギィ：いや、それだとアキナが戦闘不能になる。メインアタッカーを失なうのはマズいぞ。




　ジャスミンをいかに助けるのか!?　考え込む一同。




アキナ：……うーん。

ドラン：かといって、ほかにジャスミンを救出する手しゆ段だんがあるナリか？

マルセル：そうだ！　……私が《キャスリング》を持っている。これを使えば、ドランでもギィでもジャスミンを《カバーリング》できるぞ。




《キャスリング》

　対象に《カバーリング》をさせるスキル。指定された対象は即座に《カバーリング》をして良い。




ギィ：それだぁーっ!!　《キャスリング》をオレにかけろ！

アキナ：それだとギィさんが戦闘不能になっちゃう！

ギィ：アキナが戦闘不能になるよりはマシだ。このラウンド、オレはもうやることがねぇ、あとは任せるぜ！（笑）

マルセル：では、《キャスリング》を使うぞ。ギィ！　ジャスミンをかばうんだ！

ギィ：よっしゃ！　落ちていくジャスミンを、空中で平泳ぎしながら近づいて、しっかりと抱き止める！

ＧＭ：ギィが宮崎アニメの主人公みたい（一同笑）。

アキナ：ギィ、かっこいい！

ギィ：まーな！　もっと褒ほめていいぞ（笑）。

ＧＭ：では、ダメージを出します。（ダイスを振る）67点の〈火〉属性の魔法ダメージ。

ギィ：オレはそれを二発分食らって戦闘不能だ。「あとは任まかせたぜ」




　こうして、ジャスミンを護りぬいたギィは仲間にあとを託しつつ意識を失なった。

　同様に、ヴォルケイノの爆発のダメージを受けた、ドラン、マルセルはなんとか健在。

　そして仲間の《結束》によって強化されたマルセルの《プロテクション》がアキナに飛ぶ。

　結局彼女が受けた【ＨＰ】ダメージは１点のみであった。




アキナ：ありがとう、みんな！

ＧＭ：では、ヴォルケイノは、大だい爆ばく発はつによって戦闘不能になります。同時にヴォルケイノが《大精霊召喚》で呼よび出だしていた精霊も消失します。

ギィ：シルフ、ウンディーネは消えてしまうんだな。よかったよかった。

ドラン：今度はワタシの行動ナリ。グラハムに向けて再び《コキュートス》で魔術による攻撃。高級サファイアも使用！　びゅううううとドラン・ブリザード発はつ射しや！

ＧＭ：ぬう……。




　グラハムはドランの放った猛もう烈れつな吹雪ふぶきにさらされる。これをまともに食らい、したたかに生命力を奪われながらも、狼将は大地に轟然と立つ。その戦意はいまだ高い！




ＧＭ：[image: 128]点ダメージは痛かったが、グラハム将軍は健在です！

マルセル：では、アキナに希望を託たくし、《フェイス：アーケンラーヴ》をかける。魔ま術じゆつ判定は成功。これで相手は、次のアキナの攻撃を避けられなくなる。

アキナ：ありがとうございます！

ＧＭ：ではグラハムは悔くやしそうに言う。「この作戦はほぼ失敗だ。貴き様さまらのせいでな！」

ドラン：「フッ、悪が栄さかえることはない。かつての報むくいを受けるがいいナリ」いや、さっき思い出したんだけど（笑）。

ＧＭ：「ふん。だが、お前を倒して竜輝石だけは奪うばわせてもらう！　バルムンク・ノヴァ一六魔将のひとりとして、これぐらいの戦果は上げさせてもらう！」

一同：バルムンク・ノヴァ一六魔将!?


ドラン：うお、バルムンク・ノヴァにも新たな幹部軍団が!?

ギィ：しかも一二人衆より増えてるし（笑）。

マルセル：むう、密かに、組織化を進めているようだな……。

アキナ：とにかく今は、この戦いに勝たないと！　「ドランさんと竜輝石はあたしが守ります！」とグラハムの前に立ち塞がりますよ！

ＧＭ：「邪じや魔まだ小こ娘むすめ！」　マイナーアクションは《ファストセット》で《プレッシャー》＋《スマッシュ》。メジャーアクションは《クロススラッシュ》を使って、アキナに対して槍を十字に薙ないでくる！　（ダイスを振る）う、出目が悪い。

アキナ：回避ですか？

ＧＭ：いや、ここはクリティカルを狙って《バトルコンプリート》で振り直しします。……だめだ、クリティカルしなかったうえに、さっきより下がった！　命中は33です。

アキナ：それでも避けきれない。《ウェポンガード》を宣言します。

ＧＭ：（ダイスを振る）ぶぉんと、アキナへ79点ダメージ。

アキナ：か、かなり痛い……けど、まだ平気！

ＧＭ：ダメージは通るので、バッドステータスの重圧がいきます。

アキナ：《インデュア》で、重圧から回復します。

ＧＭ：しかし、本命はもう一いち撃げきの方だ！（ダイスを振る）よし、クリティカル！

一同：うっそ――っ!?





　ここに来て炸裂するＧＭのクリティカル。




マルセル：くっ《パリペイティア》の振り直しはもうできん！

アキナ：……うーん、回避失敗！

ドラン：最後にピンチを持ってきたな！（笑）

ＧＭ：ダメージは96点！　さすがにクリティカルしたから、ダメージが伸のびた。

マルセル：ならば、アキナへ《プロテクション》。48点軽減だ。

アキナ：それだと、【ＨＰ】のダメージは[image: 120]点で、まだ立ってます。

ＧＭ：……倒しきれなかったか！　これはマズぅ――いっ!!


ギィ：へ、ピンチのあとにはチャンスありってヤツだな（笑）。




　アキナの持っている《レイジ》は、自分が受けたダメージを攻撃に上乗せすることができるスキルだ。故にアキナの【ＨＰ】が大幅に減少している現状は、ＧＭにとっては悪夢も同然なのである。




アキナ：よーし！　あたしの番で思いっきりお返しです！　マイナーアクションは《レイジ》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》で攻撃です。フェイトを１点使います！

ＧＭ：やーめーてーっ!?（笑）

ドラン：そして《結束》で我われ々われからのフェイトも乗るナリ。

アキナ：（ダイスを振る）クリティカルです！

ＧＭ：ここで!?　いや、８Ｄも振ればクリティカルも出るか……。

マルセル：私の《フェイス：アーケンラーヴ》の効果で、グラハムはリアクション不ふ可かだ。ああ、《シーリィ》で、ダメージに10点上乗せしておくぞ。

ギィ：しかも、クリティカルしたから、《バーストスラッシュ》の効果が発動して、ダメージは素す通どおしか。

ＧＭ：うわ、ホントにもう勘弁してください！（笑）

アキナ：《レイジ》の[image: 120]点分が乗って……合計で、[image: 200]点ダメージです！

ＧＭ：に……[image: 200]点!?　ごはぁぁぁぁっ!?　くっ……！　でも、まだグラハムは倒れない！

アキナ：もう一発いきます！　えい！　……今度はクリティカル出なかった。６は１個出たのに～、惜しい！

ギィ：なら、《グレートバースト》でもう片かた方ほうも６にすればいい。

アキナ：あっ、そっか！　《グレートバースト》でクリティカルに変へん更こうです！

ＧＭ：しかし、今度はリアクションができる。（ダイスを振ふる）ぐあああ、クリティカルしなかったから、避けられない！

マルセル：そんなに都合良くクリティカルされてたまるかっ！（笑）

アキナ：《ボルテクスアタック》とフェイトを３点つぎ込こんで、ダメージダイスは21個振れます。そしてグラハムに向かって叫びます……。
















　「この一撃は……ジャスミンをもて遊んだあなたたちに対する怒りです！」




ドラン：おお……なんという気迫！　任せたナリよ。

マルセル：そうだ、お前の思いをぶつけてやれ。

アキナ：いっけーっ！　（ダイスを振る）ダメージは[image: 243]点です！

ＧＭ：さっきのダメージをさらに上回って来たのかっ！　こ、これは耐えきれない!?




　アキナの大剣が、十字を描えがく。

　グラハムは、その斬ざん撃げきをかわしきることはできなかった。

「バ、バカな……平和などを求める軟弱なヤツらに、このワシがぁぁぁぁっ!?」

　自分の身に起こったことが信じられぬ。

　こんな、まだ少女というほどの剣けん士しに、自分が敗やぶれるとは―――。

　驚きよう愕がくの表ひよう情じようのまま、グラハムは沈しずんだ。




ＧＭ：グラハムは、グハッと血を吐はいて倒たおれ伏ふします。

ドラン：グラハムよ、これを過か去この報むくいと知るナリ。

ＧＭ：「なぜだ……。ワシの力は、お前たちを上回っていたはずだ……」

ドラン：そうかもしれない。だが、今回はワタシたちのギルドの結束力が、お前の野心を上回ったということナリ。

ギィ：《結束》、大だい活かつ躍やくだったからな（笑）。

ＧＭ：「結束だと？　馴れ合いなど、くだらん……だが、それに負けたというのか」

ドラン：そうだ、絆の力はこんなにも大きいナリ（笑）。

ＧＭ：「くっ……ルードヴィヒ博士たちがお前を素そ体たいにしようなどと言い出さなければ、ワシが死ぬことはなかったものを……」

ドラン：だ、誰ナリかそれはー!?


アキナ：今回の陰謀の黒幕？

マルセル：かもな。だが、グラハムの話からすると……ドランの開発者のひとり……か。

ドラン：と、とにかく聞かせろ！　そのルードヴィヒ博士とは何者ナリか!?

ＧＭ：「フン……、聞いても無駄なことよ。いずれにせよ、お前らは我が同胞たちが滅ほろ……ぼ…す……」と、グラハムはがくりと意識を失ないます。戦闘終了です。

ドラン：ちょっと――――――!!（笑）

アキナ：グリンダにルードヴィヒ博士、バルムンク・ノヴァ一六魔将……でしたっけ。

ギィ：ああ、まだまだ、やっかいな日々が続きそうだぜ（笑）。

マルセル：……とにかくこれで溶岩の噴ふん出しゆつは止まったんだな？

ＧＭ：はい、噴火は収おさまり、グランニコルの都市は救われました。クライマックスフェイズを終了し、エンディングに移りましょう。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆グランニコルの救世主




　バルムンク・ノヴァの幹かん部ぶグラハムは倒たおれた。

　ジャスミンを助け出したエンジェルファイヤーは、グランニコルの都市へ急ぐ。

　ピアニィとアル、そして都ま市ちの人々は無ぶ事じなのか？




ＧＭ：それでは、エンディングを始めましょう。

アキナ：ま、まずジャスミンはどうなったんですか？

ギィ：戦せん闘とう不ふ能のうになりながらも、オレが助けたはずだ。

ＧＭ：ええ、戦闘終しゆう了りよう後、気を失なっていたギィが目を覚ますと、その腕うでの中にジャスミンがいます。同様に意い識しきを失なっているようですが、ちゃんと息をしてますよ。

ギィ：アキナ、このとおりジャスミンは無事だぜ。

アキナ：よかった！　ギィのおかげだよ、ありがとう！

ギィ：まぁ、空中遊泳までやって助けたからな！（笑）

ドラン：はっ……ジャスミンもそうだが、グランニコルの様子も気になるナリ。

マルセル：ヴォルケイノは倒たおしたものの、ここからでは都市がどうなったかは見えないだろうしな。

アキナ：じゃあ、すぐ戻りましょう！

ＧＭ：では、皆さんは気を失なったジャスミンを抱かかえ、都市へ向かいます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、あれから都市がどうなったか……。少し時間を戻もどしますね。

アキナ：はい。

ＧＭ：城じよう壁へきに立ち《フロストプリズム》などの魔ま法ほうで溶岩をせき止めていたピアニィが、「もうもちません！」と叫さけびます。迫せまる危機に阿あ鼻び叫きよう喚かんの市民の皆さん！

マルセル：その瞬しゆん間かん、流れが止まって、冷え固まっていくんだな。

ＧＭ：なぜ、台詞せりふを取りますか！（笑）で、ちょうどそのとき、皆さんが、ヴォルケイノの活動を止めた――と思ってください。アラリア山から流出する溶岩が急きゆう激げきに勢いきおいを止め、溶よう岩がんの竜りゆうを切きり払はらっていたアルたちもほっと胸むねをなで下ろします。

ギィ：あ、マグマが止まった、紅あかい竜りゆうが止まった！　と都市の人も大喜びだな。

ＧＭ：はい、都市の人々は皆みな、拍はく手しゆ喝かつ采さいです。そんなところにエンジェルファイヤーが帰ってきたということで。

アキナ：ジャスミンをお医者さんに預あずけたら、すぐにピアニィさんたちの所へ！　アル兄様――っ！　ご無事でしたか!?


ＧＭ：ではフォルカーク伯はくの館やかたにいた、アルやピアニィたちが皆さんを出で迎むかえてくれます。アルは「無事に決まってるだろ。ま、アキナにしてはよくやったみたいじゃねぇか」と、少し素す直なおじゃない感じでねぎらいます。

ドラン：基き本ほんツンデレっぽいからな（笑）。アルは。

アキナ：アル兄様のお役に立てて、アキナは幸せです！
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ギィ：そこでナヴァールが呟つぶやく。「エンジェルファイヤー、上手くやったようだな」（笑）

ドラン：何だか、ナヴァールが悪役に見えるナリ（笑）。

マルセル：くっ、ナヴァールめ。我われ々われをいいように使って……（一同笑）。とはいいつつ、バルムンク・ノヴァやら、竜輝石の件、それにアヴェルシアの服属の真相などは報告しないわけにはいかんな。

ギィ：ま、確かにな。オレたちの判断を超える問題もあるしな（笑）。

ＧＭ：とそこで、フォルカーク伯はく爵しやくがピアニィに向かって言います。「命がけでこの都市を救ってくれたご尽じん力りよく、感かん謝しやの念にたえません」

アキナ：よかった！　フォルカーク伯爵も、ピアニィさんが一方的な支し配はいをしたいわけじゃないって分かってくれそうですね。

ＧＭ：彼かれはアキナのほうに向かって言います。「初めて会った時、無礼なマネをしてすまなかった。キミらこそ、この都市を救った英えい雄ゆうだ」

アキナ：そんな！　でも、都市に被ひ害がいが出なくてよかったです！

ＧＭ：ピアニィも「アキナさんをはじめ、エンジェルファイヤーの皆さん。このたびはご苦労さまでした」と言います。

ドラン：ピアニィ様のためなら、どうってことないナリ！

マルセル：かつての自分の仲間の墓はかが溶岩の下になるのも忍しのびないしな。

ＧＭ：てな感じで、喜ぶ都市の人々をフォルカーク伯の館から見ながら、このシーンは終了とします。







◆Ending 02◆救われたもの




　気を失なったジャスミンを、アキナたちはグランニコルの病院に運はこび込こんだ。

　用意されたベッドで眠ねむるジャスミンを、アキナとドランが見守っている。

　やがて、ジャスミンは小さくうめくと目を覚ました。




ＧＭ：次はジャスミンが意い識しきを取とり戻もどして、皆さんと会話するシーンとします。

アキナ：ジャスミン、元気になったんだ。

ＧＭ：はい、ジャスミンが目を覚ましたのは、グランニコルの病院の一室。あのあと、アキナがジャスミンを運び込んだ場所です。

アキナ：じゃあ、あたしはジャスミンが目を覚ますのを、ベッドの横で見守っています。

ドラン：ワタシも、その辺に佇たたずんでいるナリ。

ＧＭ：では、ジャスミンは「わたしは……」と言って目を覚まします。

アキナ：おはよう、ジャスミン！

ドラン：お目覚めのようナリな。

ＧＭ：一連の出来事を思い出し「わたし、なんてことを……」と、彼かの女じよは身を震ふるわせます。

アキナ：もう心配ないよ、ジャスミンを騙だましていた悪いヤツは、いなくなったから。

ＧＭ：「……ごめんなさい！　わたし、あなたを危き険けんにさらしてしまった。そして、ドランさんを父の仇かたきだと信しんじ込こんで、ひどいことを……」

ドラン：いや、構かまわないナリ。君のせいじゃないナリ。

アキナ：だって、あれはバルム……。

マルセル：アキナ、バルムンク・ノヴァのことは知らせない方がいい。

アキナ：う……そ、それは確かに！

ドラン：（渋しぶめの口調で）ふ、すべては過すぎてしまったことさ。ジャスミンなんて少女を、我われ々われは見なかった。それでいいじゃないか―――。

アキナ：……ナリ（笑）。

ドラン：君はお父さんのことを大切にしていた。その気持ちを、悪い人間に利用されてしまったに過ぎないナリ。

ＧＭ：「そ、そう言われると……」

ドラン：それに、友の面おも影かげを残した娘むすめを、いつまでも恨うらむことはできんナリ。

ＧＭ：「ドランさん、わたしを許ゆるしてくれるんですか？」

ドラン：最初から、憎にくんではいないナリ。
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ＧＭ：「ドランさん……」

マルセル：そういえば……ヴォルケイノにはまっていた竜りゆう輝き石せきはどうなったんだ？　ギィが回かい収しゆうしたのか？

ギィ：いや、オレも戦闘不能になってたから……。

アキナ：じゃあ、ジャスミンの形見だし、あたしが拾ってジャスミンに返してあるんじゃないかな？

ＧＭ：ではそれでいきましょう。今はペンダントとして彼女の首に掛かかっています。で、ジャスミンは、それを外して「これは、あなたが持っていてください」と、ドランに渡します。

ドラン：（渋く低い声で）待て……それは君の父、ローレンスの形見なんだろう。軽々しくはもらえないナリ。




　だが、ジャスミンは寂しそうに首をふった。




ＧＭ：「わたしが持っていても、人に災わざわいをもたらすことにしか使えなかった」

アキナ：でもそれは、グリンダのせいだし……。

ＧＭ：「そのうえで、これには大きすぎる力があります。きっとわたしが持っていても災いを呼ぶだけ。ドランさんのような強い人なら、きっと正しく使ってくれるでしょう」

ドラン：そうか……なら、ありがたくいただくナリよ。お礼といっては何だが……しばらくはこの街に滞在する予定ナリ。その間思い出したローレンスの思い出を話してあげよう」

ＧＭ：「ドランさん、ありがとう！」思わず涙をこぼすジャスミン。

アキナ：か……カッコいいです！

ギィ：男は外見じゃねぇな！（笑）

ドラン：フ、しかし、また竜輝石が増ふえたナリ。

マルセル：しかし、竜輝石がドランの元に集まってくるな（笑）。

ドラン：……ワタシの体内にある王おう威いの竜輝石、この知ち恵えの竜輝石と取とり替かえればいい気がしてきたナリ（笑）。

ギィ：そういう技ぎ術じゆつ者しやがいれば、やれるかもしれねぇな。

ＧＭ：まあ、その辺は次回以降のお楽しみってことで。

ドラン：では、大事にしまっておくナリ。

ＧＭ：で、ジャスミンはアキナに向き直って言います。「……アキナちゃん、本当にごめんなさい。でも、戦いながら、アキナちゃんが一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっている姿すがたは見えていたから……。こんなわたしでも、まだ友達でいてくれるかな？」

アキナ：もちろん、友達だよ！　ジャスミンが生きていてよかった。

ＧＭ：「ありがとう」と、堰せきが切れたように、泣き出します。

アキナ：さ、ジャスミン。都市の人たちを見に行こう。

ＧＭ：「……えっ？」

ドラン：外は実じつ際さい、どうなっているナリか？

アキナ：きっとお祭まつりみたいになってるんですよ？

ギィ：確かにな！　きっと、都市を守ってくれたピアニィを称たたえてるんじゃないかな？

ＧＭ：はい。じゃあそういうことで（笑）。




　グランニコルは、時じ季き外はずれの祭りに賑にぎわっていた。

　人々は目前に迫った災害を免まぬがれ、今を生きていることに感謝の念を捧げる。

　喜びの声があがり、通りや辻では楽しげな歌や踊りに興きようじる者も見られた。




アキナ：ジャスミンの手を引いて都市に出ますよ。ほら、みんな喜んでいるよ！

ＧＭ：「良かった」ほっとするように言うジャスミン。

アキナ：ねぇ、この街の案内して。せっかくだから、オイシイものも食べたいし（笑）。

ＧＭ：「ええ、まかせて！」ジャスミンは笑顔を取り戻して言います――。




　ふたりの少女は賑やかな通りへ仲良く繰り出していく。

　友達との絆を証明するように、つないだ手のぬくもりはどこまでも優しかった。







◆Ending 03◆墓ぼ標ひようの前にて




　夕日に染そめられた無数の墓標が並ならぶ中に、マルセルは立っている。

　グラハム将しよう軍ぐんは、バルムンク・ノヴァではなくレイウォール三二将しようとして葬ほうむられた。

　彼が真に何をしようとしていたのかは、もう語られることはない。




ＧＭ：あと、エンディングでなにかする人はいますか？

マルセル：グラハムの墓の前で、冥めい福ふくを祈るシーンをやりたいのだが。

ＧＭ：では、そのようなシーンを演えん出しゆつしましょう。場所は、グランニコルにある墓ぼ地ち。どこまでも続く墓標を、夕日が朱しゆ色いろに染そめています。

マルセル：……そんな描びよう写しやをされると、少しはセンチメンタルな気持ちになるな。

ＧＭ：マルセルの前には、グラハムの墓標が建たっています。

マルセル：「老ろう将しようグラハム、ここに眠ねむる」という墓ぼ碑ひ銘めいがあるだけの、シンプルな墓なんだろうな、きっと。

ＧＭ：そうですね。

マルセル：無言で、墓ぼ碑ひをじっと見ている。

ギィ：バルムンク・ノヴァになったとはいえ、元はレイウォール三二将のひとり。墓くらいは建てないと体てい裁さいが悪いよな。

ドラン：たぶん、そうナリね。

マルセル：……グラハムがバルムンク・ノヴァであったことは、歴史に残されることはないだろう。

ドラン：せめて、英雄として眠れということナリか？

マルセル：英雄にはならんだろうが、せめて国を思う軍人として眠ることは許してやろうと思う。これでも、一応、元もと同どう僚りようだ。

ドラン：そういえば、そうだったナリね。

マルセル：最後に、グラハムの墓はか石いしに、弔とむらいの酒をかけておこう。




　とくとくと、墓石を酒が伝う。

　こののち、グラハムがどのような最さい期ごを遂とげたかを語られることはないだろう。

　そして、彼を弔ちよう意いに訪おとずれる者も、いないのだ。




マルセル：グラハム将軍、先に行って待っていてください。どれほど先になるかは分かりませんが、私わたしもいずれはそちらへ行くでしょうから。
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ＧＭ：マルセルが、静かに呟つぶやいたところで、シーンを終了します。




　帝てい紀き八一四年三月―――。

　アラリア山が噴ふん火かし、流れ出た溶岩の竜がグランニコルの都市を襲おそった。

　そのとき、都市を訪おとずれていたフェリタニア合衆国大統領ピアニィは、自らの身の危き険けんも顧かえりみず、溶岩の流入を食い止めた。

　それまで彼女に対する反感も少なからずあったが、この事じ件けんを期きに市民のわだかまりは解とけていったという。

　その陰かげで高機動突撃部隊エンジェルファイヤーの活かつ躍やくがあったことは、知られていない。





「アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ」

第七話「灼熱戦線」

―ＦＩＮ―
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◆Preplay 01◆それは高原からの爽さわやかな……




　さて、八話目の収しゆう録ろく日びがやってきた。

　第七話では色々と伏ふく線せんを張はっておいた。

　果たして無事に回かい収しゆうできるか。

　請こうご期待である。




●今回予告とハンドアウト




▼今回予告

「子ヤギのユキちゃんを捜して欲ほしいの」

　合衆国軍師、ナヴァールはエンジェルファイヤーにこの問題の解決を命じた。

　帝紀八一四年四月のことである。




一同：子ヤギのユキちゃんっ!?（一同爆ばく笑しよう）

酒井：な、なぜ子ヤギ？

たのあきら：なんだか世界名作劇げき場じようの世界みたいだな（笑）。

ＧＭ：では、続けます。




　グラスウェルズの都市バーゼルに住む少女からピアニィに宛あてられた、とある嘆たん願がん状じよう。

　その内ない容ようは、子ヤギのユキちゃんがいなくなったので探さがして欲しい、というものだった。

　不ふ審しんに思ったグラスウェルズの軍ぐん師しアンソンは、ナヴァールに相談をもちかける。




たのあきら：そりゃ不審に思うわな。




　そしてナヴァールは、この事じ件けんの解かい決けつのためにエンジェルファイヤーの派は遣けんを決定した。

　果たして、エンジェルファイヤーは都ま市ちの平和を守れるのか？




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

　第八話「神しん聖せい帝てい国こくの野望」

　すべては竜りゆうの石いしの導みちびきのもとに――。




一同：…………。

きくたけ：……なあ、かわたなよ。

ＧＭ：はい、なんですか？

きくたけ：子ヤギのユキちゃんと、都市の平和と神聖帝国の野望は、全然繫つながってないような気がするんだが？

ＧＭ：それがどう繫がるかは、本ほん編ぺんをお楽しみに。

酒井：それは楽しみですねー。

ＧＭ：次に、ハンドアウトを読み上げます。まずはアキナのハンドアウトです。




▼アキナ・ブルックス用ハンドアウト

コネクション：アンソン・マンソン　　　関係：兄のマブダチ

　あなたは任にん務むのため、再びグラスウェルズの地にやってきた。あなたを招まねいたのは、アンソン・マンソン。いまや、フェリタニアの友ゆう好こう国こくとなったグラスウェルズの新しい軍師にして、あなたの兄のマブダチである。彼かれは言う。グラスウェルズを戦火から救うため、この訳わけありの任務を引き受けてほしいのだ、と。




酒井（以下、アキナ）：アンソンさん、アル兄様のマブダチだったんだ（笑）。

きくたけ：前ぜん巻かんで言ったじゃないか。アルとアンソンはマブダチだよ！（力説）

ＧＭ：長年対立していたグラスウェルズとレイウォールは今や友好国。しかも、両国ともピアニィの傘さん下かと言っていい状じよう態たいです。

アキナ：すごーい。

たのあきら：これも、著ちよ者しや同士の無む茶ちや振ぶりの結果か。

きくたけ：そう思うと感かん慨がい深ぶかい（笑）。

ＧＭ：しかし、これで仲良し、めでたしめでたし、とはいかないわけです（笑）。

たのあきら：そこで我われ々われの出番、というわけだ。

アキナ：世界のために頑がん張ばります！（笑）




▼マルセル・ベルトラン用ハンドアウト

コネクション：子ヤギのユキちゃん　　　関係：庇ひ護ご

「子ヤギのユキちゃんを救うのだ」

　ナヴァールは、大おお真ま面じ目めな顔をしてそう言った。

　そんな理由で、あなたたちにグラスウェルズに赴おもむくように、と彼は言う。

　どうやら、グラスウェルズ南部の都市バーゼル特有の複ふく雑ざつな事じ情じようを考こう慮りよした判はん断だんらしい。部下として、正式な任務なら断ことわるわけにはいかない、のだが……。




アキナ：だが……（笑）。

きくたけ：「だが……」で終わりかよ（笑）。

鈴吹：このハンドアウト舐なめてるだろー（笑）。

ＧＭ：いえ、ひどいのはハンドアウトではなく、マルセルをいじって楽しむナヴァールです。

鈴吹：オレのキャラのせいにするなよ！（一同爆ばく笑しよう）

たのあきら（以下、マルセル）：ふむ……。

アキナ：何を考えてるんですか？

マルセル：うん。このハンドアウトの内容の狙ねらいがなんなのかについて、ちょっとね。

ＧＭ：先読みはお手て柔やわらかに（笑）。




▼ドラン・ベレレン用ハンドアウト

コネクション：謎なぞの巨きよ人じん　　　関係：謎

　不思議な夢ゆめを見た。その夢では、あなたは巨人だった。燃もえさかる大地に立ち、あなたと同様の巨きよ体たいを揺ゆらして迫せまり来る、無数の巨人たち。

　その夢から目覚めた後、いくら振ふり返かえっても、そんな夢を見るような記き憶おくはなかった。そして、次なる任務のために向かった都市で、あなたは驚きよう愕がくの光景を目の当たりにする。




鈴吹：同様の巨体？　ドランも巨体だったのか。

ＧＭ：身長は五七メートルくらいです（笑）。

鈴吹：そうすると、体重は五五〇トンか。

きくたけ（以下、ドラン）：今どきそれ通じるのかな？（笑）

マルセル：最近はゲームを通じて知ってる人も多いとは思いますが。

ドラン：もしかしたら、恐きよう竜りゆうだった頃ころの遺い伝でん子しの記憶が甦よみがっえたんだったりして。

鈴吹：その体で、どこに遺伝子が残ってるんだ（笑）。

ドラン：（ハンドアウトを読み直して）しかし、何が驚愕なんだろう？

ＧＭ：詳しよう細さいは、その都市に行ってからのお楽しみってことにしましょう。




▼ギィ用ハンドアウト

コネクション：オーレリー・カルマン　　　関係：師し匠しよう

「ひとつ、貸かしを返してもらおうか」

　目の前には、笑え顔がおのオーレリー・カルマン。だが、その目は笑っているように見えないのは気のせいか。

　話を聞けば、彼かの女じよの出身地であるグラスウェルズ南部の都市、バーゼルで反はん乱らんの気配があるという。その真しん偽ぎを探さぐり、問題があるなら穏おん便びんに処理してほしいとのことだった。




鈴吹（以下、ギィ）：うおー、またマムかー（笑）。

ＧＭ：またかといっても、あなたの師匠ですよ？　女の子にしか見えませんが。

ギィ：お前、わかっててやってるだろー！（笑）

アキナ：ギィはオーレリーさんが本当に苦にが手てなんですね（笑）。

ギィ：だって、ガキの頃のことまで知られてるんだぞ？　そりゃあ苦手だ。

ＧＭ：そういうロールプレイをしてもらっているので、大変助かります（笑）。

ギィ：分かった、師匠の言うことにゃあ、逆さからえねえ。引き受けよう。

ＧＭ：はい。では次に、各キャラクターの成長報ほう告こくをお願いします。




●キャラクターの成長

　というわけで、それぞれキャラクターの成長に移うつる。データを付き合わせ、あれやこれやと言いながら、数十分ほど。そして。その結果を報告してもらうことになった。




▼アキナ・ブルックス（14レベル）の場合

ＧＭ：それでは、アキナさんからひとつお願いします。

アキナ：はい、14レベルになりました。そして、ダンサーにクラスチェンジです。踊おどっていろいろできるようになりました。

ギィ：おお、来たなダンサー。

ＧＭ：攻こう撃げきが当たりやすくなったりダメージが上がったりと。

アキナ：身軽になったって感じですかね。取しゆ得とくしたスキルですが、ウォーロードの《ファストセット》を取りました。これで、マイナーアクションが二回できるようになりました。

ドラン：これで、《スマッシュ》しながら《レイジ》をすることができるようになったナリ。

アキナ：それと、ダンサーの《フェザータップ》を取りました。こっちは、マイナーアクションで飛ひ行こう状じよう態たいになれます。

ギィ：しかもこれ、移い動どうできるんだよね。

アキナ：そうなんですよ。おかげで《ファストセット》と《フェザータップ》の両方を使うと移動しながら《レイジ》ができるようになりました。

マルセル：エンゲージを抜ぬけて、他のエンゲージにも入れるからなー。

アキナ：あと、自動取得スキルで《ダンシングヒーロー》を取得です。いろんな判はん定ていにダイスを＋１個こできます。

ギィ：それが一番強いかもな。つうか、高速機動型アキナになったって感じか。

ドラン：高速機動型アキナ（笑）。

ギィ：そうそう、足にバーニアとかつけて。

アキナ：つけられるんですか!?（嬉き々きとして）

ギィ：いや、つかないけど。……なんでそんなに嬉うれしそうなんですか？（笑）

アキナ：だって、かっこよさそうじゃないですか！（笑）　あと、フェイトが１点伸のびました。装そう備びは変わってません。あたしの成長は以上です。

ＧＭ：わかりました、では次に移りましょう。




▼マルセル・ベルトラン（14レベル）の場合

ＧＭ：では、次はマルセルの報告をお願いします。

マルセル：はい。クラスは変わらず。《ハイプロテクション》が４レベル。《パリペイティア》が２レベルになりました。

ギィ：来たー、振ふり直しが二回になったぜ。

ドラン：かわたな相手には二回でも少ないくらいだが。

アキナ：そうですね、たくさんクリティカル出すし。

ＧＭ：いやいや、そんなことはないですよ。

マルセル：装そう備びは結けつ構こう変わってます。まず頭部がラックハットになりました。これで、ダイスを振る魔ま術じゆつの効こう果かに＋【幸運】できます。

ギィ：ラックハットの効果って、確たしか回数制せい限げんあったよね？

マルセル：そうそう、使用回数はシナリオ中三回しか使えません。しかし、実は予よ備びを持っているので、被かぶり直せば回数が増ふえます（笑）。

ドラン：なるほど、そんな手が（笑）。

マルセル：戦せん闘とう中だとアクション無しで捨すてて、マイナーアクションで被ることになります。でも、実じつ際さいは、戦闘が終わったら切きり替かえるって感じかな。あと、軽銀の盾たてからマジックシールドに変わり、防ぼう御ぎよ力りよくが１点上がりました。

ＧＭ：なるほど。

マルセル：それから、フェイトが１点伸びました。

ＧＭ：了りよう解かいしました。




▼ドラン・ベレレン（14レベル）の場合

ＧＭ：それでは、ドランの成長報告をお願いします。

ドラン：レベルが14になって、《コキュートス》が４レベル、それと《アヴェンジ》を新たに覚えたナリ。

ギィ：回かい避ひを捨てて反はん撃げきする戦法か。

ＧＭ：より攻こう撃げき的てきになったというか……。

ドラン：ワタシを攻撃すると、パカッと頭部が開いて氷ひよう結けつ魔ま法ほうで反撃するナリ（笑）。

マルセル：よりビックリドッキリメカになった（一同笑）。

ＧＭ：その他の成長は？

ドラン：フェイトが１点増ふえたナリ。装備は変わらないナリよ。




▼ギィ（14レベル）の場合

ＧＭ：では、ギィの成長報告をお願いします。

ギィ：《マークスマン》が４レベルになって攻こう撃げき力りよくが上がった。それから《ハードラック》を１レベル取得したので、一回だけ、ダイス１個の目を６に変へん更こうできるようになったぞ。

ＧＭ：おお、なるほど。

ギィ：《ファーストストライク》も持ってるから、よりクリティカルが狙いやすくなったぜ。

マルセル：私わたしの《シーリィ》もあるしな。

ドラン：ギィがクリティカルすると強いからなぁ。とにかく当たれば以後、物理防御力を０にしたり《レイジ》で大ダメージ出したりできるし。より便利になったナリ。

ギィ：装備変更の目玉は、太陽の腕うで輪わの購入だ。これで【器き用よう】が上がった。

ドラン：命中しやすくなったということナリね。

ＧＭ：では、次に移りましょう。

























●ギルドスキル

ＧＭ：エンジェルファイヤーのギルドスキルですが。ギルドレベルが１レベル成長していますので、新しく《ギルドスキル》を取得できます。

ギィ：前回はなんと言っても《結けつ束そく》が活かつ躍やくしたからな～。

アキナ：今度は何を取りましょう？

ギィ：うーん、５レベルの《再さい行こう動どう》を取っていくか……。

マルセル：そうなると……取得済ずみのギルドスキル、どれを置いていく？

アキナ：そんなにコストが高いんですか？

マルセル：それだけ《再行動》は強力なんですよ。

ドラン：《目め利きき》と《突とつ撃げき部隊》ってとこナリか？

ギィ：いや、それだともう１レベル分置いていかないと駄だ目めだ。

ドラン：《陣じん形けい》も諦あきらめるナリ？

一同：うーん……。

ギィ：……まぁ、アキナがマイナーで移動できるようになったからな～。

ドラン：たぶん、この三つを置いていくことになっても、それに見合う強さがあると思う。

マルセル：確かに。

ギィ：じゃあ新しん規き取得は《再行動》にする？

アキナ：はい、《再行動》にします！

ＧＭ：了解。他に買い物などはありますか？

ギィ：ＥＸＭＰポーションをみんなに一本ずつ買おう。

マルセル：では、ギルド資し金きんから消費します。

ＧＭ：では、こんなところでプリプレイは終しゆう了りようですね。
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◆Opening 01◆業ごう火かの記き憶おく




　それは、戦場の光景―――。

　業火が揺ゆらめく大地を、巨きよ大だいな人の形をしたものたちが行軍していた。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。最初はマスターシーンから。炎ほのおに包まれた戦場が映うつし出だされています。

アキナ：るるる～る、る～る～る～♪

ギィ：かつて火の七日間と呼よばれる最終戦争が……（笑）。

ＧＭ：まぁ、たしかにそんなイメージの画面ですが。

ギィ：えっ、そうなのか!?（一同笑）

ＧＭ：業火に包まれた戦争の中、たくさんの巨きよ大だいな人型機械が動いています。

ドラン：マジでそんなシーンなのか。

ＧＭ：その巨人の中で、一機だけ雰ふん囲い気きの違ちがう人型機械があります。その巨人は単身、無数の人型機械に挑みかかり、次々と屠ほふっていきます。

アキナ：わ、強いですね！

ＧＭ：はい。その力は圧あつ倒とう的てきです。そしてドラン―――。

ドラン：な、何ナリか？（笑）

ＧＭ：この強力な人型兵器はあなた自身なのです！

ドラン：なんと!?（一同笑）
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ギィ：そうかー、ドランの前世は巨きよ神しん兵へいだったのか（笑）。

アキナ：薙なぎ払はらえー！　って感じで超強力な光線が放たれる〝アレ〟ですね！（笑）

ギィ：どうした、かつて世界を焼き尽つくしたという力を見せてみろー。

マルセル：それじゃ、まんまでしょ！（笑）

ＧＭ：そうそう。この夢は火の七日間ではありません（笑）。で、その巨人と化したドランは他の人型機械に囲まれて不利になりつつも、立ち向かっていきます。

ドラン：ふむふむ。

ＧＭ：やがて、戦争は最終局面を迎むかえます。あまたの人型機械たちが総そう攻こう撃げきを開始し……迎むかえ撃うつようにして、ドランもまた、必ひつ殺さつ技わざを放ちます。

ドラン：必殺技？　では、宝ほう石せきをチャージしてびしゃあーっと冷れい凍とう光線を発はつ射しやするナリ！

ＧＭ：では、画面いっぱいがその光で満たされ、あなたの視界はホワイトアウトします。




　ややあって、ドランはハッと目を覚ました。




ＧＭ：というわけで、ドランは自宅の寝室で目を覚まします。

ドラン：はっ……今のは夢ゆめ、ナリか？　いや、実に爽そう快かいな夢だったナリ。

一同：爽快!?（笑）

ドラン：いつものワタシらしくないこの感覚はなんナリか？　そして、この殺意に溢あふれた夢……ワタシはいったいどうしてしまったのか？

アキナ：ドランさん、いつも問題を抱えてますね。

マルセル：何しろ、歩く竜輝石だからな（笑）。

ドラン：こ、これ以上の懸けん案あん事じ項こうはいらないナリ、あれは夢！　今見たのはあくまで夢！　すやすや、ナリィィィ……すやすや。

アキナ：あっ、二度寝した（笑）。

ＧＭ：では、ドランが自分に何かを言い聞かせるように二度寝したところで、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆子ヤギのユキちゃん捜そう索さく命令




　ノルウィッチにあるナヴァールの執しつ務む室しつ。

　マルセルたち高速機動部隊エンジェルファイヤーは呼よび出だしを受けて集合した。

　ナヴァールは大おお真ま面じ目めな顔で言った。子ヤギのユキちゃんを捜さがせと。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーはマルセルですが、全員登場です。

マルセル：はい。

一同：はーい。

ＧＭ：場所は、ノルウィッチにあるナヴァールの執務室。皆みなさんは呼ばれてやってきたのですが……ナヴァールの姿すがたが見当たりません。

一同：おや？

ＧＭ：皆さんが不思議に思っていると、壁際にある洋服ダンスの扉とびらがスパーンと開き、中からナヴァールが出てきます。「エンジェルファイヤーの諸しよ君くん、よく来てくれた」

マルセル：なぜそんな無意味なことをしているんだ！（わなわな）

ドラン：って言うか、執務室にタンスがあるんかいっ!?（笑）

アキナ：ナヴァールさん、あたしたちに構かまって欲ほしくてしょうがないんですね（笑）。

ＧＭ：「さて、エンジェルファイヤーの諸君に話がある」とキリっとした顔で……。

ギィ：今さらカッコつけるなよ！（笑）

ＧＭ：（無む視しして）「グラスウェルズのアンソン伯はくから電話があってな」

ドラン：待て、あるのか電話！

ＧＭ：は、口が滑すべりました。アニマルメッセンジャーの伝でん書しよ鳩ばとで連れん絡らくが届とどいたということで（笑）。「少々困こまったことが起きているとのことなので、君たちを貸かし出だすことにしたのだ」

マルセル：ほう、困ったこととは？

ＧＭ：「迷子になった子ヤギのユキちゃんを捜して欲ほしいの」というアーデルハイドという娘からピアニィ陛下へ宛てた嘆願状を受け取ったそうだ。

マルセル：……で、どうしろと？

一同：……。

マルセル：……隠かくし事ごとがあるなら、今のうちに話をしておけ。怒おこらないから（笑）。
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ＧＭ：「これは、高度に政せい治じ的てき理由があってな……」

マルセル：誤魔化しにかかりやがった!!（笑）

ドラン：今までに比くらべて、子ヤギを探せとはあまりにも簡単すぎる依い頼らい。

マルセル：この前、火山の噴ふん火かから都市を救ったばかりだというのに。

ドラン：何だかしっくりこないナリな～。

ギィ：……平和になったから、簡かん単たんな仕事だけしてれば良くなったってことじゃね？

アキナ：あっ、なるほど！

ギィ：そうだ、今までの苦労が報むくわれたってことだ！　良かったじゃねぇか！

アキナ：そうですよ！　それに、女の子が困ってるなら、何とかしてあげたいです！

マルセル：アキナたちの言い分も分かるが、それでも私わたしは納なつ得とくできない。

アキナ：そ、そうなの？

マルセル：アンソン伯はくはグラスウェルズ王国軍ぐん師し。本当に単たん純じゆんな作業なら、なおさら自分の部下にやらせればいい。いかに少女の希望とはいえ、合衆国に頼る理由など、どこにもない。

ＧＭ：ナヴァールは苦く笑しようします。「では、もう少し詳しよう細さいを語ろう」

マルセル：事情？　だったら、最初からそれを話せよ！

ＧＭ：「これは依頼のあったバーゼルという都市の特とく殊しゆな状じよう況きようゆえのものだ」

マルセル：ほう、特とく殊しゆな状じよう況きようとは？

ＧＭ：「うむ。バーゼルはアンリ軍に与くみした都市なのだ―――」

ギィ：アンリ側についた都市か……。




エダム公こうアンリ

　グラスウェルズの王族で、王位継けい承しよう権けん第一位。帝紀八一三年にフィリップ王に反旗を翻す。策謀に長けていたが、軍事的には無む能のう。レイウォールからの援軍を背景に、フィリップ軍を追い込む。結局決戦に敗れ、崩壊する要塞の中に消えていった。
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ＧＭ：ナヴァールは言います。「バーゼルは昨年の竜輝石戦争の際さい、基本的にフィリップ王を支持した南部にありながらエダム公アンリ側に味方した珍めずらしい都市なのだ」と。

マルセル：……その都市の場所を考こう慮りよするに、アンリ軍についたとするとずいぶんと苦しいことになるだろう。なのに、何な故ぜアンリの味方についたのだ？

ＧＭ：グラスウェルズ王国は、まずは北部で建国され、徐々に南に勢せい力りよくを拡ひろげていきました。結果、もともと南部で生活していた人々は、徐じよ々じよにバーゼルに集つどうようになったのです。

ギィ：まぁ、強きよう制せい的てきではないにせよ、追い立てられた感があるって話だな。

ＧＭ：その思いもあって、正統なるグラスウェルズ王であるフィリップではなく、反乱をしたアンリに味方してしまったのです。

アキナ：昔むかしから因いん縁ねんなんですね。

マルセル：それとアンソンがナヴァールに相談したのと、どう関係するんだ？

ＧＭ：内ない紛ふんが終わった直後で、争っていた者同士、色々とむずかしい問題があるんですよ。

アキナ：うーん。以前、争っていた相手にこんなお願いをしてくるのはおかしい、とか？

ＧＭ：そんな感じです。「他にも理由はあるのだが……それは、アンソン伯自身から語ってもらった方が分かりやすいだろう」

ギィ：グラスウェルズ王国内には、そういう場所はいっぱいあるからなぁ。アンソンの部下も手て一いつ杯ぱいになってるんだな、きっと。

アキナ：そうなんですか？

ギィ：うん。これはプレイヤー発言だが、グラスウェルズって、元は小国だったんだけど、周りの国々を併へい合ごうすることによって大きくなっていった歴史があるわけで。

マルセル：併合された側から見ると、今の国王を良く思えない部分もあるってことか。

アキナ：そういう歴史があるなら、分かりますね。

ギィ：だから、内紛の時にはそれぞれの思おも惑わくもあっただろうし、戦後も火種が残る。

ドラン：レイウォール王国に比くらべて、グラスウェルズは中央集しゆう権けんの度合いが低いナリ。

ＧＭ：バーゼルは独どく自じの文化があり、都市の外の人間を寄よせ付つけない部分もあったりします。
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アキナ：……何か、複ふく雑ざつですね。

マルセル：その分、市民の結けつ束そく力りよくは強いだろうし、他の地方から見ても独どく自じ性せいは憧あこがれられていたりするだろうから、悪い点ばかりではないだろう。

アキナ：なるほど。

マルセル：まぁ、人手不足だから手伝えということと、第三者の目で見て来て欲しいということなんだな、きっと。

ＧＭ：「そうだ。……もちろん、アンソン伯の杞き憂ゆうで、本当にささやかな依頼である可か能のう性せいもある。だが、それでも君たちを派は遣けんするのには、もうひとつ理由がある」

マルセル：ふむ？

ＧＭ：ナヴァールが言おうとすると、ドドドと派は手でな足音を響ひびかせ、ステラがやってきます。

マルセル：ステラ様が!?


ギィ：しかもそんな足音で（笑）。

ＧＭ：レイウォールを治める立場のステラは、本来はここにいてはいけないのですが、ある事情のためにやってきたのです。

ギィ：……よっぽどの事情なんだろうな？

ＧＭ：部屋に入ると、いきなりナヴァールに詰つめ寄よります。「ピィ陛へい下かに縁えん談だんとは、どういう了りよう見けんだ、ナヴァール！」

一同：縁談!?

ドラン：ほほーう。

ＧＭ：「ゴルフォードのドワーディンからピィ陛下にプロポーズが来たと聞いたぞ！　どう対たい処しよしたのか聞かせて貰もらおう！」とナヴァールに摑つかみかかっています。ちなみに彼女は、この苦情を言うため、山積みの案件を一月かけて片付け、ノルウィッチに駆けつけたのです。

ドラン：そこまでするのか!?

アキナ：ドワーディンとの縁談……って前回そんな話もありましたね（笑）

ドラン：あの残念な人ナリね。

ギィ：しかも、年ねん齢れい的てきにはドワーディンの方がかなり年上なんだよな。

ＧＭ：で、スゴイ剣けん幕まくのステラに対し、「結けつ婚こんすると決まったわけではないのだ。落ち着きなさい、ステラ」とナヴァールはやんわりとなだめます。

ドラン：我われ々われでなくてもビックリするナリ！（笑）

ＧＭ：アルディオン大陸のかなりの部分が、ピアニィの支し配はい下になったんですから、グラスウェルズにしろ、ゴルフォードにしろ、仲良く付き合いたいと思うに決まってるでしょう？

ドラン：それは、たしかに。

マルセル：で、リシャールあたりとの縁談も再さい燃ねんの可か能のう性せいが出てくるわけだ。

ギィ：それに、なぜかアルとナーシアをくっつけようとする勢力もいるし！（笑）

アキナ：そっちは断だん固こ反対です！（笑）

ドラン：アキナ、落ち着くナリ！

ＧＭ：ステラとナヴァールは「まだピィは若わかい！　結婚など早すぎる！」「いや、ただ、そういう話もあるというだけだ」とやりあっています（笑）。

ギィ：（ナヴァールになって）「いいからステラ、お前はノルドグラムに戻もどるのだ。レイウォールのためにせねばならない仕事が山ほどあるはずだ」（笑）

ＧＭ：「仕方ない。いいかナヴァール。勝手に縁談を進めたら、お前の首を刎はねるからな！」




　自分の恋れん愛あい感かん情じようより、妹への情が勝つ女、ステラ。




マルセル：…………。

ＧＭ：そこで彼女は皆さんに気づきます。「見苦しい姿すがたを見せてしまったな。忘わすれてくれ」

マルセル：……いえ。

ＧＭ：「おお、マルセルか。ピアニィには早いが、お前はそろそろ身を固めてもいい頃ころだろう。レイウォールには淑しゆく女じよも多い。縁談でも見み繕つくろおうか？」

マルセル：うっ……。
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アキナ：こ……、これは!?

ドラン：……マルセルの気持ち、てんで伝わってない――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「マルセルも激げき務むに追われる日々を送っていると聞く。やはり、陰かげで支ささえてくれる女じよ性せいが必要だろう。……よし、何としてでも、良い縁談を持ってくるからな。楽しみに待っていろ！」（一同爆笑）　そう言って去っていきます。

マルセル：こ、これは……次巻が出るとしたら、マジで私に縁談が来たりしかねんな（笑）。




　恋れん愛あいまで裏うら目めに出る男、マルセル。




ギィ：なんつーか、ステラってこういうキャラ立ちだよな。しかし、マルセルは、ステラと一いつ緒しよにレイウォールに戻もどりたい気持ちはねぇのか？

マルセル：こちらでのしがらみも増ふえたしな。……というか、今、私がノルウィッチから離はなれると、この合がつ衆しゆう国こく自体が崩ほう壊かいしかねん。

ギィ：責せき任にん感かんのお強つよいこって（笑）。

ドラン：今まで、連合王国を支えてきたナイジェルたちも、ウィルフレッドのためにアヴェルシアに行ってるだろうから、ノルウィッチの人手も少なくなってそうナリね。

マルセル：まあ、そういうわけだ。

ドラン：だが……今回の任にん務むは……子ヤギ探し。

マルセル：くっ、おのれナヴァールっ!?（ぷるぷると震ふるえる）

ＧＭ：と、とりあえず話を戻します（笑）。「ともかく、諸しよ外がい国こくと融ゆう和わ政せい策さくが進みつつある。そんな中、ドランの中にゴルフォードの王おう威いの竜りゆう輝き石せきがある現げん状じようは、中々にマズいのだ」

アキナ：え、竜輝石を取り出したら、ドランさんが死んじゃう！

ギィ：さらばだ、ドラン（敬けい礼れい）。

ドラン：国の友ゆう好こうのために、ワタシを犠ぎ牲せいにするつもりナリかー!?（一同笑）

ＧＭ：「―――いや、無む理りに摘てき出しゆつするつもりはない」

ドラン：ほう。

ＧＭ：「君たちは、以前、グラスウェルズに腕うでの良い錬れん金きん術じゆつ師しがいると言っていただろう」

一同：マルドール！
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ＧＭ：「そうだ。グラスウェルズに任務に赴おもむくついでに、その人とドランの研究について話をつけてくるというのはどうだろう？」

ドラン：確かに、王威の竜輝石がいつまでも体内にあるのは困りものナリ。というか前回のエンディングで手にした知ち恵えの竜輝石と、入いれ替かえられるかもって話もあったし。

アキナ：あの石も、あんな噴ふん火かを起こす力がありましたよね。あれを入れたら、ドランさんがパワーアップしたりして。

ギィ：王威の竜輝石と知恵の竜輝石はそれぞれ異なる力があるが、どっちが上ということもないと思う（笑）。まあ、少なくともドランの動どう力りよく源げんとしては十分以上さ。

マルセル：だが、そういうことなら、マルドールが裏うら切ぎって王威の竜輝石を持もち逃にげするようなことも警けい戒かいすべきではないか？

ギィ：マルドールはファントムレイダーズの仲間だし、プレイヤー的には、そう簡単に裏うら切ぎるとは思わないな。

ドラン：キャラクターとしては、「アンソン伯が信しん頼らいする人間だから、きっと信頼に値あたいする」くらいの感想になるナリね。

アキナ：なるほど……。

ＧＭ：錬れん金きん術じゆつの技ぎ術じゆつに関しては、ゴルフォードが最先端なのですが、事情が事情なだけにそっちを頼たよるわけにはいかないでしょう？

ギィ：あとは、イルシール大学があるグラスウェルズか、シェルドニアン学園があるエストネルくらいだろうなぁ、錬金術が発はつ展てんしてそうなところって。

ドラン：そうなると、マルドールに頼たよるのが一番安心ナリ。やっぱ面めん識しきがあるのは大きい。

ギィ：そうだよな……。ギィ個こ人じんとしては、グラスウェルズには行きたくないんだけど。

アキナ：王おう蛇じや会かいの人たちがいるからですか？（笑）

ギィ：うん。特にマムには会いたくない（笑）。

ドラン：しかし、ドランたちキャラクターとしては、ギィの事情を知らないわけナリが……。

ギィ：勘かん当どう同然で実家を飛び出したヤツが、どんなツラ下げて家に戻りゃいいんだよ。

アキナ：う～ん……気持ちは分かりますけど……。

マルセル：しかし、どう考えても、ドランの事情の方が重たい。ここは、ギィには我が慢まんしてもらうしかない。

ギィ：そうだよなー。前のセッションで《結束》も取っちゃったしな（笑）。

マルセル：まあ、不満もあるが、この依頼を断ことわるわけにはいかん。受けよう。

ドラン：では、忘れぬように知恵の竜輝石を持って旅支度を始めるとするナリ。

ＧＭ：「ではよろしく頼たのむ」とナヴァールが言い、このシーンは終了となります。







◆Opening 03◆アンソンの思惑




　子ヤギのユキちゃんを捜さがせ―――。

　そんな任務を受けたエンジェルファイヤーは、ベルクシーレのアンソンのもとに向かった。




ＧＭ：では、次は、アキナさんがシーンプレイヤーですが、基本的には全員登場です。場所はグラスウェルズの王都ベルクシーレ。アンソンの自じ宅たくです。

アキナ：もう、グラスウェルズに着いたんですね。

ＧＭ：はい、細かい道どう程ていは省きますが、転送石を用いて短時間で移動してます。

ギィ：（ハンドアウトを見つつ）オレは師し匠しようのとこに向かうので、ここには登場しないってことでいいか？

ＧＭ：ええ、構いませんよ。では、ギィ以外の皆さんは、アンソンの館の手入れが行いき届とどいた応おう接せつ室しつに招まねかれます。「よく来てくれた、エンジェルファイヤーの諸しよ君くん」と彼は出で迎むかえます。「ナヴァールから事情を聞いていると思うが……」

アキナ：バーゼルに住むアーデルハイドちゃんから嘆願状が届とどいたんですよね。飼かっていた子ヤギのユキちゃんが帰ってこないって。

ＧＭ：「そのとおり。たわいのない子供の頼みを装ってはいるけどね、普通じゃないよどう考えても。この嘆願状がバーゼルからやってきた、そのこと自体が問題なんだ」

ドラン：バーゼルは竜輝石戦争でアンリ側についたナリね。

ＧＭ：「そう。それに加えて、今も不ふ穏おんな兆ちよう候こうを見せているという報ほう告こくもある。デリケートな土地だけに、何が起こっているか探さぐっておきたくてね」

マルセル：つまり、そんな場所にグラスウェルズの公人を送ると、彼らを刺し激げきしかねないので、よその国の人間を送り込む、というわけか。

ＧＭ：アンソンは目を見開いて驚おどろきます。「……なんでわかったの？」

マルセル：初歩的な推理だ。

ＧＭ：昨年の一件に続いて、また反乱騒ぎがおきたらフィリップ王の統治能力が疑われます。「グラスウェルズの中央政府が、その動きを警戒しているという事実すらバーゼルの人々には悟らせたくない」アンソンはそう言っています。

ドラン：アンソン、どんだけ慎重ナリか!?　とてもワタシのキャラとは思えん！

ギィ：自分で言うな！（笑）　ま、グラスウェルズとしても、裏うらの仕事を担たん当とうする幻げん竜りゆう騎き士し団だんも激げき減げんしちゃってコマ不足だろうしな（笑）。

ＧＭ：お見通しですね。さすがは『ブレイク』の著者（笑）。「そういった事情で、ナヴァールからエンジェルファイヤーをレンタルさせてもらったのさ」

アキナ：な、なるほどー。気を遣わなきゃいけない場所なんですね。

ＧＭ：「そこで、君の出番だ。先日話した際、信頼の置ける人物だと思ってね。さすが我わがマブダチ、アル・イーズデイルの妹だな、と」

アキナ：ありがとうございます。意外と難しそうな任務だけど……困っている子は助けてあげなくちゃ！　それに、都市の人たちとも仲良くしようってことですよね？

ギィ：いい結けつ論ろんだな（笑）。

ＧＭ：「まったくもって。ひとつお願いだが、今回の名目はあくまで〝子ヤギのユキちゃん捜さがし〟――そういうことにして欲しい」

ドラン：アンソンなのに細かい気配りをしている！（笑）

ギィ：だから、自分で言うな！（笑）

マルセル：で、我々の肩かた書がきはどうなる？

アキナ：肩書き？

マルセル：グラスウェルズ中央政府の使節という立場は使えないんだろう？　なら、どういう立場でバーゼルに赴くか、ということさ。

ＧＭ：皆さんは合衆国の使節として派遣されます。元々ピアニィ陛下宛ての嘆願状だしね。

アキナ：なるほどー。

ＧＭ：「問題があった場合は、可か能のうなかぎり穏おん便びんに処しよ理りしてほしい。ナヴァールからは君たちに任まかせれば大だい丈じよう夫ぶ、特にマルセルやアキナは信頼に足る人物だと聞いているから」

マルセル：了解だ。…………うーむ（←難しい顔になって）。

ドラン：どうしたナリ？　何か不満とか？

マルセル：不満はあるが……。

アキナ：？

マルセル：それ以上に、この任務に失敗して死し亡ぼうした場合、「子ヤギのユキちゃんを捜さがし損そこねた者、ここに眠ねむる」と墓ぼ碑ひに刻きざまれるのが嫌いやだ（笑）。

一同：確かにそれはイヤだなぁ――っ!!（一同爆笑）
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　よく分からない結束を見せる一同であった。




アキナ：た、たぶんきっと無事に子ヤギのユキちゃんを見つけられますよ（笑）。

マルセル：そうありたいもんだ。……話は以上かな？

ＧＭ：「ああ、あとはバーゼルに行って、依い頼らい主ぬしから詳しよう細さいを聞いてくれたまえ」と、アンソンは言います。では、シーンを変えましょう。







◆Opening 04◆師し匠しようと弟で子し




　昼でも暗く、賑にぎやかな表通りとは違ちがった独特の雰ふん囲い気きを持つベルクシーレの裏うら通どおり。

　人混みを目立たぬように歩を進め、ギィはとある酒場に入っていった。




ＧＭ：それでは、ギィのシーンになります。場所はベルクシーレ。王おう蛇じや会かいの息のかかった酒場ですね。他の人は登とう場じよう不ふ可かです。

ギィ：オレのシーンか。マムに挨拶無しってワケにはいかんから、ちょうどいい。

マルセル：なんだかんだ言っても、律儀にオーレリーと会うんだな。

ギィ：そりゃあ、ハンドアウトに書かれてるからな（笑）。オレは、やだやだってぼやきつつ、あたりに目を配りながらいつもの酒場に行く。

ＧＭ：少しざわつく店内。早速ギィ昔馴染みが、無言でマムのいる個室に通してくれます。

ギィ：了りよう解かいだ。扉をあけ、やあ、久ひさしぶりマム。と、土産のアヴェルシア名産のアヴェルシア団だん子ごを渡わたす。

ドラン：どんな団だん子ごだ!?（笑）

ＧＭ：「ありがとうよ。で、今度はどんなご用で来たんだい？」

ギィ：今回は別の話なんだ。友達が故こ障しようしちゃってな。

ＧＭ：「故障するような友達っていうと、あのガシャガシャいうドラム缶かんっぽいエクスマキナかい？」

ギィ：そうそう。整せい備びしてもらうにはちょうどいいんだよ。

ＧＭ：「……そうかい、まあこっちも折り入って頼たのみがあるんだよ」

ギィ：（目を逸そらしつつ）いや～、ちょっとオレは忙いそがしくてさ。その～……。

ＧＭ：「ギィ、貸しはいくつたまってたかな～？」

ギィ：…………ああ、三つだ（一同笑）。

ＧＭ：「で、そろそろ貸しを返して貰おうか？　……バーゼルって都市がある。アタシの故こ郷きようさ」

ギィ：ふうん、そうだったのか……。

ＧＭ：「あの都市にちょっと足を延のばしてほしいのさ」

ギィ：自分の行き先なのはそらっとぼけて聞こう。何でまたそんなところへ？

ＧＭ：「……あそこは、アタシを除いて頑がん固こな連中ばかりでね」

ギィ：……バーゼル生まれだったのか。どうりで話の分からねぇ頑固な女だと思ったぜ。って心の中で呟つぶやく（笑）。

ＧＭ：「その気き質しつのおかげで、バーゼルは今の政せい権けんと上う手まくいってないんだよ」

ギィ：その前もその前も、数百年は上手くいっていなかったぜ。と心の中で呟く（笑）。

ＧＭ：「特に最近、情報が入ってこなくなったってワケさ。王蛇会と繫つながりのある商人がいるんだが……連れん絡らくがつかず、使いの者をやってもけんもほろろでね」

ギィ：へぇ、マムの息のかかった商人がねぇ。確かにおかしい。

ＧＭ：「下手すりゃ都市全体で反はん乱らんでも企たくらんでいるのか？ってぐらいさ。物騒な連中が流ながれ込こんでるとも聞くし。負けた元アンリ軍の兵士たちが、あちこちにあぶれててね」

ギィ：そういう浪ろう人にんがいるのか。

ＧＭ：「とは言え、あそこが戦場になるのも、組そ織しきにとっちゃ都合が悪い。ギィ、アンタは、合衆国だけじゃなくグラスウェルズにも顔が利きくんだろ。なんだっけ、昔の友だちは？」

ギィ：アンソン・マンソンだな。ずいぶんな出世をしたぜ。

ＧＭ：「まあ、やってほしいのはあそこで何が起きているのかの調査だよ。ついでに、もし反乱でも企んでるなら……そのお友達やら、合衆国のお偉えらいさんっていうアンタの立場をうまーく使って火を消してほしいのさ」

マルセル：……彼女、知ってますね、我々がバーゼルに行けって言われてること。

ギィ：恐おそらくな。マム、オレがあの都ま市ちに行くことになるのを知ってたんだな？

ＧＭ：マムは、黙ってにやにやしてますね。

ギィ：わかったマム、オレはアンタには借りがある。だから、そいつを返すために断ることはもちろんできない、喜んでやらせてもらうさ。だが、その前にひとつ質しつ問もんがある……。

ＧＭ：「なんだい、なんでも聞きな」

ギィ：なんで、アンタの手持ちの部下を使わない？　たまたまやってきたオレを使うのか？

ＧＭ：するとオーレリー・カルマンはニヤリと笑ってこう答えます。「そりゃあ、アンタが王宮にも顔が利くからさ。ここはアンタの力を頼った方がいいと思ったんでね」

ギィ：……わかったよ、そういうことにするか。

ＧＭ：「じゃ、頼んだよ。いやあ、アンタを育てておいた甲か斐いがあったねえ」
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ギィ：へえへえ、その借りはちゃんと返すよ。オレ、孝こう行こう者だしな（笑）。
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ＧＭ：では、こんなところでシーンを終了しましょう。







◆Opening 05◆マルドールを訪たずねて





　ベルクシーレから二日ほどの村、カサニアへ一同はやってきた。

　ここには、ルドルフと名を変えて暮らす錬れん金きん術じゆつ師しのマルドールがいる。

　彼は、昨年来ドランが抱える問題を解決する力があると目される人物であった。




ＧＭ：それでは次はドランのシーンです。場所は、グラスウェルズにあるカサニアの村。王都のベルクシーレから二日ほどの、マルドールの住む村です。

ドラン：では、村に入ったところで、さっそく子こ供どもに転がされるワタシ（笑）。

ギィ：またかよ（笑）。

ドラン：マルドールが養っている子供たちにゴロゴロ転がされながら、彼の家に突とつ入にゆうするナリ。「止めるナリよ～！」　ゴロゴロゴロ、ドカーン、ガッシャーン!!

一同：ふっとんだ――――――!?（笑）

アキナ：ああっ、ドランさーん！

ＧＭ：ドランの突入により、マルドールの工房の工具や部品が散乱します！（笑）

ドラン：う、うう。動けないナリ（←部品などに埋もれたらしい）。

ギィ：ったく。ドラ～ン、死ぬな～。すぐに引っ張り出してやる（笑）。

アキナ：散らかった部屋は適当に片付けますね（笑）。

ドラン：まったく、ひどい目に遭あったナリ～。

ＧＭ：子供たちのまとめ役の女の子が出てきます。「どういったご用ですか？」

ドラン：ところでマルドールさんはご在宅か？　また、診みてもらいたいナリ。

ＧＭ：「マルドールさんは、急な依頼が入って南方の都市、バーゼルに行きました」

アキナ：えっ！　マルドールさんまでバーゼルに？

ドラン：奇き遇ぐうなことにワタシたちもバーゼルに行く途中ナリ。ちょうどよかったナリ。

ギィ：……ちょうどよすぎるだろ!?（笑）

ＧＭ：そんなわけで、入いれ違ちがいになったことがわかります。

ギィ：そ、そうか～。入れ違いかぁ（苦笑）。

ＧＭ：ぶっちゃけますが。このシーンはマルドールがバーゼルに向かったと分かるのみです。

マルセル：というかさ。

ＧＭ：……なんでしょう？

一同：…………。

マルセル：……これは罠わなだな。

一同：ですよねぇ――っ!?（一同爆笑）

アキナ：どう考えても不自然な、子ヤギのユキちゃんの捜索依頼とか。

マルセル：で、そのバーゼルは、竜輝石戦争でアンリ側についた都市で。

ギィ：マムはバーゼルに行けと言うし。

ドラン：おまけにマルドールまで、そこに行ってるナリ。

ＧＭ：はっはっは、偶然ですよ？（笑）

マルセル：無理がありすぎだ！（笑）

ギィ：偶ぐう然ぜんみんなバーゼルに行く事情があるなんて、できすぎてるっつーの（笑）。

ＧＭ：はっはっは。子供と戯たわむれ、迷まい子ごになった子ヤギを探すという……名作劇げき場じよう的てきほのぼの路線のシナリオを、今回は目指します！

ドラン：絶ぜつ対たいにならないナリよ！（笑）

ギィ：で、マルドールは何をしにバーゼルに行ったんだ？

ＧＭ：子供たちの証しよう言げんによると、「初めて見るフードを被かぶった人間が来て、マルドールに一いつ緒しよに行くよう依頼をした」とのことです。
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ギィ：いかにも怪しいじゃねえか!?（笑）

ドラン：子供たちは、詳くわしいことは知らないナリか？

ＧＭ：はい、その人はどうやら女じよ性せいだったってことくらいしか分からないそうです。

ドラン：マルドールさんはその依頼を受けた時、どんな様子だったナリ？

ＧＭ：特に普段と変わった様子はなかったとのこと。

アキナ：うーん。子供たちは、不審な様子は感じなかったんですね。

ギィ：マルドールが関わってる以上、超ちよう古こ代だい兵へい器きとかきっと出てくるぞ。

マルセル：ありそうだな（笑）。

ドラン：ま、そんなとこナリね。じゃ、この村を出よう。

ＧＭ：「送ってあげるよ！」と子供たちが言います。

ドラン：ワタシはそんな子供たちに転がされて村の外まで運ばれる。アーレー、ゴロゴロー。




　行きも帰りも転がされる男、ドラン。




アキナ：ドランさん待ってください！　ちょっと早すぎますよ！（笑）

ドラン：好きで高速移動してるワケじゃねぇナリィ――っ!?（爆笑）

ＧＭ：自分で演出したんじゃないですか!?（笑）　そんな騒ぎの後、子供たちは村はずれで「さようなら～」と手を振って別れを惜おしみます。では、このシーンを終了しましょう。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆英雄に救われた都市




　エンジェルファイヤーは、カサニアの村から目的の都市バーゼルへ向かう。

　のどかな高原の風景を楽しみながら、まもなく都市が見えるであろう頃合いに……。

　彼らの目に飛び込んできたのは、どこか日常的に見慣れたようなシルエットを有する巨大なオブジェであった。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ。皆さんは、カサニアからバーゼルにやって来ました。バーゼルはグラスウェルズの南方にあり、後方に山脈がそびえているというロケーションです。カサニアから、一週間ほどの場所にあります。

ギィ：道中は何もなかったんだな？

ＧＭ：はい。そして、ここはヤギの放牧が盛さかんな、のどかな都市です。

マルセル：名産は乳製品や毛織物と言ったところか。

アキナ：なんか、空気の綺麗な高原を連想します。

ＧＭ：ええ、そんな感じの場所です。徐じよ々じよにバーゼルの市街が見えてくるのですが、まず目に飛び込んでくるのが巨大な円えん筒とう状じようの塔とう――。

アキナ：巨大な塔？

ＧＭ：近づくにつれ、塔が広い意味での人型だと言うことがわかります。しかし、そのシルエットはまるでドラム缶かん。頭部付近に、モノアイがついており……。

ギィ：おい待て――っ！　そ、それは……（ドランのプレイヤーに目を向けつつ）。

マルセル：ま、まさか……（ドランのプレイヤーを見つつ）

ＧＭ：はい、ドランとよく似にています。

一同：なんでだ――――――!?（爆ばく笑しよう）

マルセル：塔というより、ドランの像ぞうじゃないのか？（笑）

アキナ：ドランさん、これどういうことなんですか!?

ドラン：そんなこと訊かれても、ワタシだってわけわかんないナリ!?（一同笑）

ＧＭ：さて、皆さんがバーゼルの門を通る際さい、その塔、いえ今や像といったほうがいいでしょう。その間近に来ることになります。

ギィ：門の側にあるのか？

ＧＭ：そのとおりです。さて。ドランは像に近づいたところで、ふいに白はく昼ちゆう夢むを見ます。

ドラン：白昼夢!?

ＧＭ：それは、巨きよ人じんとなって、戦うドランのヴィジョンの繰り返しです。

ギィ：ああ、オープニングで見たヤツね。眼めからビームを撃うった夢の！（笑）

アキナ：るる～る～る、る～る～る～♪（←壮大な戦いを表現するＢＧＭ）

ドラン：ピー……どーん！（←夢の中で破壊光線を発射したらしい）

マルセル：周囲を探せば、その戦いの様子を綴つづったタペストリーとかがありそうだな（笑）。

ドラン：そんな、まるで永劫に続く神々の戦いのごときヴィジョンに心奪われ、放心状態のワタシ（笑）。

アキナ：とにかくドランさんを揺ゆさぶって、現げん実じつに引ひき戻もどしましょう。ど、どうしたの!?

ドラン：はっ！　……うむ、ちょっと白昼夢を見てしまっただけナリ（笑）。

ＧＭ：皆さんが門の近くでそんなやりとりをしていると、ドランっぽいデザインの帽ぼう子しを被かぶった門番が声をかけてきます。

ギィ：帽子までも！（笑）。

アキナ：この都市の人はみんなドランさんのことが大好きなのかなぁ？

ギィ：これ、ドラン本人とは限らないと思うが……（笑）。

ＧＭ：「バーゼルに何の用だ？」と、門番から警けい戒かいしたような声がかけられます。

アキナ：あたしたちはフェリタニア合がつ衆しゆう国こくから派は遣けんされてきました。

ギィ：そうそう、子ヤギのユキちゃんを捜さがしに。

ドラン：預あずかっている嘆願書を見せるナリ。

ＧＭ：「ちょっとその手紙を見せてみろ」と言って丹たん念ねんに確かく認にんします。「これは市長の印があるな。ふむ、通って良し！」

アキナ：ありがとうございます！

ＧＭ：そして門番はドランを見ると「……おや？」と目を見開き、「あ、あなたはガイガー様の化身!?」と驚きよう愕がくしています。

ドラン：がいがー？

ギィ：ＧＡＩＧＡＲ？

アキナ：なんだろう？

ドラン：ちょっと待て。ワタシ、いまいろんなことが起こりすぎて頭がオーバーヒート気味ナリ！　ガイガーって何？　ていうかこの像はなんなんだ!?。

ＧＭ：「これはバーゼルに伝わる伝説の英えい雄ゆう、ガイガー様だ」

ドラン：伝説の、英雄……？

ＧＭ：「ガイガー様は、大おお昔むかしにこの都市を守った英雄として、今でも崇あがめられている」

ギィ：で、門番は、そのガイガーとやらを帽子にして被っているのか？

ＧＭ：「そうだ。この都市を守る者としてのマークだ」

マルセル：なるほど。ある意味分かりやすい。

ギィ：なるほど。

ドラン：しかし、何でワタシと同じような姿すがたをしているナリか？

ＧＭ：「それはこっちが聞きたい」と門番が言います。

ギィ：ドランそっくりの伝説の英雄がいる都市か（笑）。




　だが、伝説の勇者はＰＣたちの想像以上に生活に密着していた。




ＧＭ：さて、みなさんが門をくぐり、市街入ってすぐのところに広場があるのですが、中央にはドランそっくりのガイガーの精せい巧こうな像があります。

ドラン：ぶっ！

ＧＭ：時間が来ると、頭部がカパッと開いてぷしゅーっと水が噴ふき出だします。

ギィ：すごい技ぎ術じゆつだな（笑）。

アキナ：もしやそんなからくりがあっちこっちにあったり？

ＧＭ：そのとおり！　ここには大時計がありまして、時間が来ると中からちっちゃいドランにしか見えないガイガーの楽隊が現あらわれて、軽けい快かいな音楽を奏かなでて時刻を報しらせます（笑）。

マルセル：公園のベンチはドランの形をしていたり。

アキナ：子こ供どもが乗る遊具もドランさんの形なんですよ。

ギィ：土産みやげ物もの屋やには、ガイガーカップとかガイガースプーンとかが並ならび。

ドラン：とても微び妙みような気分ナリ……。

マルセル：屋台にどら焼きならぬドラン焼きが。いや、ガイガー焼きか。

ギィ：お子様ランチを頼たのむとさ、チキンライスがドランの形に盛もられていたり。

アキナ：ドランさん……じゃなくて、ガイガーマークの旗が一番上についていたり。

ドラン：ワタシが食われてる気がするナリ!!（一同爆笑）

マルセル：そもそもこの世界にお子様ランチがあるのか？

アキナ：きっと、子供たちに大人気ですよ、ドランさん！
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ギィ：（子供になって）わ～、ガイガーさまだ～♪　ぺたぺたぺた（触さわりまくっている）。

ＧＭ：道行く子供たちが「ガイガーさま～」と寄よってくる。

ギィ：（子供らに）どうだ、見事なコスプレだろ？（笑）

ドラン：こ、コスプレじゃないナリよ!!　くぅ～（涙なみだ）。

ＧＭ：子供たちだけではなく、大人たちも皆みなドランの姿すがたに驚おどろいていますよ。

ギィ：そりゃそうだ。仏像が歩いてるようなもんだからな。

アキナ：それは驚きますよね（笑）。

ＧＭ：おばあちゃんとかは、ドランに両手を合わせて「ありがたや～」と。

ドラン：いや～、持ち上げられて、だんだんいい気になってきたナリよ。《ウォータースピア》を撃うってみたり、芸を見せたりしてみるナリ。

ＧＭ：ドランが神になりすまそうとしている!?（一同笑）

マルセル：（こめかみを押おさえつつ）ともかく、とっとと依い頼らい人にんに会わねばな。

ギィ：アーデルハイドだっけ？

ＧＭ：そうです。ただ、その嘆たん願がん書しよは市長を通してのものですが。

ギィ：じゃあ、まず市長に会って話を訊くか。アーデルハイドには、あとで挨あい拶さつに行こう。

アキナ：そうですね。

ＧＭ：では、市長のいる市し庁ちよう舎しやに行くということで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆市長と美人秘ひ書しよ




　バーゼルの市庁舎を訪たずねた一行を、ドランそっくりのガイガーの着ぐるみが歓かん迎げいした。

　どうやらガイガーは、この都市の暮らしに密着しているらしい。

　やがて面会することになったバーゼルの市長。この小太りのフィルボルの男は、ひどく緊張した面持ちでアキナたちに接するのであった。




ＧＭ：では、バーゼルの市庁舎にやってきました。歴史ある建物といった風情の重厚な構えの三階だての市庁舎です。中から出てきた、ゆるキャラ化したガイガーの着ぐるみがみなさんを出で迎むかえてくれます。

アキナ：着ぐるみまで！（笑）

マルセル：ここは、本当に市庁舎なのか？（笑）

ＧＭ：ま、バーゼルではガイガーという存在に、深い親しみを覚えているということです（笑）。で、衛えい兵へいの案内で、みなさんは市長の執しつ務む室しつに通されます。市長の名前はセンデロス。

ギィ：きっと、市長の部屋には神かみ棚だながあってガイガー様が祀られているんだな。しかも、机つくえの上にガイガー型のペン立てが置いてある（笑）。

ドラン：ここにもガイガーグッズが（笑）。

ギィ：「春のガイガー祭りのお知らせ」とか告知するポスターが貼はってあったりしてな。

アキナ：ここ、ガイガー率りつが高すぎますよね。

ＧＭ：そして、センデロスさんは、まるまると太ったフィルボルで、四〇代の男だん性せいです。

マルセル：この都市出身のオーレリーもフィルボルじゃなかったっけ？

ＧＭ：はい。この都市では比ひ較かく的てきフィルボルをよく目にします。

ギィ：へえ、ちゃんと設せつ定ていがあるんだな。……センデロスって呼よびにくいから、センちゃんでいい？

ＧＭ：いいですよ（笑）。「よ、ようこそ、おいでくださいました……」と、あからさまに緊きん張ちようしたセンデロス。その脇わきには、妙みように美人の秘書が立っております。
















アキナ：美人秘書？

ＧＭ：ええ、それはもうモデルのような美人秘書が。

アキナ：ま、負けないもん！

ギィ：何に勝つつもりなんだ、何に（笑）。

マルセル：……まずは手紙を見せて挨拶をするか。

ギィ：よし、偉えらい人との真ま面じ目めな話はマルセルに任まかせた。

ＧＭ：では、手紙を受け取ると「わ……わざわざこのような子供の依い頼らいを聞いていただき、どうもありがとうございます……」と、センデロスはスゴく恐きよう縮しゆくしてます。

マルセル：早速で申し訳ないのですが、これも仕事なので、そのアーデルハイドという女の子に会わせていただけないでしょうか？

ＧＭ：すると、美人秘書がアーデルハイドの家の住所を教えてくれます。

マルセル：これで彼かの女じよの家に向かえば会えるのか？

ＧＭ：はい。

マルセル：なるほど、でも一いち応おう市長にも聞いておこう。この手紙を書かれた時の経けい緯いを知りたいので、なるべく詳くわしく話していただけないでしょうか。

ＧＭ：緊張のせいか、センデロスの話は要よう領りようを得ないのですが。要約すると、子ヤギを失ったアーデルハイドの取とり乱みだしようが大変なものだったので、彼女を納なつ得とくさせるために手紙を送るはめになった、というようなことを言います。

マルセル：それで中央に嘆願を？　大げさすぎる。回りの大人は手伝ったりしなかったと？

ＧＭ：「この都市の者は気のいい者たちです。もちろん手伝いますけど、その……皆みなが手が開いているというわけではありませんで……」

ギィ：なんか要領を得ない返事だな。

ＧＭ：すると、隣となりにいた秘書が話だします。「わたくし美人秘書のパルネッタと申します」

一同：ちょっ!?（笑）

アキナ：えっ、自分で美人秘書って言っちゃうんだ!?（一同笑）

ＧＭ：あっ、いや、口が滑すべりました……。でも、この際だから、そういうキャラにしてしまいましょう（笑）。「わたくしから補足させていただきます」

ドラン：なんて自じ意い識しき過か剰じようナリか。

ＧＭ：「グラスウェルズ内ない乱らんの影えい響きようで、山の方に流れてきた兵士たちが徒と党とうを組んでいるという報ほう告こくもありまして、荒あら事ごとに向いた人を回してもらうことにしたのですわ」

ギィ：危あぶない地ち域いきに素人しろうとを回すわけにはいかねぇってか。

マルセル：……まぁ、一応は筋すじがとおってるな。

ＧＭ：「はい。情じよう報ほうは未み確かく認にんですが……念のため、ということです」

ドラン：う～ん不ふ穏おんナリ。怪あやしい匂においがぷんぷんするナリ。

ギィ：怪しい、怪しいのは間ま違ちがいない。

アキナ：しかも美人秘書（笑）。

マルセル：まあいい。市長に聞くぞ。あの入り口の巨大な像はなんなのだ？

ＧＭ：「あれは、このバーゼルに伝わる伝説の英雄ガイガーです」

アキナ：さっきもそう言ってたけど、像とかではなく、本物なんですか？

ＧＭ：「ふふ、ただの伝説とわたくしは思うのですが。言い伝えではガイガーは太たい古この戦いで、あの場所で力尽つきたとされています。ただ、この都市の者の多くは、本物だと信じていますが」とパルネッタは答えます。

ギィ：じゃあ、ドランは伝説の英雄の姿を模もして作られたのかもしれんな。

ドラン：ユウナはどうしてこんな姿に作ったナリか……？　はっ!?そういえば、ユウナはフィルボルだったな。




　バルムンクの幹部、ユウナ・スカイアーはドランのボディを作ったと、自ら主張していた（デスマーチ二巻参照）。
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ギィ：ああー、ならこの都市の出身でガイガー伝説とか知ってたかもしれねえな。

マルセル：ユウナは投とう稿こうキャラだから、後付け設定もいいとこだがな（笑）。

ギィ：ここで訊ける情報は、こんなもんか？

ＧＭ：はい。で、ここで情報を得たので、アーデルハイドのところに話を聞きに行くことができるようになりました。それから、市街で聞きき込こみをすることも可か能のうです。

マルセル：ちなみに、我われ々われの宿は？

ＧＭ：宿は市長が用意してくれます。

ギィ：了りよう解かい。ここでちょっと分かれるか。オレとドランは、マルドールを捜さがしに行くぜ。

アキナ：じゃあ、あたしとマルセルさんはアーデルハイドに会いに行こう。

ＧＭ：分かりました。では、シーンを閉とじましょう。







◆Middle 03◆マルドールはどこに？





　ギィとドランは、市街を歩く。

　道行く人々はよそ者であるふたりに不自然なほどよそよそしい。

　それでも、ガイガーそっくりのドランには、どこか畏敬の念を持っているようだが……。




ＧＭ：では、ギィとドランのシーンからにしましょう。ふたりで、都市を歩いて聞き回っているわけですね。

ギィ：そうそう、マルドールを探してね。

ＧＭ：ざわめく往来を歩いていると、最初はよそ者とみなさんを警戒する視線、続いてドランの外見に驚愕する、人々の視し線せんが集まります。

ドラン：う～ん……ワタシはやはり目立つナリね……。

ギィ：まあ、マムのくれた情報から当たっていくのがいいだろう。とりあえず、王蛇会に関係する商人のところに行ってみようか。

ドラン：市街に溢あふれるドラングッズを売る商人だったりして（笑）。

ＧＭ：じゃあ、これから会う商人の商売はそれにしましょう（笑）。ふたりがやって来たのは、フィルボルのハカンさんの店ということで。

ドラン：ああ、先にギィが中で聞くこと聞いておいて欲しいナリ。ワタシが入ったら、またガイガー様と崇められて調査にならないかもしれないし。

ギィ：それもそうだな。じゃあ、その店に入って、こんちわ～と声をかけつつ、王蛇会のマークを指でなぞってそれとなく接せつ触しよくするぜ。

ＧＭ：するとハカンはすぐに反応します、「その印しるし……マムからの使いってことですか？」

ギィ：そのとおりだ。マムに言われてきたんだ。何かお困こまりだって？

ＧＭ：「いやぁ、連れん絡らくを怠おこたっていて申し訳ない」平身低頭でハカンさんは話します。話を要約すると、都市の外部との取とり引ひきや連れん絡らくを、市長が著いちじるしく制せい限げんしているとのことです。

ギィ：あの無む能のうそうな市長が？

ＧＭ：「そうなんですよ。ごく限げん定ていされた人しか都市に出入りできなくなっていて。それで、これまで定期的にできていた、マムへの連絡ができなくなっていたんです」

ドラン：商売あがったり、ナリね～。

ギィ：ふぅん。……で。




　すぅっと目を細め、表情を消してギィは言った。
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ギィ：あんたが隠かくしてることはなんだ？

ＧＭ：「いや、わたしは隠し事なんて……」

ギィ：本当に？　噓うそついてるんじゃないのか？

ＧＭ：では、【感かん知ち】で判はん定ていしてみてください。目もく標ひよう値ちは12です。

ギィ：【感知】か。（ダイスを振ふる）よし、13で成功だ。

ＧＭ：おお。では、ハカンが何か隠し事をしているように思えますね。

ギィ：ほう。もうひとつ聞きたい。オレの友達のマルドールってヤツがここに来てねえか？

ＧＭ：すると、一いつ瞬しゆん目を泳がせて沈ちん黙もくしたかと思うと……「いや、知らないな」と答えます。もう一回、【感知】判定。今度は難なん易い度ど13で判定してみてください。

ギィ：（ダイスを振る）楽勝。18だぜ。

ＧＭ：どうも、彼はマルドールのことを知っていてウソをついているようです。さきほどの市長の何かおびえたようなリアクションと共通する感じですね。

ギィ：ふむ。もうちょっと外そと堀ぼりを埋うめてから、改めて話を聞きにくるか。

ドラン：では、そろそろ、ギィ……話は終わったナリか～？　と顔を出す。

ギィ：うん、終わったぜ。

ＧＭ：「おお、ガイガー様!!」

ドラン：ふっ、ワタシはガイガーじゃないナリ。

ＧＭ：「違ちがうんですか？　そっくりなのに……」

ギィ：ガイガーのコスプレが得意なやつってことで（笑）。

ＧＭ：「コスプレであれ、ガイガー様の姿を拝おがめたのは素す晴ばらしい。今日はよい日だ！」

ドラン：ほほー。あくまで伝説なのに、ずいぶんと熱が籠こもってるナリね？

ＧＭ：ガイガーの伝説は市民にとっては史実扱あつかいのようですね。そして、ガイガーが褒ほめられると、我わがことのように喜びます。

ドラン：ふむふむ。

ＧＭ：あくまで自分たち特有の文化ですが、外の人たちに紹しよう介かいして広めてもらえるなら嬉しいという感じですね。

ギィ：ガイガーのことは横に置いといて……ここでわかるのは、まず間違いなくマルドールはこの都市に来てる。ここの連中はそれを秘密にしたいってことだけかい？

ＧＭ：はい、他を当たっても、マルドールに関する情報で具体的なものは手に入りません。

ドラン：ワタシが市民に聞いてみても？

ＧＭ：はい。あくまで、ガイガー様そっくりの姿に驚おどろくだけですね。

ドラン：んー、ならしょうがない。

ギィ：他になさそうだし、宿に戻ってアキナたちと合流するか。

ＧＭ：それでは、このシーンを終了します。







◆Middle 04◆子ヤギたちの中で




　アキナとマルセルは、都市から離はなれて山を登っていた。

　険けわしい山の中にも、人間たちの生活がある。

　牧ぼく童どうに飼かわれたヤギの群むれが、のどかに行き交っていた。




ＧＭ：では、アーデルハイドの家に向かったアキナとマルセルのシーンです。

アキナ：はい！

ＧＭ：ふたりはバーゼルを囲む城壁の外に出て、一路街の後方にある山へ登っていくことになります。その周囲にはメェ～～～とヤギたちが鳴きながら、たくさん歩いています。

マルセル：ここだけ見ると、のどかなものだが……。

アキナ：そうだね。

ＧＭ：この山中のなだらかなあたりに、それらを飼って生計を立てる人々の家々があります。

マルセル：その中のひとつが、市長に教えてもらったアーデルハイドの家というやつだな？

ＧＭ：はい。こぢんまりした、丸まる太た小ご屋やです。

アキナ：ああ、イメージどおり（笑）。

ギィ：世界名作劇げき場じようみたいだな（笑）。

ＧＭ：でもまあ、家の前にはガイガー像があるんですが（笑）。

ドラン：このあたりが名作感と縁遠いところナリ。

マルセル：アーデルハイドはいるかな？　ご依い頼らいによってやってきたんだが。

ＧＭ：すると、「ユキちゃんを捜しにきてくれた、偉えらい人たちなのですか？」と、ちょうどヤギの放牧から帰ってきたのか、一〇歳くらいの女の子が外から声をかけてきます。ショートカットにリボンが印象的ですね。

アキナ：こんにちは。あなたがお手紙をくれたアーデルハイドちゃん？　一いつ緒しよにユキちゃんを探そうね。

ＧＭ：「はい、ありがとう！　偉い人にお手紙を出せば助けてくれるって話は、本当だったのね！」と言いながら、彼女は手慣れた様子で、ヤギをどんどん畜舎に入れていきます。

アキナ：じゃあ、そこで彼女が落ち着いたところで訊きます。誰だれにそう言われたの？

ＧＭ：「この都市の市長さんと、美人秘書さんなの。熱心に勧めてくれたわ」

アキナ：え!?　ふーん。嘆願書を熱心にすすめたんだ……？　聞いた話だと仕方なくそうしたって感じだったけどなぁ……。

マルセル：やはり、何か裏うらがありそうだな……（考えこむ）。

ＧＭ：マルセルが考え事をしていると、はむはむと服の裾すそをヤギが嚙かみます。

マルセル：はっ!?

ギィ：さすがマルセル。いい人だけにヤギにも人気のようじゃねぇか（笑）。

アキナ：しかも、凄すごい数集まってきそう（笑）。




　というワケでなぜかヤギたちに囲まれるマルセル。




マルセル：こ、こらよさんか！（焦あせりながら）

アキナ：かわいいよー！　きゅんきゅんだよー♪（笑）
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ＧＭ：「あ、だ、駄だ目めなのペーター！」とアーデルハイドがヤギを引きはがしてくれます。

ギィ：ペーターかよ！（笑）

アキナ：どこかで聞いたような（笑）。

マルセル：ユキちゃんがいなくなったのはいつからかね？

ＧＭ：「半月くらい前なの」

マルセル：ついでだから、この都市にこんな人はこなかったか？　と、マルドールの容よう姿しを説明して訊きいてみよう。

ＧＭ：「うーん、知らないの」

マルセル：そうか。

ＧＭ：「よその人は市街に入りにくくなっているから、そういう人は見てないの」

マルセル：ふーむ（腕うでを組む）。

アキナ：ドランさんのとこでも、そんな話が出ましたよね。

ＧＭ：すると彼女は「もう、みんな、ガイガー様に恥はずかしくないのかしら」と言います。

マルセル：というと？

ＧＭ：「みんな怯おびえてて、こそこそしてるの」

マルセル：ま、確かに市長を始め皆、言動が不審だ。

アキナ：ドランさんが、ガイガーに似てたからいいけど、そうじゃなかったら、けっこう都市の人は感じ悪く見えたかも。

ＧＭ：「……ねえ、わたしアキナちゃんに聞きたいの。もしこの都市がピンチになったら、ガイガー様みたいに守ってくれる？」と彼女はアキナを向いて言います。
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アキナ：………。アル兄様なら、こんな時…………。




　アキナは自分が目指すべき存在――合衆国第一の騎士のことを思い浮かべる。

アキナ：じゃあ……〝もちろん！〟って、はっきりと応えます。

ＧＭ：「強い人はそうやって、みんなのために頑がん張ばるものだよね？」

アキナ：……うん、そうだよ。あたしたちが強くなるのは、困っている人を守るためになるんだよ。だから、何があってもみんなのことを守るよ。




　まるで、自分に言い聞かせるようにアキナはそう言った。




ＧＭ：その言葉を聞くと、アーデルハイドは「じゃあ、教えてあげる。……バーゼルの人たちがおかしくなったのは、アンリ様って人が来てからなの」

アキナ：アンリ？

ギィ：ぶ――――――――――――っ!?




　思わず、飲んでいたお茶を噴ふき出しそうになる鈴吹太郎。




ギィ：（素すに戻もどって）おい、かわたな！　いきなりだからびっくりしただろうが!?


ＧＭ：はっはっはっ。驚いていただけて、本望です（笑）。

ドラン：確かに、アンリが出てくるのは少々意外ナリ。




　グラスウェルズ王国を二分し、激しい争あらそいを巻き起こした昨年の内戦。

　その際、グラスウェルズ北部を押おさえてフィリップ王に立ち向かったのが、エダム公アンリだ。そんな彼は、崩壊していく飛空要塞に巻き込まれて死んだと思われていた。




アキナ：本当にアンリって人がいるのかな？

マルセル：むしろそれなら納得できる。この都市の警けい戒かいぶりから考えてな。アンリが居るだけでも、中央政府が軍を派遣しても無理はない。

アキナ：それぐらい、危険な人物なんですね。

マルセル：そうだ……と、相変わらず畜舎でヤギに裾を食われながら考え込むぞ（笑）。

ＧＭ：まだ食われてるんですか？（笑）　「駄だ目めだよ、ペーター」

マルセル：なぜだ……なぜこの私が、こんなところでヤギに服を嚙まれねばならんのだ！

アキナ：ほんとーにヤギさんに好かれてるんですね！（笑）

マルセル：そうだな。とにかく彼女には、我われ々われに喋しやべったことに関して、口止めしておこう。彼女の命に関かかわるぞ。

ＧＭ：「うん、わかった」とアーデルハイドは頷うなずきます。

マルセル：だが、どういう経けい緯いでバーゼルの市民がアンリを匿かくまうことになったのだ？

ＧＭ：「ええと、二ヶ月くらい前かな―――」




　アーデルハイドの話によると、二ヶ月ほど前、この都市にアンリと名乗る者がやってきた。

　バーゼルはアンリに味方した経緯もあり、とりあえず匿うことにしたのだという。




ＧＭ：「それで、アンリ様の周りに兵隊さんも集まっているみたいなの」

ギィ：兵士か……残ざん党とうを集めているんだろうな。

ＧＭ：「しばらくして、市長さんたちが、外の人たちを市街に入れないようにしたの。そしたら、ユキちゃんがいなくなって。もしかしたら、山の中の方に隠れてる兵隊さんたちが、ユキちゃんをさらったのかもしれない……」

マルセル：もしや、食料として捕ほ獲かくされた!?


ＧＭ：「う、ううぅ～っ！　ユキちゃぁ――んっ!?」泣きそうになるアーデルハイド（笑）。

ドラン：マルセル～っ!!（爆笑）

ギィ：お前と言うヤツはぁ～！

マルセル：ば、バカな。私は可能性を指摘しただけだ。まだ、食われたと決まったワケじゃない……ぞ？

ＧＭ：「うわーんっ!?」アーデルハイドはマジ泣きします。

マルセル：む……むう。
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アキナ：こ、ここは……（笑）。大丈夫だよ。あたしたちが助け出すから！　といって、少しかがんでぎゅっとだきしめてあげます。

ＧＭ：おお、では。では、ようやく彼女は泣き止みます。

マルセル：（少しぎこちなく）そ、それでだ。兵隊さんたちはどこに集まっているのかな？

ＧＭ：彼女は、軽くすすり上げながらも、「ん～、山の中で見かけたけど……それ以上詳くわしいことは分からない」と気丈に応えます。

マルセル：正せい確かくな場所までは分からない、ということか。

アキナ：でも、なんか大変なことになってるよ。

マルセル：とりあえずギィたちと合流しよう。明日この子に案内してもらって山に入ろう。

ＧＭ：「じゃあ、明日一緒にユキちゃんを捜しにいってくれるのね？」

アキナ：うん、お姉ちゃんたちに任せて。

ＧＭ：「うん、わかった、約束ね！」笑顔でお礼を言うアーデルハイド。

マルセル：では、一旦宿に戻ろう。

アキナ：ふたりにも、アンリのことを知らせないとね。

ＧＭ：というところで、シーン終了ですね。







◆Middle 05◆怪しいのは、誰だれだ？





　それぞれの調ちよう査さを終えて、エンジェルファイヤーは宿やどに戻もどってきた。

　アキナたちがもたらしたのは、アンリが生せい存ぞんしているかもしれないという情じよう報ほう。

　白はく竜りゆう王おう国こくを二分した内戦の首しゆ謀ぼう者しやの存在は、事件のさらなる拡大を予感させるものだった。




ＧＭ：では、宿に戻もどった四人が話し合うシーンとなります。センデロスがみなさんのために用意した四人用の大部屋が舞台となります。

マルセル：では、簡単に事じ情じようを話すぞ。

ギィ：待った。話を始める前に、部屋を調べるぜ。

マルセル：む？

ギィ：オレたちの話が誰かに聞かれると困こまるだろ？　徹てつ底てい的てきに部屋を調べるぞ。盗とう聴ちよう器きがないかどうか、枕まくらの下を漁あさったりして。いや、きっと盗聴器はないんだろうけどさ（笑）。

ＧＭ：盗聴器はないですし、盗ぬすみ聞ぎきされるようなこともありません。

アキナ：ガイガー型の花か瓶びんをひっくり返して、「大だい丈じよう夫ぶですよー」と（笑）。

ドラン：ここにもガイガーグッズがっ!?（笑）

ギィ：そこで、窓まどから外を見てみるとさ。こっちを窺うかがってるやつがいるんだな。

ＧＭ：鋭するどいですね。ちらっちらっと、覗のぞく者がいます。

ギィ：そして、オレらと目が合うと逃にげていくんだな。

マルセル：見える範はん囲いで監かん視ししてるっていうあたりが、素人しろうとっぽいな（あきれ顔）。

ギィ：さて。ここにマルドールが来てるのは間ま違ちがいない。そのうえで、この都市のヤツらは、しらばっくれてる。だから、あいつはアンリたちに拉ら致ちされているって考えるのが妥だ当とうだな。

アキナ：何のために……と言いたいとこですが、心当たりがひとつありますね（笑）。

ドラン：都市の守しゆ護ご神しんナリね（笑）。

アキナ：はい（笑）。

ギィ：プレイヤーとしては、あれを動かすためなのかと想そう像ぞうできるが、まだ確かく証しようはない。

マルセル：しかし、気になる点がひとつある。

ドラン：ほう？

マルセル：市長の言動が矛む盾じゆんするのだ。都市の外との連れん絡らくを控ひかえるようしながら、子ヤギのユキちゃんを助けるように外へ要よう請せいして、我われ々われを呼よび寄よせている。それは何な故ぜだろう？

ギィ：うん。そこ、矛盾するよな。

ドラン：何ゆえ、嘆願をしたナリか……？

アキナ：うーん。

ドラン：きっと、すべての黒くろ幕まくはあの美人秘ひ書しよナリよ！

アキナ：怪あやしいです、あの人。自分で美人って言うんですもん！

ドラン：そこが怪しいポイントナリかぁ!?（一同笑）

ギィ：それはおいといても、マルドールを誘さそった女ってのも、あの美人秘書が怪しい。フードを被った謎の女の依頼とか、怪しすぎるぜ（笑）。

マルセル：すべてをその女のせいと決めつけるのは早計だろう？

アキナ：でも、美人秘書という響ひびきは気になります！（笑）




　そこまで美人秘書という言葉に食いつかなくても……。




ドラン：あ、そういえば言ってなかったことがあったナリ。

アキナ：なんかあったっけ？

ドラン：ワタシが見た白はく昼ちゆう夢むのことをちゃんとは言ってなかったナリ。そういえば、かくかくしかじか。ワタシ自身がガイガーとなって大暴れした夢ゆめを見たナリ。

アキナ：（しみじみと優しげな声で）……ドランさん……それは夢だよ（一同爆ばく笑しよう）。
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ドラン：ヒ、ヒドイ!?　優やさしげな言い方だけに、言葉がぐさりと胸むねに突つき刺ささるナリ!?
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マルセル：いや、みんなの心がひとつになった瞬しゆん間かんだ、今のは（笑）。

ドラン：だから―――――!?（一同爆笑）

マルセル：あの像ぞうを見る前に言っていれば、まだよかったんだが……今言われても、自分とガイガーを同一視して、区別がつかないようになったとしか思えない（笑）。

ドラン：そ、そんなことないナリよ!?

ギィ：ドラン、帰りにガイガー帽ぼう子し買って帰ろうぜ、な？（爆笑）

アキナ：ドランさんがすっかりかわいそうな子扱いに（笑）。

ギィ：しかし、真ま面じ目めな話、何か関係あるのだろうが……。

マルセル：プレイヤー視点とは別に、ＰＣ的にはドランの戯たわ言ごとにしか聞こえないぞ（笑）。

ＧＭ：はっはっは。その辺はシナリオが進めば明らかになりますよ。

マルセル：ともあれ、明日からの方ほう針しんなのだが。ユキちゃんを捜さがしに、山に行こう。正直、情じよう報ほうからすると、山を捜そう索さくしないわけにはいかないだろう？

ギィ：そりゃそうだな。

マルセル：市長も怪しいけど、ここはユキちゃんから捜し出そう。その……食われる前に。

アキナ：もうっ!!（笑）　……じゃあ、明日からは山の捜索だね！

ＧＭ：では方ほう針しんが決まったところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 06◆ずさんな夜や襲しゆう





　深夜――。

　アキナたちが投宿する宿舎にいくつもの陰が迫る。

　不意打ちにしてはあまりにつたないその動きは――意外な人物の決断によるものだった。




ＧＭ：じゃあ、次のシーンです。皆みなさんが明日に備そなえて宿で寝ね静しずまったところです。

ギィ：寝静まったところ？

マルセル：寝ね込こみを襲おそわれたか。まあ、こっちの様子を窺うかがっていたからな。

ＧＭ：はい、襲しゆう撃げきです。皆さんは宿の一室で、ダンゴになって寝てる状じよう況きようです。誰かひとりが難なん易い度ど13の【感知】の判定に成功すれば、その襲撃に気づくことができます。

ギィ：【感知】の判はん定ていか。《スタンドバイ》のあるマルセルがやれば余裕だろう。

マルセル：なら、私がまず判定しよう。（ダイスを振ふる）……達たつ成せい値ちは17だ。

ＧＭ：では、まずマルセルが気づきました。宿の下から、どたどたと足音が聞こえてきます。このことを味方に伝えることが可か能のうです。

マルセル：おい、みんな起きろ。敵てきの襲撃だ！




　マルセルの言葉を受け、一同は侵入者を迎え撃つ準備を整えた。




ＧＭ：覆ふく面めんをつけて武ぶ装そうした一いち団だんが、扉とびらを破やぶってなだれ込こんできます。そして「この部屋は完全に包囲された。武器を捨すてておとなしく投降しろ！」と、叫びます。

ドラン：敵は、モブナリか？

ＧＭ：ええ、全員モブです。というわけで、ここからは戦せん闘とうになります。室内なので、お互たがいの距きよ離りは５メートル。かろうじてエンゲージしていないという状じよう況きようですね。

ギィ：じゃ、連中に声をかけよう。ま、お前らも不運だったな。

ＧＭ：「不運だと!?　なんのことだ！」賊ぞくの首しゆ領りようらしき男はいぶかしげに言います。

ギィ：オレがいたことさ。数をたのみに襲ってくるお前らみたいな連中は……。




「オレにとってはいいカモなのさ」




　そして――。

　この戦闘はギィの言葉の正しさを証明する結果に終わった。




ＧＭ：「う、うう……」と、襲撃者たちはある者は倒たおれ、ある者は逃にげ散ってしまいました。

アキナ：は、歯ごたえがなかった（笑）。




　要するに――。

　モブ主体のこの賊たちはギィの《トルネードブラスト》の前に壊滅したのであった。




ギィ：（余裕の表情で）まあ、殺しはしねぇよ。事情を話してもらわないとな。

マルセル：その前に、表の様子を窺うかな。

ＧＭ：なるほど。すると、こちらの様子を窺っていた人ひと影かげが見えます。で、そいつらは襲撃隊がやられたんで、あわてて逃げていきます。

ギィ：まあ、そいつらは放っておいていいだろう。

アキナ：とりあえず、捕つかまえた相手を尋じん問もんしてみましょう。

ドラン：なら、まずは覆ふく面めんをはぎ取るナリ！

ＧＭ：では、中からセンデロス市長の顔が出てきます。

マルセル：しちょおぉ!?（一同笑）

ギィ：センちゃん、市長みずからやってきたのかよ!?

マルセル：市長、事情を聞かせてもらおうか。

ＧＭ：「も、申もうし訳わけありません！　すべては秘書がやったことなのです！」
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一同：おい――――――!!（爆笑）

ギィ：なんで秘書！（笑）

マルセル：そもそも秘書はここにいないだろ！（笑）

ドラン：どこかのダメ政せい治じ家かナリか、お前は（笑）。

アキナ：あははは、市長さん、おもしろい！

ギィ：ともかく、きりきり吐はけ。まずは、エダム公こうアンリはこの都市のどこにいるのか？　だ。

ＧＭ：「な、なぜ、それをお分かりで？　むう、これは、すべてを話さざるを得まい！」

ドラン：諦あきらめるのはやっ!!（一同笑）

アキナ：しかも、なんか偉えらそう（笑）。

マルセル：……まあ、粘ねばられるよりはましだ。

ＧＭ：市長はアンリの名が出た時点で観念したようです。「昨年の竜りゆう輝き石せき戦せん争そうでエダム公を支し持じしたよしみもあり、落おち延のびたアンリ様を匿かくまいました」

ギィ：本当に生きていたんだな。

ＧＭ：「しかし、いつしかアンリ様の部下や怪しげな連中がこのバーゼルに集まり始め……山にアジトを作って籠こもるようになったのです。しかし、食しよく糧りようや金品の無心もたび重なり、ほとほと困りはててもいるのです」

ギィ：そりゃあまあそうだろう。

マルセル：まさしく、野や盗とうになったのか。

ＧＭ：「ではありますが、秘書と相談し、とにかくこのことを秘ひ密みつにすることを第一としました。アンリ様を匿った以上、バレたら中央政せい府ふに弾劾されても不思議はない、と。そういうことで、とにかく外部へ情報を出さないようにしていたのです」

ギィ：なるほどな。

ＧＭ：「納得していただけましたか」

アキナ：まだ聞きたいことがありますよ？　あの美人秘書について……（笑）。

マルセル：彼かの女じよはいつから秘書をやっていたのか？　あと、出身はどこだ？

ＧＭ：「彼女が秘書になったのは、三年ほど前でしょうか。この都市の生まれで身元は確かなのですが。最近性せい格かくが変わって妙みように主しゆ張ちようが強くなり、頼れる女性になりまして」

ドラン：……ははぁ。

アキナ：最近、性格が変わった……ねぇ。

マルセル：で、今日我われ々われを襲ったのは何な故ぜだ？

ＧＭ：「すべては、そちらのドラン様のためです―――」

ドラン：は？　ワタシ？

ＧＭ：「ええ、ドラン様を捕つかまえると、この状況を一気に逆ぎやく転てんできるきっかけになる、と秘書が言ってまして。なんでも、ドラン様さえあれば、一国の軍隊にも匹ひつ敵てきする力を得られるとか、そんなことを吹ふき込こまれたので、ああ、それならなんとかなるかも！　……と」

アキナ：一国の軍隊に匹敵!?

ドラン：だからって引っかかるなよ！（一同爆笑）

ＧＭ：「そんな口車に乗ってしまった私が愚おろかだったのです～！」と、市長は平ひら謝あやまりします。

ドラン：愚かとか言うレベルじゃねーっ、と思うナリが（笑）。

マルセル：わざわざ手紙を書いて、外部から人間を招まねき入いれたのは？

ＧＭ：「はい、ドラン様をこの都市に呼よび寄よせるため、秘書が工作したと言ってまして」

ギィ：なるほどな。

アキナ：あたしたちを襲撃したのも、美人秘書の差し金なの？

ＧＭ：「い、いえ。皆さんが嗅かぎまわっていたので、秘ひ密みつがばれそうだと思い、私の独断で―――」

ドラン：じゃあ、秘書のせいじゃないナリ――――――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「秘書に責任を押おしつけるのは政治家の性さがでして」（笑）

ドラン：駄だ目めな市長ナリ（笑）。

ギィ：まあ、悪徳政治家はよくそう言うな（笑）。

マルセル：秘書の手口が、バルムンクっぽいな。わざわざ搦からめ手てからくるあたり。

ドラン：もうひとつ訊ききたいナリ、この都市に連れてこられた、マルドールはどこナリ？

ＧＭ：「マルドールは山中にいます。アンリ様たちのアジトに連れていったそうで」

マルセル：やはりそうだったか。

ギィ：それも、秘書に口止めされたか。

ＧＭ：「左様でございます。よくお分かりで」

ドラン：ちょっと待つナリ！　市長、あなたには自分の意思というものがないナリか？

ＧＭ：「そう言われましても、ずっと秘書に任まかせっきりなもので」

一同：…………。

ドラン：とことん駄目ナリね、市長（笑）。

マルセル：今は市長を相手にしている場合じゃない。この騒ぎだ、黙だまって我われ々われを襲撃したことに、その美人秘書も気づくはずだ。その前に、行動を起こさないと。

ギィ：ああ、たしかに。

ドラン：さしあたっては、アーデルハイドと合流しなければならないナリ。

アキナ：アーデルハイドちゃんが危あぶないっ！




　センデロスから、あらかたの事情を聞いた一同は、夜明けを待ってすぐに山には入り、アーデルハイドと合流することにする。

　また、都市の門を閉めてアンリの手勢を入れないようにと、彼に約束もさせた。




ＧＭ：すると市長は嘆なげきはじめます。「これでこの都市も終わりかー。最強で知られる幻げん竜りゆう騎き士し団だんと白はく竜りゆう騎士団に包囲されて、バーゼルは、炎ほのおの中に燃もえ尽つきてしまうのかー」

マルセル：ええい、うっとおしい！（笑）　とりあえずアンリに脅おどされていたということにすれば万ばん事じ丸く収おさまる。だから、くれぐれも軽はずみな真ま似ねはしないように。

ＧＭ：「ははぁ――！」

アキナ：それじゃあ、今のうちに準備をして、日の出と共にアーデルハイドちゃんのところに行きます。

ＧＭ：そんなところで、シーン終了となります。







◆Middle 07◆子ヤギからのメッセージ




　空が白み始めると同時に、アキナたちは山へと向かった。

　牧場の朝は早い。アーデルハイドももう起きて仕事を始めているだろう。

　彼かの女じよが敵てきに捕つかまる前に避ひ難なんさせねばならない。




ＧＭ：では、翌よく朝あさ。みんなで山にあるアーデルハイドの家に着きました。

アキナ：眠ねむいよー。でも、アーデルハイドちゃんのためだもんね。

マルセル：彼女の様子は？　特に問題はないか？

ＧＭ：無事です。起き出してきたアーデルハイドとばったり顔を合わせます。

アキナ：ほっ、よかったー。

ＧＭ：「アキナちゃん、マルセルさん、さっそく来てくれたんだねー」と、アーデルハイドは喜んでいます。

マルセル：無事を確かく認にんしたうえで頼たのもう。「ちょっと市街のほうで騒さわぎが起こって、なるべく早めに山に行かねばならなくなった。だから、案内してくれないか？」と。

ＧＭ：「分かった。いつもユキちゃんを連れていたコースを案内するね」

ドラン：というわけで、よろしくナリ。

ＧＭ：と、ドランの奇き妙みような姿すがたを初めて見て「えっ、あなたガイガー様？」彼女は喜びます。

ドラン：奇妙とは失礼な（笑）。

ＧＭ：「まさか生きてしゃべっているガイガー様と会えるなんて。すごーい！」

ドラン：ガイガーじゃなくて、ドランナリ。

ＧＭ：「でも、あなたもガイガー様みたいにすごく強いんでしょ」と、憧あこがれのまなざしです。

ドラン：ふ、少しいい気分ナリ。最近、アイテム扱あつかいが多かったから、嬉うれしいなぁ。

ＧＭ：アーデルハイドは、あなたたちが一いつ緒しよに捜さがしてくれるということで、「ユキちゃんが見つかるかもしれない」と喜んで案内してくれます。

アキナ：うん、絶ぜつ対たい見つけるよ！

ＧＭ：ここで難なん易い度ど14の【感知】判はん定ていをしてみてください。誰かひとりが成功すればＯＫです。

マルセル：私わたしがやってみよう。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ちは23。成功だ。

ＧＭ：では、山に入ってしばらくすると、マルセルは岩場でそれらしい子ヤギを見つけます。

マルセル：なるほど。きっと「ユキちゃぁ～ん」と皆みなで探していると、いつの間にか私が服の裾すそを嚙かまれていたわけだな。

アキナ：また嚙まれてる～（笑）。

ドラン：（ユキちゃんになって）はむはむはむ。

マルセル：こ、こら、離はなさないか！

アキナ：きっと、ヤギには、マルセルさんがいい人だって分かるんです！　ねえ、このヤギはユキちゃんなのかな？
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ＧＭ：「あー、ありがとう。この子がユキちゃんなの！」とアーデルハイドは喜びます。

ドラン：マルセルのおかげナリ～！

マルセル：（キレ気味に）私は何もしていないっ!!（笑）
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　自分で嚙まれると言ったのに（笑）。





ＧＭ：さて、ここでユキちゃんの首輪に手紙がくくりつけられているのが分かります。

ドラン：メッセージナリか！

アキナ：さっそく、手紙を外して読んでみますよ。

ＧＭ：すると、その手紙の差し出し人の名前は、マルドールです。

ドラン：マルドールか！　何て書いてあるナリ？

ＧＭ：「誰でもいい。この手紙を見たらグラスウェルズのアンソン伯はくに伝えてほしい」という書き出しで始まっています。




　マルドールからの手紙は以下のとおりだった。

　落おち延のびたエダム公アンリがこの山にアジトを作り、再ふたたび内ない戦せんを起こす機会を狙っている。

　マルドール自身は捕とらわれの身であり、食料として捕ほ獲かくされた子ヤギに手紙をくくりつけて逃がし、救きゆう援えんが来るのを待っていること。




ＧＭ：アジトの場所は、近くの沢さわを尾お根ねに向かって歩き、突つき当あたった滝たきの裏うら側がわ。そこに、洞どう窟くつの入り口があって、その奥おくということになっています。

マルセル：やけに詳くわしい手紙だな。なんかの罠わなじゃないかと疑うたがいたくなる（笑）。

ドラン：他に手がかりもないことだし、ともかくそのアジトに行ってみるナリよ。

ギィ：敵の罠を踏ふみ破るのは毎度のことだもんな（笑）。




　一同はさっそくアジトに乗のり込こむことを決けつ断だん。

　アーデルハイドとユキちゃんについては、その安全を考え、近くの山小屋に避ひ難なんしてもらうことになった。




アキナ：じゃあ、捕まってるマルドールさんを助け出すよー！

ＧＭ：皆さんがアンリのアジトに向かうというところで、このシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 08◆神しん聖せい帝てい国こくの秘ひ密みつ




　子ヤギのユキちゃんに託たくされた地図をたどり、滝たきへとやってくる。

　轟々と流れ落ちる水流――その裏うら側がわに、洞どう窟くつの入り口があった。

　暗くひんやりとした地下道の先に、アンリが潜んでいるはずであった……。




ＧＭ：では、シーンを始めます。地図のとおり、滝の裏側に洞窟があり、中に侵しん入にゆうできます。

アキナ：見み張はりはいますか？

ＧＭ：今のところ警けい戒かいしている様子はありません。

マルセル：これは、向こうから声をかけてくるパターンと見た。

ギィ：オレらが「よく来たな、諸しよ君くん」って言われるんだろ？（笑）

アキナ：待ち構えてるなら手間がなくていいです！（笑）　進みましょう！

ＧＭ：洞窟を進むと、地下とは思えぬ意外なほど広大な空間に出ます。そして……。




「よく来たな、エンジェルファイヤーの諸君！」




　――芝居がかった声が洞窟に反はん響きようした。




ギィ：あ、当たった（笑）。

マルセル：元々、意図的にドランを呼び寄せた連中だ。簡単に逃げられないよう、なるべく奥に来るまで待っていたんだろう。

アキナ：なるほど。

ＧＭ：「そろそろ来る頃ころだと思っていたよ、エンジェルファイヤー」と、豪ごう華かな装しよう束ぞくをまとったアンリが部下を引き連れて姿すがたを見せます。

マルセル：そういえば、私たちはアンリを知らないな。

アキナ：じゃあ、聞いちゃいましょう！　あなたがエダム公アンリですね！

ＧＭ：「僕はエダム公アンリではなぁーいっ!!」

マルセル：なに、違ちがうのか!?

アキナ：でも、アンリ……なんですよね。

ＧＭ：「僕、いや余は、エダム公ではない―――神しん聖せい皇こう帝ていアンリ一世である！」
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アキナ：……はい？（笑）

ドラン：神聖皇帝!?（笑）

一同：なんなんだそれはぁ――――っ!?（一同爆笑）
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ギィ：もう、何を言っているのかよく分からない。

ＧＭ：「ふははははは。史上最大の巨きよ大だいな帝てい国こくに君くん臨りんする帝王の名だぁ――っ！」

ドラン：て、帝国!?

ギィ：おい、いちいち突っ込むのも毎度のことだが、『ブレイク』シリーズに出てきた時の演出と、性格がエラく違ってるじゃねーかっ！（笑）

マルセル：きっと、酸さん素そ欠けつ乏ぼう症しようかなんかにかかったんだろう（笑）。

ＧＭ：「ああん？　帝国と聞いて、絵え空そら事ごとの妄もう言げんを言っていると思っているな？」

ギィ＆マルセル＆ドラン：うん！

アキナ：三人がユニゾンした（笑）。

ＧＭ：「だがこれを見ろ！」と、アンリは後方を指ゆびさす。




　アンリが指さした先―――。

　そこには、岩の巨きよ人じんが並ならんでいたのだった。




ＧＭ：「この巨人たちは遙かな太古に活躍した魔導機が元になっている。この大陸にはこのような遺い跡せきが隠されている。余の使命はそれらを発掘し、未曾有の大帝国を作り上げること！」

ギィ：巨人の軍団だと？

ＧＭ：はい。巨人たちは前回出てきたヴォルケイノと同どう系けい統とうのデザインです。ちなみに、ドランには見覚えがあります。夢ゆめで戦った巨人軍団に酷似しています。

ドラン：夢じゃなかったナリ！　ワタシの夢は本当のことだったナリ！

アキナ：ごめん、ドランさん。本当にホントのことだったんだね！（笑）

ドラン：ふ、わかっていただけて嬉しいナリ。

ＧＭ：「人間の軍隊など、この巨人の軍ぐん団だんにかかれば、ムシケラも同然。この遺い跡せきにあるゴーレム軍団で反はん乱らんを起こせば、我わが帝国を作り上げることなど、造ぞう作さもない」

マルセル：なるほど。……ならば、なんで今までやらなかったんだ？

ＧＭ：「いい質しつ問もんだ。そこにいるドラン君―――」

ドラン：は、ワタシか？　勘かん弁べんして欲ほしいナリ！

ＧＭ：「その中にある王おう威いの竜りゆう輝き石せきが目当てなのだよ」

マルセル：それを奪って王国を興おこすというのか？

ＧＭ：「ふふ、それだけではない。そこにある王威の竜輝石があれば、このゴーレム兵器を思いのままにコントロールすることが可か能のうなのだ！」

ドラン：逆に言うと、ワタシの中の竜輝石がなければ、動かないナリね？

ＧＭ：「そんなことはない。バルムンク・ノヴァ幹かん部ぶ、ルードヴィヒ博士の驚きよう異いの技ぎ術じゆつにより、疑似竜輝石を完成させている。これを動力にすることにより、既に起動は可能だ」

ドラン：ルードヴィヒ、前回出てきた気になる男の名ナリ。……って、疑似竜輝石!?

ギィ：何だかすげぇ話になってきたな。

ＧＭ：「偉大な太古の魔導具、竜輝石にも数に限りがあるのだよ」

アキナ：それで、疑似竜輝石っていうのを作って、力を得ようってこと？

ＧＭ：「そのとおり。そして、王威の竜輝石は、疑似竜輝石を支し配はいする力があるのだ。ゆえにそれがあれば、この疑似竜輝石で動くゴーレムたちを意のままに運用できるのだよ」

ギィ：……ってことは、ドランはあの巨大ゴーレムを操れるんじゃないのか？

ＧＭ：「ま、そう単純なことではなくてね。……王威の竜輝石の真の力を引き出す装置に移し替えねば、余の望む力は発揮できなくてね」

ドラン：それは困る！　ワタシも死にたくないナリ！

アキナ：ドランさんを殺させはしませんし、竜輝石も渡しません！

マルセル：ひとつ訊きかせてもらおう。マルドールという錬れん金きん術じゆつ師しはどこだ？　そして美人秘書パルネッタもここにいるんじゃないのか？

ＧＭ：「ふ。マルドールは別室でくつろいでもらってるよ。危害は加えてはいない。パルネッタは何やら用がある、ということでここにはいないが」

アキナ：じゃあ、あなたたちを倒して、助け出させてもらいます！

マルセル：つまり、ルードヴィヒとやらが研究している各種の兵器を使ってくれる駒こまに選ばれたのが、戦争に負けたこのアンリだったということか。

ギィ：オレが言うのもなんだが……人選、間ま違ちがってねぇ？（笑）

ドラン：アンリ殿どの、借り物の力、他人の力で何をやっても、結局身につかないナリよ？　それを、竜輝石戦争で学ばなかったナリか？

ＧＭ：「戦争の頃ころのことは、よく憶おぼえていないんだ」

ギィ：な、なんだと!?（笑）

ＧＭ：どうやら、悪い記き憶おくを頭から抹まつ消しようしたらしい。

ギィ：……お前、そんなヤツだったのか（笑）。
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ドラン：なんか、急に駄だ目めなヤツになってるナリな。

ギィ：アンリというキャラの産みの親は俺おれだが……そんな子に育てた覚えはありません！　都合の悪いことを全部忘れるなんて、どういうことですか！（笑）

ＧＭ：ＮＰＣの演出がＧＭによって変わるのはよくあることじゃないですか？（笑）




　改めて言うが、エダム公アンリがリプレイ初登場したのは鈴吹太郎が著者とＧＭを務める『ブレイク』シリーズなのである。




アキナ：ちなみにここにいるアンリの部下はどんな感じですか？

ＧＭ：ここにはアンリのほかに、アンリの配下の読者投とう稿こうのＮＰＣがふたりほどいます。

ドラン：確たしか、アンリ自体はサポートキャラだったはずナリ。

マルセル：ファントムレイダーズと戦った相手だ。社長と菊きく池ちさんにはデータがバレてるぞ？　いいのか？

ＧＭ：そこはひと工夫してありますので、お気になさらず。「話は以上かね？　ならば王威の竜輝石だけ残して死ぬがいい」とアンリは言い、ふたりの部下が前に出てきます。

ギィ：……お前、なんだかんだ言って部下には恵めぐまれているよなあ。

ＧＭ：「我はバルムンク・ノヴァ一六魔将〝ガンブレード〟のヴィクトール」「同じく一六魔将〝レイピア〟のルシエルハルト」と名乗りを上げるバルムンク・ノヴァの戦士ふたり（と、イメージイラストを見せる）。




ヴィクトール・ノエル（？歳／男／エクスマキナ　投稿者：京都府のろいうさぎさん）

　バルムンクに殺戮マシンとして育てられたエクスマキナ。開発者はファイアアローのフォード。調整の失敗から、愛した者を殺害してしまうという人格的な欠陥がある。大陸を放浪中のベネットに邂逅、一目惚れし、その命を狙っている。通称〝ガンブレード〟のヴィクトール。
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ルシエルハルト（24歳／男／ドゥアン　投稿者：青森県あきひろさん）

　ナイフのように鋭い眼光を持つ美青年。キザで自信家。独自の美学を持っており、それに反する者には容赦をしない。戦闘スタイルは格闘だが、バルムンク・ノヴァとしてのふたつ名は〝レイピア〟。それは彼の何物をも貫き通すような鋭い眼光から来ている。白と黒の翼つばさをしているドゥアンの天翼族オルニス。
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ギィ：うおー、なんかかっこいいぞ！

アキナ：一六魔将がふたりって！　すっごく強そうじゃないですか!?

ドラン：グラハム級がふたり＋アンリって、どんだけナリ!?

ＧＭ：はっはっは。（投稿された設定の紙を見せながら）〝ガンブレード〟のヴィクトールは言います。「〝ファイアアロー〟のフォードに創られた我われは、グラスウェルズに復ふく讐しゆうすることが宿願」

ドラン：（設定を読んで）おっ、お前ベネットに惚れてるナリね！（笑）。

ＧＭ：「フ……それはそれとしてお前たちは殺す！　ベネットも殺す！」

ギィ：よ、よくわからねぇ――っ！（爆笑）

ＧＭ：今回はアンリの部下として配属されているので、仕方ないのです。

マルセル：そ、そうか（笑）。で、そっちの堕だ天てん使しっぽいレイピアの人は？

ＧＭ：そちらは、アキナを一目見て「う、美しい……」と呟きます。

アキナ：えっ、あたし!?


ＧＭ：「あなたのような美しい人と戦えるとは、光栄の極きわみ！」

アキナ：ごめんなさい、あたしにはアル兄様が。

ドラン：ソッコーで断ことわったナリ（笑）。

ＧＭ：「フフッ、ならばそのアル兄様とやらを超こえる魅み力りよくを、存ぞん分ぶんにお見せしよう！」戦せん闘とうを始めます。あらかじめ説明しておきますが、この戦闘は、アンリを倒たおすと終了します。

一同：了解。




●第一ラウンド

ＧＭ：「ドランの中にある竜輝石は我がものだ！　やれ！　ヴィクトール、ルシエルハルト！」と、戦端が開かれるわけです。

ギィ：にしても神聖皇帝アンリか……。とことん馬鹿馬鹿しいぜ。

ドラン：踊らされてる以外の、何ものでもないナリ。

ＧＭ：ちなみにアンリの【行こう動どう値ち】は41。ヴィクトールは35、ルシエルハルトは27。彼らは皆さんから20メートル離れた位置に存在します。それぞれ別のエンゲージです。




行動値

アンリ：　　　　　41

ヴィクトール：　　35

ルシエルハルト：　27

ギィ：　　　　　　19

ドラン：　　　　　16

マルセル：　　　　15

アキナ：　　　　　14
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ＧＭ：セットアップはアンリから。オリジナルスキルの《ロックオン》を使います。アンリは皆さんに照しよう準じゆんをつけて、命めい中ちゆう率りつアップ。射撃攻撃の命中判定にダイス＋２個します。

ギィ：んっ？　《ロックオン》だと!?


ＧＭ：ははは、社長のアンリは魔ま法ほう使つかいでしたからね。データは変わってますとも。

ギィ：何っ!?　ど、どういうことだ!?


ＧＭ：いずれわかりますよ？（笑）　そしてヴィクトールは特に行動なし。ルシエルハルトは《グランディア》。ダメージがアップしますね。

ギィ：次はオレか。よし、《コンバットセンス》だ。これで【行動値】が29になった。

ＧＭ：次がドラン。

ドラン：《インクリーズデバイス》を使用。サポート用のミニドランが四体出しゆつ現げん。

マルセル：次は私のセットアッププロセスか。ふーむ……。《アンパッサン》をアキナに。ルシエルハルトにエンゲージして、動きを抑おさえてくれ。

アキナ：はい！　移い動どうです。あたしのセットアップはなしです。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに入りますね。最初はアンリから。マイナーアクションでオリジナルエネミー特殊能力《ホーリー乱れ撃ち》を使い、対象を四体に変へん更こう。メジャーアクションは《ホーリーミサイル》を使用します。アンリの肘がカパッと開き、仕し込こまれたミサイルが次々と発はつ射しやされます。




《ホーリーミサイル》

　オリジナルエネミー特殊能力。「ホーリー」と書かれたミサイルで武器攻撃を行なう。対象は単体、射程は50メートル。
















ギィ：ちょ、ちょ、ちょっと待てー!?（一同爆笑）

アキナ：肘からミサイルって……？

マルセル：エクスマキナってことか!?

ギィ：メカかっ！　そうか、死んでメカ化して復活したのか。

マルセル：ま、さっき以前の記憶がないと言ってたし、なりすましの可能性もあるが（笑）。

ドラン：それに、さっきからスキルについてる〝ホーリー〟って何なんだよっ!?（笑）

ＧＭ：自称、神聖皇帝さんが放つ技だから、〝ホーリー〟なんですよ？

ギィ：なんなんだよそれはー!?（一同笑）

ドラン：無む茶ちや苦く茶ちやナリ！（笑）

ＧＭ：「我わが神しん聖せいなる飛ひ翔しよう体たいをくらえーっ！」と皆さんめがけてミサイルが迫ります。《ロックオン》で２Ｄ増えて、命中は６Ｄ＋14です。（ダイスを振る）……達たつ成せい値ちは37！

ドラン：クリティカル以外避よけられないナリ。

ギィ：まあ待て。《インターフィアレンス》で妨害。矢でミサイルを打ち落とす。４Ｄ＋21……。それにフェイトを２点つぎ込んで（ダイスを振る）うおーっ!?

アキナ：１と２がいっぱい！

ギィ：ダイス目悪い。35……《ファーストストライク》も発動せず。フェイト１点使って振り直しだ。おりゃ！　……ダメだ。ダイス目15で、１点足らずだ。マジでダイス目が悪い。




　結局《インターフィアレンス》は失敗。マルセルのみがクリティカルで回避成功。他の三名は回避に失敗してしまう。




ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは94点物理です。みなさんは激しい爆風につつまれます。

ドラン：94点っ!?　そんなの死んでしまうナリ！

マルセル：ドランに《プロテクション》だ。49点軽けい減げんする。

ギィ：オレは、残り【ＨＰ】11でなんとか生きてる！

ドラン：ダメージは39点受けた。《プロテクション》があれば、もう一撃は耐えられるナリ。

アキナ：《ウェポンガード》＋【物ぶつ理り防ぼう御ぎよ力りよく】で33点減らせるので61点。91点残りました。

ＧＭ：続いて、ヴィクトールが、皆さんのエンゲージに射しや撃げき攻こう撃げきを仕し掛かけてきます。

ドラン：範囲攻撃ナリか!?

ＧＭ：マイナーアクションは《ハイスピード》で、《ディスアピア》と《フラッシュショット》。《ディスアピア》で隠おん密みつ状じよう態たいになり、《フラッシュショット》でリアクション不可の効果がつきます。そしてメジャーはグレネードランチャーで範はん囲い（選せん択たく）の攻撃。

ギィ：これはどうしようもないな。くらうしかねえ。

ＧＭ：「我が死の弾丸をくらえ！」と、命中判定の直前に《デュアルアロー》を使用し、オリジナルエネミースキルの《轟ごう魔ま弾だん所しよ持じ》――より強力な弾丸を素す早ばやく銃じゆう身しんに二発装そう塡てんします。これで、ダメージが＋30されます。ダメージロールは４Ｄ＋70。




　ヴィクトールはアキナたちの眼前から、ふいに姿を消した。

　それは人の視覚から一瞬にして消え去る高速機動――機械仕掛けの肉体ゆえの絶ぜつ技ぎ。

　気づいた時には、轟音をあげて飛来する爆弾の雨に一同はさらされていた。




ＧＭ：命中判定は……クリティカルしなかったか。達成値は30。

ギィ：《フラッシュショット》されてるから、回避はできないな。

ＧＭ：ダメージロールの直前に《スーパートリック》を使用。ダメージが14Ｄ＋70に上じよう昇しようします。

ギィ：（真剣な顔で）これはヤバイ！　かばって被ひ害がいを最さい小しよう限げんにするしかねえ！

ドラン：それしかなさそうナリ～。




　かくしてヴィクトールの攻撃に対する防御態勢を相談する一同。

　マルセルがギィをかばい、ドランをアキナが《カバーリング》＋《カバームーブ》する。

　アキナが倒れそうなほどのダメージを受ける場合《ガーディアン》をする方針となった。




アキナ：はい、ドランさんを《カバーリング》＋《カバームーブ》で守ります！

マルセル：では、私はギィをかぼう。

ＧＭ：「煉れん獄ごくの魔ま弾だんに焼き尽くされよっ！」（ダイスを振る）[image: 149]点！

マルセル：ラックハットを使って、アキナに《プロテクション》。54点軽減！

アキナ：72点受けました。残り19点です。

マルセル：私はギィをかばって戦せん闘とう不ふ能のうになるが、生命の呪じゆ符ふを使用。（ダイスを振る）【ＨＰ】１点で復ふつ活かつするぞ。

ギィ：何とか耐たえきったか……。

ドラン：結けつ構こうなダメージを受けたナリよ。

ＧＭ：次はルシエルハルトより速くなった、ギィの手番です。

ギィ：アンリを攻撃する以外の選択肢はない。ヴィクトールは正直かなり強ぇ。おそらくルシエルハルトもかなりなモンだろう。速攻で戦闘終了条件であるアンリ撃破を達成しねぇと。

アキナ：なるほど！

ギィ：マイナーアクションで《レイジ》。メジャーは《ダブルショット》でアンリを狙ねらうぜ。

ＧＭ：「我が意に逆らうか。この神聖皇帝アンリに！」

ギィ：いいからお前はおとなしく眠ねむれ！（笑）　命中判定の前にリンメルの矢を使う。さらにフェイト１点使用。（ダイスを振る）達成値42。もう少し達成値を出したかったが……。




　ギィが放った必殺の銀光がアンリを襲う。だが、それに素早く反応する黒衣の男……。




ＧＭ：ヴィクトールが《インターフィアレンス》を宣言！　その達成値ではクリティカルしないと止められませんが、《レイジ》入りの攻撃は見過ごせません。

ドラン：余計なことすんなナリ！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）達成値37なので、失敗。ばしゅばしゅとグレネードを発射して打ち落とそうとするんですが……ギィの矢はそれを縫ぬうように飛んできます。

ギィ：フェイト入れといて正せい解かいだったな。しかし、お互い《インターフィアレンス》は上う手まくいかないな、とヴィクトールとアイコンタクト（笑）。
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ＧＭ：「フ、たいした男だ。倒しがいがある」

ドラン：ギィとヴィクトールの間に、敵てき味み方かたを超こえた友ゆう情じようが芽め生ばえてるナリ（笑）。

ギィ：ダメージは……（ダイスを振る）……、《レイジ》が乗ってるので[image: 132]点物理だ！

ＧＭ：ギィの攻撃を受けたアンリは《ホーリーバリヤー》を使用。




《ホーリーバリヤー》

　オリジナルエネミー特殊能力。対象は単体、射程は20メートル。対象が受けるＨＰダメージを15点軽減する。使用する毎にメカアンリのＨＰを10点失なう。１メインプロセス１回。１ラウンドに３回以上使用すると以降、そのラウンドでは使用する毎にＨＰを50点失なう。




ＧＭ：謎の神こう々ごうしい光がアンリを包みます。15点＋【物理防御力】20点で、97点までダメージを減らします。ただし、その後、《ホーリーバリヤー》の代だい償しようでＨＰを10点失います。最終的には[image: 107]点のダメージをくらいました。

ギィ：おいおい。15点軽減して10点くらうってどうなんよ（笑）。

ＧＭ：《ホーリーバリヤー》は、自分だけじゃなくて、他人にも飛ばせるんですよ。

ドラン：リアクティブアーマーよろしく、皮ひ膚ふが吹ふっ飛とんだりするイメージナリね。

ギィ：じゃあ、二発目いくぜ。




　ギィの二度目の攻撃により、アンリはさらに[image: 111]点のダメージを受ける。




ＧＭ：「余に向かって、何という不届きなことを！」　攻撃を受けて、一部の表皮がはげ、機械の内部構造が現われています。まだ戦えますがね。

アキナ：以前は人間だったんですよね。この人……。

ドラン：可哀想に、ナリ……。

ギィ：メカのお前が同情するのは微妙だろ（笑）。

マルセル：それに、偽物かもしれない……というか、たぶんこいつは偽物だ。本物とは能力が違いすぎる（笑）。

ＧＭ：さあて、どうでしょう？（笑）　次はルシエルハルトの行動。両の掌を鋭利な刃物のように振るい、神懸かったスピードの斬撃を繰り出します。マイナーアクションで《ブレイクスラッシュ》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》でアキナに攻撃。命中判定は達成値33。

アキナ：《ダンシングヒーロー》でダイスを一個増やしておきます。（ダイスを振る）うーん、ダイス目は８で、回避は失敗です。

ＧＭ：「すべてを貫く美しさを見るがいい！」《グランディア》を入れて、ダメージは45点からスタート。（ダイスを振る）60点の物理ダメージ、軽減不可です。

ギィ：きついなー。ダメージ軽減できねえから、このままだとアキナが倒れる。

ドラン：生命の呪符か《蘇そ生せい》を使うしかなさそうナリ。




　相談のすえ、一同は《蘇生》の使用を決定。全員の【ＨＰ】が全快した後、アキナが60点のダメージを受ける。




ドラン：次はワタシナリ！　マイナーアクションは《ウィルパワー》、メジャーアクションで《コキュートス》。攻撃の対象はアンリ！　大おお盤ばん振ぶる舞まいで《マテリアルコンポーネント》で高級サファイアも使う。（ダイスを振る）……魔ま術じゆつ判定の達成値は26。《インクリーズデバイス》の効こう果かで、リアクションのダイスが１個こ減へるナリ。
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ギィ：アンリの周囲を、ミニドランがうじゃうじゃとまとわりついてる（笑）。

ＧＭ：うわ、それはうっとうしい！　「ええい、放さんかチビども！」　にしてもそれはマジで嫌いやだな～。クリティカルのしようもなく（ダイスを振る）……回避失敗、達成値は20。

ドラン：（ダイスを振る）うわ、ダイス目が低い！　〈水〉属ぞく性せい、87点の魔ま法ほうダメージ。

ＧＭ：魔法防御力が10点あるので、77点喰くらいます。累るい積せき[image: 295]点！　《バッドステータス無む効こう》があるので、放心は入りません。

ドラン：やっぱり無理ナリかー。

アキナ：次はあたしですね。マイナーアクションは《ファストセット》で、《フェザータップ》と《スマッシュ》を使用。これで、飛ひ行こう状じよう態たいになってアンリに向かいます！

ＧＭ：見事な跳躍で宙に舞い上がったアキナを目の当たりにしたルシエルハルトが「う、美しい……！」と思わず感かん嘆たんのつぶやきを漏もらします。

ドラン：何を言ってるんだお前はぁーっ!?（一同爆笑）

ギィ：お、面白いヤツ（笑）。

アキナ：そして《スマッシュ》でダメージ上じよう昇しよう！　メジャーアクションは《ストラグルクラッシュ》。絶対当てたいので《ダンシングヒーロー》、さらにフェイトを１点入れますよ！

ＧＭ：さあ、命中判定をどうぞ。

アキナ：命中判定は……あれ、ダイス目が悪い。フェイト乗せた分は消えちゃいますけど、《バトルコンプリート》で振り直しておきます。達成値36です。

ドラン：《マリッドストリーム》で回かい避ひダイスは減げん少しようするナリよ。

ＧＭ：24で回避は失敗。アンリはアキナの大剣の一撃をしたたかにくらいます。

アキナ：ダメージ、いくぞー！

マルセル：それに《チェックメイト》！　ラックハットも使う。５Ｄ＋18点上昇のところに、さらにフェイトを２点使用。（ダイスを振る）ダイス目がいい。ダメージに47点上乗せ。

アキナ：じゃあ、３Ｄ＋[image: 102]で……（ダイスを振る）[image: 111]点の物理です。

ＧＭ：それは20点防いで、91点受けました。累積[image: 386]点です。

アキナ：もう一発です！　もう一回《ダンシングヒーロー》を使って、フェイトも１点入れます。（ダイスを振る）達成値37です！

ＧＭ：21で回避失敗しました。

アキナ：《ストラグルスラッシュ》の二発目だから、ダメージ＋３Ｄで……71点です！

ＧＭ：「ごはぁっ!?　お、おのれぇーっ!!」と、ダメージ51点受けて、累積[image: 437]点。まだ倒れません。というところで、クリンナッププロセスとなり、ラウンドは終了です。




●第二ラウンド

行こう動どう値ち

メカアンリ：　　　41

ヴィクトール：　　35

ルシエルハルト：　27

ギィ：　　　　　　19

ドラン：　　　　　16

マルセル：　　　　15

アキナ：　　　　　14
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ＧＭ：第二ラウンドのセットアップ。メカアンリは再び《ロックオン》して、命中判定のダイスを＋２個します。視界に内蔵されたセンサーで狙いをつけているようです。

ギィ：《ランナップ》でエンゲージを離れておく。ヴィクトールの範はん囲い攻こう撃げきがやばすぎだ。

ドラン：念のため《インクリーズデバイス》を使っておくナリ。

マルセル：アキナに《ヘイスト》。（ダイスを振る）発動は成功。ラックハットの３回目を使う。ここにフェイトを２点入れておく。もし１ゾロが出たら後こう悔かいしてもしきれん。

ギィ：効果だから振り直しもできねえしな（笑）。

マルセル：（ダイスを振る）よし、いい目が出た！　＋28だから……アキナの行動値は42になる。アンリを抜ぬいたぞ！

ギィ：やった！　えらいぞ、マルセル！　正しよう真しん正しよう銘めいの高こう機き動どう型アキナになったな（笑）。

アキナ：シャキーン！（一同笑）

ドラン：アキナがポーズ取ったナリ！（笑）

アキナ：これで、私が最初に行動ですね！

ＧＭ：いえ、ヴィクトールが《カリキュレイト》して割わり込わみます。

一同：なんだってー!?

ＧＭ：「そうはさせん！」と、ヴィクトールはアキナに襲おそい掛かかります。マイナーアクションで《ディスアピア》、命中判定の前に《デュアルアロー》＋《轟魔弾所持》で轟魔弾二発を消費します。命中判定……《ハードラック》してクリティカルにします。

ギィ：厄やつ介かいな！　それなら、《インターフィアレンス》はアンリ用に残しておこう。

アキナ：（ダイスを振る）回避は失敗です。《ウェポンガード》しますよ。

ＧＭ：アキナの周囲に着弾。巻き起こる爆炎！　ダメージは４Ｄ＋90……結果、[image: 108]点！

マルセル：《プロテクション》！　魔法の防御壁をアキナの前に展開するぞ……（ダイスを振る）うわっ!?

ＧＭ：これはひどい。１、１、１、３、３（笑）。

マルセル：そ、それでも41点軽減。

アキナ：74点防いで、34点受けました。何とか耐たえました！

ギィ：そして、高機動中のアキナの番だな。

アキナ：メカアンリを攻撃します！　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ストラグルスラッシュ》します。命中判定で《ダンシングヒーロー》を使用。あと、フェイトも１点入れます！　念のため《結けつ束そく》お願いします。

ギィ：向こうにも《インターフィアレンス》があったな……。よしフェイト１点回しとく。

ドラン：ワタシも１点回すナリ。

アキナ：命中がダイス８個になりました。いきます！　（ダイスを振る）達成値39です。

ＧＭ：ヴィクトールが《インターフィアレンス》！　残念。クリティカルせず、達成値32で失敗しました。アンリ本人の回避は……失敗！

マルセル：では、《チェックメイト》だ。ダメージに36点上乗せ。

アキナ：ダメージは……低い！　96点の物理ダメージ！
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ＧＭ：な、なんの、まだ耐えた！　「こ、こんなはずでは……ギギギッ！」

ギィ：だが、言葉がメカっぽくなったぞ！

アキナ：それでは二発目。命中判定は31！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は……ファンブル!?




　超ちよう高こう速そくで動くアキナの連撃。

　人間の限げん界かいを超こえた力を持つメカアンリですら、それを捉えることはできなかった。




アキナ：ダメージは76点！

ＧＭ：これで飛びました。アンリは戦闘不能になります。

一同：……ふーっ。

ドラン：本当にきつかったナリ。

ＧＭ：「ギギギ……余だけで死ぬ、ものか。ギギギギ！」ここで、アンリは《証しよう拠こ隠いん滅めつ爆ばく弾だん》というオリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよくが発動します。

ドラン：はぁっ？

ＧＭ：シーン全体に２Ｄ＋50点の魔法ダメージ。回避はできません。

一同：なんだって――――――!?

ＧＭ：アンリは「神聖帝国への野望が断たたれた今、すべてを無に帰かえす！」と叫さけんで爆ばく発はつします。実じつ際さいは、証拠隠滅用の爆弾ですが。

ギィ：なんて情なさけない野や郎ろうなんだ。

ドラン：一度落ちたら、どこまでも落ちるナリな。

ＧＭ：そんなことを言っている場合ではありませんよ？　メカアンリがカッ―――!!　と激はげしく光り爆ばく発はつします。（ダイスを振る）56点の魔法ダメージになります。




　洞どう窟くつ内ないを揺ゆるがす激はげしい爆発！　衝しよう撃げきは周囲を満たし、そこにあったものをなぎ倒す。

　エンジェルファイヤーたちもその爆発に飲のみ込こまれてしまった。




ＧＭ：さて、皆さんダメージはどうですか？

ドラン：……《プロテクション》のおかげで無事ナリ。

アキナ：けほっ、けほっ（←爆煙で咳きこんだ）。51点ダメージを受けました。

マルセル：まあ、こっちも無事だ。

ギィ：同じく。しかし危あぶなかったぜー。

ドラン：ところで、マルドールは？

ＧＭ：この騒ぎを聞きつけ、軟禁されていた場所からこの部屋にやって来たようです。

ドラン：それならよかったナリ。

ギィ：これで、事じ態たいは解かい決けつか？

ＧＭ：そうはいきません。この部屋にはゴーレム軍団のコントロール装そう置ちがあったんですが……そこに巨大な破は片へんが直ちよく撃げきし、火花が散ったかと思うと爆発します。

ドラン：なに、コントロール装置が？

ＧＭ：すると、背はい後ごに並ならんでいたゴーレム軍団の目に光が灯ともり、ゴゴゴゴゴと動き出します。

ドラン：みんなが目覚めたナリ～。

ギィ：なんか、スイッチが入っちまったみたいだぞ？

ドラン：たしか、コントロールは王威の竜輝石でするって言ってたナリ。

マルセル：制御装置が壊れたのに動く？　……まさか、暴走してるのか!?


ＧＭ：そう、「動くだけなら動く」とメカアンリは言っていましたよね。あとは、コントロール装置に竜輝石をはめれば良い、という状態だったのですが……。




　この世のすべての存在を蹂躙するように、戒いましめを解かれたゴーレム軍団は暴ぼう走そうを始める。

　その行く先は、バーゼル――英雄ガイガーを慕う人々が住む都市だ。
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ドラン：げーっ!?　こ、これは……。

ＧＭ：それを見たマルドール。「まずい、あいつらが都市に向かっている」

ギィ：……まさか、こいつ……。

ＧＭ：「もう……もうダメだぁーっ！」

ドラン：お、お前……（笑）。

ギィ：もしかして言うのかと思ったら、『ブレイク』第二巻と同じセリフを本当に言いやがった！（笑）

ドラン：おい、マルドール。あれはどうやって止めたらいいナリか!?

ＧＭ：「私にも見当がつかない……。せめてバーゼルに行って、ひとりでも多くの住民を救助するしかない！」

アキナ：走れば、ゴーレムより先に都市に着けるんですか？

ＧＭ：いけそうですね。それほど高速で動いているわけではないので。

ギィ：ドシーン、ドシーンって感じか。

マルセル：ちなみに、戦っていたバルムンク・ノヴァのふたりはいなくなっちゃうのか？

ＧＭ：そうなります。ただ彼らが去る前に新たな登場人物があります。美人の秘書……パルネッタがいずこからともなく姿を現あらわします。

ギィ：お前が黒くろ幕まくか！

ＧＭ：「そういうことですね」すでにヴィクトールとルシエルハルトが、彼女の両側につき、パルネッタは正体――グリンダとしての姿を現わします。

アキナ：やっぱりグリンダ！　あなた、またこんなことを！

ＧＭ：「それはこちらの台詞せりふです。エンジェルファイヤーが邪じや魔まをしたわけでございますね。この地でのゴーレム軍団を利用した反はん乱らん作戦は失敗に終わりました」

アキナ：あっ、本物の秘書はどうしてたんですか？

ギィ：きっと、マルドールと一いつ緒しよに捕つかまってたんじゃねえのか。

ＧＭ：では、そこで「う、うーん……」とうめく、真の美人秘書が（笑）。

ドラン：真の美人秘書!?（笑）

マルセル：なら、すぐに助けよう。

ＧＭ：「このまま長なが居いをしても、バルムンク・ノヴァに益えきはない……。せっかく創らせたアンリの偽物も、あなたたちに潰されたようでございますし……」

マルセル：やはりアンリは偽物だったか……。

ＧＭ：「いずれこのお礼をさせていただきます」　そう告げて、グリンダはふたりを引き連れて、この場から去ります。

ギィ：ちっ、また逃げるのか。

アキナ：でも、追っている暇ひまはないよ。

マルセル：そうだな、バーゼルの人たちの避ひ難なんが優ゆう先せんだ。

ドラン：山を駆けるよりはワタシの《フライト》を使おう。みんな飛んでいったほうが早いナリ。エンゲージに《フライト》をかけられるから全員で飛んでいくナリ。

ギィ：空飛ぶエンジェルファイヤー（笑）。

ＧＭ：では、空を移い動どうして都市に向かうというところで、シーンを終了しましょう。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆英雄再さい臨りん




　迫せまるゴーレムたちに先んじてバーゼルに着くため、ドランの飛行魔法で空を進む一同。

　かろうじて巨人の軍団にさきがけての帰還に成功したそのとき――、

　ドランは再び白はく昼ちゆう夢むを見るのであった。




ＧＭ：ここからクライマックスフェイズに移ります。ドランの《フライト》により、みなさんはゴーレムの軍団より、わずかに早くバーゼルの市街にたどり着いたというところです。

ギィ：きっと近づいてくるゴーレム軍団の地響きみたいな足音が聞こえたりして、「なんなんだこれは!?」と市民たちは焦ってるんだよな。

ドラン：じゃあ、市街に戻ってきたワタシは空から降こう臨りんする。そして、皆みな、逃にげるナリ！　とガイガー様っぽく言う（笑）。

ギィ：こいつ、もうすっかり自分がガイガー様だと思ってやがる（一同笑）。

マルセル：とにかく今は都市の人たちを避難させるのが先決だ！

ＧＭ：すると、市民のひとりが山を指さし「あれはなんだー」と叫さけびます。ゴーレム軍団がズズーン、ズズーンと迫せまってきたのです。と、そこでドランはまた白昼夢を見ます。

ドラン：はっ、また夢が!?

ＧＭ：「我われは勇者ガイガー！　竜輝石を宿やどし者よ。我の許もとに来たりて我に乗り込むのだ！」との声が脳裏に響きます！

ドラン：勇者ガイガー!?　なんか知らんが燃える展開ナリ！　超文明の力で、ピンチを救うぜ！　では（虚ろな表情で）……呼んでいる。と、みんなにガイガーの呼び声のことを話す。

ギィ：しかし、自分のところに来いって言われてもなぁ……。

アキナ：あ、確か都市の門の前の像がガイガー自身だって話が……。

ドラン：そこだぁ――っ!?（一同爆笑）　では、ワタシは先に行くナリよ！　と、ドドドド――っ！　と飛んで行きます。

ギィ：うぉぉ!?　どこへ行くんだドラァァァン！（笑）




　都市の門までやってきたドラン。

　迫り来るゴーレム軍団も、あとわずかな時間で都市内に殺到してくるだろう。

　身震いするような緊張感の中で、巨大なガイガー像が輝きを放った。




ドラン：で、ガイガー像の前にやって来たんだが、どうすれば……。

ＧＭ：と、そのように逡巡する間もなく、ガイガーの胸が輝いたかと思うとあなたは像の中に吸い込まれていきます！

ドラン：ちょっ!?（笑）　まあ、望むところだ！（笑）

ＧＭ：ガイガーの体内――そこはどこまでも広がる幻想的な空間。その中であなたの体から王威の竜輝石が分離、ガイガーの中央部らしき場所へ収まるとまばゆく輝きだします。そして、ドランはガイガーの体内を上昇、頭頂部から上半身を露出させる形になります。

ドラン：待て。

ＧＭ：はい？

ドラン：今の描写は聞き捨てならん！　ワタシの竜輝石が分離してしまった……だと？

ＧＭ：そうですよ？

アキナ：ドランさんが死んじゃう!?


ドラン：そうナリ!?
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ＧＭ：はっはっは。ご安心を。現状はガイガーと動力源を共有しているのでドランは死にません。

ドラン：ふむ。では戦闘後には元の状態に戻る――と。

ＧＭ：……。

ドラン：……。

ＧＭ：…………はっはっは。

一同：はっはっは、じゃねぇ――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：失礼。それは先のお楽しみ、ということで。「ドラン、今は目の前の敵を倒すことだけを考えろ！」とガイガーも言っています。

ドラン：なんなんだいったい!?（笑）　ま、それはそのとおりだから、やってやるが（笑）。「行けガイガー！　ゴーレムたちを倒すナリ！」（←けっこうノリノリである）

ＧＭ：では、ドランは夢のとおりにガイガーと一体になる感覚に支し配はいされます。それとともに、肩かたにあたる部分から手が、腰こしにあたる部分から脚あしが、ジョキンと出て来ます。

アキナ：じゃあ、ドランさんを追いかけて来て言います。ドランさんが巨大化した!?（笑）

ＧＭ：そんな中、ゴーレム軍団が都市から[image: 200]～[image: 300]メートルまで迫せまってきています。

ドラン：ど、どうすればいいナリ！

ＧＭ：「念じれば良い！　敵を倒すのだ、と」とガイガーが語りかけます。

ドラン：ならば、目からビーム！　発射ぁぁぁっ!!
















　そして、世界は白き光につつまれた。




ＧＭ：そして、その一撃ですべてのゴーレム軍団は炎ほのおの中に崩くずれ落おちていきます。
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一同：やった！

ギィ：すげぇ！　ビーム一発で全滅か!!


ドラン：見ろ、ゴーレムが塵ちりのようナリ（笑）。

マルセル：こんな力が王威の竜輝石の中に眠っているというのか……。

ギィ：……ま、まあ、竜輝石にはこんぐらいの力はあるよ？　うん（笑）。

ＧＭ：ですよね～（笑）。そして、最後の力を使い果たしたのか、ガイガーもまた炎の中に沈しずんでいきます。ズゴゴゴ……。

ギィ：腐くさってやがる（笑）。

ドラン：ここまできたら、言わないと（笑）。

アキナ：るるるーるるるーるー♪

ＧＭ：そんな中、ドランに向けて、声がします。「……はるかな太たい古こ、この世界にはびこる邪じや悪あくを倒すために、さまざまなものが造つくられた。そのある種の完成形のひとつが、我だ。この大陸で竜輝石と邂逅し、その力を宿したとき、我は最強の存在となった」

ドラン：もしや、地の時代に造られたナリ？




地の時代

　ネヴァーフなどが、繁栄を謳歌した時代のこと。錬金術などが大いに発達した。神々の粛正により、この地の時代が終焉し、現在は火の時代と呼ばれている。アルディオン大陸に人々が渡ってきたのは火の時代になってからのことである。




ＧＭ：「そうだ。かつて、この大陸に人々が渡来してまもなく大いなる戦いがあった。その時以来だよ。我がこの力を振るうのは……。その際、振るった力が大きすぎたのか、人は我の心臓を取り外し、我は永き眠りについた――」

ドラン：アルディオン大陸に人々が移民してきた時のことか……。

ギィ：人と魔族との戦いの頃のことか。ま、ギィの知識にはないことだが（笑）。

ＧＭ：「我を崇あがめてくれていた民たみたちを守れて本ほん望もうだ」……もう彼の体は限界のようです。

ギィ：遠くから見ていた、人々が「ガイガーさまありがとう」とか「ガイガーさまが死んじゃう」とかいってるんだな。

ＧＭ：そんな感じです。そしていよいよ、ガイガーは完全にくずおれていきます。

ドラン：あなたの遺い志しは私が受うけ継つぐナリ。安心して安らかに眠ねむるがいいナリ。

ＧＭ：「ありがとう、我が兄きよう弟だいよ」と、脱だつ出しゆつ機き構こうが働き、ドランが排はい出しゆつされます。

ドラン：シュポーン！　……って、ワタシの王威の竜輝石はどうなる!?（笑）

ＧＭ：ああ、それもガイガーからこぼれ落ち、地面に落ちます。

ドラン：では、早速それを拾うナリ。

ＧＭ：いえ、それ以前に、ふいに現われた老博士がそれを拾ってしまいます。

一同：なんだってぇ――っ!?


ＧＭ：「私の名はルードヴィヒ博士。エンジェルファイヤー、よくもやってくれたな。だが、この竜輝石は私がいただく……」では、次のシーンに移ります。







◆Climax 02◆驚きよう異いの錬れん金きん術じゆつ師し




　巨きよ大だいなガイガーからまばゆい光が放たれ、バーゼルに向かうゴーレムの進軍は止まった。

　役目を終えたガイガーは、炎の中に消え去っていった。

　だが、一同の眼前に新たな敵、ルードヴィヒ博士が立ちふさがろうとしていた。




ＧＭ：それではクライマックスになります。先ほどのシーンの続きです。都市に迫せまったゴーレム軍ぐん団だんは、ガイガーの目から放たれた強きよう烈れつな光線により、壊かい滅めつさせられました。

ギィ：そしてガイガーは動かなくなり、それを操っていたドランが放りだされた。

マルセル：同じく飛び出た王威の竜輝石は、先ほど登場したルードヴィヒ博士が握っている。

ドラン：う!?　し、心臓が!?（笑）

アキナ：ドランさんが、ドランさんが死んじゃうっー!?


ＧＭ：多少は魔力が残留しているので、すぐには死にません。クライマックスの戦闘に関わることなんで、今回は先に説明しますね（と、戦闘のレギュレーションを説明するＧＭ）。




・ドランはクライマックスの戦闘を続ける場合、三ラウンド目のクリンナップで死亡。

・戦闘の途中でも、ドランはメジャーアクションで離脱可能。そうすると、マルドールに応急手当をしてもらえるので、死亡することはない。

・ドランを修理するためにＰＣが戦闘を放棄するなら、ルードヴィヒは攻撃をやめて逃亡する。もちろん王威の竜輝石を持って。





ＧＭ：というような感じになっていますが、どうします？

ドラン：ふむふむ。少なくとも、この時点で即死はしないナリね。

マルセル：なるほど……ここで、ドランの持ってきた知恵の竜輝石が役にたつわけか。

ギィ：最悪、王威の竜輝石を奪われても、ドランが生きていれば、知恵の竜輝石をドランに移植するという案を、マルドールに試してもらうことも可能、でＯＫか？

ＧＭ：はい、そうです。

アキナ：でも、簡単に王威の竜輝石を渡すわけにはいかないんですよね？

マルセル：ああ。あれは王権の象徴であると共に、今見たとおりの超魔力を秘めた代物だ。

ドラン：ガイガーのためにも渡せん！　ＧＭは、ワタシの度胸を試してるナリ。

ギィ：まあ、ドランがいなくなるとキツイが、三ラウンド目は残り三人で戦ったっていい。状況を見つつ考えようぜ。

ドラン：ま、ルードヴィヒを三ラウンドのクリンナッププロセスまでに倒せばいい話ナリ。

ＧＭ：では、皆さんは彼との戦闘の道を選ぶ、ということで。じゃあ、シーンに戻ります。「この竜輝石はいただいていくぞ？」とルードヴィヒは声をかけます。

ドラン：むっ、お前は？　……どんなヤツナリ？（笑）

ＧＭ：黒いコートにシルクハットの初老の男で、目を錬金術で機械化しています。そして憎にく々にくしげな表ひよう情じようを向けつつ、水すい晶しようの柄えがついたステッキを握にぎりしめています。
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アキナ：なんか悪の幹かん部ぶって感じですね！（笑）

ギィ：ヴォルケイノを創ったり、ゴーレム軍団を組織したりした博士だっけ？

ＧＭ：「いかにも、私わたしが〝人ゴ形ー使レいム〟のルードヴィヒ博士である。以後お見知りおきを」

ドラン：今さら出てきて何の用ナリかー!!（一同笑）

ＧＭ：「認みとめようではないか！　私の作戦が失敗したことを！」

ギィ：認めに来たのかよ!?（笑）

ドラン：遅おそすぎるナリ！（笑）

マルセル：確かにタイミングを逸しているよなあ（笑）。

アキナ：じゃあ、手遅れなんで、竜輝石を置いて帰ってください！

ＧＭ：「そうはいかん。この竜輝石を頂いていけば、ゴーレム軍団の再建など容易い。悔しいが私が開発した疑似竜輝石とはモノが違っていてな」

アキナ：往生際が悪いですね！

ギィ：確かにな！（笑）

ＧＭ：ルードヴィヒはかまわず解説を続けます。「そもそも、貴様らは知っているのか？」

ドラン：何をナリか？

ＧＭ：「竜輝石というものが何であるかを、だ」

ドラン：竜輝石が何であるか？

マルセル：（こっそりと）ドラン、うまいこと話につきあって情じよう報ほうを引き出せ（一同笑）。

ドラン：ナイスアドバイス！　下した手てに出つつ聞き出そう。「へっへっへ！　竜輝石の秘ひ密みつ……この愚ぐ昧まいなエクスマキナめに教えてほしいナリ！」
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　突然三下モードに切り替わる男、ドラン・ベレレン。




ＧＭ：なんで卑ひ屈くつになってんだぁ――っ!?（一同爆ばく笑しよう）

ドラン：だって、情報を引き出せって言うから……。

ギィ：話を合わせるのと卑屈になるのは違ちがうわっ!!（笑）

マルセル：下手に出るのと卑屈になるのも違うっ！（笑）

ドラン：む、難むずかしいナリな（笑）。

ＧＭ：えーと。「いいだろう、愚昧な者を叡えい智ちの光で照らすのも、錬れん金きん術じゆつ師の使命だ！」

ドラン：お、教えてくれるナリよ……!?（一同笑）

アキナ：もしかして、おだてに弱いのかも！（笑）

ＧＭ：「そもそも竜輝石とは、神々からもたらされた叡智の結けつ晶しよう。この石の力を、錬金術によって引き出すことによって大いなる力を得ることができる」

ドラン：大いなる力……？

ＧＭ：「今、貴き様さまがゴーレムを焼やき払はらった力ちから……ガイガーもそのひとつ」

ドラン：なるほど。

ＧＭ：「すなわーち！　アルディオンに残された古代の遺い跡せきは、竜輝石によって爆発的にパワーアップすることができるのだぁぁぁぁぁぁっ！」とルードヴィヒ。

ギィ：おお、そういやそうだな。元々、強力な神しん具ぐにはめられていたものだし。




　王威の竜輝石は、〝王おう権けんの四し宝ほう〟と呼よばれるマジックアイテムにはめ込こまれていたもの。

　これは、英雄にして初代統とう一いつ帝ていウルフリックが神しん竜りゆう王おうセフィロスより授さずけられており、魔ま族ぞくを駆く逐ちくする力を持っていたという。




マルセル：初代統一帝ウルフリックと縁ゆかりある石だしな……。古代遺跡と関連があってもおかしくはないな。

アキナ：でも、それと、ルードヴィヒ博士の企たくらみと、どういう関係が？

ＧＭ：「王威の竜輝石とは、古代遺跡に眠る発掘兵器を制せい御ぎよ下に置くものだ。この力を持ってすれば、現げん在ざいのフェリタニア合がつ衆しゆう国こくを転てん覆ぷくさせることなど雑ぞう作さもないことなのだよ！」

ドラン：言われてみれば、『アクロス』に登場した巨大ゴーレムの〝嘆きの一撃ドウラーレスストローク〟とかもあったナリよ。あれも竜輝石で動いてたし。

マルセル：小説『アリアンロッド・サガ』の空飛ぶ鯨アークも古代兵器だな。動力源は違うが。

ドラン：ああいうのがアルディオン大陸のあちこちにあるとなると、とても危き険けんナリよ。

ＧＭ：「擬ぎ似じ竜輝石のおかげで、ある程てい度どの力を引き出すことができるが……真の力を発揮させるには、オリジナルの竜輝石が一番良いというわけだ」

ギィ：なるほど……。それで、バルムンク・ノヴァは竜輝石を集めているのか？

ＧＭ：「そうだ。……だが、この作戦は失敗した。グリンダの遠回しな作戦のせいで！」

マルセル：そこについては賛さん成せいだ（笑）。

ＧＭ：「大体だ……ドランひとりをおびき出だすのにどれだけの手間が掛かかったと思う？　子ヤギを誘ゆう拐かいし、その飼かい主ぬしの少女に捜そう索さくを嘆たん願がんする手紙を書かせ、それをグラスウェルズ王宮に届とどくように工作し、あらかじめ先手を打ってマルドールを捕つかまえ、ギィが王おう蛇じや会かいから派は遣けんされるような状じよう況きようを用意する。いくつもの方ほう向こう性せいはすべてドランをおびきよせるように向いているが……こんな面めん倒どうなことをする必要があるのか!!」と憤ふん慨がいしています。

アキナ：こうやって聞くと大変だねー（笑）。

マルセル：まったくそう思う。グリンダがバルムンク・ノヴァを裏うら切ぎっているという可か能のう性せいを疑うたがった方がいいぐらいだ（笑）。

ＧＭ：まぁ、そうなんですが。グリンダって元はアザゼルの配下なんで……（笑）。

マルセル：ああ、そうなのか。

ギィ：アザゼルのこと出されると納得するしかないぞ（笑）。




アザゼル

　バルムンクの幹部、始祖の四人のひとり。手の込んだ迂う遠えんな手段策を愛する。鈴吹太郎の『ブレイク』シリーズで、グラスウェルズのブランドル女伯として暗あん躍やくしていた。
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ギィ：とは言え、ひとつ聞いておきたいことがある。何故、ドランの体内にゴルフォードの竜輝石が入ってるんだ？

ドラン：おお、それは聞いておきたいナリ！　知っているナリか？

ＧＭ：「忌々しいことを！　それはすべてはギルバートがドランを逃にがしたからだ！」

ギィ：ギルバート？　聞いたこと無いな。

アキナ：はじめて聞く名前だよね？

ＧＭ：「そもそもドランを開発したプロジェクトには三人の錬金術師が関かかわっていたのだ」

ドラン：ほう！

ＧＭ：「そのひとりがユウナだ。彼かの女じよはボディの構こう造ぞうを担たん当とうしていた。そして、私とギルバートが残りのふたりだ」

ギィ：お前は、竜輝石の担たん当とうか？

ＧＭ：「そのとおりだ。ギルバートは、人間と精せい神しんの研究をしていた」

ギィ：ああ。なるほど。元のドランから今のドランに移うつし替かえるための担当か。

ドラン：精神を移し替える、ナリか。

ＧＭ：「私の開発した疑似竜輝石でドランを起動させる計画だったのだが……あるとき、ギルバートがドランの身体からだを奪うばい、王威の竜輝石を中に入れてドランを起動、そのまま逃にがしたのだ。まさかヤツが、剣けん聖せいテオドールから王威の竜輝石を預あずかっていようとはな」
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アキナ：テオドール。……って、アル兄様の師し匠しようでしたっけ？

ＧＭ：そうです。ルードヴィヒは続けます。「王威の竜輝石の力を極度に恐おそれていたゆえに、ギルバートはドランを研究所から逃がしたようだ。まっ、ヤツはすべてを語らずに死んでしまったのだが」

ドラン：ちなみにワタシはギルバートについて憶おぼえてないナリか？

ＧＭ：覚えてません。もしかしたら記き憶おくが封ふう印いんされているのかも。

ドラン：……うっ！　思い出そうとすると、頭が痛いたいナリ!?（笑）

マルセル：まあ、封印されてるなら、思い出そうとしても今は無駄なのだろう。

ＧＭ：ぶっちゃけると、そういうことです（笑）。

アキナ：それより今はやるべきことがあります！

ドラン：はっ！　そうだったナリ。




　我を取り戻したドランの眼前には、王威の竜輝石を手して悦にいるルードヴィヒ博士の姿があった。




ＧＭ：「いずれにせよ、だ。偉い大だいなる叡智のつまった竜輝石さえ手に入れば、こちらのもの。私の知ち識しき欲よくは十分に満足させられるのだ。では、諸君、さらばだ」

ドラン：待てい！　絶ぜつ対たいに竜輝石は渡たさないナリ！

アキナ：王威の竜輝石を悪用させるわけにはいきません！

ＧＭ：「生意気なぁぁぁぁっ!?　ならば少し痛い目にあってもらおうかっ!?」

ドラン：お前みたいなじいさんに、そんなことができるナリか!?

ＧＭ：「フン、見た目で判断するなど愚ぐ劣れつきわまる！　我が最強のゴーレムにてキサマらを屠ほふってやろう！」ここで、ルードヴィヒ専用機のゴーレムがズズズと、地中からその巨体を現あらわにします。そして彼はその中に吸い込まれて行きます。

ギィ：げっ、じいさんを相手にするんじゃなくて巨大ゴーレムかよ。

マルセル：どうりで我々の前に単身で姿を見せるわけだ。

アキナ：これ……、３ラウンドで勝てますかね？

ドラン：むう、さらにキビシイ綱渡りナリ！　だが、とにかく竜輝石を取り返すナリ!!


ＧＭ：「まだ、そんな口をきくかぁっ!?　我がゴーレムの力を見せてやる、死ね、エンジェルファイヤァァァァ――っ!?」

ギィ：ちなみにゴーレムはどんな姿？　また、ドラン型ゴーレムなのか？

ＧＭ：どちらかというと、ヴォルケイノのような岩のような表皮を持ち、より石像に近いシルエットを持つゴーレムです。彼のゴーレムは発掘兵器って言う設定でして。

マルセル：同じ錬金術師でも個性があるんだな。

ＧＭ：それでは、戦せん闘とうに移うつりましょう。

マルセル：おっと、戦闘の前に帽ぼう子しを被かぶり直す。前の戦闘で３回の効果を使い切ったからな。

ギィ：おお、それ重要だな。




●第一ラウンド

　〝人ゴ形ー使レいム〟のルードヴィヒはそのふたつ名のとおり、ゴーレムを呼よび出だして乗り込んだ。

　エンジェルファイヤーに残されているギルドスキルは、《祝しゆく福ふく》《限げん界かい突とつ破ぱ》《再さい行こう動どう》。

　意外にも手強かったメカアンリとの戦せん闘とうでかなりリソースを使っている。

　それぞれ【行こう動どう値ち】を申しん告こくした結果、行動順は次のとおりとなった。




行動値

ルードヴィヒゴーレム　　　40

ギィ　　　　　　　　　　　19

ドラン　　　　　　　　　　16

マルセル　　　　　　　　　15

アキナ　　　　　　　　　　14
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ギィ：ルードヴィヒ速いな！

ＧＭ：ゴーレムに乗ってしまうと、太ったご老体でも超ちよう高こう速そくで動くのです。

ギィ：ルードヴィヒでなく、ゴーレムの力か（笑）。

ＧＭ：さて、セットアッププロセス。ルードヴィヒゴーレムは《防ぼう衛えいシステム起動》します。

ギィ：防衛システムだと？

ＧＭ：これを宣せん言げんすると、オリジナルエネミー特とく殊しゆ能のう力りよく《カウンターバリア》《カウンターカノン》《カウンタースパイク》の三つが使えるようになるのです。特殊な光の球体が、ゴーレムの周囲に浮き上がる。攻こう撃げきを受けると同じだけのエネルギーを反作用で返してきます。

ドラン：ぐべばっ！




《カウンターバリア》

　オリジナルエネミー特殊能力。魔術による攻撃に対するリアクションとして使用。魔術判定３Ｄ＋25でリアクションを行ない、勝利すると攻撃した対象に４Ｄ＋10点のＨＰダメージを与える。このダメージはスキルで軽減不可。対象からの攻撃は自動的に命中する。




《カウンターカノン》

　オリジナルエネミー特殊能力。射撃攻撃に対するリアクションとして使用。命中判定３Ｄ＋35でリアクションを行ない、勝利すると攻撃した対象に４Ｄ＋20点の〈火〉属性の魔法ダメージを与える。このダメージはスキルで軽減不可。対象からの攻撃は自動的に命中する。




《カウンタースパイク》

　オリジナルエネミー特殊能力。白兵攻撃に対するリアクションとして使用。命中判定３Ｄ＋35でリアクションを行ない、勝利すると攻撃した対象に４Ｄ＋30点の物理ダメージを与える。このダメージはスキルで軽減不可。対象からの攻撃は自動的に命中する。





ＧＭ：常つねに《ストライクバック》のように反はん撃げきしてくる状態になった、と思ってください。

ギィ：つまり、何をやっても反撃が来る可能性があるわけか。

ＧＭ：そのとおり。白はく兵へい、射しや撃げき、魔ま術じゆつの三つの攻撃に対して反撃できるのです。

マルセル：スキルで軽減できないのもやっかいだな。

アキナ：つよーい！

ＧＭ：こちらのセットアッププロセスは終しゆう了りよう。次はギィ。

ギィ：……悩なやむ。だが、ここは《コンバットセンス》だな。これで【行動値】を＋10する。

アキナ：あの、このタイミングで《限界突破》でしょうか？

ドラン：それは……ナイスアイデアだ！　相手はリアクションで反撃してくるから、達たつ成せい値ちを上げるだけ上げて嫌がらせするナリ（笑）。

アキナ：じゃあ、《限界突破》を宣せん言げん！

ＧＭ：「な、なに!?」急に戦闘力を高めた皆さんにルードヴィヒは驚きます。

ギィ：判定とダメージが９点上じよう昇しよう。……まだ10レベルになってないからな。

ＧＭ：「むう、センサーが感知する戦闘力が、跳ねあがりおった！」

ギィ：お前、戦闘力を計測できんのかよ!?（笑）

ＧＭ：きっと、反撃のために演算が必要なんですよ？（笑）

ドラン：ワタシはセットアップで定番の《インクリーズデバイス》。ワタシの魔法攻撃へのリアクションをマイナス１Ｄさせるナリ。

マルセル：私は、アキナに《アンパッサン》。ゴーレムにエンゲージさせるぞ。ルードヴィヒが気が変わって、逃げ出さないように、エンゲージしてもらおう。

ドラン：大事なことナリ（笑）。

アキナ：じゃあ、アキナ行きまーす！　って移い動どう。あたしのセットアップの行動はなしです。




　ここで第一ラウンドのセットアッププロセスは終了。

　エンジェルファイヤーは《限界突破》を使い速攻で勝負を決める態勢。ルードヴィヒは《防ぼう衛えいシステム起動》で、それにカウンターを合わせる構図である。




ＧＭ：はい。ではルードヴィヒゴーレムの行動。「これでもくらうがいい！」と、ルードヴィヒは《拡かく散さんルードヴィヒビィィィーム》を発はつ射しや！

ドラン：これは、ガイガーが発射した物と同種の攻撃ナリか（笑）。

ギィ：うおー、拡散させたら、ビームは効きかなくなるんだぞ！（笑）

マルセル：それは拡散波動砲（笑）。

ＧＭ：ともかく、対象はアキナ以外の三名がいる後方のエンゲージに範はん囲い（選せん択たく）で攻撃です。（ダイスを振ふる）クリティカルしない。今日はダイス目はよくない。命中は39。

ドラン：39!?　そんだけ高いと《アヴェンジ》もできないナリよ！

ギィ：ならば、《インターフィアレンス》で止めるぜ。４Ｄ＋30だから、39には届くだろ。おりゃーっ！　（ダイスを振る）命中は40！　危あぶない危ない。

ドラン：１点差で勝った！

ギィ：拡散ビームを矢で防ふせいでいくぜ！

ＧＭ：ゴーレムの胴部にあるビーム発はつ射しや口こうにギィの矢が命中。角度がずれ、射撃があらぬ方向に飛んでいきます。

ギィ：たいした威力はねぇが、射撃をそらすぐらいのことはできるんだぜ。

ＧＭ：「小賢しい！」ルードヴィヒは歯がみします。

ギィ：そうかい。で、次はオレの攻撃なんだよな。マイナーアクションで《アーマーブレイク》＋《トゥルーブレイク》を宣言、メジャーアクションは《ダブルショット》だ。乾けん坤こん一いつ擲てきの効こう果かを一発目に使い、二発目にリンメルの矢を使用。さらにフェイトを１点入れて、命中判定は６Ｄで振る。
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ＧＭ：６Ｄ!?

ギィ：（ダイスを振る）達成値は47。

ＧＭ：47？　それなら《カウンターカノン》で撃うち返かえそう。３Ｄ振って12が出れば！　（ダイスを振る）うっ!?　２足りない。リアクション失敗です。




　ギィが連射した矢が、ゴーレムの岩盤のような装そう甲こうを深々と貫つらぬく。

　二発の矢は、各おの々おの58点と73点のダメージを与えた。二発目は、ギィが《ハードラック》でクリティカルとしたところに、マルセルが《シーリィ》を用いてダメージを増強している。




ＧＭ：二発とも《カウンターカノン》に失敗するとは……。しかしまだまだです。鋭するどい連続攻撃でしたが、矢が二本程度では倒れませんよ。というわけで、ドランの行動となります。

ドラン：うむ。マイナーアクションで《ウィルパワー》、メジャーアクションで《コキュートス》。出だし惜おしみはなしで、高級サファイアを使うナリ。さらに、魔ま術じゆつ判定にフェイトを２点消しよう費ひ。これで達成値をあげて反撃を押さえ込むナリ！　せーの！　（ダイスを振る）クリティカルはしないが、命中は44ナリ！

ＧＭ：《カウンターバリア》を宣言！　しかし、リアクションはマイナス１Ｄ。２Ｄでのクリティカルを信じて振って…（ダイスを振る）……失敗。ドランの放った氷結の魔力を跳ね返すべく張られたバリア。しかしドランの魔力の前に、あっけなくバリアは四散します。

マルセル：では、ここで《チェックメイト》を宣言！

ドラン：ではダメージいくナリ。とう！（ダイスを振る）




　気合いと共に振られた10Ｄは、１の目が大半を占しめていた。




ドラン：ヒドい、これはヒドい。10Ｄ振って20点しかいかないとか……（笑）。

マルセル：しかし、《チェックメイト》分が33点乗るから。

ドラン：33点？　こっちは94点だから、合計すると[image: 127]点の〈水〉属ぞく性せいダメージ。だが、ダメージが低くても、《マリッド・ストリーム》で回避判定の効果でマイナス１Ｄナリ。

ＧＭ：回避判定ですか。こっちの反撃は命中判定ですからあまり関係がないですよ。

ギィ：そっか。リアクションで命中判定になっちゃうから意味がないのか。

ドラン：むむぅ、厄やつ介かいなヤツなり！

ＧＭ：次はマルセルです。

マルセル：ここは、アキナに《ブレッシング》。発動成功。命中のダイスが１個こ増ふえるぞ。

アキナ：よぉーし♪　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーは《ストラグルクラッシュ》！　《ダンシングヒーロー》。フェイト１点を使用。《結束》で支援をお願いします。

ドラン：では、ワタシが《結けつ束そく》でフェイトを１点融ゆう通ずうするナリよ！

マルセル：アキナがクリティカルすると、私が《シーリィ》で支し援えんできる。頼たのむぞ？

アキナ：８Ｄで振れますから余よ裕ゆうですっ！（ダイスを振る）……。




　しかし、６の目は１個しか出ず。




アキナ：ええ――っ!?（一同爆笑）
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ＧＭ：クリティカルはしませんでしたね（笑）。

アキナ：命中の達成値は49です！

ＧＭ：《カウンタースパイク》で白兵攻撃に反撃！　……ダイス目は７。42で反撃失敗。アキナの頰をカウンターを狙っていたゴーレムの巨大な拳がかすめるも、直撃せず。

アキナ：うわっ、危なっ!?　でも助かったぁ♪

ギィ：こりゃあ、こっちが《限界突破》してないと、反撃されまくっていたな……。

ＧＭ：ホントですよ！　（これほど当初の狙いがはずれるとはなぁ）…………。

アキナ：ん～……（考えて）。逆に今のうちってことですよね。……《ボルテクスアタック》いっちゃいます!!

ＧＭ：やめてぇ――っ！（笑）

アキナ：とりゃぁ――っ！（ダイスを振る）

ドラン：おっ。出目高い！

アキナ：……ダイス目は44！　[image: 108]点ダメージ！

ＧＭ：「小こ娘むすめがぁぁぁぁぁっ!!」と、アキナの激しい打ち込みに、ぐらつくゴーレム。

アキナ：小娘じゃないもん！　二撃目行きますっ！（笑）

ＧＭ：「ちょっと待ちたまえ!?　小娘ぇ――っ!?」（一同爆笑）




　アキナの二回目の攻撃に、ゴーレムはカウンターをあわせようとするも、またもや失敗。

　ルードヴィヒは怒りに目を血走らせる。




アキナ：ダメージは82点！

ＧＭ：またしてもアキナの振るう剣をドガッともろに食らった。激しい振動に襲われるコクピットで「おのれぇぇぇ～!!」と、精神的に追おい詰つめられているルードヴィヒ。

ドラン：これで全員行動終了ナリな。

ギィ：いや、《再さい行こう動どう》がある！

アキナ：そっか、今使えば《限界突破》の効果も受けられるんだよね！　では使います！

ＧＭ：（……限界突破中に《再行動》!?　これはヤバイかも）わ、分かりました、エンジェルファイヤーは高こう機き動どう部隊の名にふさわしく、機敏な動きでみなさんはさらに攻撃をたたみかけます！

ギィ：よーし、これで全員未行動、敵てきは行動済ずみだぜ。

ドラン：フルボッコターイム、ナリ！（笑）
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ギィ：まずはオレから。範囲攻撃してきた場合に備そなえ、マイナーアクションでエンゲージから一歩横へ離り脱だつ。メジャーアクションで《ダブルショット》！　（ダイスを振る）うお～、また６が１個も出ない！　命中は47だ！

ＧＭ：横っ飛びをしながら飛んでくるギィ射撃に反撃を合わせるべく、ルードヴィヒは《カウンターカノン》を発動……！（ダイスを振る）

ＧＭ：回避っ……（ダイスを振る）くっ。こっちの達成値は46!?　１足りない！　欲しいところでクリティカルしないは、達成値が１足りないは、今回は厳しい！

ギィ：よし！　フェイトで《ブルズアイ》を解かい放ほうして叩たたき込こむぜ！（ダイスを振る）うわ、また１が多いな！　今日は駄だ目めだー！（一同笑）

マルセル：今日は、かわたなまでダメだから、全体的に出目が振るわない（笑）。

ギィ：それならバランスが取れてるってことだな！（笑）　ダメージは80点ぴったりだ。

ＧＭ：80点ぴったりですね、分かりました。

ギィ：二発目～。ていっ！（ダイスを振る）命中は46っ！

ＧＭ：再び《カウンターカノン》でリアクション！　……44なので、反撃ならず。

ギィ：今度は２点足らずか、《限界突破》様々だな。53点ダメージだ。

ＧＭ：ははは、まだまだ平気ですよ。

ドラン：そんなに簡かん単たんに倒れるとは思っていないナリ。

マルセル：……というか、相手のカウンターが決まり始めたら、こっちもつらい。

ドラン：そうなる前に倒すナリ！　マイナーアクションで《ウィルパワー》、メジャーで《コキュートス》。《マテリアルコンポーネント》で高級サファイアを使うナリ。今回はフェイト１点使い（ダイスを振る）……命中は44！

ＧＭ：《カウンターバリア》ッ！　（ダイスを振る）だ、駄目か、31で失敗。

ドラン：ワタシは《マジックフォージ》を使うナリ。これでダメージダイスが30Ｄ！

アキナ：30Ｄ!?　すごーい！

ドラン：（ダイスを振る）よっしゃ、いい目が出た！　[image: 160]点の〈水〉属性、魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：[image: 160]点ジャスト!?　「なんて威い力りよくだ……」思わずうなるルードヴィヒ、




　ドランから放たれたすべてを凍てつかせる奔流が、ルードヴィヒゴーレムを包み込んだ！
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ドラン：ガイガーとドッキングして、真の力に目覚めたナリよ（笑）。

ＧＭ：「ふ、ふざけたことを!?」ルードヴィヒはいたく憤慨しますね（笑）。

ギィ：次はマルセルだな。

マルセル：では、アキナに《フェイス：アーケンラーヴ》だ。

ＧＭ：ぎゃっ、な、何ですと!?

マルセル：（ダイスを振る）はい、発動成功。

ドラン：これで、アキナの攻撃に対してルードヴィヒはリアクション不ふ可かになるナリ。

ＧＭ：せっかくのカウンター狙いの戦術がぁ～。

アキナ：じゃ、いきます！　今度こそ、クリティカルを出だしますよ。

ギィ：クリティカルが出なかった場合は、《バトルコンプリート》で振り直しもアリだぞ。

アキナ：さっき練習したんで。今度は大だい丈じよう夫ぶっ！（←練習していたらしい）

ドラン：じゃらじゃら振ってたのは、クリティカルを出す練習ナリか（笑）。

アキナ：えーい！　（ダイスを振る）クリティカルが、でなーい!?（一同笑）

ＧＭ：こちらはリアクションできないので命中です。

アキナ：（手にしたダイスをじっと選別し）よし、キミたちにする！

ドラン：今、ダイスと会話したナリよ（笑）。

ギィ：「俺おれたちはいい目出すぜー」とか、そんな声が聞こえたようだ（笑）。

アキナ：ダイスの声を受け、いきます！　剣を思いっきりふりかぶってたたきつけます！　（ダイスを振る）74点ダメージ！

ＧＭ：まだまだっ！　ルードヴィヒゴーレムは腕で剣を受けとめます。完全に衝撃を殺したわけではありませんが、アキナの一撃を耐えしのぐ！

アキナ：それなら、返す刀で、もう一撃！　今度は《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使います。《結束》の支援をお願いします。

マルセル：私からもう１個上乗せしよう。

ドラン：ワタシも《結束》でフェイトを１点あげるナリ！

ギィ：よし、じゃあオレも！（笑）

アキナ：みんなの力が集まった――――――!!（一同爆笑）

ギィ：全員で出すと嬉うれしいじゃん？　これで、アキナは10Ｄ振れるぜ。

アキナ：はーい。ここまで来れば、クリティカルが出ますよ！

マルセル：うーん（不思議なポーズで念を送る）。

ギィ：おお、マルセルの祈いのっている（笑）。

マルセル：だって、《シーリィ》使いたいからな！（一同笑）

ギィ：気持ちは分かる（笑）。

アキナ：でやー!!（ダイスを振る）




　勢いよく転がったダイスは、卓上で跳ね回り……。
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一同：だめかぁ――っ!?（笑）

アキナ：それでも出なーい!?（一同爆笑）




　とことん出目が悪い日である（笑）。




ドラン：ここは《バトルコンプリート》ナリ！　今まで出なかったんだから、ここで振り直せばきっとクリティカルが出るはずナリよ！

アキナ：うう～。

ギィ：そうだな。《バトルコンプリート》してもいいかもな。

アキナ：じゃあ、《バトルコンプリート》！　これで４個減へって、振れるダイスは６個……（ダイスを振る）あっ、やった！　クリティカルっ!!


一同：やった――――――!!（歓かん声せい＆拍はく手しゆ）

アキナ：やったーっ！　出たー!!

ギィ：よし、これで《シーリィ》も乗るな！

ＧＭ：しかし、こっちもクリティカルを出せば……ダメだ！　ダイス目は９！

マルセル：くそ、今回はＧＭがクリティカルしないんでせっかくレベルを上げた《パリペイティア》を使う機会がない!!（爆笑）　いつもみたいにもっとクリティカルしろよ!?





　ある意味、斬新な苦情である。




ギィ：ＧＭのダイス目が絶ぜつ妙みようなところで届かないからな。

マルセル：人が手ぐすね引いて待っているのに（笑）。

ドラン：これもまた、裏目の定めナリな。

マルセル：なんだその無む駄だに韻いんを踏ふんだ言い回しは!?（一同爆笑）

アキナ：クリティカル分を入れて、ダメージダイスは８Ｄ。……98点ダメージです！

ＧＭ：結けつ構こうくるな。しかし、ここまでリアクションで勝てないとは!?（笑）

マルセル：これで、第一ラウンドが終わって、次のラウンドに移るわけか。

ＧＭ：そうか、なら次のラウンドから、モードを変えよう。

ギィ：……何か奥の手があるのか？

ＧＭ：「そうだ。私が心血を注いで開発したゴーレムの真価をお見せしよう！」

ギィ：じゃ、その前に《アデンダム》使って行動しとくぜ（あっさり）。

ＧＭ：やめてぇー!?（一同爆笑）

ギィ：いやー、せっかく《限界突破》の効果があるからな（笑）。じゃ今のうちってことで、《ダブルショット》いくぜ？　……一発目の命中は、49。

ＧＭ：《カウンターカノン》。（ダイスを振る）くっ、こっちは47。いつも微妙に届かない。

ギィ：（ダイスを振る）ダメージは50点ちょうど。そして二発目！　（ダイスを振る）ああー!?　これは低い！

ドラン：これは、振り直した方がいいナリ。

ギィ：そうだな。フェイトを１点使って振り直す。（ダイスを振る）うわ、それでも命中は41か。これは、反撃がくるな……。

ＧＭ：《カウンターカノン》……ダイス目は10で、命中は45！　それでは反撃します！




　ルードヴィヒゴーレムの反撃システムがついにターゲットを捕らえる。

　凶弾が、音を立ててギィに迫る。




ギィ：（ダイスを振る）こっちのダメージは51点！

アキナ：「あぶなーい、ギィ！」　ギィを《カバーリング》します！

ＧＭ：（ダイスを振る）こちらからは、ダメージは35点の〈火〉属性、魔法ダメージ。

アキナ：35点？　意外に低い？

ＧＭ：しかし、【魔法防御力】は有ゆう効こうですが、軽けい減げんは不ふ可か能のうです。

ギィ：一発自体のダメージは低く見えるが、攻撃のたびに反撃されると、けっこうやっかいだぞ。

ＧＭ：しかし、その反撃がほとんど失敗しているので、残念です。「うおおぉ！　こ、このルードヴィヒ様をここまで滅めつ多た打うちにするとはっー!!」（一同爆笑）

ドラン：正直、みんなで袋ふくろだたきにしてるナリ（笑）。

ＧＭ：というわけで、第一ラウンドは終了です。




●第二ラウンド

ルードヴィヒゴーレム　　　40

ギィ　　　　　　　　　　　19

ドラン　　　　　　　　　　16

マルセル　　　　　　　　　15

アキナ　　　　　　　　　　14
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ＧＭ：それでは、第二ラウンドのセットアッププロセスに入ります。ルードヴィヒゴーレムは、【ＨＰ】が一定の数値以下になったので、パッシヴのオリジナルエネミー特殊能力《暴ぼう走そうモード》が作動。そのボディが赤熱し始めます！　あらゆる判定に＋10、ダメージに＋20。

アキナ：切きり札ふだを切ってきた！

ＧＭ：そして《暴走モード》中は、回避も反撃もしなくなります。

マルセル：これからは反撃を気にしなくてもいいわけか。

ギィ：回避を考えずに攻撃に専念、か。……つまり、最初の一撃さえ耐たえればなんとかなる。

ＧＭ：さらに《暴走モード》中は《二回行動》を同時に宣言できるのです！　さっそくルードヴィヒゴーレムはこれを使い、セットアップロセスで攻撃を行ないます。「あーっはははははっ！　ここからが私のターンだ！」（一同笑）

ギィ：なに～!?

アキナ：いい気になってる～（笑）。

ギィ：くそ、二発耐えないとならねえのか。

ＧＭ：まずは《ハイメガ拡かく散さんルードヴィヒビィィーム》。ばしゅっとシーン（選せん択たく）の攻撃を行なうのです。ゴーレムの口から発射口が出現し、びゅわわわわわっと光が放たれます。命中判定は４Ｄ＋34。（ダイスを振る）んー、ダイス目は10。命中は44。

ギィ：これは撃うち落おとさないとな。……しまった、フェイトが足りないかも。

ドラン：なら、みんなで《結束》すればいいナリよ！

ギィ：ならいけるかも。オレはフェイトを１点消費する。みんなの力をオレにくれ！（笑）

ドラン：では、ワタシからフェイトを１点プレゼント。

アキナ：あたしも１点。

マルセル：私も１点だ。

ギィ：よし！　《インターフィアレンス》だ！
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ＧＭ：「むだなことはやめろぉぉぉ――っ！　私の攻撃は無敵ぃっ～!!」とルードヴィヒは自信満々ですが、ＧＭとしては心底やめて欲しいです！（笑）

ギィ：知るかぁ――っ!?（笑）　……（ダイスを振る）うわ、ダイス目が悪い!?（爆笑）……22、ということは、43!?

一同：１足りなーい!?（爆笑）

ＧＭ：ふう、「君は見所がある」よかったよかった（笑）。

ギィ：くっそ――！　すまない、みんな……がっくし（笑）。

マルセル：諦あきらめては駄目だ、ギィ！　《パリペイティア》で振り直しだ！

ギィ：だが、盛せい大だいにフェイトを無む駄だ遣づかいしたぞ？　オレのフェイトはもう１点しかない。

マルセル：しかし、我われ々われ全体を見れば残っている。というわけで、《結束》の使用を提案する。

ギィ：わかった、《結束》でフェイト１点消費して判定。




　これに、マルセル、アキナ、ドランがフェイトを１点使用して再度ギィが判定に挑む。




ギィ：みんなありがとう！　これで失敗したら、オレはひとりで旅に出る（一同笑）。

ＧＭ：「はっはっはっ、何度やろうと―――」

ギィ：（ダイスを振る）……やった！　クリティカル!!


一同：やった――っ!!





　諦めない気持ちが奇跡を呼んだ。

　ギィが放った矢が脚部関節に命中。ルードヴィヒゴーレムはバランスを崩し、射撃の狙いが大きくそれてしまう。




ＧＭ：ああああ～……（がっくり）。

ドラン：これがワタシたちの《結束》の力！

ギィ：ホントにそうだ。これだけ使って失敗したら、目も当てられない。

アキナ：今のでフェイト８点分使ったってことですよね!?

ギィ：そうそう。だから、みんなの力のおかげだぜ。

ＧＭ：うう～、《結束》のおかげでエンジェルファイヤー強くなり過すぎです（一同笑）。

ギィ：そんでオレのセットアップか。もう移動する意味もないから、特になしだ。

ドラン：相手はもう回避しないって宣言してるんで《インクリーズデバイス》も宣言する必要もなしナリ。こっちも特にないナリ。

マルセル：一応、ドランを《アンパッサン》で、アキナのエンゲージへ移動させておこう。アキナに《カバーリング》してもらうためだ。

ドラン：アキナさーん、来たナリよー。

アキナ：はーい、守るよー。あたしはセットアップの行動はありません。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ルードヴィヒゴーレムのメインプロセスからですね。

ドラン：さぁ、来るが良いナリ。

ＧＭ：メジャーアクションは、再び《ハイメガ拡散ルードヴィヒビィィーム》！　（ダイスを振る）命中は45。
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　後先顧かえりみず、周囲にまき散らされる光線に、さすがのＰＣも今回は全員回かい避ひに失敗。




ＧＭ：ダメージは６Ｄ＋80、〈光〉属性の魔法ダメージになります。

ギィ：ヤベェ。マルセルは生命の呪じゆ符ふを持ってないから、誰だれかがかばわないと倒れる。

ドラン：ワタシとギィは生命の呪符で復ふつ活かつできるナリ。

アキナ：なるほど。それなら、マルセルさんを《カバーリング》します！

ＧＭ：では、ダメージロール。（ダイスを振る）……[image: 103]点、〈光〉属性の魔法ダメージ！

アキナ：【魔法防御力】は５点あるから……98点くらいます。ＨＰは[image: 122]点なんですが……。

ドラン：自分の分は耐えてもらって、《カバーリング》した分は《ガーディアン》で防ぐナリよ。

ギィ：オレは４点軽減してもらえば生き残るが、フェイトも《レイジ》も使い切ったから、行動済みになっても問題なし（笑）。マルセル、《プロテクション》はドランに飛ばしてやってくれ。

マルセル：了りよう解かいした。ドランに《プロテクション》。55点軽減。

ドラン：……ダメージは39点抜ぬけ。余裕で立っている。ありがとーナリ、マルセル！

ギィ：そんで、オレは生命の呪符が発動して復活。行動済みだ。

ＧＭ：そして、次のイニシアチブプロセスで、《暴ぼう走そうモード》作動中にのみ使える《超ちよう加か速そくモード》というオリジナルエネミースキルを使用。これで、メインプロセスが発生する！

ギィ：なんだと!?




　暴走モードになったルードヴィヒゴーレムは、限界を超こえた機動を行なう。エネルギーの超ちよう過かによって装そう甲こうの表面は赤熱し、蒸じよう気きと陽炎かげろうを発していた。

　その姿すがたはまさに暴ぼう風ふう。

　しかし、ギィは冷静に狙ねらいを定めていた―――。




ギィ：それならば、《インタラプト》で《超加速モード》を打ち消しだ！

ＧＭ：《インタラプト》!?　しまった、残っていたんだった！

ギィ：暴走したゴーレムの冷れい却きやく器きを矢で壊こわし、オーバーヒートさせたんだな。

ＧＭ：「ど、どうした、動け、動けー!!」と叫さけぶルードヴィヒ博士。

ドラン：そこへワタシの冷れい凍とうビームをお見み舞まいするナリ！　スキルとしては、《コキュートス》ナリが（笑）。（ダイスを振る）クリティカルはしないナリね。

ＧＭ：こっちは回避しません。

ドラン：（ダイスを振る）92点、〈水〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：オーバーヒートしたと思ったら、冷凍ビームとは！

ドラン：熱いものを急きゆう激げきに冷やすと脆もろくなるナリよ～。

ＧＭ：なんか、スーパーロボット的理り論ろんだ（笑）。

マルセル：そして、アキナに《ブレッシング》！（ダイスを振る）成功。

ドラン：というわけで、やっちゃってくださいナリ！　アキナさん！

アキナ：はい！　マイナーは《ファストセット》で、《スマッシュ》と《レイジ》を使用！

一同：きたー!!

アキナ：そして、メジャーアクションは《ストラグルクラーッシュ》!!　あたし自身のフェイトを使いますんで《結束》で支援お願いします！

マルセル：よし。《結束》でフェイト１点をアキナの判定へ！

ドラン：ワタシも１点！

ギィ：オレはフェイトが残ってないので、見守りモード（笑）。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

アキナ：全部で８Ｄ。えーい！　（ダイスを振る）あああっ、クリティカルしない～!?


ギィ：惜しい、６の目は一個あるのに（笑）。

ドラン：《バトルコンプリート》で振り直しナリか？

アキナ：あ、いえ！　ここで《グレートバースト》！




《グレートバースト》

　白兵攻撃の命中判定の直後、ダイスの目をひとつ６にするウォーロードのスキル。




ギィ＆マルセル：おおっ！

マルセル：この１の目を、６に変へん更こうするといいぞ（笑）。

アキナ：これでクリティカルですね！

マルセル：私は、心おきなく《シーリィ》を宣言する（笑）。

ＧＭ：「ば、ばかな、ばかなッ！　叡えい智ちに満たされたこの私がぁーっ！」

アキナ：５Ｄ＋[image: 193]点ダメージいきます！

マルセル：ラックハットと《チェックメイト》で、５Ｄ＋18点ダメージ上昇だ！

アキナ：（ダイスを振る）てええええい！　ダイス目は19の、[image: 212]点！

マルセル：それに、＋39点。

ＧＭ：合計[image: 251]点!?　だが、辛うじてルードヴィヒゴーレムはなんとか立っています。

アキナ：そしてもう一撃いきます！　これで倒せないと、大変なことになりそうだから――。




　アキナは疲労困憊の極限状態なかでも、笑顔で言った――。

　「みんな、これで最後だから、力を貸して……」




アキナ：フェイトを１点使用……《結束》お願いします。

ドラン：ＯＫ！　またフェイトを１点どうぞナリ。

マルセル：うむ、ワタシの分も進しん呈ていだ。

ギィ：オレにはもうフェイトはねぇが。頼むぜ、これで決めてくれ！

アキナ：はい！　行きます！
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　仲間の思いをこの一撃に込めて。

　アキナは残るすべての力を解き放った――……。




アキナ：えーいっ!!　（ダイスを振る）でもクリティカルしないー！　……《バトルコンプリート》を使用。今度は５個で振り直しまーす。……んー、クリティカルしない。

ＧＭ：でも、こっちは元から避けられません。ダメージをどうぞ。

アキナ：（ダイスを振る）ダイス目は18。合計で[image: 201]点ダメージ！

ギィ：二発合計すると[image: 452]点、ついにメインプロセス一回で[image: 450]点出るようになったか。

ＧＭ：では、アキナの大たい剣けんが目にも止まらぬ速さで翻ひるがえったかと思うと……ルードヴィヒゴーレムはピタリと動きを止め―――。




　目にも留まらぬスピードで翻る、アキナの大剣―――。

　一いつ瞬しゆん、時が止まったかのような静せい寂じやくが訪おとずれる。

　ひと呼こ吸きゆうをおいて、ぴしり、と何かが割われる音が響ひびき、ゴーレムの巨体が光芒に包まれた。




ＧＭ：と、ゴーレムは見事に切きり刻きざまれ、爆ばく発はつします。

一同：おおおおおおお～!!


アキナ：勝利！

ドラン：この勝利をガイガーに捧げるナリ――っ!!（笑）

ＧＭ：うがぁぁぁぁっ！　まさか、第三ラウンドに突入せずにやられるとはぁぁぁぁっ！

ギィ：《結束》の勝利だな。

ＧＭ：とほほ。ということで、クライマックスは終了。エンディングに移ります。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆再生




　ランプの柔らかな照明が、寝しん台だいを照らす。

　そのうえに寝ねかされているのは、円えん筒とう状じようのエクスマキナ、ドラン・ベレレン。

　命を吹き込む、新たな竜りゆう輝き石せきが彼に組み込まれようとしていた。




ＧＭ：では、ルードヴィヒとの戦いが終わって一息ついたところです。

ドラン：そうだっ!?　ワタシはどうなったナリか？

ＧＭ：ルードヴィヒを速やかに倒したので、マルドールが問題なく応急処置。バーゼルのマルドールの宿舎にあつらえた臨時の工房に運び込まれます。

マルセル：そう言えば、錬金術師としての依頼を受けて、この都市にマルドールは来たんだったな。最低限の道具は持って来ているか。では、マルドールに説明し、王威の竜輝石ではなく、知恵の竜輝石で代用できないか、と依頼してみよう。

ＧＭ：マルドールは前回、ドランの内部機構を把握しているので、何をすればいいかは分かるようです。「まさか、あの光る宝石が、竜輝石だったとは」と感心しつつ「とにかくドランさんのためにやれることをやってみます！」と意気込みます。

アキナ：頑張ってください。

ＧＭ：マルドールは、ドランを作業用の寝台に寝かせると、その頭部を空け、中を検分し、早速作業を開始します。

ドラン：では、さすがにその間はワタシも意識を失ってしまう。

ＧＭ：では、そういうことで（笑）。ドランのモノアイの光が落ちます。

ギィ：ま、信じて待つとするか。




　そして作業が始まった。

　真剣な表情で、工具を操るマルドール。その額に汗がにじむ。

　しばらくの間、甲高い金属音が断続的に響き、やがて……。




ＧＭ：「……終わりましたよ」マルドールがメス……じゃないや、スパナや工具を置いて、ふーっと大きな息をつく。

アキナ：おお～！

マルセル：ドランの蘇生と竜輝石の交換は成功したということだな。

ドラン：ビムンッとモノアイに光が戻もどり……マルドール、成功したナリか？　と尋たずねる。
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ＧＭ：マルドールは「はい、これで問題なく起動できるはずです。無事に作業が終わってホッとしました」と答えます。

ドラン：ふう、これでひとつの問題から解放されたナリね。

アキナ：で、交換したゴルフォードの王威の竜輝石はどうするの？

ギィ：それは、あとはピアニィ陛へい下かのお好きなようにって、ナヴァールに進しん呈ていするのがいいんじゃないか？

マルセル：我われ々われ、エンジェルファイヤーが持つ理由はないからな。

ドラン：そうナリね。むしろ、持っているとまた狙ねらわれて大変な目に遭あうナリ。

ＧＭ：しかし、ドランの中に竜輝石が入っているという事実は変わりません。王威の竜輝石ほどではないですが、知恵の竜輝石も十分に価値があるものなので、狙われる可能性はなくなったわけではないですよ？

ギィ：実際、知恵の竜輝石でヴォルケイノを動かしていたしな。

マルセル：古代遺い跡せきに埋うもれているであろう発掘兵器の動力源にできるのだろう。

ドラン：結局、ワタシたちには、心休まるときはないナリな（笑）。

マルセル：そうだな……。実際、バルムンク・ノヴァの連中の発言を信じるなら、古代の兵器が大陸中にまだ残っているわけだ。これからさらなる戦乱が起こる可能性は否定できん。

アキナ：そっか……。




　バーゼルでのこと。そして、その前にグランニコルで起こったこと。

　いずれも、竜輝石の力によって災さい厄やくが招まねかれた。

　アルディオン各地に、それだけの力を持った古代の遺い産さんが眠ねむっている。

　これを軍事利用することができれば、現在の情じよう勢せいを一変させることもできよう。

　マルセルの言葉は、その不安を指し摘てきしたものだった。




ＧＭ：そんな不安を残したところで、シーンを終了しましょう。







◆Ending 02◆そして世はこともなく




　バーゼルは、エンジェルファイヤーの活かつ躍やくにより救われた。

　アーデルハイドや市民たちは、不安から解放され、喜びの笑顔を見せている。

　そんな中でひとり、市長のセンデロスは青い顔をみせていた。




ＧＭ：では、ドランの処置が終わり、マルドールの宿から出た皆さん。アーデルハイドとユキちゃんが駆かけ寄よってきます。そして市民たち、さらに市長のセンデロスも姿を見せます。

ギィ：みんな無ぶ事じか。

ＧＭ：「アキナちゃーん」とアーデルハイドがやってきます。

アキナ：アーデルハイドちゃ～ん。

ＧＭ：「やっぱり、みんなは都市を守ってくれたんだね！」

アキナ：みんなが信じてくれたおかげだよー。

ドラン：そう。そのおかげで、英えい雄ゆうガイガーが蘇よみがえったナリ。

マルセル：まさか本当に、ガイガー像ぞうが立ち上がるとはな……。

ＧＭ：「ガイガー様の姿も見てたし、大きな化ばけ物ものを倒たおしてくれたのも見てたの！」

ドラン：そうナリか。

ＧＭ：それから、センデロス市長が申もうし訳わけなさそうにやってきます。

ドラン：反省したナリか、市長（笑）。

ＧＭ：「……このたびは本当にご迷めい惑わくをおかけしました。いかなる処しよ分ぶんもお受けしますので、どうか市民たちは助けてもらえないでしょうか」

アキナ：え？　センデロスさんずいぶん思い詰めてますけど……。

マルセル：無理もない。普通なら反逆罪で死刑を含めた厳重な処罰がくだされかねんことをしてるからな。

アキナ：そ、そうですか……。でもちょっと可愛そう……。

ドラン：アキナは本当にお人好しナリ（笑）。

アキナ：うーん。って……あっ！　

ギィ：どうした？

アキナ：そうですよ！　あたしたちは子ヤギのユキちゃんを助けに来ただけでした！（笑）
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ギィ：はっ！　表向きは子ヤギを捜さがしに来ただけだからな。

ドラン：ですよねぇ～！（笑）

マルセル：おいおい（笑）

ＧＭ：センデロスは安あん堵どと感かん謝しやにもう泣きそうです！「分かりました！　フィリップ陛へい下かやピアニィ大統領が造つくる国が平和であるよう、我われ々われもお手伝いさせていただきます！」

アキナ：あたしたちは、依い頼らいどおりにユキちゃんを救出した。報ほう告こく書しよには、それだけ書けば良いと思うんです。

ギィ：うん、オレ個こ人じん的てきにも、そうしてくれるとありがてぇ。

ドラン：どうしてナリ？

ギィ：ちょっと義理のある人に頼まれてな……。そのうち詳しく話すよ、そのうちな（笑）。

マルセル：センデロスに釘をさしておくか。……ただし、次はないぞ？

ＧＭ：「ははっ！」

アキナ：あと、なんでも秘書のせいにしちゃダメですよ！（一同笑）

ＧＭ：「面めん目ぼくございません」（笑）

ドラン：せっかくガイガーが護った都市だ。しっかり頼むナリ。

マルセル：ともかく、これでこの都市については一いつ件けん落らく着ちやくか。

ＧＭ：というわけで、エンジェルファイヤーは都市の危き機きを救い、去っていくのであった。




　バーゼルを去る、エンジェルファイヤー。

　アーデルハイドを始めとした市民は、一行が見えなくなるまで手を振ふっていた。

　ドランは門を振り返り、今はもう見えなくなったガイガーの姿を、思い起こしていた。







◆Ending 03◆すべては、平和のために




　ギィは、ベルクシーレの裏うら通どおりにある王おう蛇じや会かいの酒場に足を運んだ。

　彼にはマムに伝えるべき言葉があった……。




ＧＭ：では、何かエンディングでやり残していることがある人はいますか？

ギィ：オレにひとつある。マムと絡むシーンが欲しいかな。

ＧＭ：なるほど。では、ノルウィッチに帰還する際、ベルクシーレを経由することになりました。で、そこで、オーレリー・カルマンとギィが話す機会ができたということで。

マルセル：今回はアンソンも関係者だからな。報告がてらベルクシーレに寄ったわけか。

ＧＭ：そんなところです。

ギィ：じゃあ、オレはマムに会いに行く。あの人からの頼まれごとを果たしたからな。

ＧＭ：分かりました。では、ベルクシーレの裏通りにある例の酒場に行くと、オーレリーがギィのやってくるのを待っていました。

ギィ：ただいま。終わったぜ、マム。

ＧＭ：「よくやってくれたね」と褒ほめてくれます。

ギィ：何の問題もない。反はん乱らんとか、そういう火種は全部消したし、何も無かったことになる。バーゼルは特にお咎とがめも受けないだろう。王おう国こく軍ぐん師しがお墨すみ付つきをくれるぜ。

ＧＭ：「さすがだね。あんたならうまくまとめてくれると思ったよ」

ギィ：「だがな……マム。オレはアンタに折り入って、どうしても訊ききたいことがある」と言って、護衛役の若い衆に目をやる。

ＧＭ：すると、オーレリーは言葉を交かわす必要もなく、何かを察したのか人ひと払ばらいをします。

ギィ：……さてと。ふたりになったところで、改めて訊かせてもらうぜ。ああ、今回の件で、どぉぉぉーしても納なつ得とくできないことがふたつある。

ＧＭ：「ふたつもかい？」

ギィ：まず、ひとつ目。王蛇会はそもそも南のグラスウェルズに征せい服ふくされた民族が、グラスウェルズの王宮やその連中と揉めたから仕方なく犯はん罪ざい結社になった組織だ。こうやって裏家業を延えん々えんとしてきたのも、グラスウェルズに帰属することに納なつ得とくがいかないからだろ？

ＧＭ：「そうだったかね……」とわざとらしくとぼけますよ。

ギィ：ところが、今回のアンタの命令は、反はん乱らんを穏当に鎮しずめてくれってことだった。王蛇会の本来の目的とは違う。グラスウェルズから独どく立りつするために、反乱軍やアンリを支し援えんしてもいいはず。だけど、アンタは戦争が起こるのはイヤだって言った。これはおかしい。

ＧＭ：「…………」　マムは沈黙しています。

ギィ：そして、ふたつ目。アンタは今回の件について、自分の直ちよく接せつの部下を使ってない。王蛇会には、オレなんかよりもよっぽど頼たよりになるやつがいるはずなのに、だ。

ＧＭ：それには答えたはずだよ？

ギィ：ああ。アンタは、オレに依頼する理由として、王宮に繫つながっているからだと言ったが、……それは噓うそだ。

ＧＭ：「噓だとする理由を聞かせてもらってもいいかい？」

ギィ：……なあ、マム。分かっているはずだ。今の王蛇会はただの犯罪結社さ。もともと民族がどうのこうのとお高い志こころざしを掲かかげていた。だけど、もはやそんなことはどうでもいい連中のほうが多いだろう？

ＧＭ：黙だまって聞いています。

ギィ：アンタは、故郷を戦せん渦かにさらしたくないと言ったよな。それは本音だろう。もう、国と国との戦争なんてのは起こらない。民族同士の争いも減っていくだろう。そういう問題を血を流さずに解決する時代になったんだ。

ＧＭ：「そうかもしれないねえ……」

ギィ：みんな普ふ通つうに、真ま面じ目めに幸せにやっていける世の中になるんだよ。だからアンタは、王蛇会の犯はん罪ざい者しやたちを故こ郷きように関わらせたくなかったんだ。アンタの大切な故郷を守るために、もう王蛇会は役に立たないってことをアンタは分かってるんだ。そうだろう？
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　長い沈黙がふたりを支配する。

　その沈黙を破ったギィの言葉は意外なものだった。
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ギィ：……なあ、マム。足を洗あらわねえか？

ＧＭ：ぴくり、とオーレリーは顔を上げ、意外そうな顔をしますよ。

ギィ：もう、汚きたねえことは全部やめるんだ。結成した目的を見失ってただの犯罪結社になっちまったここを出るんだ。

ＧＭ：「…………」

ギィ：まっとうに働いて、胸を張はって明るいところを歩いていこう。もし、アンタがこの国では前科があるって言うなら、オレと一いつ緒しよにフェリタニアに行こうぜ！

ドラン：なんかギィが目覚めた！

アキナ：なんだか、いい話！

ギィ：アンタの面倒はオレが見るよ。……なあ、大事にするぜ？　……本当のお袋ふくろみたいに、さ。

アキナ：いい話ですね。じーんときちゃう。

ＧＭ：ふむ……ここは社長としてはどう返して欲しいでしょうか？

ギィ：できればちょっと迷って欲しいんだが、その後は……。

ＧＭ：その後は？

ギィ：けんもほろろに断ってくれ。

アキナ：え？

ＧＭ：了解。「……戯たわ言ごと言ってるんじゃないよ」と言います。確かに、オーレリーはうんとは言わないと思うんですが、こんな感じですかね。

ギィ：ああ、それでいい。で、オレは「お、おいマム……」と、やや鼻白む。

ＧＭ：「とりあえず、今回の件は貸かしを返してもらったことにするさ。だけど、アンタへの貸しはあとふたつだ。それを忘わすれるんじゃない。……早く帰りな」

ギィ：じゃあ、ばつが悪そうに、もちろんさ。借りは忘れないよ。じゃあな、と去っていく。

ＧＭ：了解しました。まぁ「早く帰りな」って言ったあたりで、ちょっと後ろを向いてもう目を合わせようとしないんですが……。

ギィ：店を出て、一回振ふり返かえる。ギィは、断られてすごく寂しいんだが、強がってそれを見せないように歩みさる。で、エンジェルファイヤーのもとに戻るのさ。




　夕刻、一行が投宿する宿屋に戻ってきたギィは、どこか寂しげに見えた。

　そんな彼を、仲間たちはいつものように出迎えた。




アキナ：ギィさん、お帰りなさい！

ドラン：おお、どこへ行っていたナリか？

ギィ：別に、ただの野暮用さ。

マルセル：そろそろ食事の時間だぞ。

ギィ：そいつぁちょうどいい。腹ぁ減ってたんだ（笑）。

ＧＭ：てな感じで、みなさんがそろったところで、シーンを終了しましょう。




　もう、国と国との戦争は起こらない。戦せん乱らんの大陸と呼ばれたアルディオンに、平和の時が近づいている。それは誰もが持つ願いなのかもしれない。

　だが、それはまだ不ふ確たしかな未来でしかないのだ。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』

第八話「神しん聖せい帝てい国こくの野望」

―ＦＩＮ―













あとがき






　本書冒頭でも触ふれさせていただきましたが――。

　まずはじめに、このたびの東とう北ほく地ち方ほう太たい平へい洋よう沖おき地じ震しんに関しまして、ご被ひ災さい者しやの方々と、これに関係するすべての皆みな様さまへ、謹つつんでお見み舞まいと哀あい悼とうの意いを述のべさせていただきます。




　非ひ才さいの身ですが、力をつくして本書を制作しました。大変な思いをされた方も多いと思いますが、この本を読んで一ひと時ときでも楽しんでいただければ幸いです。




　では、さっそく内ない容ようを解かい説せつしていきましょう。ネタバレにあたるような言げん及きゆうもあるので、未読の方はご注意ください。




　本書を執しつ筆ぴつするにあたって、私わたしはふたつの自分向けのテーマを設せつ定ていしていました。

　ひとつは、成り行き的なものもありますが、竜りゆう輝き石せき戦争以い降こうの世界を描えがくということ。

『無印』第六巻かんの展てん開かいを受け、フェリタニアはアルディオン最大の国家に成長を遂とげました。しかし実じつ際さい難むずかしいのはこれから。平和を維い持じしていくということこそ、大きな困こん難なんをともなうものではないでしょうか？　特にアルディオンの場合には、邪じや悪あくな勢せい力りよくは健けん在ざいです。そして、かつての敵てきの残ざん党とう、いまだ戦意を残している国。不安要よう素そはいくらでもあるわけです。

　要するに〝サガ〟シリーズ全体が迎むかえる、新たな戦いの序じよ章しようとして、本書を捉とらえていただければ、と思います。

　ぶっちゃけ、「ここからが本番」なのです。

　そして、もうひとつのテーマは、ドランの中の竜輝石を取り出すということ。

　これはテーマと言うよりはＧＭとしての目標といってもいいかもしれません。

　そもそも、ドランの中に王おう威いの竜りゆう輝き石せきを入れたのは「竜輝石戦争にゴルフォードが参戦する可か能のう性せいがある！」そんな危き機きをインパクトのある形で演えん出しゆつしたかったからです。

　しかし今や時代は変わりました。本文中でナヴァールが言うように、ゴルフォードとの協調を模も索さくしていく中では、いずれそのまま放置できない問題となってしまいます。

　正直に言いますと、ゲーム内の登場人物だけでなく、制せい作さく側の都合からしても（笑）。

　まさかこんなことになろうとは思いもしませんでしたが……しかし予想もつかない展開こそゲームの醍だい醐ご味み。

　ならば、それを乗のり越こえてみせよう、と今回のシナリオを作ったわけです。




●第七話　灼しやく熱ねつ戦線

　今回、個こ人じん的てきに特に気に入っているのはアキナのロールプレイ。父の仇かたきを探さがす少女ジャスミンとのアキナのふれあいは執筆中も感心することしきり。

　その境きよう遇ぐうが似にているということを活いかして、ヒロインに共感するアキナは実にヒーロー（女の子ですが）していた！　と思います（笑）。

　人の痛いたみを感じることができる――これはとても大事なことだと思います。その優やさしさと強さを兼かね備そなえたキャラ性せいが、彼かの女じよの魅み力りよくなのでしょう。

　本シナリオで描かれた歴史の真実。アヴェルシア服ふく属ぞくの裏で起きていた陰いん謀ぼうについて。

『デスマーチ』第一巻のドランの設定によれば、彼は「アヴェルシアの服属の際、ケネス王を護って戦う中、レイウォールの手のものによって暗殺された」ことになります。

　この事件がバルムンクによって動かされたレイウォールの陰謀であることは、すでに『アクロス』シリーズで書かれていることです。ですが実のところレイウォールがアヴェルシアの者に対して直接武力を行こう使ししたということは、『アリアンロッド・サガ』の歴史の中で、一度も触ふれられていないことです。

　援軍として来たはずの友好国の軍に、王を守ろうとしながらも謀殺された騎士。そして彼の奮闘は歴史の闇の中に葬られてしまうのです……。

　私は「ドランのプレイヤーである菊池たけしはドランとアヴェルシアの服属について、そんな劇的な設定を考えていたのか！」と心しん底そこ感かん心しんしたのでした。そして、その魅力的な設定を活かそうと知恵を絞ってみました。

　その結果がどうなったのか……については本編を読んでの通りなわけですが、結果オーライ的に面白い展開に転ころんだなあと考えています。

　また、今回はアクション重じゆう視しのシナリオをめざしました。前回、第六話は複雑な政治状況を扱かったシナリオでしたので、今回はまた趣きの異なるアプローチを意図したしだいです。

　それもあって、早め早めに情じよう報ほうを提てい示じしたこともありますが、さすが『デスマーチ』のプレイヤーはベテランぞろい、驚くほど迅速にシナリオの構こう造ぞうを把は握あくされてしまいました。

　ただ、終しゆう盤ばんのスペクタクルやヴォルケイノとのアクションがより盛り上がったのは、そのことも一いち因いんだったのではないかと考えています。




●第八話　神しん聖せい帝てい国こくの野望

　このシナリオで実じつ現げんしたかったのは竜輝石の力を見せること。これにつきます。

　アルディオンには王威の竜輝石以外にもいくつも竜輝石は存そん在ざいします。本文中でも描いたとおり、これを効こう果か的てきに運用すれば、他の勢力も、圧あつ倒とう的てきな〝力〟を手にすることができるのです。大陸最大の国家、フェリタニア合衆国に対たい抗こう可か能のうなほどの……。

　まったく、ピアニィと仲間たちの心が休まる時はしばらくこなさそうな気配です（笑）。

　この要素に、ガイガーという存在をからめ、ドランの中の王威の竜輝石を取り外すというイベントをこなしたのが本シナリオとなります。

　この話の戦せん闘とうはＰＣ側の圧あつ勝しように終わりました。

　思うに、この結果のターニングポイントはギルドスキルの選定にありました。

　ＰＣは《陣じん形けい》を諦めてまで《再さい行こう動どう》を選せん択たくしました。これは結果的に大成功。ＧＭが想定した三ラウンドより一ラウンド早く敵を倒たおすことに成功しています。

『アリアンロッド』に馴なれている方なら、セットアッププロセスでギルドメンバーが移い動どう可能な《陣形》の有ゆう用よう性せいはご存ぞんじのことでしょう。そこをあえて、より攻撃的な《再行動》を選択した勇気には驚おどろかされました。そのうえで、《陣形》がなくても、《アンパッサン》や《ランナップ》で、そこをフォローできるスキル構こう成せいであったことが、この決断を後押ししたとも言えます。




●その他

　今回もまた、魅み力りよく的てきなな読者投稿キャラクターを採用させていただきました。

　どうもありがとうございます。

　いまや『無印』、『ブレイク』でも多くの読者投稿キャラが活躍しています。その様子を見るにつけ〝サガ〟は読者さんと共に歩んでいる幸せな物語なのだ、と思うことしきりです。

　猫猫猫ねこびよう・ねこ様。いつもながら、素す晴ばらしいイラストをどうもありがとうございます。毎度毎度の演出に対する細かい要よう請せいに、信じられない熱意を持って応こたえてくださり超ちよう感かん激げきです。

　酒井香奈子さかい・かなこ様。おかげさまで、アキナはどんどん良いキャラになってきました！　特に温泉で思わず修しゆ行ぎようを宣せん言げんされるあたり、実にアキナらしい。……いやマジで（笑）。

　菊きく池ちたけし様、今回もドランに秘ひめられた設定で振ふり回まわしてしまいました。でも、波は乱らんに満ちた人生のほうがたのしいですよね！　……今度、飲みにでも行きましょう（笑）。

　鈴吹太郎すずふき・たろう様。第八話のギィのエンディングがカッコ良すぎです。おかげで、ギィ・マムファンの猫先生が大興奮でした。

　たのあきらさま。ステラだったりヤギだったりにイジられるマルセル。どんどん萌えキャラ化が進行しているように思えます。元々、そんなコンセプトのキャラでしたっけ？（笑）

　そして、何よりも本書を読んでいただける読者の皆様。皆様がリプレイやＴＲＰＧを楽しんでいただけるからこそ、私たちは頑張っていけるのです。どうか、ぜひ末永くＴＲＰＧをお楽しみください。




　最後に、『アリアンロッド・サガ』シリーズの新作紹しよう介かいをさせていただきます。

　まずは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズから。

　著ちよ者しやは藤井忍ふじい・しのぶ。イラストレーターはヤトアキラ。二〇一一年三月三〇日に『アルシャードガイアリプレイ　美少女★女め神がみと黄金の林りん檎ご』（エンターブレイン刊かん）をリリースしたコンビです。竜輝石戦争において、アルディオン最大の国家を打ち立てたピアニィ。彼女に対抗する立場となって冒ぼう険けんを繰くり広ひろげる、というコンセプトのリプレイです。

　この「打だ倒とうピアニィ」をモチーフにした物語は『ゲッタウェイ』のみならず、アルディオンの新たな遊び方としてサプリメント等でも提てい供きようしていく予定です。お楽しみに！

　次は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』。緑谷明澄りよくや・あきすみの手による本リプレイは好こう評ひようにつき、第二巻の発売が決定しました。ただ今、五月発売予定で制作進行中です。

　シェルドニアン学園で冒険を繰り広げるユファたちの前に、伝説の先せん輩ぱいピアニィが登場！　果たしてどんな事件が巻まき起おこるのか？

　さらに『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第五巻が控えています。三月に第四巻を発売したばかりの鈴吹太郎が、六月にシリーズ最さい終しゆう巻かんをお届けする予定です。

　変動を続けるアルディオン大陸。その地を舞ぶ台たいにした冒ぼう険けん譚たんはまだまだ盛もり上あがります。

　ご期待ください！





二〇一一年三月二一日

田中信二












アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ④




さらにキビシイ綱渡り！








田中信二／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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